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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──『獲かく得とくの代だい償しようは常に喪そう失しつ』。


　まず最初に彼は師しからそう教わった。


　何かを得えるという事は、即すなわち何かを失うという事である──まだ少年であった彼は、その言葉にひどく困こん惑わくと落らく胆たんを覚えたものだった。これから文字通りに命いのち懸がけで多くの業わざを体たい得とくせんと決意を固める弟で子しにとって、それはあまりに醒さめきった言葉であったろう。


　彼は何も失いたくなかった。既すでに多くのものを彼は失っていたからだ。


　彼だけではない。あの悪あく夢むの如ごとき〈イエルネフェルト事変〉で、どれほどのものが失われただろうか。生命。住居。職業。財産。友人。恋こい人びと。そして家族。幾いくつもの都市が壊かい滅めつしたあの動乱の渦か中ちゆうで、数え切れない程のものが略りやく奪だつされ、破は壊かいされ、抹まつ消しようされた。正確な被ひ害がい総そう額がくと死し傷しよう者しや数を算出する努力は、既すでに放ほう棄きされて久ひさしい。


　無む論ろん──国中を覆おおう惨さん禍かは彼の住んでいた田舎いなか村むらにも例れい外がいたる事を許さなかった。


　親は死んだ。家は焼けた。事変後の混乱期──出で稼かせぎの名目で半ば強制的にトリスタン市へ送り出された時から、故こ郷きようさえもが彼の中ではその意味を失った。経済体制そのものが半はん壊かいしていたあの当時──何の縁ツ故テも目ア当テもなく都会へ出たところで職など見つかる筈はずもないのは、誰だれの目にも明らかだった。つまりそれは出稼ぎを口こう実じつにした口くち減べらし……もっと端たん的てきに言えば、切り捨てであったのだ。村人を養やしなうための物ぶつ資しや資産には限りがある。ならばさしたる役にも立たず、切り捨てても後あと腐くされのない孤こ児じから、と村人達が考えるのはある意味で当然であったろう。


　自分を追い出した村人達を恨うらむ気にはなれなかった。


　誰もが生きるのに必死だった。他人への慈じ愛あいを思い出す余よ裕ゆうなどある筈はずもない。誰かを憎にくんでも状じよう況きようは好こう転てんしない。責任をとれる者も居ない。国全体が同じ様な状態に陥おちいっているのは、トリスタン市に出てきたその日に理解できた。かつて憧あこがれた都会が見る影かげもなく荒こう廃はいしているのを目まの当たりにした時──彼は無む性しように哀かなしくなったのを覚えている。


　失われた諸もろ々もろのものに思いを馳はせ、彼はただ哀かなしくて泣いた。


　だから──彼は手に入れようとしたのだ。


　何でも良かった。詳しよう細さい構かまわず、手に入るものならばその全すべてを貪どん欲よくに彼は獲かく得とくしようとした。覚かく悟ごする暇ひまさえ許されず、ただ一方的に奪うばわれた様さま々ざまなもの──それらの欠けつ落らくした空くう虚きよを、そうする事で彼は埋うめようとした。


　しかし……すぐにそれだけでは足たりないと彼は思う様になった。


　何かを得えた瞬しゆん間かんにそれを失う事への不安が生じる。ただ虚うつろを埋うめて元に戻もどすだけでは足りないのだ。同じ事が繰くり返されないと誰が保証できる？　失ったもの以上の何かを手にせねばならない。より多くのものを得る事で彼は強く在あろうとした。獲得したものによってその身を鎧よろう事で──獲得し続ける事で彼は喪そう失しつの運命に抗あらがおうとしたのである。


　百を奪うばわれれば百と一つのものを得れば良い。千を失うのなら千と一つのものを持っていれば良い。そうすれば──負けない。負けた事にはならない。


　より多くのものを。次の喪失に備そなえるべく一つでも多くのものを。


　満足など決してできない。してはならない。終わりなどない。それは果てのない地ち平へいを目指して走る事にも似にていた。走り続ける事こそが──獲得を続ける事こそが唯ゆい一いつの対たい抗こう手段なのだと彼は知っていた。


　だから。


　無む限げんたる事を目指して。万ばん能のうたる事を志し向こうして。


　その飽あくなき欲よつ求きゆうが彼を動かしてきたのだとも言える。


　しかし──


『獲得は喪失と常に等ひとしい。全すべては等とう価か交こう換かんされる。たとえ一見そうは見えなくともな』


　彼は師の言葉の意味が理解できなかった。


　師はとんでもなく不公平な事を言っている様に思えた。自分は既すでに多くのものを失っている。この上に何を失わなければならないというのか。今度は一方的に手にする番なのに。


『未み熟じゆく者ものめ』


　師はそう言って彼を戒いましめ──空からのコップを示して見せた。


『よいか。たとえ空の器うつわに見えようとも、そこに何の代だい償しようもなくものを詰つめ込こめる訳わけではない。水を注そそげばその分の空気が押おし出されているだけの事だ。普ふ段だんはその空気を意識していないに過ぎない。


　まして器は有ゆう限げんたるからこそ器なのだ。無む限げんにものを詰め込める筈もない。満まん杯ぱいの器に新たな何かを注ぎ込まんとすれば、当然に中身はあふれ出てしまう──』


　人間の獲得できるものには自おのずと限度がある──師はその事を彼に何度も何度も語った。


　だが。彼から見れば師は万能の超ちよう人じんだった。


　如い何かなる状況、如何なる相手も師から何かを奪うばう事など出来る筈はずもないと思った。彼の眼めからすれば、師は神にも等しい完全な存在だった。およそ師には不可能な事など何もない様にさえ見える。一体、そんな師が何を棄すててきたというのか。


『だから未熟者だと言うのだ』


　師はそう言って溜ため息をついた。


『私が今のこの状態に至るまでに、どれほどのものを棄ててきたのか……貴き様さまは知るまいよ。それは空気同様に貴様には見えていないだけの事だ』


　何かをその手に摑つかまんとするのならば、既すでにその手に握にぎっていたものを手て放ばなさなければならない。その覚かく悟ご無くして新たな何かを欲ほつするのは、単なる強ごう欲よくであり妄もう執しゆうなのだと師は彼に教えた。そしてそれは人間の性さがそのものなのだと。


　故ゆえに──人間たる事さえもを超こえようと欲する者は、より多くのものを捨てねばならない。己おのれを人間という状態に規き定ていしている諸もろ々もろのものを、捨て続けねばならない。


　それは死にも等しい試し練れんだ。


　自分を定義するものを捨て続けるという事は、自分の存在を無限に希き薄はく化かしてゆく事に他ほかならない。全すべての喪失とは即すなわち、存在の消失であり死と同どう義ぎである。だが新たなる存在としての生を得んとするならば、それは当然の事とも言えた。


　己を器に喩たとえるのならば、最後には器そのものさえもを棄ててしまう事──それこそが自みずからを無限の器と成なす為ために必要となる。捨てて、捨てて、捨て続けて──ありとあらゆるものへの執しゆう着ちやくを放ほう棄きした果てに、存在の本質のみが辿たどり着く自由の世界がある。


　では──もし捨て切れなければどうなるのか。


　その質問に師はただ短くこう答えた。


『その時は死なねばならん』


　やはりそれはひどく不ふ公こう平へいな事の様に……当時の彼には思えた。


　しかし。


「コルグ師──」


　背中から腹ふく部ぶへと抜ぬける灼やけた感かん触しよく。


　一いつ瞬しゆん遅おくれ──彼を嘲あざ笑わらうかの様に、白い森の中を乾かわいた銃じゆう声せいが幾いく重えにも反はん響きようした。


　彼は弓ゆみなりに大きく身を反そらしてよろめく。着ちやく弾だんの衝しよう撃げきに押おされたというよりも、己おのれの身を鉄てつ杭くいの如ごとく貫つらぬいた何かから逃のがれようとして採とる、反射的な行動であった。針はりに縫ぬい止められた昆こん虫ちゆうが自動的に足あ搔がくのに等しい。


　天を仰あおげば──雪。


　宵よい闇やみの薄うす暗ぐらい空から、微び細さいな冷たい結けつ晶しようの群むれが飽あく事なく降ふり続けていた。森の全すべてを白はく銀ぎんに染そめてもまだ足りぬとばかりに、それらは降り積つもり、地に層そうを成なしてゆく。


　逃とう亡ぼう者しやにとってそれは、足あし跡あとを消してくれる天の助けであると同時に、一歩でも追っ手から遠ざからんとするその脚あしに絡からみ付き、前進を妨さまたげる運命の悪意でもある。どちらの効こう能のうが優まさるかは多分に状況に依よるが──どうやら彼にとっては後者であったらしい。


「確かに……」


　腹ふつ腔こうから激げき痛つうが広がり始める。


「貴方あなたの……仰おつしやる通りでした……」


　天を睨にらんだ反はん動どうであるかの様に彼は身を折った。空を捉とらえていた視し界かいが大きく滑すべり、足あし下もとに広がっている白い地面が映る。


　いや──彼の足下の地面には湯気を立てながら薄うす茶ちや色いろの何かが広がっていた。


　そうと知って見なければ、それが血けつ痕こんだとは分かるまい。無む造ぞう作さにぶちまけられて雪と混まざり合い、希薄化した生命いのちの滴しずく。それは彼自身の未来を暗示している様にも見えた。


「ダニエルっ!?」


　悲ひ鳴めいじみた叫さけびを何ど処こか遠くに聞きながら、彼は自らが雪面に撒まいた血ち潮しおの中にゆっくりと倒たおれ込こんだ。


　立ち上がろうとして……しかし立てない。


　銃声や威い力りよくからして大おお型がた獣じゆう狩しゆ猟りよう用ようの大だい口こう径けいライフル弾だんを撃うち込まれたのだろう。抉えぐられたかの様な惨さん状じようを呈ていする腹部の銃じゆう創そうから、腹ふく圧あつに押された内ない臓ぞうがずるずると出てくるのが見えた。牛や熊くまを射しや殺さつする為ために造つくられた武器を前にしては、人間の肉体など脆ぜい弱じやくなだけの肉にく塊かいに過ぎない。


　そうだ。脆もろい。あまりにも人間は脆い。


　空気。食料。光。水。その他諸もろ々もろのもの──それらが無くては人間はただそこに生きて存ある事さえできない。ほんの少し何かが欠けつ乏ぼうするだけで、いともあっさりとその存在は崩ほう壊かいしてしまう。


　人はこんなにも脆ぜい弱じやくだ。


　運命は容よう赦しやなく人に襲おそいかかる。無む慈じ悲ひに人から何かを奪うばってゆく。努力の果てに何かを積つみ上げたとしても──それらは積み上げた端はしから崩くずれてゆく。常つねに人は略りやく奪だつされて生きている。常に喪そう失しつの危険におののきながら生きている。喜びも悲しみも所しよ詮せんは幻げん影えいだ。いつか来る肉体の喪失と共に霧む散さんする儚はかない虚きよ像ぞうでしかない。


　これではまるで──人はただ何か失う為に、奪うばわれる為に生まれてくる様ではないか。


　駄だ目めだ。人間では駄目なのだ。


　人である以上はこの宿命から逃のがれられない。どれだけ多くのものを手に入れても、わずかに一いつ瞬しゆんで全すべては奪い去られてしまう。それが人たるものの限界であった。


　だから──


「ダニエルっ！　ダニエルっ!!」


　彼の名を呼ぶ少女の声が聞こえる。


「どうしようっ……どうしようっ……！　血が──血がたくさん──ああっ……！」


　視し線せんを動かす──ただそれだけの事に彼は大たい変へんな努力を強しいられた。


　少女は泣きながら地に膝ひざをつき、雪面を搔かいていた。


　顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて涙なみだをこぼしながら、彼女は彼の血で茶色く染そまった雪を搔き集めて彼の腹部に押おしつけた。うねくり出てくる腸はらわたを押し戻もどし、肉にく片へんを拾って彼の腹ふつ腔こうに押し込もうとしていた。恐おそらく気が動転していて、自分が何をしているのかも理解していないだろう。ただ反射的にこぼれたものを元に戻そうとしているだけだった。


「ああっ……あああっ……」


　半なかば錯さく乱らんした状態で少女は雪を搔き続ける。


　そんな少女の姿すがたを、激げき痛つうの向こう側から彼はぼんやりと眺ながめていた。


　愛いとしいコーネリア。


　彼がどうしても捨てきれなかったもの。


「噓うそよ、こんな、ああ──酷ひどい──こんな止まらない──血が──血が──いや、どうして、酷い、こんな──誰だれか。誰か助けて。父とう様さま──」


（ああ──）


　コーネリアの吐はく支し離り滅めつ裂れつな言葉の断だん片ぺんを聞きながら彼は思う。


（君はこの仕し打うちが誰の命令によるものなのか──想像も付かないんだね……）


　彼女はあまりにも幼おさなかった。


　十六という年ねん齢れいとは不ふ釣つり合いな程に、彼女の精神は純じゆん粋すいだった。人間の憎ぞう悪おや悪あく意いというものに対してあまりにも鈍どん感かんなのである。恐らく彼女の眼にはこの世界は無む条じよう件けんに美しく素す晴ばらしいものに見えているのだろう。


　無理もない。物もの心ごころついて以来、彼女は周囲から溺でき愛あいされて育ってきた。両親は無論の事、多くの村人達も美しく優やさしい彼女を愛した。たまにそんな彼女に対して、嫉しつ妬とや嫌けん悪おの情を向ける者も居ないではなかったが──村長たる彼女の父が壁かべとなって、それらに彼女が晒さらされるのを阻はばんだ。わざわざ村の最さい高こう権けん力りよく者しやである彼に逆さからってまで彼女を害そうと思う村人も居なかった。


　ありとあらゆる悪意から隔かく離りされ、ただ慈いつくしみという純粋な栄養素のみを与あたえられて育て上げられた清せい楚そ可か憐れんな花──それがコーネリアだ。


「ああ、駄だ目め、誰か──誰か！　ダニエルが死んじゃう、ダニエルがあっ！」


　だから──彼女は最後の一線で父親を信じていたのだろう。


　今もその常じよう識しきと良りよう心しんを疑うたがってもいないのだ。どんな我わが儘ままも最後には聞き届けてもらえると思っている。あるいはこの駆かけ落おちに踏ふみ切ったのも、自分の希望を聞き入れてくれない頑がん固こな父親に対して、ちょっと拗すねて見せる程度の気持ちだったのかもしれない。


「ああ──誰か！　父様！　ダニエルを、ダニエルを助けて……！」


　愚おろかなコーネリア。


　彼女は人間という生き物のある側そく面めんについて、あまりにも無む知ちだった。


　だが──だからこそ彼はコーネリアを愛していた。赤あかん坊ぼうの様な汚けがれ無なき愚ぐ鈍どんさがダニエルの眼めには眩まぶしかった。絶ぜつ望ぼうだらけの世界で育ち、喪そう失しつの運命に怯おびえる自分に比くらべて、この少女は何と無む垢くな事か──世界の善ぜん意いを信じ、人間の善意を信じ、希望を疑う事なくいつも闊かつ達たつに振ふる舞まうその姿すがたの、何と美しかった事か！　たとえそれが苦労知らずの生おい立ちからくる脳のう天てん気きさであったとしても、彼はその奇き蹟せきの様な純粋さを愛した。それは最も早はや、彼には得えようとしても得られぬものであったからだ。


　だから彼は捨てる事が出来なかった。


　どうしてもコーネリアへの想いを忘れる事が出来なかったのだ。それが可能であったなら、彼の未来は異ことなるものになっていただろう。恩おん知しらず達の住むあの村を彼が今まで見限らなかったのも、ただただ、そこにコーネリアが居たからだ。


　しかし──


（コルグ師しが御ご覧らんになったら何と言われるか──）


　自分自身への苦にがい思いを覚えながら彼は脳のう裏りに師の顔を思い描えがく。


（いや。決まっているな。『この未み熟じゆく者ものめ』──か）


　そうだ。


　確かに捨て切れなければ死なねばならない。師の忠告に従って断たち切るべきものを断ち切れなかった結果──自分は今この雪の中で死のうとしている。それも、どうしようもなく間ま抜ぬけな死に方だ。何度となく彼が手助けしてきた村の者達によって、自分は、今殺されようとしている。


　かつては師の忠告に耳を貸さずに出ていった兄あに弟で子しを非ひ難なんがましい眼で見送った自分が、この体ていたらくである。もし多少なりとも余よ裕ゆうのある状じよう況きようならば、自じ嘲ちようの笑えみの一つも浮うかんだかもしれない。


　人間的だ。あまりにも人間的だ。


　全すべてを捨てきれなかった自分は、今全てを奪うばわれようとしている。


「ダニエルっ！　いやあ、ダニエルっ!!」


　彼は今──運命の岐き路ろに立っている。


　選ばねばならない。彼にはまだ選ぶべき選せん択たく肢しが残されている。何を得えて何を失うのかを自みずからの意志で選ぶだけの自由が残されている。無論、何もせずただ未来が、当たり前でどうしようもない程につまらない結果へと収しゆう束そくしてゆくのを見守る──それも選択肢の一つではあった。


　ただ……


「いやっ、駄目っ、ダニエル！　駄目、ああ──誰かあっ!!」


　コーネリア。


　彼女の未来──彼はそれだけが気がかりだった。


　自分の死は彼女の未来に決して消えぬ翳かげりを落とす事になるだろう。無む垢くであるが故ゆえにこそ彼女は脆もろい。とても脆い。この残ざん酷こくな結けつ末まつを乗り越こえてゆけるだけの強きよう靭じんさを彼女の精神に望むのは到とう底てい無む理りだ。


（ああ……コルグ師……）


　だがもう時間がない。


　腹ふつ腔こうに満ちた激げき痛つうが曖あい昧まいに溶とけてゆく。


　無論それは傷きずが癒いえたためなどではない。痛みを認識する神経そのものが死につつある証しよう拠こだ。そして神経系が死に絶たえてしまえば、未来を選び取る事は出来なくなる。悔くいの残らぬ選択肢をじっくり吟ぎん味みする時間的余裕は、最も早はやない。


　もう一つの選択。


　それはとてもとても分ぶの悪い賭かけだった。失敗する確率はあまりに高く……失敗のもたらす未来は、ある意味で死よりも恐おそろしい。尋じん常じような状態であれば──正気であれば絶対にしない筈はずの賭けだ。


　しかし……


（師よ──不ふ肖しようの弟で子しをどうかお許しください……）


　元より後あと戻もどりする道は無い。


　人としての死か。


　それとも──








　ダニエルの身体からだは急きゆう速そくに冷ひえつつあった。


　急速な体温の低下は即すなわち、肉体が生せい命めい維い持じの為ための活動を放ほう棄きした証あかしに他ほかならない。体温の散さん逸いつと共にダニエルの生命が失われてゆく様子が手に取る様に分かる──その事にコーネリアは恐きよう怖ふした。


「いやっ、駄だ目めっ、ダニエル！　駄目、ああ──誰だれかあっ!!」


　狂くるった様に叫さけびながらコーネリアはダニエルの身体を揺ゆさぶった。


　だが既すでにダニエルからの反はん応のうはない。


　むしろ即そく死ししなかった事の方が不ふ思し議ぎな傷きずではあった。大きく開いた傷口から内ない臓ぞうがさらけ出され、流した血はとうに致ち死し量りように達している。普ふ通つうの医者なら彼の惨さん状じようを一いち瞥べつしただけで、ただ首を横に振ふるに違ちがいない。心臓停止による血流不足で脳神経組織が壊え死しを始めるまでには、まだ若じやつ干かんの時間が残されてはいるが──ダニエルの死は最早この時点で確定したも同然だった。


「ああああっ──ダニエル、ダニエル、ダニエルっ!!　駄目、駄目えっ！」


　血で衣服が汚よごれるのも厭いとわずに、コーネリアはダニエルの身体を抱だきしめて慟どう哭こくする。


　外に出た血はできるだけかき集めて戻した。内臓だって押おし込こんだ。でもどんどん彼の身体は冷たくなってゆく。冷たい死に向かってどんどん落ち込んでゆく。だから暖あたためねばならない。彼が冷えて死にきってしまわない様に。彼の命を繫つなぎ止めておく為に。


　半ば錯さく乱らんしたコーネリアは馬ば鹿かげた自分の発想を疑う事もなく、必死にダニエルの身体を抱き締しめていた。抱き締めながら泣き叫んだ。


　そして──


「ああ──」


　恐きよう怖ふと焦しよう燥そうに歪ゆがんだ彼女の横顔を白光が照らし出す。


　次第に濃こさを増ましてゆく宵よい闇やみを切り裂さく強力な光──その中でコーネリアは半ば反射的に顔を上げた。夕ゆう暮ぐれ時どきの薄うす暗ぐらさに慣なれた眼に、それは暴力的な程の強さであったが、コーネリアは瞼まぶたを閉じる事もなく、ただ祈いのる様な表情でその光を見返した。


　蒸じよう気きエンジンの発する低く断だん続ぞく的てきな排はい気き音おんが近付いてくる。


　やがてそれは滑すべり止め用の突起スパイクが付いた大型タイヤで雪面を抉えぐりつつ、彼女から十数メルトルの距きよ離りにまで近付いてきて止まった。強い光の向こうにあるせいで詳細デイテイールまでは見えないが、それが村役場の所有する大型トラックである事はコーネリアにも分かった。


　という事は──


「おお──コニー。無ぶ事じか？」


　その声にコーネリアは反はん応のうした。


「父とう様さま──ああ、父様！」


「大だい丈じよう夫ぶかコニー？　怪け我がはないか？」


　それは彼女の父親であり村長でもあるマクシミリアーノのものだった。ダニエルと同じか、ある意味ではそれ以上に信しん頼らいする者の声。絶ぜつ望ぼうに塗ぬり込こめられていたコーネリアの表情に希望の色が差し込んだ。


　一つの人ひと影かげがトラックの助手席から降おりると、降ふり積もった雪を踏ふみしめながら彼女に向かって近付いてくる。コーネリアの位置からは、やはり逆ぎやつ光こうの中に居るその人物の表情までは見えないのだが──顔など見えなくても、歩き方や体格だけでそれが父なのだと分かる。何といっても親子なのだから。


「父様──御お願ねがい、助けて、ダニエルが死んじゃう……」


　懇こん願がんするコーネリア。


　大丈夫だ。いつもいつも父は最後には自分の希望を叶かなえてくれた。一生懸けん命めいお願いすればきっとダニエルを助けてくれる。何しろ父は村長なのだ。医者の手配だって村の人々に一声命じれば済すむ。偉えらい父に出来ない事は何もないのだ。だから──


「父様、お願い、早く、ダニエルが──」


　そこまで言って──しかしコーネリアは凍こおり付いた。


　逆光の中に立つマクシミリアーノ。


　全すべてが黒に塗ぬり潰つぶされたその輪りん郭かくの中で──何な故ぜか口元だけがはっきりと見えた。


　白い歯を剝むいて嬉うれしげに笑うその口元だけが。


「と──」


　絶ぜつ句くするコーネリア。


　その時になって初めて彼女は父親が携たずさえているものに気き付づいた。


「父──さ、ま──」


　呻うめく様に呟つぶやくコーネリアにマクシミリアーノは悠ゆう然ぜんと歩み寄った。


　最早、見み間ま違ちがえようのない距きよ離りにまで近付いた父の顔は、確かに笑っていた。本当に嬉うれしそうに、心から晴れやかに、彼は笑っていた──その右手に硝しよう煙えんの臭においをまとわりつかせた猟りよう銃じゆうを握にぎりしめて。


「それは──それは──まさか──」


　ダニエルを抱き締めたまま、コーネリアは熱に魘うなされるかのような口く調ちようで呟く。


　銃を携えたマクシミリアーノと──そして彼の背後で、やはり銃や棒ぼうを持った男達がトラックの荷台から降りてくる様を、彼女はまるで悪夢を観みる様な心持ちで眺ながめていた。


　無論──彼等が降りてきたのは瀕ひん死しのダニエルを介かい抱ほうする為ためなどではなかろう。


「さあ、コーネリア。汚きたないからそんなものは捨てなさい」


　マクシミリアーノは呆ぼう然ぜんとしている娘むすめの肩かたに手を掛かけると、半ば無理矢理に彼女とダニエルの身体を引き剝はがす。彼の言う『汚いもの』が何なのか分かった瞬しゆん間かん、コーネリアは自分の中の何かに決定的な亀き裂れつが入るのを感じていた。


「あ──ああ……」


　自分は……どうしようもない馬ば鹿かだ。


　コーネリアは脳のう髄ずいが沸ふつ騰とうするかの様な後こう悔かいの中で悟さとった。愚おろかな彼女は、この時になってようやく誰だれがダニエルを撃うったのかという事に思い至ったのである。


　父なのだ。


　この大きな銃で──鹿しか狩がりや熊くま狩りにさえ使う強力なライフルでダニエルを撃ったのは、他ほかならぬ彼女の父なのだ。ダニエルの流した大量の血液も、剝むき出しになった内臓も、冷えてゆく身体も……全すべてはこの父の行こう為いの結果なのだ。


「どうした？　さあ。帰るよ」


　そう言ってマクシミリアーノはコーネリアの手を引いて立たせる。


　その際──彼は地面に倒たおれたダニエルを踏ふんだ。まるで路ろ傍ぼうの石を踏むかの如ごとく無む造ぞう作さに。硬かたいブーツの靴くつ底ぞこが恋こい人びとの頭部を踏み付け、雪の中にずぶずぶと埋うめ込こむ様をコーネリアは呆ぼう然ぜんと見詰めた。


　訳が分からない。


　これは悪あく夢むか。それとも幻げん覚かくか。何が起こっているのか分からない。見えてはいる。聞こえてもいる。だが状じよう況きようを──その意味を理解する事を彼女の精神は必死に拒こばんでいた。


「どう……して……」


　そう問い掛かけるのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「何だね？──ああ、心配はいらない。私は怒おこってなんかいないよ、可愛かわいいコニー。少々おいたが過すぎたようではあるがね。人は過あやまちから学まなぶ事も少なくない──」


「──どうしてっ!?」


　父の言葉に覆おおい被せる様にして、コーネリアは絶ぜつ叫きようした。


　叫さけばなければ頭の中から湧わき出てくる激げき情じように、全身が弾はじけ飛んでしまいそうだった。


「どうしてこんな、どうして、こんな、こんな酷ひどい事を……っ!!」


「酷い？　何を言っているんだね、コニー？」


　優やさしく微笑ほほえみながら──いつもと変わらぬ笑えみを娘に向けながらマクシミリアーノは身を乗り出して娘の顔をのぞき込む。踏み付けられたダニエルの頭はより一層深く雪の中に沈しずみ込こんだ。


「やめ──やめてえっ!!」


　父の手を振ふり解ほどき、コーネリアは叫ぶ。


　泣きながらコーネリアは父の足あし下もとにしゃがみ込んだ。ダニエルを蹂じゆう躙りんする父の脚あしを必死に退のけようと両手で押おす。だが父の脚は彼女の力では小こ揺ゆるぎさえしない。仮か面めんの如き微び笑しようをその顔に貼はり付けたまま彼はダニエルを踏み続けている。


　自分の力では父の脚を退しりぞける事はできないと悟さとったコーネリアは、嗚お咽えつを漏もらしながらダニエルの頭を掘ほり起こそうと両手で雪を搔かき始めた。


「やめなさい。汚きたないよ」


　マクシミリアーノのそんな台詞せりふと同時に、背後から伸のびた手がコーネリアの手首を摑つかむ。


　いつの間にか彼女の背後に回り込んでいた二人の村人は、摑んだその腕うでを引き、半ば無理矢理に彼女を立たせた。


「あああああっ、うわあああっ、ああうああああっ!!」


　暴あばれるコーネリア。


　最も早はや──感情が言葉にならない。自分でも意味不明の泣き声を上げながら彼女は両手両足を振り回して何とか村人の手を振り解こうとする。だが十六歳さいの少女の力など大人おとな二人にかなう筈はずもなかった。


「全まつたく、物もの好ずきなところは誰だれに似にたものか──」


　駄だ々だをこねる幼よう児じを見る様な眼めで娘の狂きよう態たいを眺ながめながらマクシミリアーノは言った。


「さあ、冒ぼう険けんはもう十分だろう？　私と一いつ緒しよに家に帰ろう。ここは少々寒すぎる」


　これでもう話は終わったと言わんばかりに歩き出すマクシミリアーノ。コーネリアを引きずる様にして連れた村人二人がその後に続く。


「村長──こいつはどうします？」


　死体同然のダニエルを見下ろしながら銃じゆうを手にした村人達が尋たずねる。


「放ほうっておきなさい」


　そう言ってから──ふと何かを思いついた様子でマクシミリアーノは立ち止まった。


「──いや。念のためにきちんととどめを刺さしておきなさい。その後は放っておいてもいいだろう。雪が消える頃ころまでには、獣けものが片付けてくれる」


　そう言ってマクシミリアーノは再びトラックに向けて歩き出す。


　人にん非ぴ人にんと罵ののしられても反論の仕し様ようがない様な事を命じておきながら──その物もの腰ごしには動どう揺ようも興こう奮ふんも窺うかがえない。彼にとってダニエルの殺害は、目め障ざわりな害虫を駆く除じよする程度の感かん慨がいしか無いのだろう。


「分かりました」


　村長が村長なら住人も住人だ。村人の中の一人が然さしたる躊ちゆう躇ちよも示さず散さん弾だん銃じゆうを片手にダニエルへ歩み寄る。今のダニエルの息の根を止めるのは素す手での子供にさえ容易たやすかろう。彼が何やら怪あやしげな術じゆつを使うという噂うわさは村中の誰もが知っているし、恐おそらくマクシミリアーノもその点を懸け念ねんして確実にとどめを刺さすように命じたのであろうが──ダニエルに最早、自力で呼吸する力さえ残っていないのは、誰の眼にも明めい白はくだった。


　他ほかの村人達は肩かたを竦すくめてマクシミリアーノに続く。


「うあああああ──やあああああっ!!」


　泣きながら暴あばれるコーネリアを村人達は黙もく々もくと引き立てて歩く。


　コーネリアは沸ふつ騰とうする激げき情じようを声に換かえて喚わめき続けた。


　死ぬ。ダニエルが死ぬ。


　誰も彼を助けてくれない。あんなに村の為ために尽つくしてきた彼を、父も村人も見捨てようとしている。あんなに穏おだやかで優やさしい彼が死んでゆくのを、むしろ喜んでいる。


　父も村の者達も、彼女が昨日まで信じ愛してきた人々ではなかった。同じ姿すがたをしているが──悪意をその身に詰つめ込こんだおぞましい怪かい物ぶつであった。


　途と方ほうもない孤こ立りつ感かんの中で彼女は絶望の味に身み悶もだえする。


　彼女が今日まで信じてきた世界の善ぜん意いは全すべて幻まぼろしだった。世界は冷れい酷こくで残ざん忍にんだ。世界は悪意に満ちている。ダニエルが何をしたというのか。彼女と引き裂さかれ、殺され、遺い体たいさえ弔とむらわれる事もなく打ち捨てられねばならない様な事を何かしたというのか。


「さあ、長居は無用……」


　トラック助手席の扉とびらに手をかけて振ふり返るマクシミリアーノ。


　その表情が怪け訝げんそうにしかめられる。


　何かを確かめるかの様に彼は瞬まばたきし──そして次の瞬しゆん間かん、その表情は激はげしい驚きよう愕がくとそして恐きよう怖ふに強こわ張ばった。


「──!?」


　村長の反はん応のうに村人達も追つい随ずいするかの様に後方を振り返る。


　そこに彼らが見たものは──


「そ──そん──ちょ……おおお……」


　ダニエルの始し末まつを任まかされた筈の村人。


　彼は散さん弾だん銃じゆうを取り落とし、救いを求めるかの様にマクシミリアーノ達に向けて三本の手を伸のばしていた。


　右手。


　左手。


　そして──腹はらの真ん中から伸びる三本目の手。


「た……たすけ……」


　言葉は完全に発せられる事無く口こう腔こうから溢あふれ出る血に取って代わられた。


「な……な……なんだと!?」


　マクシミリアーノの叫さけびに呼こ応おうするかの様に三本目の手が腹ふく部ぶの真ん中でその指を動かす。血に濡ぬれてはいるものの、形そのものは平へい凡ぼんな人間の手である。


　だがそれはまるで昆こん虫ちゆうの触しよつ覚かくの様に、それぞれが全くばらばらに、しかも関節の可か動どう角かく度どさえも無む視しして蠢うごめいていた。


　そして。


　唐とう突とつに三本目の手はずぶりと腹部の中に引っ込められた。


「ぐあ……が……がががあああががあああ」


　がくんがくんと痙けい攣れんする村人の腹部が、次の瞬間、ごっそりとへこんだ。


「なんだ!?　一体何が……」


　誰だれかが動どう転てんした叫びを上げる。


　それに答える者は誰一人居なかったが、誰もがその事実をほぼ正確に把は握あくしていた。おそらくは声を上げた者ですら分かってはいたろう。ただ単にその事実を受け入れ難かっただけの事だ。


　簡かん単たんな事である。背後から誰かの手がその村人の身体からだをぶち抜ぬいて……そして引き戻もどされた。その際に腹部の内に在ある内ない臓ぞうをごっそり抉えぐり取っていったのだ。見たままの光景に過ぎない。


　だが──誰の手が？　どうやって？


　それは無論……


「ダニエル・レジエーロ……」


　戦せん慄りつと畏い怖ふに震ふるえる声で誰かが呟つぶやく。


　次の瞬間、腹の中身をごっそりと奪うばわれたその村人は高々と跳はね上がった。その背後に居る存在が用よう済ずみの邪じや魔まな肉体を投げ捨てたのである。ぼすんと音をたてて雪面に落ちた村人は、当然の如ごとくに息いき絶たえていた。


「かえせ…………」


　雪の中からゆっくりと起き上がる人ひと影かげ。


　死体同然であった筈はずの青年は、右腕に今もぎ取ったばかりの内臓をぶら下げて言った。


「かあああああえええええええせえええええええええ!!」


　ダニエルが右みぎ腕うでを持ち上げ、臓ぞう物もつを自分の腹部に押し当てる……まるで銃じゆう撃げきで失われた血と肉をそれで補ほ塡てんしようとするかの様に。それはひどく分かり易やすく、馬ば鹿か馬鹿しく、しかし途と方ほうもなく凄せい惨さんな光景だった。


　しかも……あろうことか、押し付けられた傷口と内臓は、まるで熱ねつせられた蠟ろう細ざい工くの様に、接せつ触しよく面めんから互たがいに溶とけ合って融ゆう合ごうしてしまったではないか。


「はあ──は。は。は。は。は。は」


　怒いかりなのか。喜びなのか。悲しみなのか。意味不明の声。何か壊こわれた機械がたてる音の様に断続的な声を漏もらしながら、ダニエルは両手で自分の顔を覆おおう。


　その頭部が──ぐにゃりと歪ゆがんだ。


　まるで何かがそこから弾はじけ出ようとしているかの様に、ぶくりと頭の一部がふくれあがってゆく。その動きにしたがって顔全体の輪りん郭かくが微び妙みように歪み始める──


「はああ──ああっ！」


　ダニエルは左手を振ふり上げて──そしてその膨ぼう張ちよう部ぶに拳こぶしを叩たたき付けた。


「ああっ！　ああっ！　あああああっ!!」


　何度も何度も自分の頭を殴なぐるダニエル。


　まるで──自分の中から這はい出ようとする何かを叩き潰つぶそうとするかの様に。


　だが彼の変化は頭部だけに留とどまらなかった。


　剝むき出しの腹部からゆっくりと黒い色しき彩さいが広がってゆく。色だけではない。表面の状態が変化して、柔じゆう軟なん性せいのある皮ひ膚ふから、硬こう質しつの何かに──昆こん虫ちゆうや甲こう殻かく類るいの甲こう羅らを想おもわせるものに変化してゆくのだ。


「ま──」


　誰だれかが喘あえぐ様に言った。


　それは──人間たる形の放ほう棄き。人たる事の終しゆう焉えん。その瞬しゆん間かんより人は自じ存そんする災わざわいとなる。


「魔ま族ぞく化か──」


　そう。間ま違ちがいなくそれは魔族化だった。


　見間違えようがない。村人達の多くはあの〈イエルネフェルト事変〉を知っている。この国に異い形ぎようの怪かい物ぶつ達があふれ、数え切れぬ程の人命が喪うしなわれたあの地じ獄ごくの如ごとき日々を覚えている。


「こ──殺せえっ!!　早く、早く、早くっ!!」


　悲ひ鳴めいと言うよりは泣き声にも近い声で誰かが叫さけぶ。


　その言葉に促うながされると言うより、半ば本能的な恐きよう怖ふに押おされて散さん弾だん銃じゆうを手にした二人が銃口をダニエルに向けた。


「はあふ。ふ。ふ。ふお。お。おおお──」


　喘あえぐ様な声を漏もらしながらダニエルが前に出る。


　その瞬間、二丁の散弾銃が火を噴ふいた。


　小指の先よりも小さな──しかし総計五十発にも達する小さな礫つぶての群れは大きく広がりながら一いつ斉せいにダニエルの身体からだに突つき刺ささる。


　全身から血ち飛沫しぶきを撒まき散らし、ダニエルはまるで踊おどるかのようにゆっくりと回転しながら倒たおれ伏ふした。


　散弾銃の有ゆう効こう射しや程ていは短く、貫かん通つう力りよくも低いが、近きん距きよ離りであるならば他のどんな武器よりも確実に人間の肉体を破は壊かいする。確かに散弾の一発一発はひどく小さいが──それは大量の針はりを突き刺すのに等ひとしい。急所に当たればどんなに小さな弾た丸までも致ち命めい的てきであるし、小さな範はん囲いにまとめて叩たたき込こまれれば、哀あわれな標ひよう的てきの肉体は縫ほう合ごうもままならぬ程に細かく引き裂さかれてしまうのだ。


　しかし──


「やった──か？」


　村人達の希望も虚むなしく……ダニエルは平へい然ぜんとその身を起こした。


　広げた右の掌てのひらで己おのれの顔を摑つかむ様に覆おおっている。


　指の隙すき間まから見える彼の蒼あおい眼めが──ゆっくりと濁にごってゆくのを村人達は見た。


　血の色に。狂きよう気きの赤に。


「はあ。か。かあ。かあああ。はああ。あ。あ。あ。あ──」


　同時に──額ひたいを押さえる左手の甲こうが不ふ意いに膨ふくれ上がる。


　次の瞬間、掌そのものを突き破って鋭するどい突とつ起きが生はえてきた。


　螺ね子じの如く螺ら旋せんを刻きざまれた突起は、その模も様ように従したがって回転しながら更さらに成長してゆく。やや遅おくれて右側の額からも同じものが皮ひ膚ふを突つき破って生え始めた。


　周囲の髪かみも信じ難がたい早さで伸のびると、眼がん球きゆうと揃そろいの深しん紅くへと変色してゆく。


「ほ──ほおおお──」


　撃うち込こまれた散さん弾だんがダニエルの──ダニエルだったものの身体からばらばらと落下し、余熱で雪を溶とかしながら白い地面に潜もぐり込んだ。肉に食い込まなかったのではない。突き刺ささった散弾を肉が押おし戻もどして排はい出しゆつしたのである。


「く──」


　呻うめく様な声を発してマクシミリアーノが猟りよう銃じゆうを構えた。


　散弾銃ではない。当初ダニエルの負おった傷きずを見れば分かる様に、一いち撃げきで深く肉の中に潜り込み、骨を砕くだき臓ぞう物もつを引き裂さく強力な大だい口こう径けいマグナム・ライフルである。


　これなら──マクシミリアーノはそう思ったのであろう。


　銃声が迸ほとばしる。


　マグナム弾だんが数十秒前までは人間の様相を呈ていしていた顔面に着弾。鉄てつ槌ついで殴なぐられたかの様に、衝しよう撃げきでがくんと魔ま族ぞくはのけぞり──しかし倒たおれきる直前の微び妙みような状態で止まった。


「ほ。ほお。ほ。ほ。ほ。ほ。ほおおお──」


　仰あお向むけに反そり返った不自然な姿し勢せいのまま天をにらんで魔族が声を発する。


　まるで空を──その彼方かなたに居る何者かに挑いどむかの様に。


「ほおおお──おおおおおおおおっ！」


　がくん──と反らしていた背を元に戻す。


　銃弾の直撃を受けた筈はずのその顔には既すでに傷きず跡あとなど一ひと筋すじもなかった。


　仮か面めんの如ごとき甲こう羅らに覆おおわれた顔。その中で、いつの間にか四つに増ふえていたその紅あかい眼めがぎろりと動いた。


「ほおおおおおおおおおお──っ!!」


　魔族が一ひと際きわ高く吠ほえて──走り出す。


　マクシミリアーノ達の方へと真まっ直すぐに。


「わあああああああああっ!?」


　村人達は悲鳴を上げて後ずさった。


　魔族は紅い髪を振ふり乱し、猿さるの如く背中を丸めた姿勢で地を疾しつ走そうする。それは明らかに獲え物ものを狩からんとする肉にく食しよく獣じゆうの態勢であった。


「く、くそっ!!」


　一人が恐きよう怖ふに表情を歪ゆがめながらも散弾銃を発射する。


　だが今度は魔族に触ふれる事さえできず、散弾は虚むなしく雪面を抉えぐったに過ぎなかった。


　銃を撃つにしろ逃にげるにしろ、ただでさえ素早い魔族の動きに、村人達の恐怖で強こわばった身体からだではまともに反はん応のうする事さえできない。咄とつ嗟さに逃げようとした二人が雪に脚あしをとられて転てん倒とうした。


「ほおおおおおおっ!!」


　魔族が転倒していた村人の一人に飛びかかる。


「ひっ──」


　悲鳴を漏もらす間も許さず、伸のびた魔族の右手が村人の喉のどを鷲わし摑づかみにする。続いて左腕うでがその右肩かたを摑つかんだ。決して小こ柄がらでもなく細ほそ身みでもない、むしろ屈くつ強きようそうな体格のその村人は必死に手足を振り回すが、魔族には怯ひるむ様子もない。それどころか魔族はあっさりとその村人の身体を持ち上げた。


　しかも──


「ぎいいええええええああああああっ!!」


　高々と持ち上げられたその村人は、絶ぜつ叫きようしながら大量の血を、雪面と、そして魔族の上にぶちまけた。


　まるで紙を破くかの様にあっさりと人体を引き裂さいてゆく魔族。びじりびじり──と布ぬのを破く様な音と共に皮ひ膚ふが、肉が裂け、右の鎖さ骨こつの辺あたりから一気に左の脇わき腹ばらまで──事実上二つに分ぶん離りさせられたその村人は、途と方ほうもない苦痛の中で悶もん死しした。


　魔族がその死体の頭部を摑んでぶら下げると、まるで壊こわれた人形の様に残りの部分がだらりとぶら下がる。


「ほ、ほ、ほ、ほほ──」


　魔族の身体が旋せん回かいした。


　引き裂いたその村人の頭部を摑んだまま、魔族は右手を伸ばす。凄すさまじい速さで振られた村人の死体は、別の村人に激げき突とつ。骨の砕くだける音と共に、二つに増ふえた死体は、絡からみ合ったまま雪面を転がっていった。


「ひいっ──」


　足あし下もとに転がってきた死体──それは最も早はや、肉にく塊かいとしか呼べない様な状態になってはいたが──を見てマクシミリアーノが悲鳴を喉のどに詰つまらせる。さすがにいつもの微び笑しようは霧む散さんし、恐怖と嫌けん悪おの表情がその顔を覆っていた。


　魔族は更さらに別の獲え物ものに襲おそいかかる。


　まるで抱ほう擁ようするかの如ごとく両手を広げて村人の一人に抱だきつく。


「ひいっ、はなせ、はなせ、はなせこの化ばけ物、はなせ──え、えええ、ぎ、ひ、い、いいいいいいい──」


　悲鳴を上げていたその村人の声が裏返って悲鳴となる。


　もがくように伸のばされた手が痙けい攣れんし──そしてまるで中の空気を抜ぬくかの様に萎しぼんでゆく様はいっそ喜き劇げき的てきですらあった。わずか瞬まばたき数回分の時間が経過した後、その手はまるで干ひ物ものの如ごとく骨と皮だけの状態となって動きを止めた。


　血液や体液──その殆ほとんどを一いつ瞬しゆんにして魔族に吸収されて木ミ乃イ伊ラ化かしたのである。


　わずか数秒で体中の水分を抜き取られ、細さい胞ぼうの一つ一つがひび割れ、あるいは潰つぶれてゆく苦痛とは如い何かなるものか──これは犠ぎ牲せい者しや本人にしか分かるまい。


「ほおっ──ほおおおっ!!」


　枯かれ枝の様になった死体をその場に棄すてると、魔族は次の獲物へと襲いかかった。


「わあああああああああああっ!?」


　悲鳴、怒ど号ごう、銃じゆう声せい、それに魔族の吠ほえ声。それらが重なって白い森に悽せい愴そうな不ふ協きよう和わ音おんを木こ霊だまさせる。魔族が動くたびに血ち飛沫しぶきが舞まい、破は壊かいされた人体の部品が宙を舞まう。


「あ──」


　コーネリアは呆ぼう然ぜんとその様子を見つめていた。


　何なのだろう──これは。


　村人達が壊こわされてゆく。見知った顔が潰つぶれてゆく。人間の形がいともあっさりと破壊されてゆく。一瞬前まで生きて動いていた人間の身体が、生命なき物体となって転ころがる様は、何か大おお掛がかりな手品を見ているかの様な光景だった。


　恐おそろしいとも忌いまわしいとも思わなかった。


　彼女の感性は既すでに腐くさり始めていたからだ。


　ぼんやりとした動作でコーネリアは首を動かして彼女の父を眺ながめる。この事態を引き起こした張本人である筈はずのマクシミリアーノは、ただただ蒼そう白はくになって震ふるえていた。いつもの余よ裕ゆうぶった微び笑しようは完全に顔から剝はく離りし、その下からただ己おのれの無む力りよくに怯おびえるだけの哀あわれな表情がさらけ出されていた。


（ああ──）


　コーネリアは惨さん劇げきの現場を何ど処こか遠くの出来事の様に感じながら想う。


（これがこの人の素す顔がおなんだ──）


　自分が十六年間見てきたものは仮か面めんだったのだ。


　傲ごう慢まんで臆おく病びようで卑ひ屈くつで嫉しつ妬と深ぶかくて──その癖くせ、それが他人に知られるのを恐れ、娘むすめの前ですら鷹おう揚ような村長を演えんじ続けていた男がそこにいた。そこに居るのはただそれだけの男でしかなかった。


　そして。


　びしゃり──と音をたてて温あたたかいものがコーネリアの顔にへばりつく。


　彼女を押おさえていた村人達が、魔族の吠ほえ声と同時にその頭部を破は裂れつさせてしまったのである。


　魔族のふるうその力は、ただの一いつ喝かつでさえ人間を破壊する。


　額ひたいや頰ほおを濡ぬらし髪かみにへばり付くそれらが、肉片や脳のう漿しよう混まじりの鮮せん血けつであると知った瞬間、コーネリアの精神は決定的に破壊されていた。


「ああ──あああああああああ──」


「ひっ──」


　短い悲鳴。


　マクシミリアーノだ。コーネリアと同じく頭から村人の残ざん骸がいを被かぶった彼は、表情を歪ゆがめながらトラックの運転席に駆かけ込こんだ。


「ひいっ、ひい──ひいっ、ひいっ、ひいいいっ」


　しゃくり上げるように断続的な悲鳴と蒸じよう気きエンジンの駆く動どう音おんが混じり合い、トラックが雪を搔かく様にして動き出す。蒸気エンジンは一度釜ボイラーが冷めてしまうと次の稼か働どうまで時間も手間もかかってしまう為ため、エンジンはかけっ放ぱなしにしてあった。


　すぐにトラックは速度を上げて殺さつ戮りくの現場から遠ざかってゆく。


　あれ程に執しゆう着ちやくしていた娘の事さえ頭の中から消し飛んでいるのか──マクシミリアーノはコーネリアをその場に残し、現場から一いち目もく散さんに遁とん走そうしていった。振ふり返らない。立ち止まりもしない。トラックは木々の向こうにその姿すがたを消してしまうまで、速度を緩ゆるめる事さえなかった。


　そうだ。これこそが魔族の持つ力なのだ。


　それはそこに在あるだけで全すべてを破壊する。肉体も。精神も。親子の絆きずなも。人が営々と築きずき上げてきたものを一瞬にして崩ほう壊かいさせる──それが当然であるかの如くに、徹てつ底てい的てきに、迅じん速そくに、そして例外なく。


　それ故ゆえにこそ、かの存在は人間の天てん敵てきとして恐おそれられるのだ。


　しかし──


「こおおおおおおにいいいいいいいいい──」


　魔族が振り返る。


　四つの紅こう眼がんが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままのコーネリアを映うつした。


「あはあ……」


　応じたのはひどく間ま延のびした声であった。


　コーネリアは上半身を村人の血で真まっ赤かに染そめたまま、泥でい酔すい者しやの様な足取りでその場を徘はい徊かいしていた。


　最も早はや、彼女の精神は正常に働いていない。恋こい人びとの死、父の本ほん性しよう、そして虐ぎやく殺さつ……立て続けに苛か烈れつ過ぎる状じよう況きように晒さらされて、耐たえられるほど彼女の精神は頑がん強きようではなかった。歯車の嚙かみ合わない玩具おもちやの様に、意味もなく同じ場所をぐるぐると歩きながら、コーネリアは赤あかん坊ぼうの様に意味不明の声を上げる。


「あは……は……はは……あはあ……」


「こおおおおおおおおにいいいいいいいいいいいい……」


　魔族が近づいても逃にげるでもなく、怯おびえるでもなく、コーネリアは小さな円を描えがいて歩き続ける。ふらふらと──しかし執しつ拗ような程に同じ場所で堂どう々どう巡めぐりをする少女の姿すがた。そこには筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい無む惨ざんさが漂ただよっていた。


「──こおおにいい……」


　呼ばれた事にも気付かないのか──コーネリアは無心にくるくると雪の上を歩き続けている。恐らく魔族の存在など眼めに入っていないのだろう。あるいは……彼女はありとあらゆるものから眼を背そむけ、耳を塞ふさいでいるのかもしれない。過か酷こくすぎた世界の真実から少しでも遠ざかろうとして。


「ああははああ──あはあ……」


　脆もろい脆い人間。


　壊こわれたコーネリアの姿はその弱さの象しよう徴ちようとも言えた。


　魔族はその四つの紅あかい眼でしばし彼女の姿を見み据すえ──


「ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　吠ほえた。


　長々と、そして高々と天に向かって魔族が絶ぜつ叫きようする。憤ふん怒どか。喜き悦えつか。焦しよう燥そうか。それとも悲ひ哀あいか。余よ人じんには判断のつかない声が森に木こ霊だまし──次の瞬しゆん間かん、周囲の樹木十数本が放ほう射しや状じようにへし折れた。まるで魔族から放射される見えない圧力に耐たえ兼かねたかの様に。


「ほおおおおおおっ──ほおおおおっ──!!」


　魔族はやおら甲こう羅らに覆おおわれた手を伸のばし、壊れたコーネリアを抱かかえ上げた。


　暴あばれるでも身を固くするでもなく、コーネリアはただぼんやりとした表情をして抱だきかかえられている。あまりに大きな悲しみや怯えが精神を完全に破は裂れつさせたのか、それともやはり自みずから人間的な認識を根こそぎ捨て去る事で、それらから逃のがれようとしたのか──それは誰だれにも分からない。彼女自身にも分かっていないだろう。


　雪が弾はじけた。


　魔族とコーネリアの姿が雪の中を舞まう。壊れた少女の身体を抱きかかえたまま、紅い眼の怪かい物ぶつは跳ちよう躍やくし、殺さつ戮りくの現場を後にする。一度に距きよ離り十数メルトルを飛び越こえる驚きよう異い的てきな跳躍力は彼等の姿をすぐに木々の彼方かなたへと運び去っていった。


　そして──


「ほおおおおおお──おおおおおおおおおおおおおおおおおお……っ」


　高々と森全体に魔族の声が響ひびきわたる。


　だがその声に含ふくまれる何ど処こか切ない音ね色いろに気付いたものは居なかった。
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　頭の中でざっと懐ふところ具ぐ合あいを計算する。


　今月は若じやつ干かんの余よ裕ゆうがある筈はずだ。連日の残ざん業ぎようと休日出勤の成果は、数枚の高こう額がく紙し幣へいとなって彼女の懐を暖あたためていた。もっとも先日の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト重ちよう複ふく投入の一件でレイオットが必要経費の請求を諦あきらめてくれなかったら、暖あたたかいどころか銀行の貯金残高が零ゼロを割わり込こんでいた可能性も少なくはなかったが。どうにも借しやつ金きんというものに拒きよ否ひ感かんのあるネリンとしては、それはぞっとする様な想像ではあった。


　何にしてもレイオットとフィリシスには感謝せねばなるまい。


「……とは言っても──ねえ？」


　誰だれに言うでもなく呟つぶやいてみる。


　顔をしかめながらネリン・シモンズ二級監かん督とく官かんは立ち止まって周囲を見回した。


　真まっ直すぐに伸のびる街がい路ろ。全体的に落ち着いた色しき調ちように統とう一いつされた建物。曲がり角には必ず標ひよう識しきと消しよう火か栓せんが立っており、通りすがりの客に訴うつたえかける看かん板ばんも、きちんと規定を守った控ひかえめさで並ならんでいる。


　風景の隅すみ々ずみにまで行き渡わたる整せい然ぜんとしたまとまりが心ここ地ち好よい。


　上品で綺き麗れいな街まち並なみである。ただしその反面、賑にぎわい方もやや控ひかえめだ。


　此こ処こはプーランク通り──トリスタン市東部に位置する商しよう店てん街がいである。


　同じ商業の街まちという事で南部繁はん華か街のリゴレット通りと比ひ較かくされる事が多いが、混こん沌とんの象しよう徴ちようとも言うべきあの猥わい雑ざつなリゴレット通りに比くらべると、こちらはかなり小こ綺ぎ麗れいで洒落しやれた印象がある。


　それもその筈──リゴレット通りが自然発生的な、一種の闇やみ市いちを前ぜん身しんとしているのに対し、プーランク通りは元々市が予算編成の中に組み込んで作り上げた計画的な商業地区であり、そこに軒のきを連つらねる店の半分が半官半民の運営形態を採とっているからだ。


　元々はリゴレット通りに代わる『綺き麗れいな』商業地区として計画されたこのプーランク通りだが──御お役やく所しよ特とく有ゆうの腰こしの重さや頭の固かたさが災わざわいして、流行や物ぶつ価かに対する反はん応のう性せいがあまり良くない。このため、適てき正せい価か格かくで高品質の品を買うには非常に良い所だが、その反面リゴレット通りの様に脚あしを駆く使しして掘ほり出し物を探さがす、という様な楽しみ方にはあまり向かない場所でもある。


　その結果、市民の大半は生活必ひつ需じゆ品ひんや雑ざつ貨かならリゴレット通り、家か具ぐや贈ぞう答とう品ひんといった比ひ較かく的てき値ねの張るもの、見み栄えに絡からむ様なものはプーランク通りと、買い物の場を使い分けている。このため、市上層部の思おも惑わくが実現する日は──プーランク通りが市経済の中心となり、市政正常化の名の下に、何かと問題のあるリゴレット通りを心おきなく駆く逐ちくできる日は、まだ随ずい分ぶんと遠い様だった。


　それはさておき。


　ネリンはというと大たい概がいの買い物はこのプーランク通りで済すませる。


　悪あく徳とくの温おん床しようともなっているリゴレット通りが肌はだにあわない事もあるのだが、何よりもまだこの街に来て日が浅い彼女は、リゴレット通りの様なごちゃごちゃとした場所では、勝かつ手て──というか買い物のコツ──が分からないのである。


　リゴレット通りの場合、商品には値ね札ふだが付いていない事も多いし、付いていてもあまりその数字が当てにならない。在ざい庫こ品が全すべて店先に並ならんでいる訳でもない。巧うまくやればプーランク通りよりも遥はるかに安く同質の品が手に入るのだが、下へ手たをすればクズ同どう然ぜんの必要もない品を、とんでもない高たか値ねで売り付けられてしまう可能性もある。


　その意味ではプーランク通りは半なかば市が管理しているという事もあり、殊こと更さらに得とくではないが、損でもない。しかも半官半民のお陰かげで公務員はしばしば優先的に割引券クーポンを貰もらえたりするので、苦しいネリンの財さい布ふでも何とかやっていけるのである。


　そういう訳でネリンは久ひさしぶりの休きゆう暇かである今日も、このプーランク通りにやってきているのだが──


「いきなり言われてもね……」


　ネリンは道の端はたで腕うでを組んだ。


　買い物に出てきたはいいのだが、どうにも買うべき品が決まらないのである。これがまだ幾いくつかの候こう補ほがあってその中から一つを選ぶ、というのなら、まだ色々と考え方もあるのだが、そもそも何を買えばいいのかもよく分からない。


　自分のものならば機能や価格優先で良いのだろうが、贈答品プレゼントともなるとそうもいかない。


　何か洒落しやれたものを──とも思うのだが、そもそも洒落ているのか洒落ていないのか、その判断がつく位くらいなら、折せつ角かくの休日に地じ味みな麻あさ色いろのセーターと茶色のロングスカートなどという格かつ好こうで買い物になど出ない。服ふく飾しよくに限らず、感性を問われる様な場面ではどうしても彼女は引っ込み思じ案あんになってしまう。悪あく趣しゆ味みではないのだが──ネリンの趣味はどうにも地味なのだ。そしてその事を彼女自身が自覚している。


「ローランドさんもいきなり無茶を言ってくれる──」


　言いかけて──ふとネリンは顔を上げた。


　通りの右みぎ端はしをやたらに大きな車が悠ゆう然ぜんと走ってくるのが見えた。


　大おお型がたリムジンである。


　リゴレット通りに比くらべると高級車を見み掛かける事の多いこのプーランク通りでも、一ひと際きわ目め立だつ車だった。全ぜん幅ぷくは法規制の制限一いつ杯ぱい、全長は普ふ通つうの車の倍近い。下へ手たに裏うら路ろ地じなどへ入り込めば、角を曲がりきれずに身動きがとれなくなる様な代しろ物ものだった。


　しかも塗と装そう色いろは輝かがやかんばかりの純じゆん白ぱくである。


　普ふ通つうは式しき典てんの類たぐい──祭パ礼レ行ー進ドとか結けつ婚こん式とか──でしかお目に掛かかれない様な代しろ物ものだ。周囲の注目を浴あびない筈はずがない。ネリンの他ほかにも多くの通行人が何やら驚おどろいた様子でその車の通り過ぎる様さまを眺ながめている。


「うわー……」


　ネリンは眼めを丸くしてそのリムジンが通り過ぎるのを見送った。


　まるで大海を遊ゆう弋よくする鯨くじらが眼の前を横切ってゆくのを見た様な──そんな奇き妙みような感かん慨がいがある。住む領りよう域いきの違ちがう巨きよ大だいな生物を間ま近ぢかに見た興こう奮ふんとでも言おうか。無論この場合の巨大さとは、単なる車の大きさだけではなく、ネリンのそれとは一ひと桁けたも二桁も違う経済力の事をも含ふくめての意味だ。車の種類や性能については詳くわしくないネリンだが、あのリムジンを購入するには、自分の給料十年分を費ついやしても足りないだろう──という程度の事は、容よう易いに想像が付く。


　スモークガラスのせいで中に乗っている人間の姿すがたまでは見えなかったが──


「見るからにお大だい尽じん……って感じね」


　しみじみとした口く調ちようでネリンは呟つぶやいた。つくづく世の中は不ふ公こう平へいに出来ている。この相そう対たい的てきな世の中で絶対的な平びよう等どうを望のぞむ程に子供ではない積つもりだが、改あらためて見せつけられるとやはり何ど処こか日々の生活に虚むなしさを感じてしまう。


　もっとも──それはただそれだけの事。


　本来であればリムジンの事などさっさと記き憶おくの片かた隅すみへとしまい込み、彼女はすぐに何を買うかで再び頭を悩なやませる事になっただろう。


　しかし──


「──ん？」


　彼女の前を通り過ぎてから数メルトル──不ふ意いにリムジンが停車した。


　どんな人物が乗っているのか。ふと気になって眼めを凝こらしたネリンは、運転席から降りてきた人物を見て眼を丸くした。


　その運転手に見覚えがあったのである。


「あれって──まさか」


　滑すべる様な足取りでリムジンの後部にまで移動すると、運転手は白い手て袋ぶくろに包つつまれた右手で優ゆう雅がに後部座席の扉とびらを開いた。


　果たして──降りてきた人物はネリンの予想通りであった。


「ムーグさん……」


　優美で──それでいて堂どう々どうたるその物もの腰ごしはリムジンの主あるじに相応ふさわしいとも言えるが、先日見掛けた時と同様にジーンズにシャツという味も素そっ気けもない格かつ好こうである。清せい潔けつ感かんはあるのだが、基本的にそこらの学生と大たい差さない服ふく装そうだ。リムジンとの組み合わせは不ふ相そう応おうどころか冒ぼう瀆とく的てきですらある。


　フィリシス・ムーグ。


　レイオット・スタインバーグの元もと相あい棒ぼうであり、アルマデウス国内でも屈くつ指しの実力を持った女性戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである。才さい色しよく兼けん備びどころか天が二物も三物も与あたえてしまった様な存在は魔法士業界のみならず一いつ般ぱん社会からもしばしば注目されていた。


　フィリシスの場合、派は手でに着き飾かざる様な事はしない。化け粧しようがきついわけでもなし、髪かみ型がたは少年の様に短く整ととのえられている。衣い装しようにしても雑誌の表紙としてその写真が載のった時でさえ、今と大たい差さなかった。その意味ではネリンの同どう類るいであるとも言える。


　ただし不ふ思し議ぎとその姿は地じ味みに見えない。


　むしろその飾かざり気けない格かつ好こうで歩く彼女は颯さつ爽そうとしていて──ひどく自然な優ゆう美びさを持っていた。『造つくられた』美人にありがちなくどさや媚こびがないのだ。内側から滲にじみ出る自信と気品が彼女の姿をそんな風に見せているのだろう。宝石に例たとえれば彼女は紅玉ルビーでも金剛石ダイアモンドでもない。真しん珠じゆだ。


「なるほど──相応ふさわしいって言えば相応しいよね」


　苦く笑しようしてネリンはつぶやいた。


　フィリシスの実家がアルマデウスでも有数の商しよう家かである事は有名であるし、彼女自身が超ちよう一流の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストである為ため、その財ざい力りよくは庶しよ民みんからは計はかり知る事さえできない領りよう域いきのものになっている。むしろリムジンの一台や二台、所しよ有ゆうしていて当然だろう。


「……」


　ふと運転手がネリンを振ふり返った。


　数メルトルの距きよ離りはあったのだが、耳みみ聡ざといのか、視し線せんを感じたのか──彼はその静かな眼まな差ざしをネリンに向けると、その長身を丁てい寧ねいに折って一礼してきた。


　間ま違ちがいない。先日のケースＳＡの現場で会った、フィリシスの助手である。


　確かファーゴ・レスポールという名前だった筈だ。もっとも助手という言葉から連れん想そうしがちな若者ではない。恐おそらく年ねん齢れいは五十過ぎ──最も早はや老ろう境きように差さし掛かかっていると言っても良いだろう。


　長ちよう身しん瘦そう軀くを丈たけの長い黒のスーツに包み、首をぴったりと包むウイング・カラーの上からは小さな蝶ちようネクタイを巻いている。これに加くわえて白手袋と白いポケットチーフを装そう備びしている彼の姿すがたは、助手や運転手というより執しつ事じそのものであった。線の細いその顔立ちや、一ひと筋すじの乱れもなく整ととのえられた髪型が、いかにも執事然ぜんとした雰ふん囲い気きを──几き帳ちよう面めんそうな印象を与えている。


　先日会った際と寸すん分ぶん変わらぬ格好だ。


　ただし──先日の現場ではむしろその姿がかなり異い様ように見えたが。彼がフィリシスを援えん護ごする為ための大だい口こう径けい狙そ撃げきライフルを携たずさえていたからである。


「えーと……こんにちわ」


　さすがに無む視しして通り過すぎる訳にもいかない。ネリンはフィリシス達に歩み寄ると自みずからも会え釈しやくする。


「奇き遇ぐうですな──今日は非番おやすみですか？」


　ファーゴが微び笑しようを浮うかべて尋たずねてくる。


「ええ。ちょっと買い物を」


　うなずいてフィリシスを振り返ると──彼女は形の良い眉まゆの間になにやら深しん刻こくそうな縦たて皺じわを刻きざんでネリンを眺ながめていた。


「レイの担当の人だよね。ええと……カレン・コリンズ監かん督とく官かんだっけ」


「ネリンです。ネリン・シモンズ。先日はどうもありがとうございました」


　とりあえずそう言って一礼する。


「ごめん。私どうも人の顔と名前覚えるのが苦手でさ」


　フィリシスは苦笑を浮かべると小さく肩かたを竦すくめて見せた。


　正直に言えば名前を覚えてもらっていなかったのは多少残念ではあるが……むしろネリンはこのフィリシスという女性に対して少し親近感を覚えた。美人で強くて金持ちで頭の回転も速くて──これで他愛たわいない欠点の一つでもなければ、凡ぼん人じんの立つ瀬せがない。


「これだから実家の家業継つぐのを諦あきらめたんだよね」


「はあ……」


　商売人にとって人じん脈みやくとは資本以上の武器である。確かに他人の顔と名を覚えるのが苦にが手てな人間に、商家の跡あと取とりは勤つとまらないだろう。


「ところでシモンズさんは何の買い物？」


「あ──ちょっと贈ぞう答とう品ひんというか」


「おや奇き遇ぐう。私もなんだけど──」


　そう言ってフィリシスは首を傾かしげ──


「──ジャック？」


　伸のばした人差し指の先をこちらに向けてそう尋たずねてきた。


「え？　ああ──はい、そうです。ローランドさんからの提てい案あんで。お知り合いですか？」


「私のモールドはローランド工こう房ぼう製せいだから。彼とも顔を会わす機会はあったし──そもそもレイにジャックを紹しよう介かいしたのは私なんだよね」


「そうなんですか」


　そう言って頷うなずきながら──ネリンは改あらためて自分がレイオットとその周囲の人間関係を殆ほとんど知らない事に気付いた。


　改めて考えてみればジャックといいフィリシスといい──そしてカペルテータといい、端はたから見ているだけではどういう関係なのかはっきりしない。元々レイオットは自分から友人を求めるような性格ではなさそうだ。しかしだからといって職業上のつきあいがあるだけの他人……という様子にも見えない。


　知ち己き以上、友人未満──そんなところであろうか。


　分かった様な分からない様な微び妙みような関係。


　彼等の間に、先日、管理局の地下食堂で語られた以上の何かがある事は想像に難かたくないのだが──


（やはり担当者としては、彼の交友関係というか、人じん物ぶつ相そう関かんというか、そういうのってきっちり把は握あくしていた方がいいわよね──うん）


　何ど処こか言い訳わけめいた事を考えながらネリンはフィリシスに尋ねた。


「そういえばスタインバーグさんと一いつ緒しよに仕事をしてらしたんですよね？」


「うん。公こう私しともに相あい棒ぼうだったよ。一緒に住んでたし」


　しれっとした口く調ちようでフィリシスは言ってのける。


「す──」


　ネリンは一瞬絶ぜつ句くした。


　公私ともに相あい棒ぼう。一緒に住んでいた。


　それはつまり世間的には『同どう棲せい』という言葉で表現される状態な訳で──


「──知らなかったの？」


　別に恥はずかしがる様子も悪わるびれる様子もなくフィリシスが尋ねてくる。


「え──ええ」


　動どう揺ようを抑おさえてネリンは頷うなずいた。


　確かに全く想像しなかった訳ではなかった。レイオットとフィリシス──ある意味で飄ひよう々ひようとしたその言動は似にていなくもない。二人とも何ど処こか熱意や真しん剣けん味みが足りないと言うか──この世界の全すべてに醒さめてしまっているかの様な雰ふん囲い気きがある。もっともフィリシスの場合はそれが余よ裕ゆうに見えて、レイオットの場合は不ふ真ま面じ目めさや虚きよ無む感かんに見えてしまう訳だが。ただ、どちらかがどちらかに影えい響きようを受けた結果なのか、そもそも似にた様な部分を持った二人であるからこそ相棒であったのか──それは分からない。


　だがやはり釣つり合いがとれていない二人の様な気もする。


　少なくとも二人が恋こい人びと同士として仲なか睦むつまじくしている場面などネリンには想像もつかなかった。いや、多少の無理をすれば想像できない事もないのではあるが──


　……


『レイ……す、き』


『ははっ……こいつう』


　……


「──どうしたの？」


　顔がん面めん蒼そう白はくとなったネリンにフィリシスが不ふ思し議ぎそうな表情を浮うかべて尋ねる。


「いえ、なんでも。ちょっと立ち眩くらみを」


　そう言ってネリンは脳のう裏りからその不自然極きわまりない想像を駆く逐ちくした。


「何にも話してないんだね──まあレイらしいけど」


　苦く笑しようしてフィリシスが言う。


「確かに私は担当の様な立場に居ますけど、公式のものではないですし、私生活プライベートな部分に立ち入る権けん限げんもないですから」


　そう言ってから──ふとネリンは付け加えた。


「まあ、気にはなるんですけども。ああいう人ですから──」


　その言動に漠ばく然ぜんとした不安定さが見えるというか……レイオットと一緒に居ると、しばしば綱つな渡わたりをしている者を見るかの様な不安感を覚える事がある。彼の生き方は、何ど処こかひどく危あぶなっかしい感じがするのだ。


「まあね。ただまあ──最近、ちょっと変わった様な気がするんだよね」


　首を傾かしげてフィリシスが言う。


　しかしそうは言われてもネリンは最近のレイオットしか知らない。変わったと言われても比ひ較かくの仕し様ようがないし、その原因に明確な心当たりは思い浮うかばなかった。


　ただ──


（……この人は私と出会う前のレイオット・スタインバーグを知っているのよね）


　そう思うと何か不思議な気分ではある。


　人に歴史ありという。


　誰だれだって今とは違ちがう自分が過去には居た筈はずなのだ。人は子供のままではいられない。若者となり大人おとなとなり老人となる。変わらない様に見えても変化を──成長と発はつ展てんを余よ儀ぎなくされる。それを拒こばみきる事はできない。


　考えてみればネリン自身にも今とは全く異ことなる時代があった。


　ひどく気が弱く、人見知りが激はげしく、家の中に引きこもって本ばかりを読んでいた時期がある。あの頃ころのネリンを知る者であればその変化に驚おどろく筈だ。


　あの怠たい惰だを絵に描かいた様な戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの過去にも、今とは違う彼が居るのだろう。ひどく当たり前の様な感じであの男は振ふる舞まっているが──まさか生まれた時からあのままという事はあるまい。


　他人の過去を事こと細こまかに詮せん索さくするのは下げ卑びた趣しゆ味みだとは思うが──さすがのネリンもレイオット・スタインバーグの過去は気になる。あの男は色々な意味で普ふ通つうではない。


「随ずい分ぶん前からのお知り合いなんですか？」


「まあね──ここ三年程はなんだか避さけられてたみたいだけども。甲か斐い性しようなしの癖くせに変なところで気が利きくんだよね、彼は」


　そう言ってフィリシスは苦笑した。


「気が利く？」


　ネリンは眉まゆをひそめた。あまりレイオットには似につかわしくない単語の様に思える。


「レイについて──興きよう味みがあるのかな？」


　からかう様な口く調ちようでフィリシスが尋たずねてくる。


　一いつ瞬しゆん、どう応じようかと迷まよったが──ネリンは素直に肯こう定ていする事にした。下へ手たに否ひ定ていした方が誤ご解かいが広がる。仕事上の必要を越こえた興味を自分がレイオットに持っているのは事実だった。もっともそれはフィリシスが期待する様な類たぐいの興味ではないとも思うが。


「ええ。仕事ではありますし──それでなくても何かと正体不明ですから、あの人」


「あはは。まあねえ」


　朗ほがらかに笑うフィリシス。


　彼女はふと思いついた様子で腕うでを組み──しばし考えてからネリンに向き直った。


「シモンズさん時間ある？　買い物が終わったらちょっとつきあってくれないかな？」


「え？　あ、はい──構かまいませんけど」


　掃そう除じ。洗せん濯たく。手紙。読書。実を言えば私生活上でもやるべき事は山やま積づみなのだが──今日一日を浪ろう費ひしたところで状じよう況きようが劇げき的てきに悪化する訳でもあるまい。既すでにネリンが都会的かつ健康的な生活の維い持じを諦あきらめて随分になる。


「ん。じゃあさっさと買い物済すませようか」


「あ──でも私どうにも何を買えば良いのか分からなくて」


「こういうものは気持ちだからね。あんまり深く考えないでぴんときたものを買えばいいと思うよ？」


　そう言うとフィリシスはさっさと手て近ぢかな店に入って行った。


　看かん板ばんを見れば宝ほう飾しよく品ひんの店である。それも店構えからしてかなり値ねの張はる品しな揃ぞろえになっているのは想像に難くない。フィリシスにはどうという事もない店かもしれないが、ネリンとしては店内に入るのにも少々勇気が要いる。


　一瞬、困こん惑わくしてネリンは周囲を見回し──ファーゴと眼めが合った。


「意外と品揃えの幅はばは広うございますよ」


　ネリンの困惑の意味に気付いているのかいないのか──微び妙みような発言をして彼は微笑した。


（ま──いいか。一人で悩なやんでてもしょうがないし）


　若じやつ干かん予算に不安があるが、逆に言えばそれだけ選せん択たく肢しが絞しぼれるという事でもあろう。それにフィリシスが一いつ緒しよなら、品定めに関しても良い知ち恵えを貸してくれそうではある。何といってもお嬢じよう様さまだ。ネリンよりは多少なりともましな趣しゆ味みをしているに違いない。


「分かりました。じゃあ──」


　ファーゴに曖あい昧まいな微び笑しようを返すと、ネリンは改あらためて財布の中身を検けん討とうしながらフィリシスの後を追った。
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　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──俗ぞく称しよう『魔族メレヴエレント』。


　魔ま法ほうを使い過すぎ、呪じゆ素そと呼ばれる汚お染せん要よう素そが体内に一定量蓄ちく積せきされた人間が変態メタモルフオーゼする特とく殊しゆ存そん在ざい。現象としての魔ま族ぞく化かは無む数すうに確かく認にんされているが、実のところ根本的な部分では、この魔族と呼こ称しようされる人間の存在形態については何も分かっていないに等しい。


　そもそも──これは何なのか。


　何な故ぜに人間がこんなものに変化するのか。


　そこに何らかの意味があるのか。それとも意味などないのか。


　何も分かっていない。


　仮か説せつの類たぐいは無論立てられている。それも一つや二つではない。魔法工学、魔法現げん象しよう学がく、物理学、そして生物学関係の学会には毎年、幾いくつもの新説が提てい唱しようされては『資し料りよう不足』『検けん証しよう不足』の反論を浴あびて定てい説せつになれぬまま消えてゆく。


　混こん沌とんの海うみとも言うべきこの分野は、研究者の興きよう味みをいたく刺し激げきするらしいのだが……生きた魔族を捕ほ獲かくして調査する事ができない為ために、どうしてもその研究は決め手に欠かかざるを得えないのである。その結果として真ま面じ目めな学者や研究者の中には、魔法や魔族関係の学会を単に奇き抜ばつなだけの推すい論ろん──というか単なる妄もう想そう──を披ひ露ろうするだけの場として軽けい蔑べつする傾けい向こうすらある。そもそも魔法という現象は通常の物理学では説明しきれない為に、そちら方面の学会では半なかば禁きん句くにさえなっている。物理学と魔法現象学を同じ次じ元げんで説明しきれる統とう一いつ理論を発見したと発表しては、学会から追われる研究者が毎年一人は出る始し末まつだ。


　故ゆえに──


　その報告書についても多くの者が真面目には取り合わなかった。


　詳しよう細さい不ふ明めいな部分が多く、またそれを裏うら付づけるための証言があまりに少なかったのだ。ましてこの報告書は、報告者自身が義ぎ務む的てきに提出したものであり、報告者が殊こと更さらにその真実性を主張しなかった事が、学会や研究者達の冷れい淡たんな態度に拍はく車しやをかけた。正規の書類であった為に黙もく殺さつされる事は無かったが……さりとて真面目にその内容を読む人間も殆ほとんどいなかったのだ。


　結果として──その報告書とその内容が語る事件については、半ば闇やみに葬ほうむられた形になっている。否ひ定ていするまでもなくただ単に無視された形だ。


　だが曖あい昧まいな記き載さいの多い報告書と断片的な証言を頼たよりに何とか一つの形にその事件をまとめてみれば、以下の通りとなる。


　即すなわち──


　時は北ほく歴れき一九五一年。


　所はトリスタン市北西の寒かん村そんケルビーニ。


　事件の発ほつ端たんは謎なぞの魔族の出現。


　その存在がケルビーニの村を脅おびやかし、過去に埋うもれていた忌いまわしい出来事を掘ほり起こした。終わった筈はずの悲ひ劇げき。終わらせた筈の過去。それが十一年もの歳さい月げつを経へて蘇よみがえってきたのである──それも最悪の形で。


　だがこの時ケルビーニの村には二人の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが滞たい在ざいしていた。


　一人はフィリシス・ムーグ。報告書を書いた本人である。


　もう一人の戦術魔法士については公的記録に記き載さいがない。フィリシス・ムーグの報告書原本では、その戦術魔法士の名前が何者かの手により黒くろ線せんで塗ぬり潰つぶされているとも言われるが……真しん偽ぎの程は定さだかではない。


　ただ共に実じつ力りよく伯はく仲ちゆうの戦術魔法士であったという事、かつてフィリシス・ムーグと親交があったという事から、問題の人物を無む資し格かく戦術魔法士のレイオット・スタインバーグであったのではないかと推すい測そくする者もいるが──これも確かく認にんはされていない。


　何にせよ、二人の戦術魔法士はこの魔族を駆く除じよする依い頼らいを、村長であるマクシミリアーノ・フェルナンデスから受ける。


　だが魔族の正体は無論の事、その居場所さえもが特定できない。


　二人は魔族の前身と目もくされていた一人の青年について調べ始めるのだが──
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　ファーゴ・レスポールは懐ふところから懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出した。


　蓋ふたを開いて時間の経けい過かを確認する。フィリシスとレイオットが出で掛かけてからおそよ十五分──現場でどういう事じ態たいに出くわすにせよ、一応の決着がつく時間ではあった。元もと々もと戦術魔法士達の戦いが長時間に及およぶ事は殆ほとんど無い。いくら鍛きたえてあってもモールドをはじめとしてスタッフ、銃じゆう器き、魔力計、その他──総計四十キログロムにも達する装そう備びを携たずさえた彼等が、全力で動き回れる時間はそう長くないのだ。


「ふむ……」


　先程まで断続的に響ひびいていた遠えん雷らいの様な音はもう聞こえない。


　事態に一応の決着が付いたのか。さもなくば何らかの進しん展てんがあったのか。何らかの方法で状じよう況きようを見み極きわめるべきだろう。場合によってはフィリシス達の支し援えんに駆かけ付けねばなるまい。今この瞬しゆん間かんにファーゴの下す判断が事態の明めい暗あんを分ける可能性もある。


　本来フィリシスの助手として共に現場に向かう筈はずの彼がモールド・キャリアの運転席で待たい機きしているのは、貨か物もつ室しつに居るカペルテータとエレンの護ご衛えいという役目があるからである。現場近くまでモールド・キャリアを乗り付けなかったのも、現場での戦せん闘とうに巻き込まれるのを恐おそれたからだ。フィリシスのモールド・キャリアは大型トレーラーを基もととして造つくられている為に可か搬はん性せいは高いのだが、その一方で走破性に劣おとる。狭せまい林道では満足に動ける筈もなく、万一の場合に現場から迅じん速そくに離り脱だつするのが難むずかしいのだ。


　ファーゴは運転席の扉とびらを開いてモールド・キャリアから降りた。


　肌はだに切り込んでくる様な空気がファーゴを包む。


　その中に──ふと耳慣なれない鈍にぶい音を聴きいた様な気がして、彼は意識を聴ちよう覚かくに集中した。


　断だん続ぞく的てきな重じゆう低てい音おん。


　ファーゴは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめ、その音が響ひびいてくる方角に視し線せんを向けた。


　今──彼の眼めに映うつっているのは広大な常じよう緑りよく樹じゆの森林とその真ん中をゆっくりと蛇だ行こうする一本の道である。視界のほぼ全すべてを埋うめる樹じゆ海かいと比ひして、その道はあまりに些さ細さいで──自然の領りよう域いきに刻きざまれた一本の亀き裂れつの様にも見えた。


　ほぼ極きよく相そう状じよう態たいに達した古い森は、見上げる様な大木と下した生ばえの草に文字通り二極化されており、人間の視点で見る限りはそう鬱うつ蒼そうとした印象は受けない。見み通とおしが良いという程ではないが、何かが近付いてくれば早々に視界に入る。
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　そして──


「む……？」


　音が近付いてくる。


　耳に入ってくる音は二種類に増ふえていた。生なま木きが無理矢理にへし折られ、あるいは引き裂さかれる独特の音と──そしてやはり一定の調子で断続的に響ひびく重い音。


　何かがこちらに向けて歩いてくるのだ。


　森に生える木々を易やす々やすと押おし退のけ、地響きさえたてる巨きよ大だいな何かがやってくるのだ。


「あれは──」


　その正体を確かめるのにそう長時間を待つ必要はなかった。


　蛇行する道の彼方かなたから悠ゆう然ぜんとそれが姿すがたを現す。


　周囲に在ある物体の縮しゆく尺しやくを──観みる者の距きよ離り感かんを根こそぎ狂くるわせながら。


　それは端たん的てきに言えば『巨人』だった。


　こちらに向かって歩いてくる姿はやや猫ねこ背ぜ気ぎ味みになっているが──背せ筋すじを伸のばして直ちよく立りつすれば八メルトル近くもあるだろう。なまじ人ひと型がたである為ために、人間と同程度の大きさであると誤ご認にんしてしまいそうだが……その結果として周囲に在ある道や木といった対たい比ひ物ぶつの大きさに異い常じようを感じてしまう。遠近法の狂くるった絵を見ているかの様な非ひ現げん実じつ感かんがあった。


　間ま違ちがいない──魔ま族ぞくだ。


　この地上において、ここまで出で鱈たら目めな生物が他ほかに存在し得うる筈もない。


　黒く硬こう質しつの皮ひ膚ふを帯おび、頭部からは赤い髪かみと螺ね子じの様な角つのを生やす異い形ぎようの巨きよ軀く。


　形状そのものが複ふく雑ざつ怪かい奇きという訳ではない。むしろ逆ぎやくだ。大まかな輪りん郭かくは人体のそれでありながらも、詳しよう細さい部分がまるで省しよう略りやくされたかの様に単純化されているのである。例たとえばその四し肢しは関節こそ備そなえてはいるものの、まるでパイプの様に根本から末まつ端たんにかけて全く太さに変化がない。顔を覆おおう仮か面めんの様な甲こう羅らも、眼めと口に相当する部分に切れ込みがあるだけで鼻が無く、ひどくのっぺりした印象を受ける。


　本来あるべきものが省略されている──その単純さはむしろ不ぶ気き味みですらあった。


「……」


　ファーゴは無む言ごんで後ずさった。


　普ふ通つうの人間であればまず驚きよう愕がくする。続いて激はげしく混乱し──最後にひたすら恐きよう怖ふする。それが魔族と相あい対たいした人間の自然な反はん応のうと言えた。逃にげ出す元気が在ればむしろ賞しよう賛さんに値あたいする。腰こしを抜ぬかす者も少なくないからだ。


　だが。


　ファーゴの後こう退たいはごくごくわずかな距離に過ぎなかった。


　そもそも彼の顔には恐怖の表情など微み塵じんも浮うかんでいない。彼は恐おそれない。彼は慌あわてない。自みずからのなすべき事を躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんもなくこなしてゆくだけだ。


　モールド・キャリアを方向転てん換かんしている余よ裕ゆうは──逃げる余裕はない。この狭せまい道とモールド・キャリアの巨大さを考えれば、のろのろと不ぶ器き用ように向きを変えている間に魔族が絶望的な位置まで近付いてくるだろう。


　ファーゴは魔族を見み据すえたままモールド・キャリアの運転席から貨物部前ぜん端たん辺あたりにまで移動すると、彼はその白い手て袋ぶくろに包まれた拳こぶしで貨物部の側そく壁へきを──側壁の一部として組み込まれたパネルを叩たたいた。


　金きん属ぞく音おんと共にパネルがわずかに内側へと沈しずみ込こむ。ファーゴが手を離はなすとそのパネルは油ゆ圧あつ機き構こうによってするすると音もなく開いて、その内側に隠かくされていたものを晒さらけ出した。


　素人しろうと目めには一いつ瞬しゆんながらもそれが銃じゆうだとは分からないかもしれない。


　その鋼はがねの塊かたまりは銃という単語によって連想される一いつ般ぱん的てき形状から、著いちじるしく逸いつ脱だつしているからである。印象としてはむしろ工場の機械や車の発はつ動どう機きに近い。


　銃身は六本。それを円えん盤ばん状じようの部品がまとめており、その根本は複ふく雑ざつな形状の機関部に繫つながっている。弾だん倉そうは直接銃に装そう着ちやくされるのではなく、金きん属ぞく製せい弾だん帯たいによってベルトコンベアの如ごとく供きよう給きゆうされる方式になっている。無論、個人が携けい帯たいする様な代しろ物ものではなく、銃本体は金きん属ぞくパイプで構成されたフレームに装着マウントされていた。


　オブルドン社製Ｍ四九連れん装そう銃じゆう身しん式しき汎はん用よう機き関かん銃じゆう──通つう称しよう〈ヘッジホッグ〉。


　アルマデウス陸軍でも正式採用している重火器である。ファーゴが昔のコネを利用して手に入れたもので──これは最も早はや、武器などという生なま易やさしい代物ではない。れっきとした軍用戦せん闘とう兵へい器きだ。


　ファーゴが電源スイッチを入れると六本の銃身が甲かん高だかい唸うなりを上げて回転を始める。銃のそれというより航空機の操そう縦じゆう桿かんを想わせる銃把グリツプを握にぎり、安全装置を解かい除じよ。最後に照しよう準じゆん器きを覗のぞき込こむまでの一連の動作には、何百何千とそれを繰くり返してきた者の安定感と滑なめらかさが窺うかがえた。


「さて──いつまでくい止められるか」


　近付いてくる魔族を観みながらファーゴは呟つぶやいた。


　フィリシスとレイオットは魔族の駆く除じよに失敗したのだろう。実質的に三十分にも満たない超ちよう短期決戦を基本とする対魔族戦闘において、大抵の場合、魔族の移動を許ゆるしてしまうという事は、失敗を意味する。これは機動性に欠け、長時間の運用にも適てきさないタクティカル・モールドの性質からすれば至し極ごく当然の事である。


　それでは二人は死んだのか。


　──否いな。


　その点に関してファーゴは全く心配をしていなかった。


　彼はフィリシスの実力もレイオットの実力もよく知っている。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとしての二人の力を知った上で信しん頼らいしている。そもそも信頼無くして戦術魔法士の助手などという仕事は勤つとまらないのだ。


　だから彼は疑うたがわない。無意味に恐おそれたりしない。一定時間この場を守り抜ぬけば二人が駆かけ付けてくると信じている。たとえ事実がどうあれ、疑って失敗するよりも信じ切ったまま自みずからの最さい善ぜんを尽つくして死ぬ──それがファーゴの信しん条じようであった。彼に最も縁えん遠どおい言葉は後こう悔かいであろう。反省はする。だが悔くやんだりはしない。そういう事のない様に彼は常に全力で事態に応ずるからだ。


「──では」


　短く呟つぶやいてファーゴは操作桿に付ふ属ぞくする引き金を絞しぼり込む。


　猛もう獣じゆうの咆ほう吼こうにも似にた野の太ぶとい銃声を長々と発しながら〈ヘッジホッグ〉が火を噴ふいた。
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　走りながらレイオットはスタッフの呪じゆ文もん選せん択たく装そう置ちに手を伸のばす。


　六枚装備された呪文書式板スペル・タグの中から零ゼロ番ばんと番号を打たれた一枚を選択。装そう塡てん位置に固定した上で操作桿を引いて無音詠唱ダムキヤスト。


　疑似詠唱端子キヤスターの読み込んだ呪文は虚数界面アストラル・サイドに仮か想そう的てき魔ま力りよく回かい路ろとして構こう築ちくされる。物ぶつ理り的にはまだ存在しないその内容を意識の底で確認しつつレイオットは短く声を発した。


「──イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイス。


　仮か想そう的な現象を現げん実じつ事じ象しようの領りよう域いきに流し込むための窓口。その言葉そのものにさしたる意味はない。ただ虚数界面アストラル・サイドという何ら物理的実じつ存ぞんを伴ともなわない領域に構こう築ちくされた魔法を、この世界に出現させる契けい機きとして撃発音声は機き能のうする。現実的な発はつ声せいという行こう為いを経へて魔法は仮想たる事から脱だつするのだ。


　それはつまり──自みずからの意志を以もつて物理法則に挑いどみ、これをねじ曲げるという宣せん戦せん布ふ告こくの言葉であった。


「は──ははっ！」


　全身が燃もえ上がるかの様な感覚。


　無理矢理に肉体を駆く使しする苦痛が迫せまってくるのが分かる反面──頭とう頂ちようから爪つま先さきに至るまで全身の神経が研とぎ澄すまされてゆく感覚を覚える。肉体全すべてを全力稼か働どうさせる爽そう快かい感かん。それは一種の快かい楽らくであった。この状態に比くらべれば普ふ段だんの自分は半なかば寝ねている様なものだ。


　同時に意識が集中してゆくのが分かる。


　一度戦いの場に臨のぞめば、瞬しゆん間かん的に全ての感情を雑ざつ念ねんとして切り捨すてる──彼は育ての親に徹てつ底てい的にそう仕し込こまれた。そうして自らの全てを一つの方向に費ついやし、ただ一発、必ひつ殺さつの弾だん丸がんと自らを成して敵に向かうのだ。


　この短い時間の間だけ、彼は自らの罪つみを忘れ得る。己おのれを憎にくまずに済すむ。そしてまた同時に自らの肉体を酷こく使しして行う戦いは、彼にとって贖しよく罪ざいでもあった。


「はは──ははははははははっ！」


　弾はじける様にレイオットは笑う。


　レイオットが発動させたのは〈アクセラレータ〉──肉体強化の魔法である。


　極きわめて特とく殊しゆな戦せん闘とう補ほ助じよ魔ま法ほうで、使用者の肉体を瞬間的に活かつ性せい化かさせるものだ。反射速度や筋きん力りよくの向こう上じようという効果が得えられるため、戦闘──特に白はく兵へい戦せんにおいては爆ばく発はつ的てきな戦闘力の増ぞう強きように繫つながる。


　だが正規の魔法士ソーサリスト達はこの魔法を使わない。


　モールドの内側に作用させる魔法は、たとえモールドに拘こう束そくされていても魔族化の危険性があるとしてその使用が法的に禁きんじられているからだ。


　更さらに──この魔法は使用した場合の反動があまりに大きい。効果時間が終われば即そく座ざに猛もう烈れつな疲ひ労ろう感かんや激げき痛つうが全身を冒おかすのだ。余よ程ほどに頑がん強きような戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストでも、しばらくはろくに身動きする事もできなくなる。戦闘中に効果時間が切れれば致ち命めい的だ。強化する程度を抑おさえる事で効果時間を延のばしたり、その後に来る反動を小さくする事はできるが、魔法士の体調によっては血管の破は裂れつや心しん臓ぞう停止などという副作用が出る場合もある。


「レイ──!?」


　傍かたわらを走っていたフィリシスがレイオットの様子に気き付づいて声を上げるが──彼はお構かまいなしに走る速度を上げた。


　先さき程ほどまでレイオット達が戦っていた巨きよ大だいな魔族がモールド・キャリアの方へと向かったのは間ま違ちがいがない。また、先程から断続的に聞こえる野太い銃声は、明らかに猟りよう銃じゆうや散さん弾だん銃じゆうのものではなかった。恐おそらくカペルテータやエレンの護衛に残ったファーゴが、魔族を牽けん制せいする為ために機関銃の類たぐいを使用しているのだろう。


　だが迎むかえ撃うつ立場では、如い何かに威い力りよくのある銃器でも時間稼かせぎ以上の役には立つまい。


　やはり真正面から魔族と戦うには魔族と同じ力──即すなわち魔法が必ひつ須すなのだ。


　今は一瞬でも早くモールド・キャリアの所へ辿たどり着かねばならない。


〈アクセラレータ〉は確かに効果時間を過ぎれば戦闘力が激げき減げんしてしまう諸もろ刃はの剣つるぎだが、今はその事を気にする必要はない。すぐにフィリシスが追いついてくるのが分かっているからだ。だがそれとてファーゴ達が殺されてしまった後では意味がない。


　とはいえ──


（フィリシスの〈マグナブラスト〉は確実に魔族の頭部を破は壊かいしていた。それでもなお奴やつは復活してきた……）


　レイオットは脳のう裏りで先程の戦闘を反はん芻すうする。


　基本的に対魔族戦の要点は如い何かにして魔族の脳組織を回復不能なまでに破壊するか──だ。魔力を制せい御ぎよするのは脳組織であり、そこを破壊されてしまえば如い何かに魔族といえども自じ己こ復ふく元げんする事はできない。故ゆえに対魔族戦闘においては頭部が最重要攻略部位となる。


　もっとも魔族の形状は必ずしも人間の常識内に収おさまるとは限らない。そもそも常識的な意味での『頭部』が外見的に確認できない魔族も珍めずらしくない。


　ただ──魔族の行動や形状は多くの場合にその基もととなった人間の意識や記き憶おくを何かしら反はん映えいすると言われている。別の言い方をすれば、魔族も部分的には人間の常識を引きずるという事である。頭部や顔のない魔族は別として、頭部や顔を持っている魔族に関しては脳組織もそこに在ある事が多いのだ。


　あの紅あかい眼めの魔族は基本的に人ひと型がたをしていた。そのためにフィリシスは頭部が脳の在処ありかだと判断したのであろう。


　また魔族が脳を破壊された場合、それまで魔族の脳を中心に密みつ度ど偏へん差さを生じていた魔力が『芯しん』を失って急きゆう激げきに拡かく散さんする。フィリシスは無論、レイオットも簡易魔力計でその現げん象しようは確認していた。


　脳組織を破壊したのは間ま違ちがいない。


　ならば何な故ぜあの魔族は死なずに起きあがってきたのか──


（つまり脳を破壊されても平気か、あるいは──）


　可能性としては幾いくつか思いつく事はあるが──果たしてそんな事が現実にあり得るのか。


（何にしても今はじっくり考えている場合じゃない）


　枯かれ葉を蹴け立たて寒さむ気けを押おし退のけながらレイオットは疾しつ走そうする。


　早く。一いつ瞬しゆんでも早く。


　疾風はやての如ごとく森の中を駆かけ抜ぬけながら──その実、思う様に体が進まない事に彼はもどかしささえ覚えていた。


（焦あせってるのか……俺おれは？）


　ふと──頭の片かた隅すみでレイオットはそんな事をも想おもう。


　そもそも急ぐ必要などないのだ。


　誰だれが危き険けんにさらされようと、誰が死のうと、今いま更さらレイオットには関係がない筈はずだ。彼は誰かを守るために戦っている訳ではない。戦うために戦っているだけの存在だ。周辺の事情など知った事ではない──筈だ。


　戦いに沸わき立つ意識の片隅に生じる違い和わ感かん。一いつ旦たん戦闘態勢に入れば全すべてを些さ末まつ事じとして切り捨て、戦うための機械に徹てつする……彼はずっとそうしてきた。それこそが彼にとっては束つかの間ま許された罪つみからの解放であり、同時に罪の償つぐないでもあった。そこに余よ念ねんが入る余地は無かった。


　しかし──


『──では魔族とは何なのでしょう。人間とは何なのでしょう。その境目はないのでしょうか。どちらでもない私はずっとどちらでもないままなのでしょうか──』


　魔族と人間の狭はざ間まに在ある事を強しいられた少女。


　喜びも悲しみも憎にくしみさえも──人間らしい全すべてを剝はく奪だつされたまま、ただ路ろ傍ぼうの石の如ごとく、そこに存在するだけの生き方しか彼女は知らない。それしか許されてこなかった。レイオットの様に罪の意識に煩はん悶もんし続ける事に比くらべれば、それはある意味で幸しあわせな事なのかもしれないが──


（ま──死ぬにはまだ早いよな）


　あの無む垢くな紅あかい瞳ひとみを思い出しながらそんな事を想う。


「もう少し持ちこたえてくれよ──レスポールの旦だん那な」


　呟つぶやいて──無音詠唱ダムキヤスト。


　弓矢の弦つるを引き絞しぼるかの様に、次の魔法を用意しながらレイオットは更さらに加か速そくした。





　　　　●　　　●　　　●





　それは水すい平へいに降る熱い雨だった。


　機械特有の甲かん高だかい唸うなりを上げながら高速で回転する六本の銃身──そこから放たれる無数の銃じゆう弾だんは一発たりとも外はずれる事なく、魔族に向けて降ふり注そそいでいた。毎分三千発、秒間五十発の銃弾をこの連装銃身式汎用機関銃〈ヘッジホッグ〉は消費する。


　銃口から噴ふき出す発射火炎マズルフラツシユはまるで炎ほのおの塊かたまりの様だ。銃声も連続音というよりも長々と咆ほう吼こうする獣けものの声に近い。それはこの兵器の特性を如によ実じつに物語っていた。


　一発一発の銃弾で個別に『点』を貫つらぬく様に攻こう撃げきするのではなく、まとまった『面』として破は壊かい力りよくを叩たたき付ける──それがこうした武器本来の性質だ。


　元々この〈ヘッジホッグ〉が使用する銃弾は通常の歩兵用自動ライフルと同じ三〇八口径で、一発一発の銃弾として比べれば重機関銃や対戦車狙そ撃げき銃程の破壊力は無い。だが装そう甲こう車しや輛りようとて、これだけ大量の銃弾を浴びれば装甲を削けずられ、あるいは防ぼう御ぎよの薄うすい部分を貫かれて頓とん挫ざを余よ儀ぎなくされるだろう。この武器は何かを撃うち抜ぬく為ためのものではない。その問答無用の圧あつ倒とう的てきな火力で、目標を押おし包み、粉ふん砕さいするための兵器なのだ。


　しかし──


「さすがは魔族。やはりこの程度では足止めにしかなりませんか」


　慌あわてず焦あせらず、場ば違ちがいな程に冷静な口く調ちようでファーゴが呟つぶやく。


　魔族は──無む傷きずであった。


　豪ごう雨うの如ごとく大量に、惜おしげもなく投入されるこの怒ど濤とうの火力さえ、この怪かい物ぶつの前には水みず鉄でつ砲ぽう同然なのだ。


　音おん速そくの倍以上で殺さつ到とうする銃弾の群むれは、魔族の肉体に食い込む直前でいきなり減げん速そくする様子もなく空中停止し──次の瞬間には蒸じよう発はつするかの様に消しよう滅めつしてゆく。


　その銃弾の質量がどこにゆくのかは分からない。分子や原子にまで分解されているのか、それとも別の空間にとばされているのか。原理は謎なぞに包まれて見えぬまま、現象だけがファーゴの行こう為いを嘲あざ笑わらうかの様に、厳げん然ぜんたる事実としてそこに在あった。


「そろそろ騎き兵へい隊たいに到とう着ちやくしていただきたいものですな」


　ちらりとファーゴはパネルの奥おくの弾だん薬やく箱ばこに視し線せんを飛ばした。


　そこからのたうち出た弾だん帯たいは、恐おそろしい勢いで〈ヘッジホッグ〉へと吸すい込こまれていく。さすがに引き金を引きっ放ぱなしにして機関部や銃身を焼き付かせる様な素人しろうとではないが、さりとて連れん射しやと連射の合あい間まをそう大きくとって銃を冷れい却きやくする余よ裕ゆうもない。弾薬が尽つきるのが早いか、機関銃が壊こわれるのが早いか──何にしてももう五分と保もつまい。


　魔族は攻撃を受ければ反射的に防ぼう御ぎよを行う。


　等級の高い魔族であればある程に、その反はん応のうが早い反面──随ずい意い性せいは下がる。つまり魔族が望もうと望むまいと魔力圏ドメインの防御が発はつ動どうするのだ。


　しかしその一方で、今ファーゴの目の前に居る様な上級、あるいは中級魔族は、下級魔族に比べ、その肉体の維い持じそのものをより多く自じ己この魔力圏に依い存ぞんしている。極きよく端たんに言えば、上級魔族は腕うでを動かすだけでも筋肉ではなく魔法を使っているのである。


　このため──一定以上の攻撃を継けい続ぞくして受け続ければ、自動的に防御へその処しよ理り能のう力りよくが割さかれ、結果として魔族は身動きがとれなくなってしまう。今までファーゴがこの巨人型魔族の接近を拒こばんでこれたのは、このためだ。


　しかし──


　──ほおおおおおおおおおおおおおおっ！


　強きよう烈れつな銃声をも押おし退のけて響ひびく魔族の叫さけび。


「──!?」


　不ふ意いに──ファーゴは〈ヘッジホッグ〉から手を放して後方へ跳とんだ。


　同時に六本の銃身が熱せられた飴あめ細ざい工くの様にぐにゃりと折れ曲がる。行き場をなくした銃弾と発射ガスが銃身の内部に詰つまり──機関部を破は裂れつさせた。


　破は片へんを警けい戒かいして伏ふせるファーゴ。だが破片はまるで見えない壁かべに突つき刺ささったかの様に空中に静せい止しし……次の瞬しゆん間かんには時間が逆ぎやく転てんするかの様に本体へ向けて飛んだ。それだけではない。最も早はや鉄てつ屑くず同然の〈ヘッジホッグ〉本体も見えない手で丸められ、押おし潰つぶされるかの様に、ぐしゃりと自みずから圧あつ壊かいした。


　言うまでもない。魔族の魔法だ。


　ファーゴは懐ふところから愛用の拳けん銃じゆうを引き抜ぬいて身み構がまえる。無論──半ば以上は反射的な行動だ。中級以上の魔族に拳銃など通用する筈はずもない事は彼も知ち悉しつしている。


　しかし──


「──いかん」


　魔族はファーゴなどそもそも見てもいなかった。


　その巨体を曲げて魔族がモールド・キャリアへ──カペルテータやエレンの居る貨か物もつ室しつへと屈かがみ込こむのを見て、ファーゴは尺ト取グ虫ル型がたのジョイントを操そう作さ。初しよ弾だんを装そう塡てんと同時に躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんもなく彼は引き金を絞しぼった。


　森に銃声が響ひびき渡わたる。〈ヘッジホッグ〉のそれに比くらべれば、それはひどくささやかなものではあった。


「──駄だ目めか」


　魔族は振ふり向きさえしない。


　注意をこちらに向けさせる為ための銃撃であったのだが、銃弾は魔族の恒常魔力圏コンスタント・ドメインにとらわれると一瞬で蒸じよう発はつしてしまった。今いま更さら、拳銃の弾丸一発など顧かえりみる必要などないのだろう。ひょっとしたら撃うたれた事に気付いてさえいないかもしれない。


　明らかに魔族はモールド・キャリアを気にしていた。


　いや──恐おそらく興きよう味みがあるのはその中身だ。


　エレンか。それともカペルテータか。あるいは両方か。


　広げれば幅はば一メルトルにも達する魔族の掌てのひらがモールド・キャリアの貨物部にかかる。


　その時──


「──イグジストっ!!」


　裂れつ帛ぱくの叫びと共に魔族の右みぎ腕うでが──破は裂れつした。


　ばしゃりと大量の体液と肉片をモールド・キャリアの貨物室外がい壁へきにぶちまけながら、魔族が身を起こす。痛つう覚かくが未いまだ残っているのか、それとも単に驚おどろいただけなのか──魔族は高々と吠ほえた。


　ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ──


　無む論ろんすぐにも右腕は復ふく元げんを開始する。


　だが──


「イグジストっ!!」


　今度は魔族の胸部にぽつんと小さな穴が開き──次の瞬間、ぼこりと膨ふくれ上がった左胸が膨らまし過ぎた風船の様に破裂した。


〈アサルト〉──力りき場ばに封ふう入にゆうされた衝しよう撃げき波はを相手の身体からだに撃うち込こんでから解放する攻こう撃げき魔ま法ほうである。火か炎えんと衝撃の二段構えたる〈ブラスト〉と比ひ較かくすればやや攻撃力は落ちるが、周囲の者が巻き込まれて被ひ害がいを受ける可能性は少ない。〈ブラスト〉の場合は火災を引き起こしたり炎ほのおの噴ふき戻もどしで周囲の人間が火傷やけどを負う事もあるからだ。


「おお──」


　ファーゴは微び笑しようして言った。


「間に合いましたか──スタインバーグ殿どの」


　森の奥おくから走り出てきた黒い人ひと影かげは──無論レイオットの〈スフォルテンド〉である。


　彼は眼めにも止まらぬ早はや業わざでスタッフの操そう作さ桿かんを前後させ無音詠唱ダムキヤスト──更さらに補ほ助じよ呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。


「我われ法ほうを破やぶり理ことわりを越こえ破は壊かいの意い志しを此こ処こに示しめす者なり──」


〈アクセラレータ〉によって高こう速そく詠えい唱しようを可能としたレイオットは金かな切きり声の様に呪文の言葉を口こう腔こうから迸ほとばしらせる。


　だがその最中に魔族は右腕の再構築を終え、その手を横へ薙なぎ払はらう様に振ふった。魔族の指先が搔かいたのは何もない虚こ空くうではあったが──


　ほおおおっ!!


　魔族の咆ほう吼こうと同時に鋼はがねを打ち合わせるかの様な異い音おんが響ひびき渡わたる。


　次の瞬間──森の木々数本が揃そろってその梢こずえを震ふるわせ、次いで呆あつ気けなく倒たおれ始めた。いずれの倒とう木ぼくもその根元付近で滑なめらかな分ぶん離り面めんを晒さらしている。まるで途と方ほうもなく鋭えい利りで巨きよ大だいな──一いち撃げきで樹木の幹を切断する程の切れ味と数十メルトルにも達する刃は渡わたりを持った刃物で斬きられたかの様に。


　恐おそらく魔法士ソーサリスト達が〈カット〉と呼ぶものと同じだ。力りき場ば平へい面めんの挿そう入にゆうによる物質の切断。理論上限かぎりなく零ゼロに近い厚みを持った力場は、この世で最も鋭するどい刃やいばとなって大木であろうが岩がん塊こんであろうが瞬しゆん時じに切断する。


　もっともこの規き模ぼは──魔法士達の使うものに比くらべると数十倍に達していたが。その効力圏内に居ればどんな重じゆう装そう甲こうに身を包んでいても防ぼう御ぎよごと輪わ切ぎりにされるだろう。魔族はこれでレイオットを狙ねらったのだ。前後左右どちらに逃にげても広大な力場平面は彼を胴どう体たいで両断する──


「落ちよ雷らい霆てい！」


　──筈はずだった。


　だが既すでにその瞬間……レイオットは地上には居なかった。


　高々と跳ちよう躍やくしながら彼は空中にて呪じゆ文もん詠えい唱しようを続けていた。無論、普ふ通つうの状態で可能な行こう為いではない。〈アクセラレータ〉の効果があればこそ──だ。


「打て稲いな妻ずま！　その激はげしさによりて闇やみを貫つらぬき敵を打ち据すえよ！　その猛たけきを以もつて彼かの者を死に至いたらしめんがため！」


　ゆっくりと倒たおれてゆく樹木の幹をも蹴けって足場とし、更さらに高々と舞まい上がるレイオット。


　──ほおおっ！


　魔族の紅あかい眼めに睨にらまれたその樹木が瞬しゆん時じに炎えん上じようする。


　だがレイオットは当然ながらもうそこには居ない。


　──ほおっ！　るほおっ！　るほおおおっ!!


　他の時とは異ことなる魔族の声は、残像さえ残す勢いで移動するレイオットを追つい尾びしきれない苛いら立だち故ゆえの事か。


「スーテム・ルゲール・マルクワ・オン・マルクト・トウ──」


　レイオットの構えるスタッフ先せん端たんの更に先──空間に相そう互ご反はん転てんの状態で回転する同心円の魔ま法ほう陣じんが発生する。補ほ助じよ呪じゆ文もんによって過剰稼働オーヴアードライヴさせられている魔力回路の影かげだ。


「〈マグナ・ライトニング〉イグジスト！」


　レイオットの叫さけびが魔法を顕けん現げんさせる。


　──ばじっ!!


　空気そのものが弾はじける様な音をたてつつ、魔法陣の中心に青白い球体が発生。高速回転するそれは激しく発はつ光こうすると、十数本の電光を吐はき出した。


　空間に刻きざまれた亀き裂れつの如ごとき青白い稲妻。それらはまるで縒より合わされたかの如ごとく互たがいに絡からみ合い、一本の光こう条じようとなって魔族に襲おそい掛かかる。


　──ほおおおっ!?


　驚きよう愕がくの故ゆえかそれとも苦痛の故なのか──魔族が叫びを発する。


　さすがにこれは効きいたのか、全身に絡からみ付く電光を払はらい落とそうとするかの様にその巨きよ体たいをよじり、手足を振ふり回して暴あばれる魔族。


　その巨体のあちこちが水すい腫しゆの如ごとく膨ふくれ上がり、破は裂れつ。傷きず口ぐちからは沸ふつ騰とうした血けつ液えきと共に湯ゆ気げとも煙けむりともつかぬものが噴ふき出てくる。普通の生物なら全身の細さい胞ぼうを隈くま無なく焼かれて即そく死ししていただろう。


　だが──


「駄だ目めかっ!?」


　落下しながらレイオットが呟つぶやく。


　彼は切せつ断だんを免まぬがれた樹木の枝に一いつ旦たん左手でぶら下がり、落下の勢いを殺した上で地面に着地。モールド・キャリアに向かって駆かけた。


　通常〈ライトニング〉系の攻撃魔法を対魔族戦闘で使う魔法士ソーサリストは少ない。対人間あるいは対動物用よう途ととしては十分な殺さつ傷しよう力りよくを持ち、微び調ちよう整せいも容た易やすい攻撃魔法なのだが、相手が魔族である場合、その効果──というか結果が分かり難にくいという難なん点てんがある。魔族の肉体構造は個体差が激はげしく、どの程度効きいたのかがはっきりしないのだ。あっさり感電死する個体も無論居るのだが、その一方で殆ほとんど絶ぜつ縁えん体たいの様な皮ひ膚ふを持つ個体も居る。


「ははっ──」


　レイオットはモールド・キャリアに辿たどり着つくとその前面バンパーに背中を預あずけながらスタッフを構えた。


「まあ──それくらいでないとなッ！」


　嬉うれしそうにそう叫びつつ無音詠唱ダムキヤスト。呪文書式板スペル・タグの選せん択たくは〈デフィレイド〉。


「イグジスト！」


　レイオットの叫びと共に防御用の遮しや蔽へい力りき場ばが発生する。


　──るほおっ!?


　肉体を再構成して再びレイオットに襲おそい掛かかろうとしていた魔族は、今度こそ明らかに驚きよう愕がくを想おもわせる叫びを発してのけぞり、まるで見えない手に突つき飛ばされたかの様に二歩、三歩と後方へ退さがった。


　レイオットが発生させた〈デフィレイド〉の力場の仕し業わざだ。彼は遮蔽力場の発生地点を高速移動させながら──つまりは魔族に向けて突き出す様にして〈デフィレイド〉を維い持じしたのである。いわば力場による掌しよう底てい打うちだ。


　残り拘束度数デユラビツト五。


　だが一連の攻撃でモールド・キャリアと魔族の間は十メルトル近く開いた。またレイオットは今モールド・キャリアを背にしている。これならば規き模ぼの大きな攻撃魔法を使ってもカペルテータ達を巻き込む可能性は少ない。


　しかも──


「イグジストっ！」


　鋭するどく高い撃発音声トリガー・ヴオイス。


　魔族の背中に爆ばく裂れつの花が咲さいた。


　背後からの〈ブラスト〉である。魔族がぐらりとよろめく。


「──来たか」


　レイオットは仮か面めんの奥おくで苦笑した。


　魔族の両足の隙すき間まからこちらに向かって駆かけてくる白いモールドの姿すがたが見える。


　彼女の拘束度数デユラビツトは残り四。一発ならまだ十分大おお技わざを仕し掛かける余よ裕ゆうがある。


「レイ──足止めと防ぼう御ぎよ！」


「──お嬢じよう様さまの仰おおせのままに」


　微かすかに肩かたを竦すくめてからレイオットは〈アサルト〉を無音詠唱ダムキヤスト。


　今度は魔族の右足を狙ねらう。どこまでその身体からだが生物学的に機能しているのかは疑問だが、人ひと型がたをしている以上は、その脚あしで体重の何割かを支えていることに間ま違ちがいはあるまい。


「イグジスト！」


〈アサルト〉の見えない砲ほう弾だんが魔族の脚に食い込む。


　だがその効果が発はつ揮きされるのを確認する間も自みずからに許さず、レイオットは次の呪じゆ文もん〈シェルター〉を選せん択たく。無音詠唱ダムキヤストから間かん髪はつ入れずに撃発音声トリガーヴオイス詠えい唱しようへ。


「イグジスト！」


　魔ま法ほう顕けん現げん。防ぼう御ぎよ力りき場ば面めんが音もなく展開した。


〈シェルター〉は〈デフィレイド〉と違ちがい一定の領りよう域いきを全方位から遮しや断だんする。〈デフィレイド〉が防ぼう壁へきならば〈シェルター〉は文字通り避難所シエルターだ。もっともこれは一度発動させると効果時間が終わるまで魔法士ソーサリスト本人も身動きがとれなくなる。通常の場合であれば発動したまま移動したり、発現位置を調ちよう整せいできたりと〈デフィレイド〉の方が使い勝手が良い。


「──イタカ・エームス・サティード・セイブ──」


　半はん透とう明めいの防御力場面の向こうに、レイオットの〈アサルト〉で右足をえぐられた魔族のよろめく姿が──そして更さらにその向こうで呪文を詠唱するフィリシスの姿が見える。


「ソード・オーファ──〈コンプレックス・アサルト〉イグジストッ！」


　じゃっ！


　一気に三つの拘こう束そく端たん子しが〈フォルテシス〉の胸元から弾はじけ跳とぶ。


　──ほおおおおおおおおっ!!


　魔族が吠ほえながら恒常魔力圏コンスタント・ドメインの防御力を強化。


　一いつ瞬しゆん早くその圏けん内ないに飛び込むフィリシスの〈コンプレックス・アサルト〉。しかしその弾だん体たいは魔族の肉体に潜もぐり込こむ直前で魔力圏ドメインの力で強制停止させられ、そこで──


「ブレイク！」


　フィリシスの歌う様な一声と共にそれは弾はじけて──幾いくつもの〈アサルト〉となった。


　不ふ可か視しの小さな砲ほう弾だんが大たい挙きよして魔族の身体からだに突つき刺ささる。幾つかは魔族の魔力圏が作用して効果を発はつ揮きする前に消しよう滅めつさせられたが、その半数以上が魔族の体内で破は裂れつ、衝しよう撃げき波はを撒まき散らした。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ!!


　魔族が絶ぜつ叫きようする。


　右手の指が、左足首が、右みぎ肩かたが、左ひだり脇わき腹ばらが──幾つもの部分が内部からの圧力に耐たえかねて吹ふき飛び、魔族の身体が幾つもの部品となって崩ほう壊かいする。大量の血が枯かれ葉を敷しき詰つめた地面に降ふり注そそぎ、続いて元が何だったのか分からない程に破は壊かいされた肉にく塊かいが転ころがる。


「──派は手でだな」


　さすがに少々呆あきれた様子でレイオットが呟つぶやく。


〈コンプレックス・アサルト〉──その名の通り複ふく合ごう型がた〈アサルト〉である。通常の〈アサルト〉と同じく、敵の体内に入ってから破裂するのは同じだが、この〈コンプレックス・アサルト〉の場合はその体内でばらまくものが衝撃波ではなく、更さらに小さな〈アサルト〉なのである。体内組織を突き破りながら拡かく散さんした小しよう規き模ぼ〈アサルト〉は全身で改あらためて破裂、完かん膚ぷ無きまでに対象物を破壊する。本来は内部に隔かく壁へきや小こ部べ屋やの多い戦せん艦かんや要よう塞さいの中に撃うち込んで敵を殲せん滅めつする為ためのものとして開発された軍用魔法だ。


「いける──か？」


　レイオットは〈シェルター〉を解除、足あし下もとに転がってきていた魔族の肉にく片へんを爪つま先さきで蹴けって転がしてみる。


　脳のうが何ど処こにあろうと、ここまで破壊されれば自じ己こ復ふく元げんには相そう応おうの時間がかかる。またどの部分であれ、復元を始めればそこに脳があると特定できる。腹部であれ胸部であれ、指先であれ、後はその部分に向かって攻撃魔法を撃ち込めば終わりだ。自己修復中の魔族にレイオットとフィリシス二人を相手に戦える力は残っていないだろう。


　そして──


「──！」


　魔族の巨大な左腕がいきなり動き出した。


　指を地面に食い込ませて倒とう立りつするかの様に腕うでが起き上がる。分断された腕が自みずから立ち上がる様は、非現実的というよりも子供向けの喜き劇げきでも見ているかの様な──何ど処こか間まの抜ぬけた雰ふん囲い気きがあった。


「そこか！」


　素す早ばやく反はん応のうしたフィリシスのスタッフがその腕に先せん端たんを向ける。


　同時に〈ブラスト〉を無音詠唱ダムキヤスト。


　後は撃発音声トリガー・ヴオイスを口にするだけでその腕は完全に破壊される。


　だが。


「フィリシス！」


　愕がく然ぜんとレイオットが叫さけぶ。


　目の前の標ひよう的てきに集中していたフィリシスはその瞬しゆん間かんに気き付づいた。


　動いている。分ぶん断だんされたいくつもの部分が動き、自己修復を始めているのだ。それぞれが勝手に、まるで我われこそが本体と主張するかの様に。


「──！」


　部分がそれぞれ這はいずり、あるいは跳とびはねて、フィリシスに向かってゆく。とりあえず彼女が最大の脅きよう威いだと判断したのであろう。確かに二度もその肉体を大きく破壊された経験からすれば、フィリシスを最初に撃破すべき目標に据すえるのは当然だ。


　しかも──音をたててずぶずぶと肉の塊かたまりから腕が伸のびる。脚あしが生はえる。移動する最中にも魔族の部分はその形を変え、それらは泥どろ人にん形ぎようの様な輪りん郭かくを獲かく得とくしていた。


　そして。


　それらの顔にあたる部分に一いつ斉せいに切れ込みが走る。


　裂さけ目を広げながら肉の奥おくから出てきたものは、四つの紅あかい眼がん球きゆうだ。


　融とけかかった蠟ろう人形の様に詳しよう細さいは崩くずれているが、それは明らかにレイオットが当初見た魔族の似にす姿がたであった。


　ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──！


　魔族達が声を揃そろえて吠ほえる。


　尋じん常じような神経の持ち主ならこの瞬間に絶望していたろう。一体でも易やす々やすと人間をくびり殺せる化ばけ物が十体以上に増ふえたのだ。群むれというものが放はなつ圧あつ迫ぱく感かんは個体の比ひではない。


　ましてレイオットにもフィリシスにももう拘束度数デユラビツトがほとんど残っていない。


　だが──


「レイ！」


　後こう退たいして無音詠唱ダムキヤストしながらフィリシスが叫さけぶ。


　彼女の拘束度数デユラビツトは残り一。事実上最後の魔法だ。


　レイオットは〈シェルター〉を選せん択たくして無音詠唱。フィリシスの呼吸を慎しん重ちように測はかる。


　そして──


『イグジスト！』


　唱となえたのはほぼ同時。


　二人の撃発音声トリガー・ヴオイスと同時に魔法が微び妙みような時間差と共に──恐おそらくは百分の一秒にも満たない差で──発はつ現げんする。無論この時間差は最初から狙ねらったものだ。


　一いつ斉せいに襲おそいかかろうとした魔族達を押おし包む様にして発生する〈シェルター〉の球きゆう形けい防ぼう御ぎよ力りき場ば。だがそれが閉とじきる直前にフィリシスによって叩たたき込こまれた〈ブラスト〉は、逃にげ場のない魔族達の間で遺い憾かんなくその威い力りよくを発はつ揮きした。


　開かれた場所なら一いつ瞬しゆんで拡かく散さんしてしまう筈はずの衝しよう撃げきと火か炎えんは、〈シェルター〉の中で荒あれ狂くるい、通常の数倍に増ぞう幅ふくされて魔族達を破は壊かいする。


「──キャンセル」


　レイオットの呟つぶやきと同時に〈シェルター〉の力場が消しよう滅めつ。


　閉とじ込められていた爆ばく煙えんと異い臭しゆうが辺あたりに広がった。


　間かん髪はつ入れず──腰こしのホルスターからレイオットは〈ハード・フレア〉を抜ぬいた。たとえ生き残っている魔族が居たとしても、今の内なら銃じゆうでとどめを刺させる可能性があるからだ。


　だが──


　銃声が轟とどろいた。


　激はげしい銃じゆう弾だんの雨が、今度こそ容よう赦しやなく魔族達の身体からだに食い込み、その肉にく片へんを削そぎ、血ち潮しおを飛び散らせる。五十近い銃弾は生存していようがいまいが区別なく魔族の肉体を穴だらけにして破壊してゆく。


　更さらに──


　ぼすんと音をたてて何かの塊かたまりが魔族達の死し骸がいの真ん中に飛び込んだ。


　一瞬の間をおいて──爆ばく発はつ。焼しよう夷い榴りゆう弾だんから発生した火炎は完かん膚ぷ無きまでに魔族達の肉体を破壊し尽つくした。


「──ご苦労さん」


　レイオットは振ふり返って言う。


　彼とフィリシスが戦っている間にモールド・キャリアの中から持ち出してきたのだろう。そこには大型の筒型弾倉ドラムマガジンと榴弾発射筒グレネードランチヤーを装そう着ちやくした自動小銃を構えるファーゴの姿が在あった。


「終わった──か？」


「──いや」


　静かな声にレイオットは顔を上げた。


　最も早はや、驚おどろく程の事もない。いつもの如ごとく何の前まえ触ぶれもなく──そこにロン・コルグが立っていた。やはりいつものインバネス・コートに山やま高たか帽ぼうという格かつ好こうで、右手には仕し込こみ杖づえを携たずさえている。ひょっとしたらこの老人はこの世の始まりからこの世の終わりまでその姿のままなのではないか──ふとそんな事さえレイオットは思った。


「逃にげられたな。襲おそいかかったのは囮おとり──つまりは蜥蜴とかげの尻しつ尾ぽさ」


「解説役、御苦労さん」


　溜ため息いきをついてレイオットは言った。


「一部始終を見てたのなら、手伝ってほしかったんだがな」


「若者は労力を、年とし寄よりは知ち恵えを出すのが正しい役割分担だと思われるが」


　平然とロンが言う。


「ま──こちらにも事情があってな。私とて別に無制限に魔法が使える訳でないのは、君等と同じだ」


「で──本体は逃げたって？　あの状じよう況きようでか？」


「あの状況だからこそだ。数はきちんと数えたか？」


　ロンが魔族の死し骸がいを眺ながめながら言う。


　ぶすぶすと燃えて煙けむりを立ち上らせているそれらは最早原型を留とどめていない。それが何体分に相当するのかを数えるのも一苦労だろう。


「いや──しかし」


　魔族がそこまで知恵を使うものだろうか。


「君が対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうの専門家だという事に異い論ろんを挟はさむ積もりは毛もう頭とう無ないが──奴やつと戦う場合には今までの常識は棄すてた方がいい」


　そう言うロンの言葉を証しようするかの様に……


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──……


　森の木々の向こうから最早聞き慣れた咆ほう吼こうが漂ただよってきた。


「なるほど」


　言ってレイオットは肩かたを竦すくめた。


「──レイ！」


　振ふり返ればフィリシスとファーゴがこちらに歩いてくる姿すがたが見えた。ただしフィリシスはスタッフを、ファーゴも拳けん銃じゆうをその手に携たずさえたままだ。二人とも構えてはいないものの、いつでも使える態勢にある。


　無論それは魔族の再さい襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてと──そしてこの正体不明の老人を警戒してとの、二重の意味があるのだろう。


「えらく奴について詳くわしそうだな、爺じいさん」


　ロンに視し線せんを戻もどしながらレイオットが言う。


「少なくとも君よりはよく知っておるよ」


「そちらの方は後でじっくり聞かせて貰もらうとして──俺おれとしては、いい加か減げん、あんたの正体ってのも聞かせてほしいんだがね。十分に勿もつ体たいはつけたろうに？」


　片手を挙げて近付いてくるフィリシス達を制せいする。


　この老人が何者なのか分からない。だが幾いくつかの推すい測そくはつく。


「場合によっては今ここであんたを殺しておくべきなのかもしれんが」


「そうするか？」


　モールドの仮か面めん越ごしに突つき刺ささる挑ちよう発はつ的てきなレイオットの視線を平へい然ぜんと受け流し、挑発を返すように微び笑しようさえ浮うかべながらロンは言った。


　敵てき意いの類たぐいは感じられない。むしろ要所要所でレイオットはこの老人に助けられてさえいる。あの魔族とも敵対関係ではあるようだ。


　しばし緊きん張ちよう感かんを伴ともなう沈ちん黙もくが二人の間にわだかまり──


「──まあ、良かろう」


　沈黙に飽あきたかの様にロンが言った。


「差さし障さわりのない程度には我われ等らの事も語ってやれよう」


「つまり全すべて語ると差し障りが在ある訳か？」


「そういう事だな。それで我が慢まんできなければ……お互たがい力ずくという事にならざるを得えまいが」


　ロンはあくまで平然とした口く調ちようで語る。モールドを装そう着ちやくした戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト二人と自じ動どう小しよう銃じゆうで武装した男と──これだけの相手を前にして何ら臆おくする様子もない。もっともレイオットもフィリシスも既すでに拘束度数デユラビツトは使い果たしているのだが。


「話し合いでカタがつくんならそれでいいさ。あんたと戦っても何の得とくにもならんしな。下手すれば洒落しやれにならん損そん害がいが出そうだ」


「まずは賢けん明めいな判断に感謝しよう」


　そう言ってロンは満足げに頷うなずいた。
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　どうにも緊きん張ちよう感かんが抜ぬけない。


　革かわ張ばりのソファの上で、所しよ在ざいなげにその身をもじもじと動かしている自分に気付いて、ネリンは小さく溜ため息いきをついた。


　意識してじっとしていないと、思わずきょろきょろと物もの珍めずらしげに周囲を見回してしまいそうである。別に殊こと更さら責められる程に悪い行為でも無かろうが──それを恥はずかしいと思う程度の矜持プライドは庶しよ民みん生活十数年のネリンにもあった。


　初めて訪おとずれる他人の家というだけでも気を遣つかうが、それが想像以上の豪ごう邸ていとなると緊張しない方がおかしい。さりげなく飾かざってある花か瓶びん一つ、自分が踏ふみしめている絨じゆう毯たんの一枚が、彼女の年収をあっさりと上回る──場合によっては数十倍、数百倍にも達する──代しろ物ものらしい事は、わざわざ言われなくても想像がつく。


　実際──フィリシス・ムーグの家の豪邸ぶりは並なみでない。


　駐ちゆう車しや場じようにはモールド・キャリアからリムジン、スポーツカーの類たぐいまで大小十数台の車しや輛りようが並び、その向こうにはプールとテニスコートが設もうけられているのが見えた。それも小金持ちが見み栄えを張って造つくる様な体てい裁さいだけの代物ではない。面積といい付ふ随ずい設せつ備びといい、その気になればそこで競きよう技ぎ大会を開けるだろう。無む論ろん、庭そのものは更さらにその数倍の広さがあるらしかった。


　玄げん関かんも廊ろう下かも尋じん常じような広さではない。廊下はそのまま車で走れそうだし、恐おそらく玄関ホールの面積だけで普ふ通つうの家が建たてられるだろう。どう考えても個人の邸宅の規き模ぼを激はげしく凌りよう駕がしていた。魔ま法ほう管かん理り局きよくの建物でもここまで大きくはない。しかもその全すべてに余すところなく精せい緻ちな内ない装そうが施ほどこされているのである。壁かべ紙がみの一枚、窓まど枠わくの一つに至いたるまで、専門の職人の手が加えられているのは明らかだった。


　立りつ地ち条じよう件けんが田舎いなかであるというのならまだ納なつ得とくも行くが──トリスタン市し街がいである事を考えれば最も早はやこれは犯はん罪ざい的てきですらあった。


　とはいえ──


（落ち着いて。落ち着いて──）


　ネリンは自分にそう言い聞かせる。


　緊張するのは当然としても、それが傍はた目めにも露ろ骨こつに分かる程ほどとなると、少々情けない。


（別に珍めずらしくないわ。そうよ、うちだって昔は──それなりだったんだから）


　などと──まだ父が生きていた頃ころの事を思い出そうとするのだが、どうにも上う手まくいかない。以前の家に住んでいたのはもう十年以上前の話であるし──家の外がい観かんや応おう接せつ間まといった見栄を張る部分にはそれなりに立派であったが、そこに住むネリン達の生活は、不ふ相そう応おうな程に質しつ素そだった。父は、見栄を張る事には金を惜おしまないが、自分の稼かせぎを家族に還かん元げんするという感覚はない人物であった。無論、父の死後の様に生活に困る程ではなかったのだが……贅ぜい沢たくをさせて貰もらった記き憶おくも無い。


（──ううっ）


　改めて思い出しても何やら情けなさが増しただけだった。


（結局……成なり金きんって大金を手にしただけの貧びん乏ぼう人にんなのよね）


　金の使い方にも平衡バランスというものがある。金銭感覚が一いつ朝ちよう一いつ夕せきで変わるものではない以上、ある日突とつ然ぜんにそれまでと桁けたの異ことなる額がくの金を持たされた人間は、どうしてもその使い方がいびつになってしまうのだ。父はその典てん型けいだったのであろう。


「楽にしててね──」


　フィリシスはそう言うものの──やはり落ち着かない。


　彼女達の居るこの応接間とてそれなりの金が掛かけられている筈はずだ。殊こと更さらに眼めを引く様な派手な内装や調ちよう度ど品ひんは見当たらないが……一流品だけが放はなつ風ふう格かくの様なものがこの部へ屋やの中には濃のう密みつに漂ただよっている。自分が腰こしの下にしているこのソファでさえ数万ドルクの品かもしれないと思うと、ネリンは、なにやら座すわっているのも申し訳ない気がしてきた。


　つくづく自分は貧びん乏ぼう性しようだ──そんな事を想ったりもする。


「ところで珈琲コーヒー派は？　香こう茶ちや派？　それとも──」


　テーブルを挟はさんで対面のソファに腰を下ろしながらフィリシスが問う。


「酒類アルコール派？」


「あ──いえ。その。勤きん務む中──じゃないですけど。ええと。昼間ですし」


　反射的に頷うなずきそうになって──ネリンは慌あわてて首を振ふった。


　あまり他人には言わないが、酒は嫌きらいではない。アパートに常じよう備びしておく程ではないのだが、たまに晩ばん酌しやくを嗜たしなむ程度には──一人でゆっくり酒の味とその酩めい酊てい感かんを楽しむ程度には飲む。もっとも店によっては未成年に観みられるらしく、いちいち酒類を買うのに身分証の提てい示じが必要なのは少々面めん倒どう臭くさいのだが。


　ちなみに酒好きには大別して、弱い酒を流し込むようにして飲む人間と、強い酒を舐なめるようにして飲む人間が居るが──どちらかといえばネリンは後者である。


「そう言うって事はいけるんだ。じゃあ」


　勝手にそう判はん断だんするとフィリシスは壁かべ際ぎわに立っていた家メ政イ婦ドに頷うなずく。


　二人の会話を聴きいていたらしいその若い家政婦は、小さく頷き返して応接室を出ていった。空気の様にそこに在あり──何かを命じられても余計な事をいちいち尋たずねたり確かめたりしない。家政婦としての教きよう育いくが行き届いているのであろう。


「──それで。一体何を……？」


　改めて姿し勢せいを正しながらネリンは尋たずねた。


　今ひとつ何を考えているのか分からない様な部分がフィリシスにはあるが……まさか何の用事もなしにネリンを家に招しよう待たいした訳ではなかろう。


「ああ──ちょっと聞かせてもらおうと思って」


　そう言ってフィリシスは微び笑しようした。


「最近のレイの事を」


「レイ……レイオット・スタインバーグさんの事ですよね？」


「他ほかに『レイ』って名の共通の知り合いなんて居ないと思うけど？」


「まあそうなんですけど……」


　そう応じて言い淀よどむ。


　改めてフィリシスに尋たずねられる程、ネリンはレイオットの事について知っている訳ではない。むしろ彼の事については、彼女の方からフィリシスに尋ねたい位だ。


「彼自身が私を避さけていた様なところがあって──ここ三年程は彼がどんな風に生活していたかもよく知らないんだよね。まあそれはそれでいいんだけど、ちょっと最近会ったら変わってた様な気がして。どこがっていうんじゃないんだけど」


「はあ……」


「まあ元もと相あい棒ぼうとしては気になる訳ね。わざわざ問いただす様なもんでもないけど」


「なるほど。でもよく私も分からないんですよ、あの人の事は。実際──知っている事なんてほとんど無いですよ」


　言ってから──ふと思いついて言う。


「そもそも──私の知っているレイオット・スタインバーグって、たぶんフィリシスさんの御ご存ぞん知じの彼ではなくて、変わってからの彼だと思うんですよ。実際、なんか──違い和わ感かんのある言葉が一いつ杯ぱい出てくるし」


「ん──例たとえば？」


「そうですね。『気を利きかして』とか『避さけていた』とか。なんていうか──そんなに細かい事を気にする様な人には見えないんですけど」


「そう？　そこら辺は今も昔も変わってない様には見えるけどね」


　フィリシスが笑う。


　そこへ──扉とびらを叩たたく音が割って入る。


　フィリシスが『どうぞ』と声を掛けるとトレイを持った先程の家政婦が応接室に入ってきた。トレイの上には何やら高級そうな瓶びんが載のっている。ビールではなくブランディかウイスキーの類たぐいだろう。その証しよう拠こに水と氷が一いつ緒しよだ。


「自分でやるからいいよ」


　黙もく々もくと酒をグラスに注つごうとした家政婦にそう言って下がらせ、フィリシスは氷を二つ三つグラスに入れた上で、酒瓶を片手で摑つかみ、無む造ぞう作さに注いだ。


「ええと──さすがにロックはちょっと。できればトゥワイス・アップで」


「お。通つうだね──って言いたいとこだけど、何言ってんの。水で薄うすめるなんてお酒に対する冒ぼう瀆とくよ冒瀆。本当は氷だって入れるべきじゃないのに」


　平然とそう言ってフィリシスは水で割らずにもう一杯を作り──ネリンに向けて差し出した。仕方なくネリンはそれを受け取る。良い具合に表面の溶とけた氷が、グラスの中でかろんと音をたてた。


「どうぞ遠えん慮りよ無なく」


「あ──では。いただきます」


　軽くグラスの中の酒を口に含ふくむ。


　やはりウイスキー……それも外国産のものらしい。安物しか口にしたことのないネリンにすれば、自分の知っているウイスキーと今飲んでいるものを同じ言葉でくくるのには若じやつ干かんの抵てい抗こうがあった。非常に口当たりがまろやかで香かおりも良い。しかもただそれだけではない感じがするのだ。


「えっと……バーボンですか？」


「御ご名めい答とう」


　フィリシスが笑いながら頷うなずく。


「原酒を樽たる出だしのまま瓶びん詰づめにしたものでね。樽ごとに微び妙みように違ちがってて、あけるのがいつも楽しみで楽しみで」


「はあ……」


　敢あえてフィリシスは銘めい柄がらを言ってこないが、値ねの張る酒である事は間違いない。まさか超ちよう高級ワインの様に一本で車が買えてしまう程でもあるまいが──


「ええと──何の話だっけ」


「スタインバーグさんが今も昔もあんまり変わってない部分があるとかないとか」


「ああ──そうそう。ああ見えてもレイって他人には気を遣つかってるよ。本人もあんまり意識してないみたいだけど」


「そう──なんですか？」


「彼が私のところから出ていったのも──気を利きかしての事だよ。若くて女の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストってのは珍めずらしいからね。たまに雑誌の取材とかも来るようになったんだけど、そうなるとなんて言うか──ファンみたいな子もついちゃって」


　フィリシスはそう言って肩かたを竦すくめる。


　確かにフィリシスに関して言えばアルマデウスのマスコミは芸げい能のう人じん的てきに扱あつかっている部分がある。並なみ々なみならぬ美人で実力も超一流、しかもお嬢じよう様さま育ちで頭も切れるとなれば、殊こと更さらに宣せん伝でんなどしなくても人気が出るのは間違いがない。


「そうなると当然、逆に私を何とかして陥おとしいれようって輩やからも出てきてね。そういう連中にとっては、私の側そばに居る無資格の戦術魔法士なんてのは格かつ好こうの材料だった訳で。そりゃあもう──凄すごかったよ。大手の新聞だの雑誌だの、大きな所はファーゴが手を回して抑おさえてくれたみたいだけど、三流ゴシップ誌とかは、いくらなんでも手が回りきらなくて、野の放ばなし。『噂うわさの天才美人戦術魔法士──その恋こい人びとは寄き生せい虫ちゆう！』『フィリシス・ムーグはろくでなしがお好き!?』とか……まあ好き放題書かれてたね」


「……それは、そうでしょうね」


　呻うめく様にネリンは言った。


　実際数か月前の自分であれば──レイオット達と直接面識のない状態であれば、ネリンとてフィリシスを陥れようとする連中と大差ない考え方になっていたかもしれない。


　無資格。違い法ほう。それは確かに恥はずべき事だし誇ほこるべき事でもない。


　だが、だからといってそれで何でもかんでも一ひと括くくりにしてしまう危険性は──個々人の人格や生おい立ちを顧かえりみず、表面的な要よう素そだけで一いち律りつ的てきに決めつけてしまう事の馬ば鹿か馬鹿しさや恐おそろしさは、誰だれもが知っている筈はずなのだ。百人の人間が居れば、百通りの事情があり、百通りの正義がある。そんな事など──ちょっと頭の回る人間ならすぐに気付く。


　だがそれを実感できる者は少ない。


　とてもとても少ないのだ。嘆なげかわしい事ではあるが。


「正直、私にとっては別にどうでも良い事だったんだけどね。人目が気になるなら最初から戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなんてやってないし。でもレイは自分が側そばに居たら駄だ目めだと思ったんだろうね。うちの両親は商しよう売ばいしてるから余計に。で──ある日、『世せ話わになった』って一行書いた紙切れ残して、行方ゆくえ不ふ明めい」


「それは……」


　言われてみればレイオットらしい行動の様な気もする。


「まあすぐに見つかったけどね。まあ自分から出ていった大人おとなを引き戻もどすのもおかしな話だから放ほうってはおいたけど」


「はあ……」


　ネリンは惚ほうけた様な返事しかできない。


　恋こい人びと同士──という言葉で表現するには今ひとつしっくりこない関係ではある。話を聞いている分には、レイオットもフィリシスも、あまりにお互たがいさばさばしていて、何というか──湿しめった感じが無いのだ。恐おそらく世間一いつ般ぱんでの恋人同士が別れ際に見せる愁しゆう嘆たん場ばなど、この二人には無む縁えんのものだったに違ちがいない。


　かといって友人というのとも微び妙みように違う。ネリンにも理解できそうな感覚で言えば、案あん外がい、姉と弟という関係が一番近いかもしれない。


「最初は同類かな──とも思ったけどね」


　呟つぶやくようにそんな事を言うフィリシスの顔を、一いつ瞬しゆん──奇き妙みような表情がかすめる。


　ネリンは眼めを瞬まばたかせながらそれをもう一度確認しようとしたが、果はたせなかった。単なる見間違いかもしれない。それはあまりフィリシスには似につかわしくない表情にも思えたからだ。


　容よう姿し端たん麗れい。頭ず脳のう明めい晰せき。しかも戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとしての実力は一流で経済力も並なみでない。この恵めぐまれ過ぎる程に恵まれているこの娘が、己おのれの何を嘲あざけるというのか。


「何にせよ──彼自身や他人が思っている程、レイはろくでなしじゃないよ。その様子だと貴女あなたも分かってるんでしょ？」


「……それは」


　その通りだ。


「──さすがにあのＣＳＡの女の子を引き取ってるとは思わなかったけどね」


「カペルテータちゃんの事ですか？　そういえばあの子についてもムーグさんは御ご存ぞん知じなんですよね？」


「そう堅かた苦くるしく呼ばなくても、フィリシスでいいよ」


　肩かたを竦すくめてそう言ってから、フィリシスは言葉をつないだ。


「御存知というか──まあ話してもいいけど、正直、貴女は聞かない方がいいよ？」


「どうしてです？」


「元々があまり楽しい話でもないし──それにあの事件は、殆ほとんど無む視しされてるからね。事実上は『無かった事』として扱あつかわれてるみたい。あまりに特とく殊しゆだった事もあるし、どうも裏うらで誰だれかが圧力をかけて事件をもみ消そうとしていた痕こん跡せきもあるし。公明正大たるべき魔法管理局の監かん督とく官かんとしては、聞いても釈しやく然ぜんとしないだけだと思うけど」


「…………」


　ネリンは手の中のグラスに視線を注そそいだ。


　聞かなければ良かった──などと思う様な話は世の中に幾いくつも転がっている。知ってしまったが為ために余計な苦く悩のうを抱かかえてしまう様な出来事も珍しくない。それが知人友人の話であるならば尚なお更さらに辛つらいだろう。


　だが──


「──構かまいません」


　躊ちゆう躇ちよは一いつ瞬しゆんだった。理由はネリン自身にも、よくは分からなかったが。


「教えてください」


「──まあそう言うのなら」


　苦笑を浮うかべてフィリシスは言った。


「三年半前──ケルビーニという村に一体の魔ま族ぞくが出現したの」





　　　　●　　　●　　　●





　扉とびらを開くと、廃はい屋おく特有の黴かび臭くさい空気がフィリシスの顔を打った。


　十年以上も閉ざされたままだったというのは本当の事なのだろう。


　住む者が居なくなれば途と端たんに家か屋おくは傷いたみ始めるという。わざわざ換かん気きなどせずとも、人の出入りが在あればそれなりに空気が動くが──人の住まぬままに閉ざされた空間は独どく特とくの臭しゆう気きに濁にごってゆく。澱よどみきった空気の帯おびるそれは、言うなれば家屋の死し臭しゆうであった。


　しかし──


「入っても問題ない──かな？」


　フィリシスは呟つぶやいて周囲を見回す。


　外から見れば、みすぼらしいだけの小屋であったが──中に入ってみれば意外にも頑がん丈じような造つくりである事が分かった。壁かべ紙がみや塗と装そうといった装そう飾しよく性せいは皆かい無むだが、決してぞんざいに造ってあるという訳でないらしい。支し柱ちゆうや梁はりにはかなり太い木材が使われており、それぞれの組み合わせ部分には隙すき間まらしい隙間も見られない。十年以上も放ほう置ちされておきながら倒とう壊かいの兆きざしも見えないのは、この為ためであろう。


「でもここで何か探さがせって言われてもね」


　一人肩かたを竦すくめて呟く。


　既すでに彼女はモールドを除じよ装そうしていつもの格かつ好こうに戻もどっていた。もっともさすがに気温が低いので、シャツの上から焦こげ茶ちや色いろに染められた羊ひつじ革がわのジャンパーを着ている。元々細身のフィリシスではあるが──ゆったりとして膨ふくらみのある上着の輪りん郭かくが、その下からすらりと伸のびる両足の優ゆう美びさを更さらに強きよう調ちようしていた。


「んー……」


　ポケットに両手を突つっ込こんだままフィリシスは雑ざつ貨か店てんの店内でも物ぶつ色しよくする様に小屋の中を眺ながめてゆく。


　恐おそらくこの小屋の持ち主は二度と戻らぬ積もりで出ていったのであろう。生活感のある品物は殆ほとんど残っていない。全体的に埃ほこりは積もっているが、整理整せい頓とんを終えた直後といった印いん象しようがあった。


　レイオットは手しゆ記きや日記の類たぐいでも残っていないかと期待していたらしいが、考えてみればそういった代しろ物ものはまず最初に持ち出すだろう。後に訪おとずれる誰だれかに言葉メツセージを残したければ別だが──


「ここら辺なんかこう──怪あやしい感じだけど」


　呟いてフィリシスは戸と棚だなを開く。


　さして意味のありそうなものは見あたらない。使いかけのインク壺つぼ。折れたペン。緑ろく青しようの浮ういた青せい銅どう製せいの文ぶん鎮ちん。そして──雑ざつ然ぜんと片かた隅すみに寄せられた紙の束たば。


　フィリシスは念のために紙束を手にとってみる。


　何かの覚え書きらしい内容が、やたらに癖くせの強い文字で綴つづられているが……あまりに断だん片ぺん的てきで、果たしてこれが重要なのかどうかはフィリシスには分からない。恐おそらくは書いた本人にしか分からないだろう。


「これくらいかな？」


　呟いてその紙束をまとめて懐ふところに入れる。


　そのとき──


「──ん？」


　紙束の間に挟はさまっていたのだろう。するりと音もなく空中を滑すべってフィリシスの足あし下もとに落ちた一枚の紙し片へんがあった。


　身を屈かがめてそれを拾う。


　それは──単色描画モノクロームの写真だった。


　印いん画が紙しの傷いたみ具ぐ合あいからすればかなり古いものだと分かる。この小屋に残されていたものである事からして、単純に考えても十年以上を経けい過かしていると思われるが、それ以前に何年も光に晒さらされていなければ、こうも色いろ褪あせはすまい。光の白と影かげの黒──対ついとなる色しき彩さいは共に薄うすれ、その鮮あざやかさを以もつて描えがき出されていた光景は、黄昏たそがれ色に変色した紙片の中で蜃しん気き楼ろうの如ごとく希き薄はく化かしていた。


　二度と帰らぬ日々の断片がそこに在ある。


「在りし日の──って感じかな」


　呟くフィリシス。


　印画紙の中には何ど処こかの森や林を背景として四人の人物が焼き付けられていた。


　目つきの鋭するどい青年が一人。穏おだやかな表情の少年が一人。闊かつ達たつそうな娘むすめが一人。


　そして──


「…………」


　四人目の人物を眼めにしたフィリシスは眉まゆをひそめて写真をひっくり返す。


『一九二九／八／七　ユモレスク』


　やはり癖くせの強い字でそう走り書きされている。


　ユモレスクとは恐らくアルマデウス北部のユモレスク森林地帯の事だろう。


　ならばその前の数字は日付と見るのが妥だ当とうだ。


　北ほく歴れき一九二九年八月七日──今からおよそ二十二年前。


「……まあ普ふ通つうじゃないとは思ってたけど」


　呟くとフィリシスはその写真をジャンパーのポケットに仕し舞まった。





　　　　●　　　●　　　●





　何事にも代だい償しようというものは必要である。


　何かを得えようと思えば何かを支し払はらわねばならない。それは時間であったり手て間まであったり労力であったり金きん銭せんであったり──あるいは可能性であったりもするが、力であれ物であれ、何かを手に入れようと思えば、それに比例した大きさの何かを費ついやさねばならない。


　それは魔法とて同じ事である。


　一いつ般ぱん人じんの眼にはしばしば魔法は対たい価か不要の力である様に映うつるらしいが……魔法士ソーサリスト達は何の対価も支払わずにその力を行こう使ししている訳ではない。


　窮きゆう屈くつなモールドに身を包み、重いスタッフを携たずさえ、それらの機き器きを使いこなす為ために、ある種の処置を施ほどこされ、習しゆう熟じゆく訓くん練れんに時間と経費を割さく。更に拘こう束そく度ど端たん子しや封呪素筒カートリツジといった部品は使い棄すてる必要がある為、魔法を一度撃うつだけでもそれなりの費用がかかる。


　表面的に見れば、これらの対価は値ね切ぎる事も可能だ。


　だがそれは当然ながら魔族化の可能性が跳はね上がる事を意味する。賭かけ事と同じだ。結局のところ、自分の未来への可能性を切り売りしているだけの事であって──より少ない対価でより大きな力が得られる訳ではない。ただ『可能性を支払う』という考え方に人は馴な染じみ難にくいだけの事である。


　だが──数ある魔法の中には素人しろうとにも顕けん著ちよにその対価が見えるものもある。


　その一つが〈アクセラレータ〉であった。


「だ……大だい丈じよう夫ぶですか？」


　心配そうに顔を覗のぞき込こんでくるエレンに、レイオットは引き攣つった笑え顔がおを示しめして見せた。


「しばらく……休んでれば……大丈夫だ」


　言いつつもレイオットは顔をしかめた。


　重い疲ひ労ろうと鈍どん痛つうが全身を覆おおっており、喋しやべるだけでも憂ゆう鬱うつな気分になってくる。自分の肉体がこれほど邪じや魔まに感じられるのも珍めずらしいだろう。僅わずかに四し肢しを動かすだけでも鈍痛は素早く激げき痛つうへと変化して体中を這はい回る。もっとも、じっとしていれば今度は全身の肉が溶とけて流れて行きそうな疲ひ労ろう感かんに悩なやまされる事になるのだが。


　体調や強化率、使用時間といった条件にもよるが……〈アクセラレータ〉を使った後は必ずこうした後こう遺い症しようが出る。今回は強化率を低めに設定してあった為にそう酷ひどい状態ではないが、やはり常じよう人じんの運動能力を遥はるかに超こえた真ま似ねを肉体に強しいた反動は、その分きっちりと返ってくるのだ。過か去この経験から多少は慣れてはいるものの──これを完全にやり過ごす方法はない。


「何とも情けない格かつ好こうだな」


　容よう赦しやない口く調ちようでそう言ってくるのは──ロンである。


　彼はモールド・キャリア貨か物もつ室しつの内ない壁へきに作り付けられた折り畳たたみ椅い子すに座すわっていた。その右隣どなりにはカペルテータが座っている。更さらにやや離はなれた場所には直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで立っているファーゴの姿すがたも在あった。


「そう……だな」


　苦笑して肯こう定ていするレイオット。


　ロン達の対面に位置する椅子の上で、四し肢しを力無く垂たらしている彼の姿は、まるで糸の切れた操あやつり人にん形ぎようの様である。微び妙みような均衡バランスで椅子の上に座ってはいるものの、指先でつつくだけで彼はあっさり床ゆかに転げ落ちるだろう。


　確かにあまり格好の良い状態ではない。


「戦たたかっている最さい中ちゆうに時間が来たらどうする積もりだった？」


「別に。その時は……死ぬだけだ」


　そう言ってレイオットは笑った。


　あの魔族との戦いの後──モールドを除じよ装そうし衣装を着き替がえ、モールド・キャリアの貨物室の中へ入った途と端たんに限界が来たのである。仕方なく小屋の調査はフィリシスに頼たのみ、レイオットはファーゴに肩かたを貸かしてもらって何とか貨物室内の椅子に座る事が出来た。


「……しょうのない奴やつだ」




[image: ]


「俺おれのことは……どうでもいい。それより……約束通り……聞かせてもらうぞ」


　レイオットは全身が軋きしむ感覚に耐たえながら言葉を繫つないだ。


「あの魔族は……何だ？　あれは……ダニエル・レジエーロなのか？」


　その言葉にエレンがびくりと身を震ふるわせる。だがレイオットは構わず言葉を続けた。今はエレンの感情に気を配くばっている場合などではない。


「あの魔族については……幾いくつか腑ふに落ちない点が……ある。魔族としては……その行動が妙に……消しよう極きよく的てきだ。能力的にも知能的にも……妙な偏かたよりが見える。普ふ通つうの魔族でない事だけは……間ま違ちがいがない。それにもし……あの魔族がダニエル・レジエーロであった場合……今まで何ど処こで何をしていたのかが……分からない」


「欲よく張ばりだな。全すべて私に語らせる積もりか？」


　わずかに苦笑めいた表情を浮うかべながらロンが言ってくる。


「推すい理りの類たぐいは……苦手でね。それに……どうせ全部を……語る積もりはないんだろ」


　ロンにはロンの全てを語れぬ事情があるのだろう。それを無む理り強じいして証言を引き出すだけの力はレイオットにはない。ならば少しでも多くを語らせてその中から真実の断だん片ぺんを拾うのみだ。


　無論そんなレイオットの思おも惑わくはロンも気付いているのだろうが──


「確かにそうだが。しかし──何から説明したものか」


　白い顎あご髭ひげを指先で撫なでながらロンは小さく首を傾かしげた。


「そうだな。まず最初の質問に答えよう。先程のあれは──確かにダニエル・レジエーロと呼ばれていた者だ」


「……っ！」


　ロンの言葉にエレンが喉のどの奥おくで悲ひ鳴めいを詰つまらせる。


　細かい事情を知らないファーゴが、怪け訝げんそうにエレンへと視し線せんを向けるが……レイオットが目線で合図すると、彼は黙だまって視線をロンに戻もどした。今ここでエレンに告こつ戒かいさせたところで、無意味に時間を費やすだけだ。それよりはロンの気が変わらない内に喋しやべるだけ喋らせてしまった方が良い。


　ちなみにカペルテータはいつもの無表情を保ったままだ。その紅あかい瞳ひとみはひたすらに静せい謐ひつで、何の感かん慨がいも浮かんではいない。


　ただ単に、話の内容が理解できていない様にも見えるが──考えてみれば、そもそも通常の親子間に見られる様な感情を、このＣＳＡの少女に期待するのは無理な話だろう。親という言葉は、彼女にとって何の実感も伴ともなわない抽ちゆう象しよう的てきな単語でしかない。


「そもそもあんたと……そのダニエル君と……どういう関係なんだ？」


「簡単に言えば師し匠しようと弟で子しという事になる」


　ロンは静かな口調で答えた。


「弟子ね……何の？」


「既すでに察さつしはついているのだろう？」


「モールドもなしに……魔法を使う方法の……か？　手品の類たぐいでないのなら……俺も是ぜ非ひ教わりたいもんだが」


　挑ちよう発はつの意味もあって皮ひ肉にくをのせた口調で言ってみるものの……ロンの態度にはいささかの揺ゆらぎも見えない。彼は再び微び苦く笑しようを浮うかべて言葉を繫つないだ。


「ここで勘かん違ちがいされては困るのだがな、私が奴やつに教えていた業わざは君きみ等らの様な魔法士ソーサリスト達が扱あつかい、現在一いつ般ぱん的てきに使われる意味での魔法とは少々異ことなるのだ。原理的には同じものではあるが──我等はジョージ・グレコの継けい承しよう者しやではない。強しいて言うのならばむしろ彼が我等の後こう継けい者しやなのだ。かなり歪ゆがんだ形ではあるが」


　ジョージ・グレコ教きよう授じゆ。


　マランド大学の人文科学部に所しよ属ぞくし、〈聖セント・シューマンの実験シユーマン・エクスペリメント〉において魔法を現実の技ぎ術じゆつとしてこの世界に持ち込んだ人物。現代魔法技術の父とされている人物であるが──その過か去こには不明な点も多く、また〈聖シューマンの実験〉の後に行方ゆくえ不ふ明めいとなり、現在もその消息は途と絶だえたままだ。


「──〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉か」


　レイオットが呟つぶやく。


　実のところ魔法という概がい念ねんは〈聖シューマンの実験〉以前から存在していた。


　だがそれは民みん間かん伝でん承しようや神話の領りよう域いきで細々と語り継つがれてきたものであり、そこに現実的な裏付けがあった訳ではない。その呼こ称しようや態たい様ようについても千せん差さ万ばん別べつで統とう一いつ性せいというものがなく、かつての一いつ般ぱん社会において、それらの魔法は一種の迷めい信しんや夢む想そう家かの語る無責任な絵え空そら事ごとといった程度の認識しか無かった。


　魔法。妖よう術じゆつ。仙せん道どう。あるいは神の奇き跡せき。


　確かにこれらの多くは、単なる迷信に過ぎなかったろう。だがその一方で今現在、魔法技術が厳げん然ぜんと存在する事を想おもえば、『本物の魔法』を門もん外がい不ふ出しゆつの秘ひ儀ぎとして人知れず承しよう継けいし錬れん磨ましてきた者達が存在したであろう事は、想像に難かたくない。


　そしてグレコ教授が世に送り出した魔法技術が、それらを整理し大系化したものに過ぎないという事も。


　事実──グレコ教授は〈聖シューマンの実験〉に際しても独どく力りよくで魔法技術を『開発』したとは言っていない。本人は多くの事を語る前に行方不明となってしまったが、魔法の大系化、技術化を行う過か程ていでグレコ教授に協力していた『魔法使い』が居たのではないかという可能性は、後に多くの研究者達が指し摘てきしていた。


　現代魔法士達の祖そ先せん。現代魔法技術の源げん流りゆうを受け継ついできた者達。


　彼等を世せ間けん一いつ般ぱんでの魔法士と区別するために専門家達は〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉と呼ぶ。


　もっとも……これは概がい念ねんばかりが先行していて、現実に〈源流魔法使〉の存在が確認された記録はない。


　だが──


「世間ではそう呼ばれているらしいな」


　ロンは誇ほこるでもなく恥はじるでもなく淡たん々たんと言った。


　その〈源流魔法使〉を自じ認にんする男が今レイオット達の目の前に居る。


「するとやはり……あんたは本当に……魔法を使っている訳か。カペルテータが魔族と混こん同どうするのも当然だが……それにしても……モールドもなしに……どうやって？」


「どうやっても何もなかろう。本来の魔法は、あの様な無ぶ粋すいな仕し掛かけなど必要とはせん。事実〈イエルネフェルト事変〉以前には、誰だれもがモールドなど用いずに魔法を行こう使ししておったろうに」


「分かってるよ……そんな事は」


　レイオットは顔をしかめて言った。


　ロンの指し摘てきは正しい。だが改めて言うまでもなく、モールドによる呪じゆ素その誘ゆう導どう及び封ふう印いんを行わないままに大量の高度な魔法が行こう使しされ続けた結果──あの歴史的大だい災さい害がい〈イエルネフェルト事変〉が起こってしまったのである。


「当時と現い在まじゃ……状じよう況きようが違ちがう。呪素は……世界中に遍へん在ざいしてる。空気中にも……俺達の身体からだの中にも……な。生まれたての赤あかん坊ぼうでさえ……一定量の呪素に汚お染せんされてるんだ。どんなに小さな魔法だろうと……使えば一発で魔族化してしまう」


「確かにな」


　ロンは頷うなずいた。


「だが抜ぬけ道はある。限られた者にしか通れぬ抜け道ではあるのだが」


「それが魔族化せずに……魔法を使う方法か」


「その要よう素そ──世間で言う所の呪素だが──それを訓くん練れんにより、恣し意い的てきに己おのれの体内から排はい除じよできる様になるとすれば？」


「──なんだって？」


　思わず問い質ただすレイオット。魔法士や魔法技術に関する知識をそれなりに持っているファーゴも若じやつ干かん驚おどろいた表情を浮かべていた。


「不可能だ。そんな事は……」


「不可能ではない。現に機き械かい装そう置ちの助けを借りて君等も似にた様な事はしている筈はずだぞ」


　ロンが静かに断だん言げんする。


　一いつ瞬しゆんレイオットは困こん惑わくで言葉に詰つまり──そして閃ひらめいた。


「モールドの事を……言っているのか？　だが……あれはあくまで……これから発はつ生せいする呪素を封ふうじる為ための……ものだろうに」


　確かにモールドは発生する呪素を誘導して封呪素筒カートリツジ内ないに閉じこめるという機能を持ってはいる。しかしそれはあくまで新たに発生した呪素を肉体内部に定てい着ちやくさせない為のものである。肉体内部に蓄ちく積せきされた呪素を排はい出しゆつする様な機能はない。


　しかもそれとて限界がある──言うまでもなく拘束度数デユラビツトの問題だ。


「そもそもモールドと呼ばれる拘こう束そく具ぐ自体が我われ等らの『行ぎよう』を機械的に模も倣ほうしたものだ。独どく自じの進化を遂とげた今では、我等の『行』とはかなり異ことなる代しろ物ものになってはいるが……呪素を制する上での根本的な原理は同じさ」


　モールド。人間の鋳い型がた。


　実のところ、このモールドという装そう置ちがどういう過か程ていで開発されたのかはよく分かっていない。〈イエルネフェルト事変〉以前から呪素の存在に気付き、その危険性を訴うつたえてきた者達によって開発されたのだとは言われているが──それが誰だれであったのかは、記録が残っていない。〈イエルネフェルト事変〉の混乱期に失われてしまったとされている。


「念ねんの為に言っておくが、我等の『行』は誰にでも出来るものではない。適てき性せいが必要なのだよ。素そ質しつの在ある者は千人に一人──いや万人に一人も居るまい。正確な数字は私にもわからん。だが恐おそらく非常に少ないという事だけははっきりしている」


「それは……そうだろうさ」


　レイオットは皮肉な表情で応おうじた。


　誰でも可能な事だと言うのであれば魔族災害など起こり得まい。彼が今まで殺ころしてきた人間の成なれの果はて達も死なずに済すんだ筈はずなのだ。


「また同時に我等の『行』とて完全に体内から呪素を排はい出しゆつできる訳ではない。細かい説明は省くが、魔法を使い続け、蓄積された呪素が一定量に達すれば否いやが応でも変化は始まってしまう。また当然ながら肉体や精神の準じゆん備びを整ととのえた上でなければ『行』は成立せず、我等とて不用意な魔法の行使は存在の『堕落コラプシヨン』を──魔族化を招まねく。


　そしてこれは何百年も前から分かっていた事だ。悪魔、妖よう怪かい、幽ゆう鬼き──それらの全すべてが人間の想像力によって生み出されたものではなかったという事だな」


　これもまた一部の研究者達が指し摘てきしていた可能性ではあった。


　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト達の姿すがたは確かに迷めい信しんの中に息づいてきた怪物を連れん想そうさせる。古来より言い伝えられてきた怪物達の中には、実際に魔法中毒患者が混じっていたのではないか──と考えるのはむしろ自然な事ではあった。


「で──ダニエル君にはその才能があったという事か？」


「師しである私が魅みせられる程にな」


　そう言うロンの表情は感かん慨がい深ぶかげだった。


「私が二十年以上を費ついやしてようやく達した領りよう域いきへ、奴やつは僅わずか十年で手を掛かけていた」


「天才だった訳だ」


「まさしくな。だが天才とはえてして不安定で脆もろいものさ。奴も例外ではなかった」


　ロンは頷うなずいて言う。


「奴は棄すてきれなかったのだよ──ある娘むすめへの恋れん慕ぼの情じようをな」


「……！」


　再びエレンが身を震ふるわせる。


「我われ等らはそもそも必要以上に俗ぞく世せ間けんと関かかわるべきではない。我等の業わざが世間の価か値ち観かんと相あい容いれないのは無論だが──我等は精神と肉体を完全に自みずからの意志の下に置いて制せい御ぎよせねばならんのだ。恋れん愛あいなどという状態がどれだけその妨さまたげになるかは誰だれにでも分かろう」


「そういうもんかね」


　レイオットは苦笑する。


　彼はいわゆる恋愛感情というものを覚えた記き憶おくがない。


　自分を拾い育ててくれたドーベルン・スタインバーグを殺してしまったあの日に、彼は自分を見限った。自分は生きて幸しあわせを追つい求きゆうする権利など無い人間なのだ──そんな気け怠だるい絶ぜつ望ぼう感かんの中で、彼はただ自分に訪おとずれる審しん判ぱんの時だけを待って生きてきた。


　自分に絶望しきった者が誰かを愛する事などできはしない。


「ある日、奴は故こ郷きようのケルビーニの村に帰りたいと言い出した。どうにも復ふつ興こうが上う手まく行かず、むしろ状態を悪化させてゆく一方の故郷を、見るに忍しのびなかったのであろう」


　当然の事ながらロンは反対したという。


　そもそもロンとダニエルが出会ったのは村が出で稼かせぎの名めい目もくで彼を放ほう逐ちくした先──トリスタンでの事である。わずか十三歳さいの子供に粗そ末まつな着き替がえだけを持たせて出稼ぎに出すという行こう為いは切り捨て以外の何物でもない。そんな事はロンは無論の事、ダニエルにも分かっていたという。


　だがダニエルはそれでも一度ケルビーニの村に戻もどると主しゆ張ちようした。


「棄すてた故郷──などと一ひと括くくりにしたとしてもそれは言葉の上だけの事だ。故郷そのものに未み練れんはなくとも、やはり個々の昔むかし馴な染じみには忘れ難がたい者達が居たのであろう。このまま修しゆ行ぎようを続けても身が入らんと判断した私は、期限を区切ってダニエルを村に帰した──けじめを付けさせる為にな」


　だが結果的にそこでダニエルはコーネリアと出会ってしまう。


　しがらみや未練を清せい算さんさせる為に一度だけ許した帰き郷きよう──それが皮肉にもより強い未練を生む事になったのである。


「そうしてダニエルは娘と相そう思し相そう愛あいとなり……その娘と別れる事ができなくなった。奴は期限が過ぎても村に留とどまり、差さし障さわりのない程度に小さな魔法を使いながら村の復興に尽つくし続けた」


「……美しい話だな」


「それが物語の結オ末チならばな」


　皮肉げな口く調ちようのレイオットに──ロンは小さく首を振ふって応じた。


　そこへ──


「──やめてっ!!」


　振り返った一同の視し線せんを浴あびて──エレンが喚わめいた。


「やめて──聞きたくない、聞きたくないわ、そんな話っ！　もういいじゃない！　どうだっていいじゃない！　あの魔族を殺してっ！　あの魔族を消して！　あの魔族に関かかわる全すべてを、ダニエルも、コーネリア様も、その〈出で来き損そこない〉も！」


　エレンは激げつ昂こうして立ち上がり、ロンの横に静かに座すわっているカペルテータを指さした。


「消して！　殺して！　それで──それで全部終わるのよ！　全部なかった事に──」


　エレンの言葉は途と中ちゆうで途と切ぎれた。


　素早く歩み寄ったファーゴが当て身を喰くらわせたのである。


　もっとも彼の技ぎ量りようを知らぬ者には何が起こったかの把は握あくはできなかったろう。フィリシスの家に居い候そうろうしていた時期、レイオットも訓練がてら何度か手合わせをした事があるが──地に這はった回数はレイオットの方が遥はるかに多い。


「今いま更さらだが──鮮あざやかなもんだよな」


「恐おそれ入いります」


　レイオットの評価にファーゴは静かに応じる。気き絶ぜつして脱だつ力りよくしたエレンの身体からだを素す早ばやく支えて椅い子すに座すわらせると、彼は何事も無かったかの様に元の立ち位置に戻った。


「さ──どうぞ続きを」


　あくまで平然とした様子のファーゴに微び苦く笑しようを送り──ロンは話を再開した。


「ダニエルの魔法が村人達に恐れられ、迫はく害がいを受ける様になるまで、そう時間は必要なかったよ。当然の事だがな。何しろ当時はまだ〈イエルネフェルト事変〉から十五年も経たっていなかった時期だ。魔族の──そして魔法を使う事の恐きよう怖ふは誰だれの脳のう裏りにも色いろ濃こく残っておったろう。また運の悪い事に問題の娘を溺でき愛あいしていた父親が村の長おさでな。村人を煽せん動どうしてダニエルを追つい放ほうしにかかると同時に、娘を屋や敷しきの中に監かん禁きんしてしまった」


「──なるほどな」


　その辺あたりの事情については既すでにレイオットも知っている。


「そうしてある日──二人は駆かけ落おちを決意した。私の所に奴は一部始し終じゆうを書き綴つづった手紙を寄よ越こしたよ。しかしこれまた運悪く、その手紙を私が見たのは二人が駆け落ちを決行する前日だった。これでも忙いそがしい身でな。あちこち出歩いておる為ためにどうしても郵ゆう便びん物ぶつへの対応は遅おくれてしまう」


　ロンの表情に一いつ瞬しゆん暗いものが過ぎる。


「……」


　ふとレイオットは──僅わずかながらではあるが──初めてこの老人に親しん近きん感かんめいたものを覚えた。


　最初に出会った時からこの老人には何ど処こか超ちよう然ぜんとした所が──人々の営いとなみを上から俯ふ瞰かんしているかの様な雰ふん囲い気きが感じられた。喜き怒ど哀あい楽らくの表情はあるのだが、それがどうにも作り付けられたものの様に見えてならない。


　まるで人間をやめた存在が未いまだに人間の行こう為いを模も倣ほうしているかの様な。


　そういう意味では何ど処ことなく異い様ようなものをレイオットはこの老人に感じていた。


　だが今──ロンの表情をかすめた翳かげりを見るに、この老人にも多少は人間的な苦く悩のうや後こう悔かいの感情が残っているのだろう。普ふ通つうの人間に比くらべると随ずい分ぶんと微かすかなものではあろうが、それでも人間性を完全に喪そう失しつした人ひと型がたの怪かい物ぶつと話しているよりは、ましな気分である。


「──その後、何があったのかは私も詳くわしくは知らん」


　そんなレイオットの考えを知ってか知らずにか──淡たん々たんとロンは続けた。


「ただ森には幾いくつもの死体が残っておったからな。恐らく村人に追い詰つめられたダニエルが、調ちよう息そくや整せい念ねんもなしに──下した準じゆん備びもなしに、何らかの魔法を使ったのだろう。その事で一気に魔族化したダニエルは、追おつ手ての村人を惨ざん殺さつし──共に逃げていた娘を……」


「分かった……言うな」


　レイオットはすかさず言葉を挟はさんでロンが続きを口にするのを遮さえぎった。


　カペルテータがどれくらい話の内容を理解しているのかは分からないが、ロンの話が彼女自身に及およぶ前に止めた方が良い様な気がしたのだ。


「背景としての事情は分かったが……どうしても……腑ふに落ちない部分がある。今の話からすると……ダニエルが魔族化したのは……十年以上前だが……つい先日まで被ひ害がいはおろか目もく撃げき例れいも出ていない。これは……どういう事だ？」


「私が封ふうじておったのさ」


　こともなげにロンは言った。


「『封じていた』？」


「私が奴やつを見つけた時はもう既に変へん成せいが始まっていた。一度始まった変成を止める手しゆ段だんはない。元に戻もどす方法もない。ただ──ある種の『場』を作り出してやればその変成過程を遅おくらせる事はできる。構造的には君等のモールドに近いな」


　まるでちょっとした料理の作り方を披ひ露ろうする様な口く調ちようであるが──魔法技術の関係者が聞けば卒そつ倒とうするか、激げき怒どするか、あるいは必死にロンに詰め寄って教えを乞こうだろう。


「そんな事が……本当に可能なのか？」


「封ふう印いん対たい象しようと同どう等とうか、それ以上の魔ま法ほう制せい御ぎよ能のう力りよくを持った者がその『場』を管理していなければならんがね」


「矛む盾じゆんしているぞ」


　レイオットはロンの言葉に被かぶせる様に言った。


　人間の魔法士ソーサリストと魔族を比ひ較かくした場合、魔法の制御能力に関しては圧あつ倒とう的てきに魔族の方が上だ。ただ魔族はそれを本ほん能のう的に使う分、使い方がどうしても散さん漫まんになっている。


　レイオット達戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは、戦せん闘とう技ぎ能のうに特とつ化かした魔法を効こう率りつ良く使用し、限られた魔法制御能力を収しゆう束そくして使う事で、魔族を倒たおす事を可能にしているだけの事だ。


　もしロンの言う様に魔族と同等の魔法制御能力が『場』の維い持じに必要なのであれば、魔法士を複数集めて短時間で次々と交こう代たいさせてゆくか、あるいは──


「それはつまり──魔族を封じる為に別の魔族を用意するという事になる」


　その言葉が場の気温を一気に下げた。


　小さな金きん属ぞく音おん。


　それを聞き取り正体を悟さとったのは恐らくレイオットだけであったろう。あるいはロンも気付いてはいたかもしれない。それはファーゴが懐ふところで拳けん銃じゆうの安あん全ぜん装そう置ちを外はずす音であった。


「…………」


　ロンは曖あい昧まいな微び笑しようを浮うかべて沈ちん黙もくしている。


　彼がもし魔族であった場合──銃は効きかない可能性が強い。だが魔力圏ドメインの内側から殆ほとんど零ゼロ距きよ離りで発はつ射しやされた弾だん丸がんが相手の脳のうに到とう達たつするのと、魔力圏の反はん応のうと──果たしてどちらが早いか。


　しかもファーゴの使う拳銃──ルパードＰ０８は、口こう径けいこそそう大きなものではないが、装そう塡てんされている弾だん薬やくはグレイザー・セフティ・スラグと呼ばれる特とく殊しゆなものだ。目もく標ひよう体内に進入後、弾頭はその内部に格かく納のうしていた散さん弾だんを爆ばく発はつ的に放ほう出しゆつする。あまりにも対たい人じん用よう途とにおいては殺さつ傷しよう力りよくが高い為ために、軍や警けい察さつでさえ敬けい遠えんされている代しろ物もので、命めい中ちゆうさえすればたとえ魔族でもごっそりと脳組そ織しきを抉えぐられて死し亡ぼうするだろう。


「……話を続けてもよいかね？」


　しばしの時間が過ぎ──一同を見回してからロンが言う。


「それともここで私に銃弾を撃うち込こんでみるかね？」


「魔族──なのか？」


　呻うめく様に尋たずねるレイオット。


　全く想像しなかった訳ではない。むしろ『やはり』──という想おもいすらある。


　魔族の思し考こうや行動は人間であった頃ころの性せい癖へきや価か値ち観かんに影えい響きようを受けると言われている。その程度は個体によって違ちがうが──それがあくまで程度問題であるのならば、人の意識を保ったままの魔族というものも存在し得るのではないのか。


「さてな。それは君等が好きに判断するといい」


　ロンはただ小さく肩かたを竦すくめて見せた。


「ただこの件に関しては私も立場上曖あい昧まいな事しか言えんのでな。できればこのまま話を続けたいのだが」


「……続けてくれ」


　もしロンが魔族であったとしても今この瞬しゆん間かんには敵てき対たいしていない。詳くわしくは語れないと言うのならば語れる事を聞いておく方が先だろう。


「私は賭かけたのさ──ダニエルの才能にな。元に戻す事は出来なくても、本来奴が目指していた状態へ引き上げてやる事は出来るのではないか、とな」


　それはつまりロンと同様の『理性ある魔族』への昇しよう華かという事か。


　ロンは『本来目指していた状態』と言った。要するに彼等は最初から『理性ある魔族』たらんと欲ほつして修しゆ行ぎようを続けてきたという事なのだろう。修行途と中ちゆうのダニエルが魔法を使えていた事からすれば、人間の状態のまま魔法を使うのは、到とう達たつ目標ではなくあくまで過程──言ってみれば『慣らし』の一いつ環かんに過ぎないのかもしれない。


「だが見ての通り私は賭けに負けた。元より前例などない事ではあったがな。結局、奴は十年余あまりの時間で道を修正する事はなく、踏ふみ外はずしたまま『魔族として』成長しただけだった。その結果──情けない話ではあるが、私の力では封ふうじきれなくなった」


「……そういう事か」


　レイオットは溜ため息混じりに言った。


　大体の事情は飲み込めた。


　要は──札ふだを開いてみればひどく単純な事件だったのだ。ただその札が未み知ちのものであったというだけである。もっともロンの話が全すべて真実であったなら──という但ただし書きは付くが。『理性ある魔族』『封印』『源流魔法使ルート・ソーサリアン』……どれもこれも直接的な証しよう拠こはない。


　だが──


「たまにダニエル・レジエーロとしての意識が漠ばく然ぜんと戻ってくる事もある様だが、その回数はかなり減へっている。奴自身、どこまでがダニエル・レジエーロとしての行動で、どこまでがそれ以外なのか──分かってはおるまいよ」


「能力的には……どうなんだ？」


　レイオットは群ぐん体たいの如ごとくその肉体を分ぶん離りしてのけた魔族を想おもい出しながら言った。


　一体──あれはどういう事なのか。自じ己こ復ふく元げんをするのならばともかく、分断された肉体各部が独どく自じに活動して変形するなどという状態は、通常の魔族には考えられない事だ。


　実は幾いくつかの仮か説せつは既すでに考えているが──


「単純な魔法の制せい御ぎよ能のう力りよくという意味では大差あるまい。ただ奴はそれなりの知識を持っておったからな。それがどの程度残っておるのかは疑問だが──君等の知らぬ種類の魔法を使ったり、裏うら技わざの様なものを考えつく可能性は、他ほかの魔族よりも高いだろう。


　だが逆に言えばそれだけだ。そもそも我等は戦う力の獲かく得とくを目指して魔法を手にしていた訳ではない。ただ単に戦せん闘とう技術という意味では、専門的に特とつ化かしている分だけ、君等の様な戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの方が強力だろう」


「……そういうもんなのか？」


「ああ。そもそも戦うための業わざがあるのならこの様なものなど持ち歩かんよ」


　言ってロンは右手の仕し込こみ杖づえを軽く掲かかげて見せる。


「まあ──それもそうか」


　同じ生身であるのならばレイオット達はロンの足あし下もとにも及およぶまい。そもそも根こん本ぽん的てきに使える力の桁けたが違う。魔法とはそういうものだ。故ゆえに人間は生身では魔族に勝てない。


　だがタクティカル・モールドを装そう着ちやくした戦術魔法士となると話が変わる。かつて軍が営えい々えいと改かい良りようを続けてきた戦闘用魔法──殺さつ傷しよう破は壊かいの魔法を承しよう継けいする者達。確かに事が戦闘に限定されるのならば、モールドを装着したレイオット達がロンを凌しのぐ可能性は確かにあった。


　考えてみれば──これはつまり人間の戦闘への情熱や執しゆう着ちやくが、魔族と人間との能力差を埋うめて更さらに上回ったとも考えられる。その闘とう争そう本能の強さという意味では人間は魔族以上の怪かい物ぶつなのかもしれない。


「正直、ぎりぎりまでは私の力でけじめを付ける積もりであったが……」


　それは自分の手で殺すという意味か。


　だが小屋の前で戦っていたロンと魔族──ダニエルを見る限り、力で圧あつ倒とうされていたのはロンの方だろう。レイオット達の介かい入にゆうがなければ殺されていたかもしれない。


「最も早はや、私の手には負おえん」


「…………」


　レイオットはロンと……そしてその隣となりに座すわっているカペルテータを眺ながめる。


　もし今までの会話を理解しているのであれば、次に来るロンの言葉も予想が付くであろうに──紅あかい眼めの少女はただ静かな無表情を顔に貼はり付けてその場に座っているだけだ。


「奴やつを──ダニエルを殺してやってくれ」


　その言葉は冷え冷えとその場に響ひびいた。


「……改めて頼たのまれるまでもない」


　レイオットは何ど処こか疲つかれを感じながら言った。


　悲ひ劇げきの物語。全すべて終わっている。悲劇はもうどうしようもない形で確かく定ていしている。どんな脚きやく本ほん家かとて最早これを幸福な物語に修正する事はできない。後は誰だれがどういう形で幕まくを引くか──というだけの事だ。


　悲劇の幕引き。


　気持ちの良い役回りではないが、自分には相応ふさわしい──そんな風にもレイオットは想う。


「ダニエルは俺おれが殺す」


　彼は誰かが殺してやらねばならない。


　それが彼を救すくう事にもなる。それが──彼の悲劇を終わらせる。


「そうか。感かん謝しやする」


　何ど処こか翳かげりのある微び笑しようを浮うかべてそう言うと──ロンは椅い子すから立ち上がった。


　その動きに反はん応のうしてファーゴが懐ふところから拳けん銃じゆうを引き抜ぬく。だがその様子を視し界かいの隅すみに捉とらえているであろうに……ロンは構かまわず平然と貨か物もつ室しつの扉とびらに向けて歩き出した。


「──おい？」


「頼んだぞ」


　ロンが右手を伸のばすと──触ふれてもいない扉の金かな具ぐが音をたてて外はずれた。


「待て──何処へ行く？」


　レイオットの声と同時にファーゴが一歩踏ふみ出して拳銃をロンの後頭部に突つきつけた。


　しかし──


「私はそろそろ退たい場じようさせて貰もらうとしよう。少々無理をしすぎたのでな──」


　そう言うロンの姿すがたは、透すき通り始めていた。


「──!?」


　ファーゴが拳銃の引き金に指を掛かけ──そして引き金から指を離はなすと右手を降ろす。


　最早、銃弾などを撃うち込こんでも無む駄だである事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


　ロンの姿は恐おそろしい程の勢いで希き薄はく化かしてゆく。まるで蜃しん気き楼ろうの様にその存在感が欠けつ落らくし、その姿を構成する色しき彩さいさえもが急速に減げん衰すいしてゆく。


　呆ぼう然ぜんとレイオット達が見守る中──数秒が経過した時には、ロンの姿はそれと知らなければ存在を認識する事もできない様な状態となっていた。下へ手たに撃てば扉で跳ちよう弾だんした銃弾やその破は片へんが自分達に返ってくる恐れもある。


　そして──


「──ん？」


　鋼こう鉄てつ製せいの扉が開く。


「……どうしたの？」


　そこには小屋から戻ってきたフィリシスが、レイオット達の視線を受けて眼を瞬まばたかせているだけで──最早〈源流魔法使〉を名乗る老人の姿すがたは何ど処こにも存在しなかった。
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　長らく使っていなかったライフルを壁かべから降ろした。


　旧きゆう式しきだが頑がん健けんなボルトアクション・ライフルである。試しに装桿ボルトを引いてみると、特に問題なく滑なめらかに作さ動どうした。単純な機き構こうである上、可か動どう部分にはたっぷりとグリスを塗ぬり込こんでおいたからだろう。発ば条ねや他ほかの金きん属ぞく部品が嚙かみ合ってたてる響ひびきが頼たのもしく心ここ地ちよい。


　マクシミリアーノは机の引き出しから取り出した箱を開くと、その中から三〇口こう径けいマグナム・ライフル弾だんを摑つかみ出し、順に弾だん倉そうへと押おし込こんだ。


「コーネリア……」


　その名を呟つぶやいてみても──微笑ほほえみを返してくれる愛まな娘むすめはもう居ない。


　全すべては十一年前のあの日に喪うしなわれてしまった。


「おお……コーネリア……私のコニー……」


　小こ刻きざみに震ふるえる手から銃弾がこぼれ落ちた。


　想おもい出すだけで全身が強こわ張ばる。激はげしい慚ざん愧きの念に駆かられ、発ほつ作さ的てきに壁へ頭を打ち付けたのも一度や二度ではない。


　情けない。自分は何と恥はじ知しらずな真ま似ねをしてしまったのだろう。


　それがコーネリアの為ためであれば彼は全てを捧ささげても悔くいは無かった。如い何かなる犠ぎ牲せいをも厭いとわない積もりだった。それが必要であるならば死ぬ覚かく悟ごもあった。少なくとも自分ではそう信じていた。その事を密ひそかに誇ほこってさえいた。


　だが──


「コニー……おお……私のコニー……」


　彼は逃にげた。


　恐きよう怖ふに駆かられ、コーネリアを置き去りにして自分だけ逃げた。最さい愛あいの娘をあの薄うす汚ぎたない化ばけ物の前に残したまま、逃げ出してしまったのだ。


　立ち止まらなかった。振ふり返りさえしなかった。我わが身可愛かわいさの余りに、無む我が夢む中ちゆうでただ遁とん走そうを続けた。彼がコーネリアの事を想い出したのは村に辿たどり着ついてからの事である。


　嗚あ呼あ──何という卑いやしい行こう為いか。


　それは娘に対する裏切りにも等ひとしい。断じて在あってはならない事であった。


「どうか父さんを……父さんを許ゆるしておくれ……」


　もう最愛の娘は彼に微笑ほほえんではくれない。


　実の父を見ても怪かい物ぶつを見るかの様に怯おびえて、視し線せんを合わそうとさえしないのだ。獣けものの様な叫さけびを上げて狭せまい牢ろう獄ごくの中を逃げ回るだけだ。


　あんなものはコーネリアではない。彼の愛した自じ慢まんの娘ではない。


　本当のコーネリアは死んだ。地ち下か牢ろうに居るのはコーネリアの亡なき骸がらに過ぎなかった。


「コニー……ああ……私のコニー……」


　許せない。


　コーネリアが喪うしなわれてしまうなどという事が在ってはならないのだ。その様な事態の存在を彼は許さない。断じて許す事はできない。


　だから──


「元に戻もどしてやるぞ……何もかも元に戻してやる……」


　呟つぶやきながらマクシミリアーノは装桿ボルトを押おし込こみ初しよ弾だんを薬室に装そう塡てんした。


　コーネリアを生き返らせるのだ。


　時間を戻せばいい。全部無かった事にすればいいのだ。


　あんな男とコーネリアは駆け落ちなどしなかった。マクシミリアーノも彼女を置き去りにして逃げたりしなかった。当然コーネリアがあの汚けがらわしい半魔族ハーフ・ブルートを産うみ落とす様な事もなかった。


　あの魔族メレヴエレントを消して。あの〈出来損ないデイフエクテイブ〉を消して。


　そうすればきっと全すべては元通りになる。忌いまわしい出来事は全て無かった事になる。できれば全てあの無む資し格かく魔法士ソーサリストにやらせてしまおうと思ったのだが──あの魔法士は不ふ遜そんにも〈出来損ない〉の処しよ分ぶんを嫌いやがった。


　ならば仕方ない。〈出来損ない〉の処分は彼がするしかないだろう。


　元よりあの無資格魔法士も最終的には消す積もりだった。そのついでに〈出来損ない〉を消せばいい。ついでというのならば、事情を知りすぎているエレンもいっそまとめて処分した方がいいだろう。そうすればきっと全て元に戻る。何もかも無かった事になる。そうしてコーネリアは再び彼に微笑ほほえんでくれる事だろう。


「綺き麗れいさっぱりなくなって……全部元に戻るんだよ……コーネリア」


　マクシミリアーノは呟つぶやいてライフルを握にぎりしめた。
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　レイオット達はケルビーニへの帰き路ろについていた。


　ダニエルの小屋についてはフィリシスが一通りの調ちよう査さを終えていたが、めぼしいものは見つかっていない。元より何かの手て掛がかりが得えられると確信して訪おとずれた訳でもなし──これ以上留とどまる意味はないと判断したレイオット達は、ケルビーニの村に戻もどって魔族に対する迎げい撃げき態勢を整ととのえる事にしたのである。魔族の行動がダニエルであった頃ころの記き憶おくに影えい響きようを受けているのであれば、コーネリアの居るあの村を魔族が襲しゆう撃げきする可能性も少なくない。


　とはいえ──


「──どう思う？」


　痛みと疲つかれの余よ韻いんを刺し激げきする振しん動どうに顔をしかめながらレイオットは尋たずねた。


　モールド・キャリアの貨か物もつ室しつの中は行きと同じ顔ぶれである。レイオットとカペルテータが並ならんで座すわりその対面にフィリシスとエレンが居る。運転手役をファーゴが務つとめているのも行きと同じだ。


「筋すじは通ってるけど」


　フィリシスは首を傾かしげながら言った。


「さて──何ど処こまで信用して良いものやら。特に『理性ある魔族』とか『封ふう印いん』とかの下りはかなり眉まゆ唾つばものだと思うんだけどね。第一、それってあのお爺じいちゃんの言葉だけで、それを裏付ける証しよう拠こがないでしょ」


「確かにそうなんだよな」


　レイオットはそう言って肩かたを竦すくめる。


　ロンの去さった後──レイオットはフィリシスに一通りの事情を話した。隠かくす必然性は無かったし、何よりもあの場に居なかった第三者がどういう見けん解かいを持つのかが気になったからである。


　その結果フィリシスから得られた意見は至し極ごく真っ当なものだった。


　魔族とは殺さつ戮りくと破は壊かいを撒まき散らす忌いまわしいもの──それが魔族事件の経験から導みちびき出された一いつ般ぱん認にん識しきである。そこにいきなり『理性ある魔族』などという概がい念ねんを持ち込まれても、恐おそらく大多数の人間は首を傾げるだろう。伝説や迷めい信しんの類たぐいと大差ない。現状ではその存在を否定する明めい確かくな根こん拠きよがないというだけの事で……そこに現実味があるかどうかはまた別問題だ。


　ただ──


「この写真を見ていると……まるっきりのデタラメでもないような気はするが」


　レイオットはフィリシスから手て渡わたされた写真を眺ながめながら言う。


　それは彼女が問題の小屋で手に入れてきたものだ。


　色いろ褪あせた印画紙の中に写うつる四人の人物……その内の二人にレイオットは見覚えがあった。


　多少彼の記き憶おくよりも若いが、目つきの鋭するどい青年は間ま違ちがいなくドーベルン・スタインバーグであろう。レイオットの師し匠しようであり親代わりだった事もある人物だ。写真の日付を見る限りレイオットと出会う前のものの様だが、その特とく徴ちようは見み間ま違ちがえようがない。


　そしてもう一人。


　二十二年前の写真の中に──今と寸すん分ぶん変わらぬ容よう姿しでロン・コルグが写っている。


　子供と異ことなり、成長期を終えた大人おとなの容よう貌ぼうは如によ実じつに年ねん齢れいを反はん映えいする訳ではないが、それにしても二十年以上の歳さい月げつを経へて変わらぬ姿すがたというのは異い常じようと言う他ほかない。今のロンが七十歳だとすると当時は五十前という事になるが……写真の中の彼は到とう底ていその様な若さには見えなかった。


「まあ──ものすごく若わか作づくりって事も考えられるけどさ」


「いくらなんでもないだろ、それは」


「でもうちのシルヴィアって実は四十二だよ。知ってた？」


「そ……そうだったのか？」


　最初会った時にはてっきり二十代に見えたムーグ邸ていの家政婦頭チーフメイドの姿を思い起こしながらレイオットは呻うめく様に言った。小こ柄がらな上に異い国こくの血が混じっているらしい彼女は、年齢を判はん別べつしにくいのは確かなのだが。


「まああのお爺ちゃんの事はともかく、問題の魔族が普ふ通つうじゃないって事は認めるけど」


　倒たおした──と確信した魔族が生きていたのである。フィリシスにとってもこれは驚おどろきであったろう。しかも一度ならず二度までも相あい対たいして倒せていないのだ。そうそう何度も魔族に裏をかかれる様では一流の評価を受けるどころか、戦術魔法士として長生きできまい。


「考えてみれば背はい後ご関係云うん々ぬんよりもこっちの方がずっと問題のような気がするけど」


「まあ──それはそうだな」


　その点に関しては聞き逃のがしてしまっていた。もっともロンもあの魔族の不ふ死じ身み性せいの秘ひ密みつについて正確に把は握あくしていたとは限らないが。


「脳のうを吹ふっ飛とばそうとバラバラにしようと死なないとなれば──まさしく不死身だな」


「んー……それは違うんじゃないかな」


　フィリシスが首を傾かしげて言う。


「不死身の定てい義ぎの仕方にもよるけどさ。殺せない訳じゃないと思うよ。実際ある程度は基き礎そ級きゆうの攻こう撃げき魔ま法ほうでも通用してた訳だし」


　肉体を持った生物である以上、それがどれだけ強力に見えても殺せない筈はずはない。


　そもそも魔族が普通の意味での生物かどうかという疑ぎ問もんもあるのだが──何にせよ絶対不死の魔族などというものが存在するとは考えにくい。歴史上、最大の力を誇ほこり、最も不死身に近いとされた魔王ルシフエル級魔族でさえ殺されているのだ。魔族は限りなく不死に近いというだけで、不ふ滅めつの怪物そのものではない。


「だから──単純な力の強い弱いではなくて。何か裏うら技わざというか抜ぬけ道というか、そういうのを使ってるだけじゃないのかな。ついこっちが見落としてしまう様な」


「それは俺も考えたが──」


　元々ダニエルという〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉の青年であったあの魔族は、当然ながら魔族の肉体構造や魔力圏ドメインの性質、そしてどうすれば魔族を殺せるのか──という事についてもレイオット達と同等かそれ以上に知ち悉しつしているだろう。


　それは裏を返せば『どうすれば殺されにくいのか』についてもそれなりの考えを持っていてもおかしくないという事である。魔族を殺さつ傷しようする条件は『脳の五割以上の破壊』という単純なものだ。案外その裏をかくのは難むずかしくないのかもしれない。


　ただ──


「幾いくつかの可能性は俺も思いついてるさ。だがそれが分かっても普ふ通つうの魔法を普通に使っても倒たおせない事に変わりはないだろう。いっそ〈ヴォルテックス〉辺あたりを使って完全殲せん滅めつするか？」


「あの巨きよ体たいを全部包み込めるだけの渦か動どう力りき場ば──レイには展開できる？」


「出来ないことはないだろうが……」


「下へ手たに取りこぼすと、その部分がまた個別の魔族になって襲おそってくるよ。それに〈ヴォルテックス〉は発動までに若じやつ干かんの時間差タイムラグがあるし。ある程度、動きを鈍にぶらせてからでないと──」


「あ──あの……」


　気弱げに掛かけられた声にレイオットとフィリシスは会話を中断して振ふり返った。


　言うまでもなく声の主ぬしはエレンである。つい先程まで気絶したままであったが、撤てつ収しゆうする直前にファーゴが活かつを入れて意識を回かい復ふくさせたのだ。


「それって──それって、どういう事、なんですか？　あの魔族を、倒せないって事……なんでしょうか……？」


「いや──そう決まった訳ではないんだが」


　苦笑して頰ほおを搔かきながらレイオットは言った。


「魔族が一いつ般ぱん的てきに不ふ死じ身みの怪かい物ぶつと言われているのは、普通の生物なら確実に死し亡ぼうする様な重じゆう傷しようを負おっても魔法で自じ己この身体からだを復元できるからだ。理論的には肉体の八割を失っても空気や周辺の物質から肉体を再構成してしまうんだそうだ。医療魔法士ＭＳの治ち療りよう魔ま法ほうにも似にたようなものはあるが……魔族のそれはあらゆる面で桁けたが違ちがう。


　で──これは魔族も魔法士ソーサリストも同じだが、魔法を使う為ための最重要器官は脳のうなんだよ。だからその脳を破壊する事が対魔族戦闘の勘かん所どころという事になる。これも経けい験けん則そくから導みちびき出された数字だが……事実上脳組織の半分を機能停止状態に追い込んでやれば、魔族は魔法が制せい御ぎよできなくなり、自己復ふく元げんもできないまま死に至いたる。中級や上級魔族ともなれば魔法に肉体維い持じも依い存ぞんする割合が増ふえるから──例たとえば大おお型がたの魔族なら、魔法が使えなくなった途と端たんに、こちらが何もしなくても自じ重じゆうで勝手に潰つぶれてしまうなんて事もあり得うる」


「は……はあ」


　分かっているのかいないのか──言葉の羅ら列れつに気け圧おされた様な表情でエレンが頷うなずく。


「ところが──」


　その後はフィリシスが継ついだ。


「脳を収めているとおぼしき頭部を破壊した筈はずが、あの魔族は平然と復活。次に全身を破壊したと思ったら残ざん骸がいがそれぞれ勝手に自己復元を始める始し末まつ。頭を吹ふっ飛ばしてもバラバラにしても死なない怪物を、どうやって殺しましょうかね──という相談をしてた訳」


「じゃあやっぱり──あの魔族は殺せない……」


「いや。攻こう撃げき自体が通用してないんじゃないから。それなら単純にあの身体からだを丸ごと──細さい胞ぼうの一つも残さずに殲せん滅めつすればいいんだし。その為の魔法というのもあるにはあるの。ただ使い勝手が悪くてね」


　具ぐ体たい的てきには拘束度数デユラビツトを幾いくつも消費する上に、基き礎そ級きゆう魔ま法ほうの様な融ゆう通ずうが利きかない事が多いのだ。限られた手て札ふだの中で戦わねばならない戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストにとってこれは、非常に不利な条件であった。


「そういえばフィリシス──いくらなんでも〈ブラスト〉はやめろ。森しん林りん火か災さいにでもなったら眼めも当てられん。村にも木もく造ぞう家か屋おくが多いしな」


　そう言ってから──ふとレイオットは視し線せんを傍かたわらのカペルテータに移した。


　いつからそうしていたのか……紅あかい眼の少女はじっとレイオットの手元を見み詰つめている。


「気になるか？」


　そう言ってレイオットは写真をカペルテータに渡わたしてやる。


　少しでも察さつしが良ければ、そこに写っている四人の中にダニエルの──人間だった頃ころのダニエルの姿すがたが在ある可能性に気付くだろう。ロンとドーベルンと娘むすめと……この三人を除のぞけば残るのはただ一人。恐おそらくその少年がダニエルだ。


「この二人のどちらかが、人間だった頃の父様なのですか」


　カペルテータが尋たずねる。


「確かく証しようはないが多分……な。だがこっちの目つきの鋭するどいのは違う。実は俺も知っている人物でな。だからダニエルは──」


　レイオットは穏おだやかな笑えみを浮うかべた少年を指さした。


「こっちだろう。二十年以上も前の写真だがな」


「……そうですか」


　何かの感かん慨がいを覚えているのかいないのか──やはり表情からは判はん然ぜんとはしないが、カペルテータは飽あきる様子もなく写真を眺ながめている。


「知っている人物？」


　レイオットの台詞せりふを聞き咎とがめるかの様にフィリシスが尋たずねてくる。


「ああ。ドーベルン・スタインバーグ。俺の……」


　レイオットはそこで一いつ瞬しゆん言い淀よどむ。


「……俺の師し匠しようだった人物だ」


「ふうん」


　フィリシスはそれ以上特に追つい及きゆうしてはこなかった。単に話題として興きよう味みをそそられなかったのか、それとも何かを察してそれ以上聞くのを控ひかえたのかは分からないが。


「そういえばその子は？　ＣＳＡみたいだけど」


　そう言われて初めて、レイオットはフィリシスにカペルテータの事を説明も紹しよう介かいもしていない事に気付いた。既すでに誰だれかから聞き出しているものだと勝手に思っていたが──


「ダニエルとコーネリアの……娘だ」


「なるほど。名前は？」


「カペルテータ」


　これは本人が自ら答えた。


「可愛かわいい名前だね」


　微び笑しようしてそう言うフィリシスを、カペルテータは不ふ思し議ぎそうな表情で見つめた。


　他人の恐きよう怖ふと悪あく意いを浴び続けてきたこの少女にとって、フィリシスの飄ひよう々ひようとした態度はひどく珍めずらしいものに見えるのかもしれない。


「カペルテータは魔族の存在を感かん知ちできるらしいんでな。手伝ってもらっている」


「なるほどね……そういえばさっきもそんな事言ってたっけ」


　小屋に向かう途と中ちゆうでロンとダニエルの戦いを察さつ知ちした時の事であろう。


「あなたは──」


　ふとカペルテータが思いついた様に言う。


「父様を殺すのですか？」


「うん。そのつもりだよ。ごめんね」


　あっけらかんとフィリシスが言う。


　彼女の口く調ちようは明らかに歳とし下したの子供に対するものだが──そこに大人おとなが子供に向かってよく行う誤ご魔ま化かしは一いつ切さいない。子供であろうと目上の者であろうとフィリシスはいつも自分の思った通りの事を言う。年ねん齢れいも性別も出身も彼女には関係がない。故ゆえに彼女の言葉はしばしば辛しん辣らつに響ひびくが──それは常に彼女の真実なのである。


「私も殺すのですか？」


　対するカペルテータの台詞せりふはやはり淡たん々たんとしている。


「ん？　その積もりは別にないけど。殺してほしいの？」


　尋ね返すフィリシスの口調もひどく気楽な調子だ。


　実のところレイオット自身もした会話ではあるのだが──傍はたで見ていればとんでもないやりとりである。少なくとも十歳前後の少女と二十歳前後の娘がする会話ではない。実際、エレンは眼を見開いて絶ぜつ句くしている。


「私は特に死にたいと思っている訳ではありません。でも私を殺したいと思っている人は居ます」


「そっか。大変だね」


　まるで軽い怪け我がをした友人に対するかの様な応対である。声こわ音ねにも表情にも悲ひ壮そう感かんは微み塵じんもない。ただ単に率そつ直ちよくな感想──それだけだ。


「でもカペルテータはＣＳＡでしょ？　ＣＳＡは法ほう律りつ的てきには人間なの。殺したら殺さつ人じん罪ざいに問われてしまうんだよね。私としてはわざわざ自分の立場を悪くしてまで君を殺す理由はないし。だから私は君を殺さない」


「……身も蓋ふたもない言い方だな」


　半なかば呆あきれてレイオットが言う。


「取り繕つくろったってどうにもならないでしょ。その場凌しのぎの綺き麗れい事ごとなんか通用しないよ──こういう子にはね」


「……それはそうかもしれんが」


　今いま更さら、世せ間けん一いつ般ぱんの道どう徳とくなど装よそおってみたところでカペルテータに対しては無意味だろう。


　ずっと実の祖そ父ふの憎ぞう悪おをその身に浴びてこの少女は育ってきたのだ。あの屋や敷しきの地下で人間の最も醜みにくい側そく面めんを見続けてきた彼女にとって、世間一般の道徳観など机き上じようの空くう論ろんにさえなるまい。


「私は人間なのでしょうか」


「さあ？　まあ少なくとも法律的にはそうなってると思うよ」


　やはり身も蓋もなくフィリシスが答える。


「戸こ籍せきのあるなしは刑けい法ほう上じよう問題にならないしね。そもそも言葉の定義なんて人間が便べん宜ぎ上定めただけだからね」


「……よく分かりません」


「人間って言葉自体、随ずい分ぶん昔に何ど処こかの誰だれかが勝手に作り出しただけの単語だよ。別に最初から境きよう界かい線せんがはっきり決められていた訳でもないし」


「…………」


「例たとえば──胎たい児じは人間なのか？　人間はいつから人間になるか？　いつから人間と認められてその権利を与あたえられるのか？」


　歌うような口く調ちようでフィリシスが言う。


「妊にん娠しん三か月から？　それとも陣じん痛つうが始まってから？　身体からだの一部が外がい気きに触ふれた時から？　無ぶ事じに全部母ぼ胎たいから露ろ出しゆつした時から？　それともへその緒おが切られて自じ発はつ呼こ吸きゆうを始めた時から？


　笑っちゃうよね──アルマデウスの法律じゃ統とう一いつ的な定義がないんだよ。民みん法ぽうと刑けい法ほうでも定義が異ことなるし、学説だって幾いくつもある。国によっても当然違うし」


　極きよく端たんな話をすれば──この『人間の人間たる事の始まり』についてはフィリシスの言う通り法律によってその定義が異ことなる。


　民法──その中でも特に財産法上で言えば、胎児には限定的ながら人間としての相そう続ぞく権けんが認められる場合がある。財産法上はあくまで『人間』とは財産の所有主体として定義されていて、それ以上でもそれ以下でもないからだ。また刑法的な観かん点てんで見れば堕だ胎たい罪ざいと殺人罪の区別は何ど処こで行われるのか──といった点が学者の間では議ぎ論ろんの対象になったりもする。


　所しよ詮せん──『人間とは何か』という定義に絶対不動の真実はない。全すべては必要に応じて適てき宜ぎ決定されるものでしかないのだ。


「だから別にそれが必要なら、言葉の定義なんて誰が決めてもいいの。自分が人間かどうかなんて、カペルテータが決めればいいんじゃないの？　自分自身の事なんだしさ」


「…………」


　カペルテータは無む言ごんで視し線せんを自分の膝ひざ元もとに降ろした。


　彼女の白い指先が写真の上をゆっくりと滑すべる。まるでそこに写うつるダニエルの姿すがた形かたちを確かめようとするかの様に。


「私は……」


　だがその後の言葉は続かない。


　人とは何か。魔とは何か。そして自分は一体何なのか──幼おさない少女には重すぎる問題ではあろう。だがレイオットやフィリシスに答えてやれる事でもない。


「……レイオット」


　しばし写真を眺ながめた後、カペルテータはレイオットを振ふり返って写真を差し出した。


「いや……返さなくていい」


　レイオットがそう言うとカペルテータは意外そうに彼を見つめ返してくる。


「それは君が持っていた方がいい」


「……はい」


　カペルテータは頷うなずいてその手を下ろし──その紅あかい瞳ひとみで静かに写真を見つめる。


　レイオットは重苦しい思いを溜ため息いきにのせて吐はき出す。


　じっと昔せき日じつの残ざん像ぞうを見つめる少女の姿には、何処か祈いのりにも似にた真しん摯しさが在あるかの様に見えた。それは単にレイオットの感かん傷しようがカペルテータの姿に反はん射しやしているだけの事かもしれないが──


『──そろそろ村に着きます』


　伝でん声せい管かんを伝わってきたファーゴの声がそう告つげた。




[image: ]

















　かろん──とグラスの中の氷が鳴る。


　その音でネリンは我われに返った。


　ある種の解かい放ほう感かんさえ感じて彼女はソファの背にもたれかかる。


　意識しない内にフィリシスの語る話の中へと引き込まれていたのだろう。多少は酒の酩めい酊てい感も作用して感かん傷しよう的てきになっているのだとは思うが──それはネリンにとって衝しよう撃げき的に過ぎる内容だった。


「そんな──事が……」


　ＣＳＡの少女カペルテータ・フェルナンデス。


　彼女が育ってきた残ざん酷こくな境きよう遇ぐうを思えばネリンは叫さけびだしたい様な衝しよう動どうを感じる。


　それは想像するだに恐おそろしい事だった。


　生まれた時から祝しゆく福ふくされる事もなく、実の祖そ父ふに動物の如ごとく監かん禁きんされる日々。


　友人もなく。本当の意味で保ほ護ご者しやと呼べる存在もなく。自らの死を恐きよう怖ふするようなごくごく当たり前の感情さえ育てる余よ地ちのなかった少女。


　むしろカペルテータが狂くるわなかったのは奇き跡せきと言う他ほかないだろう。その過か酷こくな生い立ちがカペルテータの中にどんな意識を形成していったのか──それは恐らく余よ人じんには決して分かるまい。分からぬ方が恐らく幸せだろう。


　かつてある少年が言った台詞せりふをネリンは覚えている。


『あんな眼めをした人間になる位なら──』


　カペルテータの瞳ひとみを見たその少年は、自みずからの頭に拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを押おし当てて引ひき金がねを引こうとさえした。きっとあの時の少年は追い詰つめられた人間特有の集中力と洞どう察さつ力りよくから、カペルテータの中に蓄ちく積せきされてきた残酷な運うん命めいの片へん鱗りんを見たに違ちがいない。


「でも──そんな──」


　しかも衝しよう撃げきはそれだけではなかった。


「〈源流魔法使ルート・ソーサリアン〉とか──『理性ある魔族』とか──本当だったらものすごく──大事──じゃあ──ないです──か？」


　それが事実ならば、現在の魔ま族ぞく対たい策さくや魔法技術に関しても大きな変化がもたらされる事だろう。そんな重じゆう要ような情報を含ふくむ事件がどうして表おもて沙ざ汰たになっていないのか。


「証しよう拠こがないしね」


　そう言ってフィリシスは肩かたを竦すくめた。


「実際のところ──あのロンって爺じいさんが本当の事を語っていたかどうかは分からなかったんだよね。何一つ証しよう拠こがない。あの爺さんも今現在何ど処こにいるのか──本当に魔族だったのか、何らかの詭計トリツクを使っていただけなのか、確かめる事は出来なかった訳で。なんせモールドを使わずに魔法を使う──なんてのはどう考えても眉まゆ唾つばものだしね。この間のランパル真しん教きようの教きよう祖そ様さまじゃないけど」


「それは──そう──で──すけど──」


「──だもんで私の提てい出しゆつした報ほう告こく書しよも真まに受ける人間は皆かい無むに近かったの。当然と言えば当然の事なんだけども。まあそれが事実だったとしても……『新しい何か』っていうのは何ど処こかの誰だれかに利り益えきをもたらす反はん面めん、別の誰かには当然の如く不利益をもたらすものだからね。握にぎり潰つぶそうとした連中も居たんじゃないかな」


「で──も──」


　反論を言いながら……ふとネリンは思った。


　何かおかしい。


　変だ。妙みようだ。それは間違いない。


　だが──何がおかしいのか？


　フィリシスの話には別におかしなところはない。彼女の態度も同じだ。


　ただ何というか──世界全体が緩ゆるやかに揺ゆれているかの様な……


（まさか──）


　気が付いた時には遅おそかった。


　熱ねつ病びようにかかったかの様に全身が熱い。思考がまとまらない。自分の言げん動どうがうまく制せい御ぎよできない。まるで脳のうが沸ふつ騰とうしているかの様だが──しかし決して悪い気分ではない。


「これ──ひょっとひて──」


　自分としてはさらさらと言葉を繫つないでいる積もりなのだが──耳から聞こえてくる声はひどく間ま延のびしている。滑かつ舌ぜつも怪あやしい。まるで自分の声ではないかの様だ。


「かなりつよい──」


　持ち上げたグラスの中で、ネリンの状態を笑うかの様に再ふたたびかろんと氷が音をたてる。


「そうね。口当たりはいいけど。確か──六十度から六十三度くらいだったかな。この銘めい柄がらは樽たるによって違うんだよね」


「ろ──ろくぢゅう──」


　呑のん気きに笑うフィリシスが小こ悪あく魔まに見えた。


　ちなみに同じ酒でもアルコール度数というものはピンからキリまである。


　度数とは即すなわちその酒にどれだけ純じゆん然ぜんたるアルコール成分が混じっているかで決まる訳だが、果か汁じゆうに少々酒が混じっている様な程度のものから、度数九十六という常じよう温おんで火がつく様な代しろ物ものまで様さま々ざまだ。


　しかしいわゆる一いつ般ぱん的てきな酒と呼ばれているブランディやウイスキーの類たぐいはせいぜいが四十度前後である。六十度の酒というものは単たん純じゆんに考えてもその約一倍半の濃こさ──アルコール濃のう度どを持つ。


　つまり……やたらにきつい酒を、ネリンは口当たりの良さからそれと気付かずに飲んでいた事になる。


「結構くるでしょう。この感じがいいんだよね」


　フィリシスはそう言うと平然と自分のグラスの中身を空からにして次の一いつ杯ぱいを注つぐ。


　彼女とて先程からネリンと同じかそれ以上に飲んでいる筈はずなのだが……一いつ向こうに酔よっ払ぱらう様子がない。


（ば──ばけもの──）


「さて──」


　面おも白しろそうに笑ってからフィリシスが言う。


「そろそろ頭も口も柔やわらかくなった頃ころかな？」


「な──なにを──」


　改めて認識した途と端たんに──アルコールの回りが一気に加か速そくした感がある。


　怒ど濤とうの勢いで押おし寄せてくる酩めい酊てい感かんにネリンはくらくらした。何とか論理的に思考を組み立てようとするのだが……理性がまるで水の様にその指の間からこぼれ落ちてゆく。言葉が言葉と嚙かみ合わない。組み立てる端はしからどんどん思考が崩くずれてゆく──


「いや。最初に言った通り、レイについて聞こうと思っただけだよ。貴女あなたの率そつ直ちよくな感想をね。どうにも緊きん張ちようしてる様だし、立場とか、意い地じとか、まあ色々ありそうだからちょっとおしゃべりになってもらおうかな──とか思ったり」


「スタインバーグ──レイオット・スタインバーグさん──」


　レイオット。


　ええと誰だっけ。


　無む資し格かく。そう無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストで──


「そうそう」


「あの唐変木ブロツクヘツド──こっちが心配してやってるってのに──」


　本当に心配してるのに。


　とてもとても心配してるのに。


　どうしてそんなに心配するのかと言われればよく分からなかったりするけど。


「お。いい感じですね」


「いつもふらふらへらへら──どうにも眼がはなせなくて──」


「ふんふん」


「いつかふらっと居なくなっちゃうみたいな──そんな感じがどうにも──」


　ああ。自分は何を言っているのだろう。


　そう親したしくもない相手にぺらぺらと。


　誰か止めて──と思うのだが、生あい憎にく部へ屋やの中に居るのは自分とフィリシスだけだ。いつの間にか家メ政イ婦ドの娘むすめの姿すがたも見えない。このままでは何やら余よ計けいな事まで自みずから暴ばく露ろしてしまいそうな予感がするのだが──どうにも止まらない。


「手のかかる弟──みたいな──んんっ？　違うかなあ──」


「そういう感じはあるよね──彼は」


　フィリシスは機き嫌げん良よく頷うなずいている。


「でもね。なんというか──以前に比くらべると何となく雰ふん囲い気きが明るくなったというか。ふらふら不ふ真ま面じ目めな感じは変わらないんだけど、あんまり退たい廃はい的てきな感じがしなくなったような気がしてね」


「退廃的──ええもう。本当に」


　口を閉じたいのだが、別の誰だれかが喋しやべっているかの様に、勝手に言葉が滑すべり出てくる。


「だからね──前にねぇケースＳＡの現げん場ばでなんですけどぉ──言ってやったんですよお──男ならねえ──そう！　男なら！　やる事やってからあ、死ねってえ──」


　ああ。自分は何を言っているのだろう。


　というか……そんな事を本当に言っただろうか。はっきりと覚えていない。いや言った様な気がする。でも違うかもしれない。言わなかった様な気もする。いい加か減げんな事を言ってはいけません。でもはっきり覚えてないしぃー。いいじゃんどうでもー。


　自分が何を言っているのかよく分からない。


　ああ。なんだか気持ちよくてどうでもいいような──


「そう言ったの？　レイに？　魔族事件の現場で？」


「ええもう──なんかこうあきらめが早すぎるんですよね──大の大人おとながね──いかんと思うんですよお、そういうの──」


　何やら鼻の上をずり落ちてきた眼鏡めがねを左手が勝手に動いてかけ直す。


　右手は右手でやはり勝手に拳こぶしを握にぎりしめたりなんかしている。顎あごを引いて。背せ筋すじは真まっ直すぐに。自分の身体からだである筈はずなのにどうも意い識しきとうまく嚙かみ合わない。他人の身体に押おし込まれた様な感覚である。自動的に演えん説ぜつの──というか説せつ教きようの──体たい勢せいを整ととのえる自分を、何ど処こか遠くに追いやられた理性が諦あきらめ顔で眺ながめていた。


「はは。そうか──」


　何か納なつ得とくしたのか、フィリシスは苦笑を浮うかべてグラスに口をつけた。


「そうか──そうなんだ」


「そうなんですよお──やっぱりねえ──人は前向きでないと──いかんですよ──」


「うんうん、そうだね」


「うちの父もね──スタインバーグさんとよく似にた性格でえ──」


「へえ」


「もうなんていうか自じ堕だ落らくで──困ったもんでしたよ──もう随ずい分ぶん前に──死にましたけどお──やっぱりねえ──そういうの無責任──そう無！　責任！　責任が無い！　と書いて無責任と読む！　だと思いませんか──思いません？　私思いますよ思っちゃいますええもう本当に──」


　……もう何が何やら。


　誰だれが何を言っているのかも分からない。


「いい人だねえ、貴女あなた」


「はっ。恐きよう悦えつ至し極ごくでありますよ──」


　何やら嬉うれしそうに言ってくるフィリシスに誰かがそう答えているのを遠くに聞きながら、ネリンの意識はずぶずぶと泥でい濘ねいの中に沈しずんでいった。
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　どれだけ遥はるかな過去に置き去りにしたとて忘れ得えぬものがある。


　棄すてようとして何度も振ふり払はらいながら──しかし決して棄て切れぬものがある。





「ねえ──ダニエル。ずっとずっとこの村に居てくれるんでしょう？」





　まさしく花の様な笑顔だった。


　いや──如い何かなる花でさえ彼女の前では雑ざつ草そうと大差ない。





「見て。子犬が生まれたのよ。可愛かわいいでしょ？　触さわって。ほら──ふわふわなの！」





　彼女の心は純じゆん真しんだった。


　それはある種の奇き蹟せきですらあった。生きていれば人は汚よごれる。汚れてしまう。それはこの苦痛に満ちた世界で地を這はう者の宿しゆく命めいだ。天てん使しにも等ひとしいその無む垢くさは存在する事そのものが奇蹟だった。





「無理はしないでね。何か私にできる事があったら言ってよ？　お願いだから……」





　彼女は優やさしかった。とてもとても優やさしかった。


　誰に対してでも分わけ隔へだて無く彼女は慈いつくしみを与あたえた。その事を誇ほこるでもなく、気き負おうでもなく、ただそれが当たり前の事と信じて彼女は村の人々を愛した。疑いもせずにこの世界を愛していた。





「ダニエル。私ね、一つだけどうしても言っておきたいことがあるのよ──」





　その瞳ひとみを独どく占せんする事は罪つみなのだと分かってはいた。


　それにもまして彼は自分が彼女と添そい遂とげられない身だという事も承しよう知ちしていた。


　人たる事を超こえんとする者が人の幸せに身を浸ひたす事は許されない。どちらを採とるにせよ、他の一方をも同時に手にする事を望のぞめるほど、それらは軽くないのだという事を彼は十分に悟さとっていた。


　だが──





「私ね。私──貴方あなたの事が大好き！」





　だがそれでも彼は棄てられなかった。


　コーネリア。どうしても彼は彼女を忘れる事ができなかった。


　その結果──





「ああ、駄だ目め、誰か──誰か！　ダニエルが死んじゃう、ダニエルがあっ！」





　コーネリア。


　最愛のひと。


　ただ彼女の記き憶おくにすがりながら──彼は深い深い暗くら闇やみのそこで震ふるえていた。


　おぞましい。


　自分が自分でなくなってゆく感覚。


　手が。脚あしが。口が。眼めが。当たり前の様に動かせる筈はずの部分がどんどん減へってゆく。


　自分を構こう成せいしている要よう素そが次々と別のものに入れ替かわってゆくのが実じつ感かんできる。心も身体も別のものに変わってゆく。自分が減へって自分でない何かが──誰かですらない──どんどん増ぞう殖しよくして膨ふくれあがってゆく。


　そして代わりに彼の意識はぞっとする程に暗い奈な落らくの底へと落ち込んでゆく。ゆっくりゆっくりと──しかし確実に堕おちてゆく。浮ふ上じようする事は決してない。希望などない。ただ絶望に向かって一方的に堕ちるだけだ。それが分かっているからこそ、堕だ落らくの緩かん慢まんさは途と方ほうもない残ざん酷こくさで彼を責せめ苛さいなんでいた。一気に終わってしまえばまだ楽であったろうに。


　一体どれだけの時間が経過したろうか。


　分からない。


　自分がどうなったのか──それさえもよく分からない。


　心が摩ま耗もうしてゆく。自分を自分たらしめているものが次々と喪うしなわれてゆく。


　だから彼は彼女の記憶にすがりついた。


　棄すてようとしても棄てきれなかったもの。どうしてもどうしても棄てられなかったもの。ひたすらに棄て続けた自分の中で最後に残ったもの。


　自分の中に在ある人間性の残ざん滓し。


　コーネリアへの想おもい。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……


　何ど処こかで何かが吠ほえている。


　それはひどく切ない響ひびきを帯びていた。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……


　戻もどりたい。戻りたい。戻りたい。


　しかし。


　もう戻れない自分を別の自分が嘲ちよう笑しようしている。


　何を今いま更さら。


　あの時、自分は人としての死を選ぶ事も出来た筈はずなのだ。


　だが自分はそれを選ばなかった。追い詰つめられた自分は、人である事をひどく安あん易いな方法で棄てた。可能性に賭かける振ふりをして選せん択たくする事から逃にげただけなのだ。


　何のために？


　無む論ろんそれは──コーネリアの事が心配だったから。
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　あそこで終わってしまいたくなかった。生きていたかった。生きて彼女を護まもりたかった。


　だが。その後……自分は何をした？


　殺した。何人も殺した。殺しまくった。


　彼等も生きていたかったろう。当たり前だ。誰も死にたくなどなかったろう。自分と同じく心残りだってたくさんあったに違ちがいない。


　だが彼は殺した。嬉き々きとして殺した。


　殺して殺して殺して殺して殺して──そして犯おかした。


　壊こわれてしまった哀あわれなコーネリアを犯した。何度も何度も犯した。


　自分は何と言う事をしてしまったのか。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……


　だがそんな後こう悔かいさえもが千ち々ぢに乱みだれて消えてゆく。


　意い識しきがほどける。心が削そがれる。


　無限になくなってゆく自分。


　壊れてしまったコーネリア。


　何の為ために自分達はこの世界に生まれてきたのだろう。


　喜びは一いつ瞬しゆんにして蒸じよう発はつし、悲しみは途と切ぎれる事なくあふれ、悪意が善意を放ほう逐ちくし、世界は自みずからの子たる人間を慈いつくしむ事もなく──


　嗚あ呼あ。この苦痛に満ちた世界よ。


　嗚呼。この不幸だらけの運命よ。


　それほどまでにおまえは人間が憎にくいのか。


　自分は結局人を超こえようとして全すべてを失ってしまった。


　コーネリアはただ人としての平へい凡ぼんな幸しあわせさえ摑つかむ事ができなかった。


　ならばせめて──


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……


　最愛のひとの胎たい内ないにて育はぐくまれた自らの分身。


　コーネリアと自分との間に生まれた子。


　せめてあの子には幸せになってほしいと望むのは──いけない事か？


　自分たちが生まれてきた事の意味をあの子に託たくすのは──無責任か？


　分からない。分からない。何も分からない。


　深しん淵えんに尋たずねても答えが返る筈もない。


　だが──


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……


　闇やみの中で紅あかい瞳ひとみがぬるりと動く。


　潤うるんだ四つの魔ま眼がんで夜の空を見上げながら──かつてダニエル・レジエーロと呼ばれていた青年の成なれの果ては、高々と啼ないた。
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　葬そう儀ぎはつつがなく終しゆう了りようした。


　最初から最後まで棺ひつぎの蓋ふたが閉じられたままであった事を除のぞけば定型通りと言っても良いだろう。年とし老おいたホルスト教の神しん父ぷが、途と中ちゆうで何度か聖せい句くの詠えい唱しようをしくじったりもしたが……これとていつもの事である。別れの言葉。そして花はな束たば。最後に土を墓はか穴あなに投げ入れる事で埋まい葬そうの儀ぎ式しきは完成する。後はただ頭を垂たれた参さん列れつ者しや達が静かに墓ぼ地ちから退たい場じようするだけだった。間を置かずに二度となると参列者達も手順を覚えてしまう。


　しかし──


　黒々とした参列者の群むれは、立ち去る事もなく黄昏たそがれ色いろの墓地に佇たたずんでいた。


　彼等は知っている。


　棺ひつぎが開かれなかったのは、その中に収められていた死体が正せい視しに耐たえぬものであったからだ。魔族によって破壊された死体は原げん型けいを留とどめていない事も多い。たとえ留めていたとしても──魔族に殺された者の顔に刻きざまれる激はげしい恐きよう怖ふの相そうは、まるで呪のろいの如ごとく見る者の胸を蝕むしばむ。残された者達に出来るのはただ眼を逸そらしてそれを土の下に封ふうじる事だけだ。


「──魔法使いめ」


　誰かが呟つぶやく。


「奴やつがさっさとあの〈出で来き損そこない〉を殺していればこんな事には──」


　それが呼び水であったかの様にざわめきが参列者達の間に広がってゆく。


　三日前に村はずれの広場で起こった惨さん劇げきについては、既すでにこの場に居る全員が概がい要ようを知っていた。参列者の中には当時現場に居た者も混まじっている。


「〈出来損ない〉」


「化け物の子」


「あれが魔族を呼んだ」


「あれが災わざわいの元げん凶きよう」


「魔法使いも仲間だ」


　事の始まりは〈出来損ない〉を連つれた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストと村人達の衝しよう突とつ。


　そこに突とつ如じよとして出現した紅い眼の魔族。


　結果としてそれは死者二名と重じゆう傷しよう者しや二名を出す事件となった。


　だがその事件については村役場も駐ちゆう在ざい警けい官かんも何ら動きを見せていない。それが村長であるマクシミリアーノの差さし金がねである事は、誰もが気付いていた。


「放ほうっておくのか？」


「許せない。責任を取らせるべきだ」


「しかし奴は村長が直じき々じきに呼んだ相手だ」


「魔族を殺せるのは魔法使いだけだぞ」


　参列者達は口々に呟つぶやく。


　最初は陰いん々いん滅めつ々めつと──しかし次し第だいに彼等の声は熱を帯おび始めていた。


「だが魔法使いはもう一人居る」


「白いトレーラーで来た女がどうやら魔法使いらしい」


「ならばもう奴やつに頼たよる必要はない」


「そうだ。どうせ元々〈出来損ない〉とつるんでいた奴だ。信用できない」


「しかし村長が──」


「だが〈出来損ない〉を今まで匿かくまっていたのも村長だろう」


「そもそも十一年前にあれほどの死者が出たのも村長が──」


「そろそろ村長が交代しても良い頃ころだろう」


　…………


　黄昏たそがれの光に満ちた共同墓地の片かた隅すみで口々に恨うらみ辛つらみを唱となえる黒こく衣いの村人達。


　もし第三者の眼めがそこに在あったのならば──彼等の姿すがたは次なる死者を定さだめんとして集つどう死しに神がみの群れの如ごとく映うつった事だろう。


　そして──
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　レイオット達がケルビーニの村に帰ってきて二日が経けい過かしていた。


　不ぶ気き味みな程にこの二日間は平へい穏おんな時間が続いている。


　村の付ふ近きんに魔族が出現する様子はなく、〈アクセラレータ〉の後こう遺い症しようで半はん身しん不ふ随ずい状じよう態たいであったレイオットの体調もほぼ常態に復ふつ帰きしていた。


　無論、その間に他ほかの者とてただ漫まん然ぜんと過ごしていた訳ではなく、フィリシスとファーゴの手により二体のモールド──〈スフォルテンド〉と〈フォルテシス〉の簡かん易い整せい備びも終了している。本格的な調ちよう整せいは当然ながらフィリシスやファーゴの手に負おえるものではないのだが、大まかな点てん検けんと各部の締しめ直し、消しよう耗もう品ひん──具体的には封呪素筒カートリツジと拘こう束そく度ど端たん子し──の補ほ充じゆうなどは、わざわざモールド・エンジニアの手を煩わずらわせる程の作業でもない。


　事実上、対魔族戦の準備は終わっている。


　だがこちらから打って出る訳にもゆかないというのが現状だった。


　魔族の居場所が分からないからだ。カペルテータの魔力感知能力も範はん囲いが限かぎられているので、相手が一定距きよ離りにまで近付いて来ないと分からない。レイオットはカペルテータを車に乗せて周辺地域を探たん索さくする事も考えたが、これはフィリシスによって却きやつ下かされた。レイオットは満足に戦える状態になく、フィリシス一人でカペルテータを連れての索さく敵てきと村の防ぼう衛えいを兼かねるのには無理がある。


　時間経過と共に相手の等級が上がってしまい、始し末まつに負えなくなるのではないかという懸け念ねんはあったのだが──これもフィリシスが否ひ定てい的てきな意見を出している。


　ロンの『封ふう印いん』が与よ太た話ばなしだとしても、魔族が最初に目もく撃げきされてから二日前の戦せん闘とう時じまで、かなりの日数が経過している。通常の魔族の成長速度であればとっくに成長限げん界かいに達たつしているだろう。今いま更さら慌あわてても恐おそらくあの魔族がこれ以上成長する可能性は低いという事になる。もっとも……これ以上成長しようとしまいと充分にあの魔族の力は脅きよう威い的てきであったが。


　こちらから探さがしに出る訳にいかない以上は、魔族の襲しゆう撃げきを待つのが一番堅けん実じつという事になるのだが──


「…………なんだ？」


　ふと……レイオットは眼を開いた。


　微睡まどろみの中に切り込んでくる異い音おんを感じたからだ。


　いや──それはむしろレイオットには慣なれ親したしんだ音ではあった。


　初めて銃じゆうを手にしたのが何い時つの事であったのかもう覚えていない。初めて撃うった時の事も同様だ。一いつ般ぱん人じんには馴な染じみが無くともレイオットにとっては生活雑音にも等ひとしい。


　だがそれでも、銃声を耳にすれば眠ねむっていてさえ敏びん感かんに反はん応のうしてしまうのは──やはりあの時の事が記き憶おくにこびりついているからであろう。たった一発の銃弾。それが彼のその後の生き方を決定づけてしまったのだから。


「朝早くから物ぶつ騒そうだな」


　腕うでに巻まいた時計を見れば朝の五時である。仕事によってはとっくに起き床しようしている時間だが──村そのものが目覚めて活動を始めるにはまだ少々早い時間だ。窓から差し込む日光もまだ何ど処こか夜の翳かげりを引きずっている。


　言うまでもないが、彼の居るのはマクシミリアーノ邸ていの離はなれ家や──その寝しん室しつである。


　隣となりのベッドを見るとそこに眠っていた筈はずのフィリシスの姿すがたがない。昨さく晩ばんはまるで自分の家で眠るかの様にさっさと熟じゆく睡すいに入っていたのだが、既すでに起き出して部へ屋やを出て行ったらしい。


「魔族が来たって訳でもなさそうだが……」


　耳を澄すましてみると銃声よりも怒ど声せいや叫きよう声せいの方が遥はるかに多く聞こえてくる。むしろ銃声は散さん発ぱつ的だ。内容までは聞き取れないが、聞こえてくる声に混こん乱らんした様子はなかった。むしろ声を合わせて何かを唱となえている様な拍子リズムがある。


　少なくとも魔族に襲撃されていればこうはなるまい。もっと無む秩ちつ序じよな悲鳴や怒号が乱れ飛ぶ筈だった。


　という事は──


「──まさか」


　レイオットは軽く首と腕うでを回してみた。まだ鈍にぶい筋きん肉にく痛つうの様なものはあちこちに残っているが、多少の我が慢まんで抑おさえ込こめる。やはり増ぞう幅ふく率りつを下げておいたのが功こうを奏そうしたのだろう。目に見えるほどの鈍なまりが動きに出る程ではない筈だ。


　レイオットは傍かたわらの椅い子すに掛かけていたシャツを羽は織おり、続いて壁かべ際ぎわの外套掛けコートハンガーから愛用のコートとホルスターを手に取る。夜中に魔族出現の報ほうを聞いても即そく座ざに動けるようにと、最初からいつものスラックスははいたままだ。


　枕まくらの下から引っ張り出した〈ハード・フレア〉をホルスターに収めて腰こしに巻まき、左手でコートを抱かかえ、右手でシャツのボタンを留とめながら寝室を出る。


　そこに──


「おはようございます」


　まるで石いし造づくりの門柱の如ごとくファーゴが直立していた。


「……おはよう。ところで一つ質問があるんだが」


「私にお答えできる事であれば良いのですが」


「前から疑問だったが……あんたいつ寝てるんだ？」


「お休みをいただいた日にまとめて一か月分ほど」


　冗じよう談だんとも本気ともつかぬ様な口く調ちようでしれっとそう答えるファーゴに苦笑を送り──レイオットはそのまま歩き出した。レイオットが起きるのを待つようにフィリシスが命めいじていたのか、ファーゴはそのままレイオットの数歩後ろを影かげの様についてくる。


「フィリシスは？」


「先に御ご起き床しようされてモールド・キャリアの方へ」


　二人して離れ家を出ると──いつもの格かつ好こうのフィリシスが自分のモールド・キャリアの側そばに立っていた。


「──おはよう」


　レイオット達の方に気付いたフィリシスがそう声を掛けてくる。


「なんだ──何かあったのか？」


　フィリシスが手にしているものに気付いてレイオットはそう尋たずねた。


　自じ動どう小しよう銃じゆうである。


　ＡＭ４７Ｓ──通つう称しよう〈パラドロップ・ファントム〉。短く切り詰つめられた銃身と折り畳たたみ式の銃床ストツクを持った特殊降下部隊パラトループス用ようの型だ。


　銃じゆう器きには然さしたるこだわりを持っていない彼女が、何の必要もなく銃を手にする事はない。少なくともフィリシスが実戦と習しゆう熟じゆく以外の場面で銃に触さわっているのをレイオットは見た事がない。逆に言えば今彼女が銃を手にしているという事は──それが必要だと彼女が判断したという事になる。


「村の連れん中ちゆうが押おしかけてるよ」


　フィリシスは〈パラドロップ・ファントム〉の装ボ塡ル桿トを引きながら言った。


「レイと〈出で来き損そこない〉を出せって言ってるけど。たぶん後者は……コパルティータの事だと思うけども」


「カペルテータだ」


　訂てい正せいしてから──レイオットは顔をしかめた。


「この間の続き……か」


　先日レイオットと村人達数人は村はずれの広場で揉もめ事を起こしている。


　あの時は魔族が出現した事により、結果としてレイオットと村人達の諍いさかいはうやむやになった。だが執しゆう念ねん深ぶかくレイオットとカペルテータへの恨うらみ辛つらみを育てていた連中が居たという事であろう。


「つくづく馬ば鹿かが多いな──この村は」


「馬鹿じゃない人間なんて見た事ないけどね」


　さらりとそんな事を言ってから、フィリシスは〈パラドロップ・ファントム〉を吊り帯スリングで肩かたから提さげた。


「まあ聞こえてくる声を要よう約やくすると『あの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとＣＳＡのせいで死人が出た。許さない。責任をとらせろ』って事みたいだけども」


「責任ねえ。賠ばい償しよう金きんでも支し払はらえばいいってのか？」


「私刑リンチにでも掛かけたいんじゃないの。田舎いなかって娯ご楽らく少ないし」


「ネクタイ・パーティでもやろうってのか？」


　かつて──公こう開かい絞こう首しゆ刑けいの事をそう呼んでいた時代がある。


　フィリシスは苦笑しながら言った。


「『正義』ってのは中ちゆう毒どくを起こすからねえ」


　正義を遂すい行こうした結果として存在していた筈はずの刑けい罰ばつは……何い時つの頃ころからかそれ自体が正義だと認識されるようになった。


　それが正当であるかどうかは考こう慮りよする必要がない。それ自体が正義なのだから。ただそれは自みずからが正義そのものとしてそこに存在すれば良い。そうすれば人々は納なつ得とくする。過程ではなく結果としての正義がそこに在りさえすれば──その証しよう拠ことして刑けい罰ばつが実行されれば、人々の感情は収まりがついたのだ。


　挙あげ句くに──それは一種の定期行ぎよう事じとして社会共同体の中に組み込まれるようになった。


　正義は麻ま薬やくと同じだ。


　少量であれば人を救う事もある。瞬しゆん間かん的てきな快かい楽らくを得る事も出来る。だがそれが常じよう用ようされる様になればそれなしでは生きていけなくなる。供きよう給きゆうを絶たたれた途と端たんに安心は途切れ、不安が津つ波なみの様に襲おそいかかってくる。


　だがこれは決して珍めずらしい事などではない。これは何い時つの時代にも見られる人の性さがだ。文明の黎れい明めい期きから現代に至いたるまで、微び妙みように形を変えながら──子供達のいじめから、宗教問題まで──それは消しよう滅めつする事無く存在し続けるだろう。


「まあ俺おれやカペルテータは居なくなっても誰だれも困らないからな」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言った。


　刑罰の実行には対たい象しようが必要だ。全すべての不幸と不運の責任を覆おおい被かぶせてしまえる相手が居なければ、正義は遂すい行こうされた事にならない。


　その意味ではレイオットとカペルテータは最さい適てきな生いけ贄にえだろう。


　どう扱あつかおうと村の運営そのものには支し障しようがないからである。居ても居なくても社会共同体としての村の機能が損そこなわれる事はない。村を出ようが死んでしまおうが──村人達には痛くも痒かゆくもない。


　しかも──


「ま──私も迂う闊かつだったかもね」


　そう言ってフィリシスは自分のモールド・キャリアを振ふり返った。


　フィリシスの──つまり新たな戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの存在は既すでに村中に知れ渡わたっている。横腹に『ＳＴＲＡＩＴ　ＪＡＣＫＥＴ』などと書かれた大型のモールド・キャリアで村に入ってくれば当然の事である。


　ならば魔族の脅きよう威い云うん々ぬんはそちらに任まかせておけばいい──村人達はそう考えたのだろう。


　そうすればレイオットは用よう済ずみだ。彼の責任を村人達は心おきなく追つい及きゆうできる。恐おそらくフィリシスとレイオットが旧きゆう知ちの仲であるという事までは知られていないのだろう。


「今はあの家メ政イ婦ドさんが玄げん関かんで応対してるけど──突とつ破ぱされるのは時間の問題だろうね」


「村役場の連中や駐ちゆう在ざい警けい察さつ官かんはどうしてるんだ？」


「詰つめかけてる連中の中に警官の制服着たおっさんも居たけど」


「……しょうがないな」


　村役場の人間や警官が面子メンツに混じっている事で、妙みような正当性が彼等の間に出来上がっているのだろう。公こう僕ぼくとて人の子──必ずしもその行動が正しいとは限らないのだが。


「エレン一人であとどれくらい保もつか……」


　あまり期待は出来そうにない。


　銃声が聞こえるという事は、押し掛けている村人の数名がかなり興こう奮ふんしているという証しよう拠こだ。恐らく散さん発ぱつ的てきに空へ向けて威い嚇かく射しや撃げきでもしているのだろう。


　そして興奮とはより強い理性で抑おさえ込こまない限り容易たやすく暴走する。


　武器を手にした村人達がこの屋や敷しきになだれ込んで来るまで、そう時間はかからないだろう。その気になればこの屋敷の塀へいなどいくらでも乗り越こえられるし、裏口に回れば突とつ破ぱするのも簡かん単たんだ。


「──レイ」


　フィリシスが笑いながら言ってくる。


「攻こう撃げき魔ま法ほうでも撃うち込んで散らそう……とか思ってない？」


「その手があったな」


　半なかば本気でそう応じながら、レイオットは母おも屋やの方に歩き出した。


　別に人間のこうした面を見せつけられるのは今に始まった事ではない。村人の反はん応のうは予想できた事でもあったし、むしろ当然だろう。自分がその槍やり玉だまに挙あげられている事も、今いま更さら、腹はらを立てる程の事でもない。


　ただ──


「カペルテータをこっちに保ほ護ごしておいた方がいいだろう。あの村長──喜んでカペルテータを暴ぼう徒との前に差し出しかねないからな」


　レイオットは〈ハード・フレア〉の弾だん倉そうを振ふり出して四五マグナム弾だんが装そう塡てんされている事を確認。続けて母屋の方に歩いてゆくと、勝手口の前に立った。


　ノブを握にぎって捻ひねるが──動かない。鍵かぎが掛けられたままだ。


「まずいな。表に回るわけにもいかんし」


「このまま逃にげるのも手だとは思うよ」


　何気ない口く調ちようでフィリシスが言う。


「…………」


　レイオットは眼めを瞬しばたたかせて動きを止めた。


　眉み間けんにしわを寄せて彼はフィリシスを振り返る。レイオットに歩み寄る美しい戦術魔法士は、まるで散歩でも提てい案あんするかの様な気軽さで言葉を続けた。


「そこらの壁かべを魔法か爆ばく薬やくでぶち壊こわして〈モールド・キャリア〉で逃げれば、追ってはこれないよ。どうせ元々がレイに依い頼らいする位だから、事件そのものも表おもて沙ざ汰たにはしたくないんだろうし、後でトリスタンまで押おしかけてくる事もないでしょ」


「それは──まあそうだな」


　確かに彼が真ま正しよう面めんから暴ぼう徒とと化した村人の相手をする必要はないし、カペルテータを保護してやる必要もない。むしろ一度は彼女の殺害を依い頼らいされた身だ。


「……どうでもいいんでしょう？」


　傍かたわらに立ったフィリシスが囁ささやく様に言う。


「別に誰だれがどうなろうと興きよう味みなんてないでしょう？　自分の未来にだって興味を持てないんでしょう？　何ど処こで誰がどうなろうと──レイには関係のない事だよね？」


「…………」


　黙だまってレイオットはフィリシスの眼めを見み据すえる。


　深い紫むらさきをたたえた瞳ひとみ──そこに映うつっているのはフィリシスではなくレイオット自身の心の形だった。


「面めん倒どう事ごとには背を向けて逃げてしまうのも、知ち恵えの一つだと思うよ？」


「……そうだな」


　そう言ってレイオットは溜ため息いきをつく。


　確かにフィリシスの言うとおりだ。レイオットが望むのは、贖しよく罪ざいとしての戦い、罪つみから解かい放ほうされる為ための戦いであって、面めん倒どうに巻き込まれる事ではない。他人のしがらみに首を突つっ込こむような余よ裕ゆうは彼にはないし、自分までがそのしがらみに拘こう束そくされたいなどとは決して思わない。


「そうだ──とは思うんだけどな」


　銃じゆう声せいが響ひびく。


　レイオット達の間に響き渡わたったそれは、散発的に表から伝わってくるものではなく──間ま近ぢかに轟とどろく四五マグナム弾だんの野太い咆ほう吼こうだった。


　二発の銃じゆう弾だんが正確に鍵かぎのある位置を撃うち抜ぬく。


　大だい口こう径けいマグナムを受けた扉とびらは小さな木片を飛び散らせながら軋きしんだ。レイオットは間かん髪はつ入れずに鍵を破は壊かいされた扉に手を掛けて開き、屋や敷しきの中へと入り込む。


「時とき折おり、分からなくなるんだよね──レイって何を考えてるのか」


　苦笑しながらフィリシスも屋敷の中に入って来る。


　振ふり返るとファーゴは黙って懐ふところから拳銃を抜きながら勝手口の前に待たい機きしていた。特に何か打ち合わせておいた訳でもないが──恐おそらくは脱だつ出しゆつ路ろを確かく保ほする積もりなのだろう。


「まあこうなるだろうな──とは思ったけど」


　そう言うフィリシスはむしろ楽しげである。


「おまえやレスポールの旦だん那なまでつきあう義ぎ理りはないだろ」


　廊ろう下かを走って半地下へと向かいながらレイオットは言う。


「いや。それはそうだけど。でも逃げるより面おも白しろそうだし」


「……好きにしろ」


　苦笑してレイオットは言った。
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　フェルナンデス邸ていの門ではレイオットの想像通りの光こう景けいが展開されていた。


　門の外側には村人達が大たい挙きよして詰つめ掛かけ、口を揃そろえてレイオットとカペルテータの引き渡しを要よう求きゆうしている。ただし村民人口全体から比すればその人数はさして多くない。せいぜいが一割弱──七十人か八十人程度だ。殆ほとんどは男だが女も何人か混じっている。さすがに幼よう児じは居ないものの、下は十代から上は老人まで──しかも最前列には警官の制服を着た者も二名ほど見受けられた。


　彼等はいずれも殺さつ気きだった様子で門前に並ならんでいる。比ひ較かく的てき少数とはいえ、やはり数十人もの人間が敵意を露あらわにして詰め寄っている様は、相当な威い圧あつ感かんを放はなっていた。


　だがそれに対して門の内側で応対しているのは──気弱げな表情を浮うかべた家政婦ただ一人である。どちらが優ゆう勢せいなのかは考えるまでもない。


　事実──


「……あの……どうか──どうかお引き取りを……どうかお引き取りください……」


　壊こわれた蓄ちく音おん機きの様につっかえつっかえそう繰くり返すエレンのか細い声など、村人達の耳には届いていなかった。むしろおどおどした彼女の対応は、大たい義ぎ名めい分ぶんの裏で蠢うごめく村人達の嗜し虐ぎやく心しんをそそっただけだ。


「あの〈出で来き損そこない〉と魔法使いを出せ!!」


「あの魔法使いに責任をとらせろ！」


「〈出来損ない〉をぶち殺せ！」


　彼等は手にしたそれぞれの『武器』を振り上げて喚わめき散らした。


　角材や農のう器き具ぐなどといった武器とも呼べない様なものが多いが──銃の類たぐいも目立つ。近くに森が在るこの村では、作物を荒あらす害がい獣じゆうや危険な猛もう獣じゆうを駆く除じよする為に、多くの家が銃を保ほ有ゆうしているのだ。もっともその殆ほとんどはカービン銃じゆうや散弾銃の類で、型も旧きゆう式しきのものばかりだ。さすがに拳銃を携たずさえているのは警官だけである。


「……どうかお引き取りください……どうか……！」


　そう繰り返しながらもエレンの表情には絶望の翳かげりが見える。


　いくら村全体から見れば小しよう規き模ぼではあっても、これだけの村人が本気で門を強きよう行こう突とつ破ぱする気になれば、エレンと古びた門もん扉ぴだけでは到とう底てい防ふせぎきれない。下へ手たをすればエレン自身が危ないだろう。


「かばうとてめえも同どう罪ざいだぞ！」


「てめえもあの魔法使いの仲間かっ!?」


「どけよ！　おら──ここを開けろ！」


　殺さつ気きだった村人達の視し線せんと怒ど声せいに晒さらされてエレンは一歩後こう退たいした。


「どうか……ああ……」


　姿すがたを見せないレイオットやカペルテータの代わりに村人達はその怒いかりの矛ほこ先さきをエレンに向け始めていた。


　結局……誰だれでも良いのだ。レイオット達が居なければ、エレンでもいいのだ。


　魔族の出現によって生じた不安や損そん害がいを誰かのせいにしたいだけの事である。不ふ条じよう理りや不平等を誰かの責任として糾きゆう弾だんする事で安心したいだけの事なのだ。


　正義が行われる事が重要なのではない。


　正義が行われたと安心できるか否いなかが重要なのだ。


　しばしば正義の鉄てつ拳けんとはその為ためにこそ行こう使しされる。


「我われ々われが穏おん便びんに事を運ぼうとしている内に開けた方がいいぞ」


　そう恫どう喝かつする中年男は──警けい官かんであった。武器を携たずさえ多人数で押おし掛かけておいて『穏便』などとは呆あきれた物言いであるが、公こう僕ぼくのそれとしては別に珍めずらしくない。世の中の是ぜ非ひや善悪は自分達が定めているのだと──自分達が『穏便』と評ひようすれば、銃を突き付け、警棒で小こ突づき回してもそれは『穏便』な処しよ置ちなのだと思っている。暴力を背はい景けいに一方的な要求を突き付けるのも彼等にすれば『通つう告こく』であって『恐きよう喝かつ』ではないのだろう。


　まるで犯はん罪ざい者しやに対するかの様な眼でエレンを睨にらみ付けながら警官は言葉を続ける。


「これ以上かばい立てするのなら、我々も強きよう硬こう手段を執とらねばならんからな」


「そんな……大体、スタインバーグさんが何を──」


「村人への暴ぼう行こう、恐喝、及および詐さ欺ぎ、殺さつ人じん幇ほう助じよ──嫌けん疑ぎは幾いくつも上がっている」


　勝ち誇ほこった様に警官は告つげる。


　警官としては大たい義ぎ名めい分ぶんを全すべて突き付けた上で、エレンに自発的に門を開けさせたかったのだろう。その程度には、──体てい裁さいを取り繕つくろう程度には、良識というものがこの警官にも残っていたのかもしれない。


　だが──その背後では、このやりとりに焦じれてきた者も居た。


「おいみんな──構かまう事はねえ！　こんな門、ぶち破ろうぜ！」


　一人が警官を押おしのけて前に出ながら叫さけんだ。


「待て──それは」


「村長の家だぞ」


　警官達が反対の言葉を投げる。


「フェルナンデスさんが何と言うか──」


「うるせえ！」


　別の村人が前に出ながら喚わめいた。


「村長なんざ知った事か！　そもそも十一年前にダニエルの野や郎ろうを追っかけさせて死人を出したのは村長の責任だろうが！　俺おれの親おや父じは──あれで死んだんだぞ！　しかも今度は弟まで！　ずっと我が慢まんしてきたが、もう我慢できねえ！」


　その言葉が口火となった。


　人の死は何よりも単たん純じゆん明めい快かいに人間の行動を正当化する。これ以上の大たい義ぎ名めい分ぶんはない。そしてそれは容易たやすく人間の理性を押し流してしまう。


「俺達に黙だまってあの〈出来損ない〉を匿かくまってたのもそうだ！」


「〈出来損ない〉さえさっさと殺してれば、ウィルとブレンは死なずに済すんだんだ！」


「村長にも責任を取らせろ！」


　同意の叫さけびが村人達の中から次々に迸ほとばしる。


　そして──


「どけっ！」


　村人達は遂ついに門を押し破り塀へいを乗り越こえて、フェルナンデス邸に雪な崩だれ込こんだ。
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　マクシミリアーノは二階にある寝しん室しつの窓から顔をしかめて外の光景を眺ながめていた。


　村人達の対たい処しよをエレンに任まかせておいたのは失しつ策さくだったらしい。


　実を言えば、何かに不満を持った村人達が彼の家に押し掛けてくるのは今回に限った事ではない。だが大たい抵ていの場合は『村長の家に押し掛ける』事そのものが意い思し表ひよう明めいを伴ともなう一種の抗こう議ぎ行動となっており、実際にマクシミリアーノが出ていって応対しなくても、放ほうっておけばすぐに村人達は解かい散さんしてしまうのだ。人間の不ふ平へい不ふ満まんなど殆ほとんどがその程度のものであるのだとマクシミリアーノは知っていた。


　そもそも村人達はこの村に二十年以上君くん臨りんしてきたマクシミリアーノの権けん力りよくというものをよく理解しているし、本気で事を構かまえる積もりなど毛もう頭とう無い。自分達が不満を持っているという事を印いん象しよう的てきに訴うつたえる──彼等の目的はただそれだけだ。


　だから普ふ段だんはエレン一人を矢や面おもてに立たせておけばそれで良かった。


　むしろマクシミリアーノが出ていっては彼等も引っ込みが付かなくなってしまう。第三者を間に挟はさんで適当な押おし問もん答どうを続けていれば、村長の威い厳げんも彼等の矜持プライドもさして傷きずつかずに済すむ。


　しかし──今回は状じよう況きようが違ちがった。


　予想外に村人達の興こう奮ふんは加か熱ねつしている。今までは門を破って踏ふみ込こんでくる様な暴ぼう挙きよにまでは決して至いたらなかった。銃じゆうを持ち出している人間も多い。


　やはり死人が出た事が大きかったのか。


　十一年前は実際の現場で生き残ったのがマクシミリアーノとコーネリアだけであった事もあり、いくらでも誤ご魔ま化かしが効きいたのだが、今回は生き残った者の証言もあってか、村人の不平不満は容易たやすく具体的な攻こう撃げき対たい象しようを得えてしまった。


　直接的に彼等が敵てき視ししているのは、あのスタインバーグという魔法使いと〈出で来き損そこない〉なのであろうが──マクシミリアーノの不ふ手て際ぎわを罵ののしる声もちらほらと聞こえる。ここらで何かの手を打っておかなければ、彼等の敵意はマクシミリアーノにも直接向けられるだろう。下へ手たに屋内に雪な崩だれ込まれれば、コーネリアに危き害がいが及およぶ可能性もあった。


「〈出来損ない〉を与あたえてやるか──」


　寝しん室しつから出ながらマクシミリアーノはそう呟つぶやいた。


　一番無ぶ難なんで簡かん単たんな対たい処しよ法ほうはレイオット・スタインバーグと〈出来損ない〉を暴ぼう徒とと化した村人に引き渡す事だろう。それで恐おそらく村人達は納なつ得とくする。


　だがまだレイオット・スタインバーグは始末して良い時期ではない。


　村人達は新しくやってきた魔法使いを当てにしているらしいが、どうやらあの女魔法使いとレイオット・スタインバーグは旧きゆう知ちの仲らしい事にマクシミリアーノは気付いていた。ここでレイオット・スタインバーグを切り捨てれば、女魔法使いも敵に回してしまう可能性がある。


　そうなってしまえばより実際的な問題──魔族問題の方が解決しない。


　ならば彼等の要求の内の半分、つまりは〈出来損ない〉を引き渡す事で双そう方ほうが譲じよう歩ほするという形に落ち着けるのが一番だろう。元々妻つまが泣いて懇こん願がんするので生かしておいただけの半魔族など、どうなろうと彼の知った事ではない。


　面めん倒どうな事になったという感はあったが──マクシミリアーノはまだ落ち着いていた。彼は自分の村長としての影えい響きよう力りよくに関してはそれなりの自信を持っていたからだ。彼にしてみれば交こう渉しようする機を見み誤あやまりさえしなければ、村人の興こう奮ふんを収めるのもそう難むずかしい事ではなかった。


　とはいえ──


「まずはエレンか……」


　現実的な対たい処しよとしてはまずエレンを呼び戻もどさねばならない。


　カペルテータを檻おりから出すのはマクシミリアーノでは難しいからだ。コーネリアが滅め茶ちや苦く茶ちやに暴あばれるのである。


「正門から戻ってくるとすれば……」


　呟つぶやきながら廊ろう下かを行くマクシミリアーノの脚あしがふと──止まった。


「──む？」


　鼓こ膜まくに何かが触ふれた。


　それは聞こえるはずのない音だった。大きくはない。近くからでもない。村人達の叫さけびや銃じゆう声せいが乱れ飛ぶ中で──それら雑ざつ音おんの壁かべを貫つらぬいて届くには、それはあまりに遠く小さい音だった筈はずだ。


　しかしマクシミリアーノは確かにそれを聴きいた。


　人間の耳は聴く者にとって特別に意味のある言葉や音を雑音の中から拾い出す能力があるという。騒さわがしいパーティ会場の中でも自分の名を呼ばれれば反はん応のうする者が多いのはその典てん型けい例れいだろう。


　そう。それはマクシミリアーノにとって特別な意味を持っていた。


　それは過去から這はい寄る恐きよう怖ふの象しよう徴ちよう。


　それは何ど処こまでも彼を呪のろう怨えん嗟さの声。


　十一年前の悪あく夢むが鮮あざやかに脳のう裏りへと蘇よみがえる──


「…………！」


　マクシミリアーノは悲鳴じみた声を漏もらしながら思わず窓際に駆かけ寄る。


　そこに彼が観みたものは──遥はるか森の彼方かなたから迫せまり来る巨きよ大だいな人ひと影かげだった。
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　コーネリアは激はげしく怯おびえていた。


　元々彼女には情じよう緒ちよ不安定なところがあるが──特定の人物や音に彼女は常つねにもまして激しく反応する。怯おびえるだけでなく発ほつ作さの様なものを起こしてしまう事もしばしばあった。


「……母かあ様さま」


　自分の膝ひざにしがみつき、がくがくと痙けい攣れんするかの様に身を震ふるわせている母親。


　その姿すがたを何ど処こか醒さめた眼めで見下ろしながら、カペルテータはコーネリアの頭に当てた掌てのひらをゆっくりと滑すべらせる。いつもは髪かみを撫なでてやるとすぐに落ち着いてくれるのだが──今は何度繰くり返してもあまり効こう果かがない。


　彼女を怯えさせる原因が続いているからだ。


　銃じゆう声せいである。


　本だけは沢たく山さん読んでいたので、カペルテータにも銃がどういうものなのかという知識はあった。だが実は本物の銃声をそれと意識して聴きいたのは先日が初めてだった。レイオットがあの魔族──カペルテータの父親を撃うった時の事である。更さらにあの日は村人の撃つ散さん弾だん銃じゆうの銃声も聴いた。


　激しい音の塊かたまり。圧あつ縮しゆくされた音がまるで顔がん面めんをはたかれる様に迫せまってくる感かん触しよく。だがあの音自体は何ら脅きよう威いはない。激しいだけの音に過ぎない。


　恐おそらく母を怯えさせているのはあの音そのものではないのだ。


　きっと母はあの武器によって危険に晒さらされるか、あるいはひどく辛つらい想おもいをした事があるのだろう。その時の記き憶おくが残っていて、彼女を怯えさせているに違ちがいない。


「大だい丈じよう夫ぶ──大丈夫よ。母様」


　そう言いながらカペルテータは母の髪を撫なで続ける。


『大丈夫』──それは別に何かの確信を伴ともなう言葉ではない。


　それは単なる呪じゆ文もんでしかない。祖母が何かと取り乱みだす母をそうして慰なぐさめていたのを見て覚えただけの事だ。ただ形の上で真ま似ねているだけで、そこに意味などない。母を慰める行こう為いそのものも、何となく──という以上に理由はない。


　母親。カペルテータを産んだ女性。


　その事はカペルテータも事実として認にん識しきしている。だが──彼女が自分を望んでこの世に生み出したのではないという事もカペルテータは知っている。魔族化した父に母親が強ごう姦かんされた結果として自分が生まれたのであれば、それは単なる結果であって──誰がそれを望んだ訳でもないのだ。


　自分は望まれて生まれてきた訳ではない。


　誰だれも自分を愛してなどいない。


　その事をもカペルテータははっきりと知っていた。


　彼女をこの歳としまで生かしてくれた祖そ母ぼとて、ただ愛まな娘むすめと魔族の間に生まれた〈出で来き損そこない〉を憐あわれんでいただけで、カペルテータを愛していた訳ではなかった。祖母が娘を──カペルテータの母を愛していた事は間ま違ちがいなかろう。だが祖母にとってカペルテータはコーネリアの付ふ属ぞく物ぶつ程度の意味しかなかった。


　マクシミリアーノは言うに及およばず……エレンはただ嫌けん悪おと恐怖の情を彼女に向けてくるだけだった。そしてレイオットと出会うまでカペルテータは他ほかの人間というものを知らなかった。彼等と母を含ふくむたった四人だけがカペルテータにとっての『人間』だった。


　だから分からない。


　愛されるという事がよく分からない。


　分からない事を哀かなしいとも思わない。寂さびしいとも思えない。そもそも自分に与あたえられなかったものは愛情だけではない。一つ一つその欠けつ乏ぼうを嘆なげいても仕方ないのだと、わずか十一歳の少女は悟さとりきっていた。


「母様──」


　呟つぶやいてもう一度その金きん髪ぱつを撫なでる。


　カペルテータには他にするべき事がなかった。したいと思う事さえなかった。望まず悩なやまず悲しまず──自分はただ昆こん虫ちゆうの様に生きて在ある事だけしか出来ない。


　静かにそんな事を考えていた時──


「い──いたぞ！」


　頭上から半ば悲鳴混じりの声が降って来た。


「…………」


　振ふり返って見上げれば、換かん気き窓まどの向こうに数名の人ひと影かげが見える。


　その中にカペルテータの見覚えのある顔があった。確か広場で銃を携たずさえてレイオットと向き合っていた連れん中ちゆうの一人である。


「ここだ！　ここに居るぞ！　畜ちく生しよう──鉄てつ格ごう子しがはまってる！」


「おお──任まかせろ！」


　そう叫さけんで駆かけ寄ってきた男の手には大おお型がたのスコップがあった。


　金きん属ぞく製せいの、まるで凶きよう器きとして造つくられたかの様な代しろ物ものである。実際──水平に振ふれば下へ手たな刀とう剣けんよりも確実に、その重さと頑がん強きようさで以もつて犠ぎ牲せい者しやの首を刎はねるだろう。


　男はそのスコップを高々と振り上げると、躊躇ためらう事無く換気窓の枠わく部分へと叩たたき付けた。


　がつん──と鈍にぶい音が響ひびく。


　同時にカペルテータの膝ひざにすがっていたコーネリアが、一ひと際きわ大きく身を震ふるわせた。


　がつんがつんと音は何度も繰くり返し響いた。どうやらスコップで鉄格子のはめられている窓枠部分──煉れん瓦がで出来ている──を壊こわそうというのだろう。コーネリアやカペルテータにはどうにもならない代しろ物ものだったが、外側から、しかも成人男性が道具を使って、となれば鉄格子も破壊不可能な代物ではなかろう。元々この屋や敷しきの外そと壁かべはあちこちかなり老ろう朽きゆう化かが進んでいる。


「畜ちく生しよう──なかなか頑がん丈じようだな」


「もうちょっと待て──後少しだ」


「いや、いっそ散さん弾だん銃じゆうつっこんで撃うてば──」


　男達が口々に叫び合っている。


　相当に興こう奮ふんしているらしく、話し合いの余よ地ちがあるようにはとても見えない。恐おそらく鉄格子が外はずれれば、すぐにでもカペルテータの命めい運うんは尽つきるだろう。


　だが──


「…………」


　怯おびえず慌あわてずカペルテータは黙だまって鉄格子の向こうの男達を眺ながめている。


　むしろ彼女の胸きよう中ちゆうには安心感さえあった。


　無む論ろんどうにかして自分が助かる──などと思っている訳ではない。むしろその逆ぎやくだ。


　──来るべきものが来た。


　ただそんな感かん慨がいだけがある。


　自分が生きてここに在ある事そのものが何かの間ま違ちがいだった様な気がする。誰だれも望んでいない命いのちなのだから、消える時にも然さしたる意味は必要あるまい。だからこれは別に恐ろしい事ではなく──ただ十一年間放ほう置ちされ続けてきた間違いが是ぜ正せいされるというだけの、ごくごく自然な事ではないのか。


　これは終わりではない。多分これは……解かい放ほうなのだ。


　そんな風にカペルテータは感じていた。


　だが。


　彼女の考えに激はげしく異いを唱となえるかの様にの野の太ぶとい銃声が響ひびいたのは次の瞬しゆん間かんであった。
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　地下室の扉とびらと鍵かぎはやたらに頑がん丈じようであった。


　恐らくレイオット程度の体重では百回体当たりしても破れはしなかったろう。だが──それでも四五マグナム弾だんの三発目を撃うち込こむと鍵はドアノブごと陥かん落らくして床ゆかに転ころがった。


　分ぶ厚あつい扉を押おし開いてレイオットは地下室に踏ふみ込こむ。同時に彼は手にした〈ハード・フレア〉の回転式弾倉シリンダを横に振り出すと、空から薬やつ莢きようを床ゆかに落とし、クリップで束たばねられた次の五発を取り出し、装そう塡てんした。


　更さらに──まるで申し合わせていたかの様に、その後から素す早ばやく滑すべり込こんだフィリシスがレイオットの行動を補おぎなう様に〈パラドロップ・ファントム〉を構かまえる。


　普ふ段だんは特に銃じゆうなど扱あつかわない癖くせに、いざ必要となれば歴れき戦せんの兵士顔負けの滑なめらかさで使ってみせる器き用ようさ……これもやはり彼女の天才を支える一要素なのだろう。


「壁かべに寄って！」


　素早く状じよう況きようを読みとった彼女は、カペルテータ達を閉じ込める牢ろうの鉄格子に〈パラドロップ・ファントム〉を向けると引き金を引いた。


　聴きく者の鼓こ膜まくを突つき刺さすかの様な轟ごう音おんが室内に響ひびき渡わたる。


　だが──


「──殺す気か」


〈ハード・フレア〉の弾倉を閉じながらレイオットは溜ため息いきをついた。


　火花を散らして跳はね返った〈パラドロップ・ファントム〉の銃弾は、彼のすぐ脇わきを通過し、扉とびらに食い込んで止まっていた。


「……ごめん」


　フィリシスは小さく舌したを出して言うと〈パラドロップ・ファントム〉側部の選せん択たくスイッチを安全位置に合わせた。


　彼女は跳ちよう弾だんの可能性を考こう慮りよに入れていなかったのだ。ただでさえ狭せまい上に、鉄格子や石いし壁かべなど跳弾する要よう素そに事こと欠かかない室内で下へ手たに初速の高いライフル弾だんなど撃うてば、何ど処こに飛んで行くか分かったものではない。最悪、跳はね返ってきた銃弾で自分の頭を撃ち抜ぬく可能性もある。


　……天才とてたまには失敗もするらしい。確かに銃器を使用した実戦に精せい通つうしていなければ、跳弾という概がい念ねんは失念しやすいものだが。


「ちょっと持っててくれ」


　レイオットはフィリシスに〈ハード・フレア〉を預あずけて前に出ると、鉄格子の鍵かぎに屈かがみ込んだ。続けてコートのポケットから小型の折り畳たたみナイフを取り出す。刃の他に螺子回しドライヴアや錐きりといった工具の類たぐいも一いつ緒しよに折りたたまれている代しろ物ものだ。彼はその中から細い錐を起こして鍵穴に差さし込んだ。


「……何ど処こで覚えたの、そんなの」


「お嬢じよう様さまと違って俺は孤こ児じだからな。自然と色々覚えたさ──生きる為ために」


　フィリシスの言葉に、平然と応こたえるレイオット。


　更にポケットから彼は短い針はり金がねを取り出して口にくわえ、左手でその形をいじる。


「で……開くまでかかるのはどれくらい？」


「二、三分ってとこか」


　言いながらレイオットは針金も鍵穴に差し込んでひねる。


　金きん属ぞくのこすれ合う音。だが鍵は開かない。


　レイオットは針金を引き戻して更さらに形を調節する。


「まあ現げん役えきだったのは十年以上も前だからな。最近の鍵には歯が立たないんだが──」


　好こう都つ合ごうにもこの牢ろう屋やの鍵はかなり古いものだ。考えてみればこの牢屋が造つくられた時に付けられたものであるのなら、少なくとも十年以上前の代しろ物ものという事になる。


「──急いだ方がいいみたいだよ」


　フィリシスが壁際の換かん気き窓まどを見ながら言った。


　屈かがみ込こんでいるレイオットの位置からは見えないが、換気窓の一つが──正確にはその枠わくが破は壊かいされたらしい。外側から手が伸のびて鉄格子の一つを引っ張っている。鉄格子は半なかば外はずれかかっていて、ごつごつと引っ張られて鈍にぶい音をたてていた。


「くそ──」


　レイオットは吐はき捨てるように呟つぶやいた。開かない。やはり久しぶりで勘かんが鈍にぶっているのか──妙みように手て間ま取どってしまう。


「……レイオット」


　顔を上げなくても分かる。鉄格子の向こうでカペルテータが歩み寄ってきたのだ。


「黙だまってろ。今──開ける」


「何をしているのですか」


　淡たん々たんとした口く調ちようでカペルテータはひどく間まの抜ぬけた事を尋たずねてきた。その事の意味を考える余よ裕ゆうもなくレイオットはただ手て短みじかに事実だけを答えた。


「鍵を開けてる」


「何のために」


「おまえを逃にがす為ためだが」


　まだ開かない。一いつ旦たん針金を引き抜いて更に形を調整する。


　次の質問が来るまでには若じやつ干かんの間があった──レイオットの気のせいかもしれないが。


「……どうして」


「少し黙だまってろってば。集中力が鈍る」


　レイオットは溜め息をついて言った。


　その時。


「てめえはっ──!?」


　怒ど気きを含ふくんだ叫さけび声が換気窓から降ってくる。


　換気窓の向こうから覗のぞき込こんでいた村人が、レイオットの姿すがたに気付いたらしい。村人は背はい後ごを振ふり返って大声を上げた。


「こっちだ──こっちに魔法使いもいるぞ!!」


「──ちっ」


　レイオットは舌した打うちしながらも開かい錠じようを急ぐ。


　鉄てつ格ごう子しの一本がとうとう抜ぬき取られた。他ほかの鉄格子を固定している部分も、かなり亀き裂れつが広がっている。二本も抜き取られれば、成人男性でも通り抜けられるだけの幅はばが出来てしまうだろう。


「ええいくそ、まだ取れねえのか、この棒は！」


「構かまう事はねえ、鉄てつ砲ぽうだけでも突つっ込んで撃うて！」


　村人達はかなり物ぶつ騒そうな事を言っている。


　さすがにコーネリアもフィリシスも居るのは見えているであろうから、実際に銃じゆうだけ窓から差し込んで乱らん射しやする様な真ま似ねはすまいが──外では興こう奮ふんした村人が空に向かって銃を撃っている。


「ああっ──あああああっ──」


　その銃声の度たびにコーネリアは身を震ふるわせて叫さけびを上げる。


「レイオット」


「だから黙だまってろってば──あと少しなんだよ」


「私を助けてもレイオットの得とくにはなりません。私が死んでもレイオットの損そんにもなりません。レイオットには鍵を開ける理由がありません」


「……言っただろうが。理り屈くつだけで世の中動いてる訳わけじゃないんだよ」


　レイオットがそう応おうじた時。


「動くな、魔法使い！」


　怒ど鳴なり声が一ひと際きわ大きく響ひびいた。


　とうとう鉄格子が抜き取られた換気窓から男が一人地下室へと飛び降りてきたのだ。


「レイオット──」


「動くな、てめえもだ、そこの女！　それから〈出で来き損そこない〉！　動くなよ。声も出すな。瞬まばたきもすんなっ──いいか、動くんじゃねえぞっ!?」


　村人は銃を構かまえながら喚わめく。


　言葉を途と中ちゆうで止めて素す直なおに沈ちん黙もくするカペルテータ。だが反対にレイオットは針はり金がねとナイフから手を離はなしつつも立ち上がって言った。


「馬ば鹿かか貴き様さまは」


「動くなっつったろうが！」


　村人は銃口をレイオットに向けて怒ど鳴なる。


「こんな部へ屋やで散弾銃なんぞぶっ放ぱなしたらどうなるか──分からないのか？」


「へっ──吠ほえてろよ、魔法使い。こいつには熊くま狩がり用ようの一発弾スラツグが込こめてあるんだ。おめえに当たってそこで止まるぜ！」


「……用意のいいこったな」


　うんざりした様よう子すでレイオットは言う。


　一方──部屋の隅すみでは相あい次つぐ銃声や事態の急変に怯おびえたコーネリアが、身を丸めながらも悲鳴じみた声を上げ続けていた。


「あああああ──ああっ！　ああああっ!!」


「うるせえ、黙だまれ！」


　そちらを振ふり向いて怒鳴る村人。


　だが怒ど声せいはよりコーネリアを怯おびえさせるだけだった。更さらに彼女は身を縮ちぢ込こませ、それとは対たい照しよう的てきに意味不明の声を叫び続けた。


「うるせえっつってんのが──あ？」


　そこで村人の声は途と切ぎれた。


　彼の眼がん前ぜんに奇き妙みようなものが降ってきたからだ。


「な──な──」


　村人は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとそれを眺ながめ──どうやら瞬間的にはそれが何か分からなかったのだろう──そしてゆっくりと意い識しきに浸しん透とうする理解が彼の表情を大きく歪ゆがめていった。


「なんだ……こりゃあっ!?」


　換気窓から降ってきたもの。


　それは人間の腕うでだった。


　腕だけだった。


　ぼとん──とおよそ人間の一部だったとは思えない様な鈍にぶい音をたてて、根ね本もとから千ち切ぎれた腕は床ゆかに転ころがった。落らつ下かの衝しよう撃げきで内部に残っていたものが絞しぼり出されたのだろう──石いし畳だたみの上に敷しかれた絨じゆう毯たんに傷きず口ぐちからどろりと濃のう密みつな血けつ液えきが流れ出る。


「ば、ば、馬鹿な──」


　愕がく然ぜんと換気窓を仰あおぎ見る村人。


　次の瞬間……耳を聾ろうさんばかりの轟ごう音おんと共に壁かべと天てん井じようの一部が消しよう滅めつした。


　爆ばく破はされたのではない。その証しよう拠こに火か炎えんも閃せん光こうも見えなかった。


　抉えぐり取られたのだ──巨きよ大だいな何かに。


「──!!」


　全身を叩たたく轟音に顔をしかめながらも、フィリシスが右手で〈パラドロップ・ファントム〉を構え、左手で〈ハード・フレア〉をレイオットに投げ渡す。


　二人は即そく座ざに気付いていた。


　あれが来たのだ。


　あれがその巨大な腕と魔法で屋や敷しきの一部を地面ごと斜ななめにえぐり取ったのだ。


「何なんだ──一体、何なんだよおっ!?」


　村人が散さん弾だん銃じゆうを振ふり回しながら叫ぶ。


「何なんだ──あれはあっ!?」


　消しよう失しつした壁と天井の向こうにそれは居た。


　あの……巨大な魔族が。


　既すでにフィリシスの〈コンプレックス・アサルト〉で破壊された肉体の再さい構こう築ちくは終わったらしい。身長は以前と同じく八メルトル余あまり。頭部から伸のびる紅あかい髪かみや二本の角も、甲こう殻かく類るいを思わせる装そう甲こうも同じだ。ただ等とう身しん大だいの頃ころと比くらべれば、やはり細さい部ぶが単純化された形けい状じようになっており──その姿すがたは出来の悪い石せき像ぞうを想おもわせた。


　その身体からだのあちこちに付ふ着ちやくしている赤いものは、殺された村人達の血や肉にく片へんだろう。魔法を使うまでもなく、この魔族の巨体なら、ただ腕うでの一ひと振ふり、脚あしの一蹴りでも簡かん単たんに人間を破壊し得る。


「なんなんだよ……なんなんだよあれは……！」


　震ふるえながら村人は呟つぶやく。


　その声が聞こえた訳でもなかろうが──魔族はその巨体をゆっくりと屈かがめて地下室を覗のぞき込こんできた。黒く硬かたい仮か面めんの奥おくで血色の眼がん球きゆうがぎろりと村人を睨にらんだ。


　──ほおおおおおおおおおおおおっ……！


　魔族の咆ほう吼こうが地下室内に流れ込んでくる。


「てめえは……てめえ……は……」


　最後までその村人は言葉を言えなかった。


「──ぐぎぇ」


　散弾銃が音をたてて床ゆかに転がる。


　そして──


「えぐ──っげ」


　ぽきり──そんな音が聞こえてきそうな動きで村人の首が折れ曲がった。


　首だけでは収まらずに次は手が折れた。脚あしが折れた。胴どう体たいまでもが続けて折れ曲がり、更さらに左右からも畳たたまれた。耳や口や鼻や肛こう門もんや──ありとあらゆる部分から体液を噴ふん出しゆつさせながら次々と村人は小さく折り畳まれていった。


　その間わずか数十秒。


　村人はよくぞここまで、と思えるほどに小さく折り畳まれ──血に濡ぬれた肉の球体となって床に転がった。サッカーボール程の直ちよつ径けいもない。これが人間だったなどと、折り畳まれる過程を見ていなければ誰だれも信じられないだろう。


「レイ──」


　フィリシスが出口へと後こう退たいしながら呼びかける。


「分かってる──分かってるが」


　レイオットは〈ハード・フレア〉を構えながらも動けないでいた。


　この魔族相手では拳けん銃じゆうなど最も早はや、牽けん制せいの役にも立つまい。むしろ下へ手たに動けばそれだけで村人の二の舞まいだ。別に死ぬ事そのものは彼にとって恐きよう怖ふの対たい象しようではないが──


「……レイオット」


　鉄格子の向こうでカペルテータは静かに彼の名を呼んだ。


　互たがいに手を伸のばせば触ふれる事も出来る距きよ離りに彼女は居る。だがレイオットもカペルテータも互いの居る場所には踏ふみ込こめない。レイオットはカペルテータを連れて逃にげる事も出来なければ、彼女を庇かばってやる事も出来ない。


「……先に行くよ」


　そう言い残してフィリシスは地下室を出て行った。


　この場はフィリシスの判断が正しい。ここで何も出来ずに状じよう況きようを見守るよりも、一いつ旦たん外へ出てモールド・キャリアに辿たどり着き、モールドを装そう着ちやくした方が遥はるかに状じよう況きようには対たい処しよし易やすいだろう。ここは一旦退ひくべきなのだ。


　しかし──


「大だい丈じよう夫ぶ……行ってください」


　カペルテータの声はこの期ごに及およんでもやはり淡たん々たんとしていた。


「いや──しかし」


「レイオットは──」


　カペルテータの無表情は変わらない。


　ただその口く調ちようには何ど処こか怯おびえや戸と惑まどいの様なものが感じられた。


「心配してくれているのですか」


「何を悠ゆう長ちような事を！　何とかしてそこから──」


「父とう様さまは私や母かあ様さまを傷きずつける積もりはないみたいです」


　呟つぶやく様に言うカペルテータ。


　同時に地上から魔族の巨きよ大だいな腕うでが差し込まれる。


　ただそれだけの事の筈はずなのに──まるで室内の全すべてが、怯おびえるかの如ごとく振しん動どうする。恐怖に耐たえかねたかの様に花か瓶びんが破は裂れつし、身を丸めるかの様に燭しよく台だいがひん曲がり、後あとじさろうとするかの様に壁かべが自みずからへこんだ。


　しかし。


「──ああ」


　無む機き物ぶつさえもが恐怖するその室内の中に在あって──ただ一つの例外。


「ああ。ああああ。ああ。ああ──」


　部へ屋やの隅すみで震ふるえていた筈はずのコーネリアがいつの間にか身を起こし、何かをねだる赤あかん坊ぼうの様な声を上げて魔族の巨きよ大だいな掌てのひらへと這はい寄ってゆく。


「多分──大だい丈じよう夫ぶです」


　その声と同時に魔族の掌が更さらに伸のびる。


　カペルテータの姿すがたをレイオットの視し線せんから遮しや蔽へいするかの様に掌は二人の間に割って入り、それまでの動きからは信じられない程の穏おだやかさで少女とその母親を包み込む。


　次の瞬しゆん間かん──二人の姿すがたはもう地下室にはなかった。


「カペルテータ！」


　地上へと引き戻される魔族の掌を睨にらみながらレイオットは叫ぶが──返事は来ない。


「くそっ！」


　レイオットは身を翻ひるがえすと地上へと続く階段を駆かけ上った。





　　　　●　　　●　　　●





　マクシミリアーノは床ゆかに座すわり込こんだまま……呆ぼう然ぜんと窓の向こうにそびえる黒い巨体を眺ながめていた。見たくない。おぞましい。だが眼めを背そむけられない。恐怖の余りにその身体からだは自由が利きかず、漏もらした小便が彼のズボンを濡ぬらしてさえいるのだが、本人はそんな事にも気付いてはいなかった。


　今──彼の前に在るそれは、条理や常識の埒らち外がいに在るものだ。


　魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──魔族メレヴエレント。


　そこに在るだけで周囲を不条理と恐怖に満ちた異い世せ界かいへと変える問答無用の怪かい物ぶつ。


　人間たる事を放ほう棄きした超ちよう絶ぜつの化ばけ物。


　その強きよう烈れつな存在感がマクシミリアーノの脳のう裏りに十一年間忘れていた──想おもい出さないようにしていた筈はずの恐怖を呼び起こしていた。


「ひい……ひ……ひいいいいいいい…………」


　これは『あれ』だ。


　マクシミリアーノには確信があった。


　眼の前にいるこれはあの時の魔族だ。ダニエルだったものだ。大きさや詳しよう細さいは無む論ろん、異ことなるが……これはあれと同じものだ。それがマクシミリアーノには分かる。理り屈くつではない。これはその圧あつ倒とう的てきな存在感の前に晒さらされた者にしか分かるまい。


「ひあ……あ……」


　ダニエル・レジエーロ。


　奴やつが帰ってきた。しかも最も早はやマクシミリアーノの力では傷きずも付けられぬ程の強きよう靭じんな肉体と、卵たまごの殻からを割るかの如ごとく簡かん単たんに人間の身も心も破は壊かいできる力を備そなえた上で。


　どうしようもない。これの前では人間など無力な虫に過ぎない。指先一つで押おし潰つぶされる存在でしかなかった。


　だが──


「ひあああ……ひ……あ!?」


　マクシミリアーノは気付いた。魔族の右手が何かを握にぎっている。巨きよ大だいな掌てのひらに阻はばまれてその殆ほとんどは見えない。だが辛かろうじて彼の位置からでも見える部分が、人間の頭とう部ぶであるという事はすぐに分かった。


　そして──


「ああっ……あああっ!!」


　カペルテータと……コーネリア。


　その事を認にん識しきした瞬しゆん間かんに、マクシミリアーノの血は沸ふつ騰とうした。


「ま……待てっ！　待て、ダニエル・レジエーロッ!!」


　喚わめきながら立ち上がり彼は窓まど際ぎわに駆かけ寄った。窓を開くのももどかしげに硝子ガラスを叩たたき割り、その向こうへと手を伸のばす。硝子の破は片へんで腕のあちこちが切れ、血だらけになるがマクシミリアーノは構かまわず手を限げん界かいまで伸のばして叫さけんだ。


「それは──それは私のものだっ！　私のものだあっ！　貴様──おのれダニエル・レジエーロッ……！　おのれ……待てっ、返せっ、それは、それは私のものだっ!!」


　必死に喚わめき散らすマクシミリアーノ。


　だが魔族は彼の叫びなど聞こえぬといった様子で微び動どうだにしない。


「おのれっ──おのれえっ！」


　マクシミリアーノは繰くり返し叫びながら寝しん室しつに駆かけ戻もどった。


　彼は転ころがり込む様にして寝室へ入ると、ベッド脇わきに立てかけてあったライフルを手にした。弾だん薬やくは先日から装そう塡てんしたままだ。初弾も薬室に入っている。後は引き金を引けば一度はあのダニエル・レジエーロを殺したマグナム・ライフル弾が発射される。


「殺してやるっ……!!」


　眼を血走らせ、口の端はしから泡あわを飛ばしながらマクシミリアーノは叫んだ。


「殺してやる！　殺してやる！　二度と蘇よみがえってなどこれんように、二度とその汚けがらわしい手でコーネリアに触ふれられない様に、殺してやるっ!!」


　そうだ。殺すのだ。今度こそあれを殺すのだ。


　あれを殺して、〈出で来き損そこない〉を殺して、魔法使いを殺して、エレンも殺して、あの事を知っている奴やつらは皆みな殺して……全部綺き麗れいさっぱりなかった事にしてしまうのだ。


　そうすれば全すべて元通り。


　コーネリアも再び彼に笑いかけてくれるだろう。そこまで頑がん張ばれば娘むすめを置いて逃にげてしまった悪い父親を、彼女もきっと許してくれるに違いない。そうする事でのみ彼の罪は昇しよう華かされるのだ。


　だから──


「ダニエル……レジエエロオオオッ!!」


　ライフルを握にぎりしめながらマクシミリアーノは絶ぜつ叫きようした。





　　　　●　　　●　　　●





　状じよう況きようはほぼ最悪と言っても過か言ごんではなかった。


「まずいね──これは」


　フィリシスは呟つぶやいて〈パラドロップ・ファントム〉の選せん択たくスイッチを『安全セフテイ』から『全フ自ル動オ射ー撃ト』に切り替かえた。全自動射撃の場合、三十連弾だん倉そうなど五秒と保もたずに空からになってしまうが、今いま更さらあの魔族相手に一発や二発撃うち込こんでも牽けん制せいにすらなるまい。


　魔族はまだフェルナンデス邸ていの庭に居た。


　村人達はそのおよそ二十名余りが殺さつ害がいされ、それとほぼ同数の者がフェルナンデス邸から逃とう亡ぼうしていたが、まだ逃げ遅おくれた者や、腰こしを抜ぬかしたり怪け我がをして動けない者が三十名以上も残っている。


　しかも……


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！


　最も早はやそれは冗じよう談だんの様な光こう景けいだった。


　吠ほえる魔族の周しゆう囲いでまるで木の葉の様に軽々と村人達が宙ちゆうに舞まう。


　いちいち攻こう撃げきの魔法を使っている訳ではない。恐おそらく個別の村人になど注意を払はらっていないだろう。自分の周囲を飛び回る目め障ざわりな羽は虫むしを追い払う様なものだ。魔族はただその左腕うでを振ふり回しているだけであった。


　だが中級魔族や上級魔族はその肉体運用そのものにも魔力圏ドメインを使う。


　魔力圏によって、腕を動かし、脚あしを動かすのだ。さもなくばこの巨きよ大だいな生物が直立歩行など出来る筈はずもない。魔法がなければ即そく座ざに自じ重じゆうで潰つぶれてしまうだろう。


　村人達は左腕と連れん動どうする魔力圏の動きに巻まき込こまれて吹ふき飛んでいるだけだった。


「……うわ」


　フィリシスは顔をしかめて呟つぶやいた。


　今しも一人の男が吹っ飛ばされてきて、フィリシスの側そばの樹じゆ木もくに激げき突とつして止まったのである。当たり方が悪かったのか、男の首はおかしな方向に折れ曲がり、鼻や口からはどろりと血が流れ出ていた。衣い装しようを見るにどうやら警けい官かんらしいが、最も早はやこうなっては公こう僕ぼくだろうと民間人だろうと同じ事だ。


「さて……どうしようか」


　フィリシスとしては、彼かれ等らを逃がすなり魔族を倒たおすなりする事を考えねばならない訳だが──それには自身のモールド〈フォルテシス〉を装そう着ちやくして対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうの用意をせねばならない。


　だが肝かん心じんのモールドはモールド・キャリアの中に積まれたままであり──しかもフィリシス達とモールド・キャリアの間には魔族が居るのだ。


　仕し方かたなく魔族を大きく迂う回かいして、フィリシス達はモールド・キャリアに向かっているのだが……モールド・キャリアに辿たどり着けたとしても問題はそこで終わらない。


　二次セカンダリ・拘束図版レストリクト・パターンの書き込みや、いくつかの手順を省はぶいたとしても、モールド・キャリアの中に乗り込んで、移送用架台キヤリアフレームの安あん全ぜん装そう置ちを外はずし、モールドを装着、戦闘可能状態に移行するには一分余あまりの時間が必要だ。その間に下へ手たに魔族の注意を引いてしまえば、その瞬しゆん間かんにモールド・キャリアそのものが破壊される恐れがあった。


「申し訳ございません。キャリアは早めに母おも屋や側がわに回しておくべきでした」


　フィリシスと共に物もの陰かげをつたってモールド・キャリアへと近付きながらファーゴが言う。


「いや……まあ魔族まで出てくるとは思ってなかったからね。それはしょうがないよ。それよりも、モールドを装着する為ための時間をどうやって稼かせぐかだけど」


「この場では危険性が高すぎます。むしろここでの戦闘は諦あきらめ、キャリアで可能な限りに村民を救きゆう出しゆつし、この場を離り脱だつするのが適てき切せつかと思われますが」


「やっぱりそうなるかな」


　前にあの魔族と戦った時の経けい験けんからして、確実に倒たおしたいのなら戦術、装備、体調、状況の全すべてにおいて万ばん全ぜんを期きすべきだとフィリシスは感じていた。今此こ処こで無理にモールドを装着したとしても、あの魔族を倒せる保ほ証しようはない。


「銃をお貸かしください。私が囮おとりになりますので、その間にキャリアを」


「いや。囮役は私がするよ。キャリアの運転はファーゴの方が遥はるかに巧うまいからね。私じゃこの敷しき地ちの中から出るのも難むずかしいと思う」


　蒸じよう気きトラックを改造したレイオットのモールド・キャリアと異ことなり、フィリシスのモールド・キャリアは貨物部と牽けん引いん部ぶの分かれたトレーラーである。積せき載さい量りようは非常に大きい反面、小回りが利きかない上に、下へ手たな運転をすると貨物部と牽引部の接点で折れ曲がり、身動きがとれなくなってしまう事がある。大おお型がた車しや輛りようという事で、一見非常に大おお雑ざつ把ぱな代しろ物ものに見えるが……要求される運転技術は非常に繊せん細さいなのである。


「……分かりました。どうかお気をつけて」


　ファーゴは即座に首しゆ肯こうした。だらだらと迷まよう事で事態を打だ開かいする唯ゆい一いつの好こう機きを逃にがしてしまう可能性もあるのだと、この執しつ事じは分かっているのだ。


「ん。とりあえず正門の方に回るようにして移動するから。その辺で回収をよろしく」


「御ぎよ意い」


「──さて」


　さして気き負おった様子もなく呟つぶやくと、フィリシスは〈パラドロップ・ファントム〉を片手に走り出した。ファーゴがやはりモールド・キャリアに向けて疾しつ走そうを開始したのを確認すると、彼女は、無む造ぞう作さに引き金を引いた。


　続けざまに迸ほとばしる銃じゆう声せい。


　掌てのひらに食い込む反動を両手の肘ひじで受け流しつつ、左手で銃身の跳はね上がりを押おさえ込こんで火線を制せい御ぎよする。一連射で放はなたれた十発余りの銃弾は、見事に魔族の腹ふく部ぶに集中し──しかしその甲こう羅らに届く直前で空中に停止、次の瞬間には一いつ斉せいに地面へと落らつ下かして散らばった。


　──ほおおおおおおおおおおおっ！


　魔族の吠ほえ声が一ひと際きわ高く響ひびき渡わたる。


　咄とつ嗟さに横へと跳とぶフィリシス。彼女が一瞬前まで占しめていた空間に直ちよつ径けい二メルトル余りの青白い火柱が発生したのは次の瞬間であった。


　炎ほのおはしばしば赤いと表されるが──高温になればなるほど赤は薄うすれ、千度を越こえるような高温ではむしろ青白く光る。もしあの火柱に直ちよく撃げきされていれば彼女は一瞬にして焼き殺されていただろう。


「……狙ねらいにくいな」


　わざわざ頭とう部ぶや胸きよう部でなく、腹ふく部を銃じゆう撃げきしているのは魔族が右手に握にぎっているカペルテータとコーネリアに流れ弾だまが当たらぬようにとの配はい慮りよだが──いくら的まとが大きくても動く目標である以上、その狙そ点てんが限定されれば難なん易い度どが上がる。


　止まることなく芝生しばふの上を転がりながらフィリシスは更さらに銃撃。だがやはり二十発近い銃弾は魔族の表ひよう皮ひに触ふれる事さえなく、そのまま地面に落下した。


　フィリシスは立ち上がり、再び走り出しながら新たな弾だん倉そうを腰こしに吊つっていたポーチから引き抜ぬく。空になった弾倉はそのまま棄すてて新しい弾倉を機関部に差し込み、装塡桿止めボルトストツプを解かい除じよして再さい装そう塡てん。動きながらの弾倉交こう換かんはどうしても手間取るが、立ち止まって悠ゆう長ちように交こう換かんしていれば、次の瞬間には必ひつ殺さつの魔法が彼女を捕ほ捉そくするだろう。今のフィリシスは紙かみ一ひと重えで死に神の顎あごから逃のがれているに過ぎない。


　だが魔族の注意はフィリシスに向いた。


　ファーゴが魔族の傍かたわらを走り抜けてモールド・キャリアに辿たどり着く様さまを視し界かいの隅すみで確認しながら、フィリシスは再び銃撃。


　だが──


　走る彼女の後を追う様にして次々と火柱が上がる。


「ちょっとまずい──かな」


　他ひ人と事ごとの様な調子で呟くフィリシス。




[image: ]


　魔族がフィリシスの動きに慣なれ始めたのだろう。フィリシスの背と火柱の距きよ離りが眼に見えて小さくなってゆく。


　そこへ──別の銃声が割り込んだ。


「──！」


　火柱の連れん撃げきが止まる。別方向からの銃撃を受けて魔族がそちらに注意を割さいたのだろう。


　ファーゴか。それともレイオットか。それとも村人か。


　フィリシスに立ち止まって確認している余よ裕ゆうはないが──





　　　　●　　　●　　　●





　母おも屋やから走り出たレイオットは庭で暴あばれ回る魔族の姿すがたと──そしてその周りを駆かけ巡めぐりながら自動小銃による銃撃を加えているフィリシスの姿を目もく撃げきする事となった。


「相あい変かわらず無む茶ちやな事をする──」


　普ふ段だんの自分はとりあえず棚たな上あげしてフィリシスの行こう為いをそう評ひようし、レイオットは〈ハード・フレア〉を構かまえた。


　暴れ回る魔族に向けて慎しん重ちように照しよう準じゆんを定さだめる。


　マグナム装そう弾だんを用いた特注品とはいえ……所しよ詮せん〈ハード・フレア〉は拳けん銃じゆうである。〈パラドロップ・ファントム〉の様な自動小銃に比くらべれば連射能力も命めい中ちゆう精せい度ども、威い力りよくさえもが大きく劣おとる。フィリシスの銃撃に興こう奮ふんしている魔族の注意を引いてやるには、よく狙ねらって効果的な一撃を送り込んでやる必要があった。


　だが──


「ダニエル・レジエエロオッ!!」


　半なかば以上狂きよう気きを含ふくんだ叫さけびが魔族の背中を叩たたいた。


　一瞬遅おくれて重く長い銃声が響ひびく。〈ハード・フレア〉の様な拳銃のそれではなく、自動小銃のものでもない。それは狩しゆ猟りよう用よう大だい口こう径けいマグナム・ライフルの銃声であった。


「──!?」


　愕がく然ぜんと振ふり返るレイオット。


　彼は母おも屋やからマグナム・ライフルを携たずさえて出てくるマクシミリアーノの姿を見た。


　その見開かれた双そう眸ぼうは血走り、口からは荒あれきった息が漏もれる。レイオットの眼めから見た限りでは、どう見ても正しよう気きの状態ではなかった。


「返せっ──それは私のものだ！　返せッ!!」


　喚わめきながらマクシミリアーノは更さらにライフルを操そう作さして銃撃。


　当然ながら銃弾は魔族に食い込む事無く地面へと跳はねたが──彼は構かまわず前に出る。だが、たかがボルトアクション・ライフル一いつ挺ちようで、自みずから魔族に近付いてゆくなど、自じ殺さつ行こう為い以外の何者でもない。


「馬ば鹿かか──あのおっさん！」


　レイオットは呻うめく様に呟つぶやきつつも──魔族の注意がマクシミリアーノに向いている間に自分のモールド・キャリアへと向かった。このままでは、レイオットもフィリシスも、いずれ銃弾か体力が尽つきて魔族に殺されるだけなのは分かり切った事だからだ。


　だが目指すのは運転席ではない。蒸じよう気き式しきエンジンはガソリンエンジンに比べると本格稼か働どうに時間がかかる。今慌あわてて始動させてもすぐには此こ処こから逃げる事は出来まい。


　モールドを装着するのだ。


　魔族に対たい抗こうするにはやはり魔法を以もつて当たるしかない。


「返せえッ！　おのれ──ダニエル・レジエエロオッ！　殺してやる！　殺してやる！」


　呪のろいの様にそれを繰くり返しながらマクシミリアーノは更さらに魔族に向かってゆく。


　四発の銃弾はすぐに尽つきた。だが新しい銃弾を補ほ給きゆうするでもなく、引き金だけを機械的に引き続けながらマクシミリアーノは喚わめき続ける。恐おそらく弾たまが無くなった事に気付いていないのだろう。


「私の──私のコニーを返せえッ!!」


　遂ついにライフルの弾が無くなっている事に気付いたのか、ライフルを棍こん棒ぼうの様に振ふり回しながらマクシミリアーノが叫さけぶ。


　その時──


「──!?」


　愕がく然ぜんとレイオットはその光こう景けいを見た。


　魔族がその動きを止める。


　同時に魔族の胸を覆おおう黒い甲こう羅らが……ゆっくりと開き始めたのである。


　まるで何かの扉とびらか蓋ふたであるかの様に、肩かたの辺あたりの接点を軸じくとして魔族の甲こう羅らが左右に展開してゆく。露あらわになる内側では生なま々なましく濡ぬれ光る赤い肉が、まるで剝むき出しの内ない臓ぞうの如ごとくびくんびくんと蠢うごめいていた。


　不ふ思し議ぎと嫌けん悪お感かんはわかなかった。あまりにも現げん実じつ離ばなれした光景の為ために、醜しゆう悪あくさが生の感覚と結び付かないのかもしれない。


　ただ……


　──ほお。ほほほおお。ほほ。ほほ。ほおおおおお……


　魔族は右手を胸むな元もとに近づける。


　同時に蠢しゆん動どうする胸部の肉からずるりと何本もの突とつ起きが生はえた。


　いや。単なる突とつ起きではない。それは『手』であった。


　肉そのものの色いろ艶つやをしてはいるが、形状や大きさは人間の手と大差ない。指もきちんと五本揃そろっている。ある意味では異い常じようなほどに普ふ通つうな人間の腕うでだった。


　その腕が──腕だけが肉の表面から唐とう突とつに生えている。


　肘ひじを伸のばし、指を伸ばし、何かを求めるようにざわざわとそよぐ手の群むれは、既すでに別の生物の様に見えた。強しいて言えば海中で触しよく手しゆをざわめかせる磯いそ巾ぎん着ちやくの印いん象しように近い。普ふ通つうの感性であれば嫌悪感さえ覚えただろう。


　しかし。


　手の群れにまるで応じるかの様に……白い腕が伸ばされた。


「あはあ……あはあああ……」


　ゆっくりと開かれた魔族の右みぎ掌てのひらから両手を伸ばしてコーネリアが立ち上がる。


「コ……コニイイイイッ!?」


　マクシミリアーノの叫びは狂くるった娘むすめには届かなかった。


　手の群れはコーネリアを引き上げ、彼女がその身に纏まとっていた服を丁てい寧ねいに剝はぐと、彼女ごとゆっくりと──まるでマクシミリアーノに見せつけるかの様に──肉の中へと沈しずみ始めた。


　魔族の肉がコーネリアの裸ら体たいに触ふれ、然さしたる抵てい抗こうも見せずにそれを受け入れる。じゅるじゅると音をたてながら魔族の肉が自みずから開きコーネリアをその内に取り込んでゆく様は、まさしく獲え物ものを捕とらえて自らの内に引きずり込む海かい棲せい無む脊せき椎つい動どう物ぶつを思わせた。


「あはあ──はあああ──あああああはははは」


　だが足首が、両りよう膝ひざが、太ふと股ももが、腰こしが──次し第だいに自分の肉体が魔族の肉にくわえ込まれ、取り込まれてゆく。だがその異常極きわまりない状じよう況きようにも拘かかわらず、コーネリアはむしろ嬉うれしげに笑った。いや。それどころかその顔には恍こう惚こつとした表情さえ浮うかんでいる。


「コオオオオオネリアアア──おおおおお、コオオオオネリアアアアアっ!!」


　マクシミリアーノが叫ぶ。


　だがやはり娘は反はん応のうしない。父を見ようとさえしない。ただ半開きにした口から涎よだれさえこぼしながら、ずぶずぶと魔族の肉の中に埋うめ込こまれてゆく。


　そして──マクシミリアーノの叫びを断たち切るかの様に魔族の甲こう羅らが閉じた。


「馬ば鹿かな──ばかな……」


　マクシミリアーノが地面に膝ひざをついて呻うめいた。


　脱だつ力りよくしたその手からライフルが落ちて地に転がる。呆ぼう然ぜんとした表情でケルビーニ村の村長は魔族を眺ながめ……次の瞬間、再び表情をくしゃくしゃに歪ゆがめて喚わめき始めた。


「返せッ！　戻せッ!!　汚けがらわしい野の良ら犬いぬめがっ！　コーネリアに触れるなッ！　コーネリアを返せえッ！　返せええッ!!」


　あるいは──もう彼には魔族は見えていないのかもしれない。


　愛まな娘むすめのコーネリアと、そして彼女を自分の元から奪うばわんとするダニエル・レジエーロという青年しか見えていないのかもしれない。事の始まりから現在に至いたるまで──彼にとってこの事件はただそれだけの事だったのではないのか。


　そして──


「撃うて！　撃てえッ！」


　生き残った村人達の叫びが響ひびいた。


　続いて想おもい出したかの様に、散弾銃や猟銃の銃弾が魔族に向かってあちこちから撃ち込まれ始める。フィリシスやマクシミリアーノが銃で応おう戦せんする様さまを見て『銃でも倒たおせる』と思ったのか、それとも単に自じ暴ぼう自じ棄きになっているだけか。何を勘かん違ちがいしたのか、石や煉れん瓦がの破片を投げつけている者さえ居た。


　だが何にせよ──やはりその程度の攻こう撃げきで傷きずを負おう魔族ではない。銃弾は全すべて虚こ空くうへと跳はね飛び、地面に落下し、あるいは破片さえ残さずに一瞬で蒸じよう発はつした。


「いけません！　逃げなさい！」


　モールド・キャリアを動かしながら、ファーゴが叫ぶのが聞こえた。


　確かに銃弾を大量に浴あびせかければ、それなりに魔族の動きを牽けん制せいは出来る。だがそれだけなのだ。魔族本体が傷を負わせられる訳ではない。やはり銃弾が尽つきた瞬間に殺されるだけだ。


「くそっ──」


　レイオットは急いで安全装置を解かい除じよしてゆく。


　ほんの数秒とはいえ、魔族とコーネリアの合体という予想外の展開に作業の手を止めてしまった自分が恨うらめしい。


　だが結果的に……取りこぼした数秒は決定的な遅おくれとなった。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!


　魔族が一ひと際きわ高く吠ほえ上げる。


　同時に周囲で幾いくつもの爆ばく裂れつが発生した。


　土ど砂しやが舞まい、芝生しばふが焦こげ、粉ふん塵じんが空気を濁にごらせる。死体が、人間の一部が、吹ふっ飛んで血の霧きりを撒まき散らし、攪かく拌はんされた空気が轟ごう々ごうと唸うなりを上げながらフェルナンデス邸ていの周囲を巡めぐった。


「──くっ」


　レイオットは開き放しの扉とびらから吹き込んでくる烈れつ風ぷうと粉塵に顔をしかめる。


　まずい。下へ手たに移送用架台キヤリアフレームの装そう着ちやく機構システムに砂じや利りなどが嚙かめば、モールドを装着する事そのものが不可能になる。


　だがレイオットの焦あせりをよそに、風は収まる事無く、更さらに激はげしく渦うずを巻まいた。竜たつ巻まきにも匹ひつ敵てきする強さの乱らん気き流りゆうが魔族の周囲のありとあらゆる物体を押おし、叩たたき、潰つぶしてゆく。逃にげ遅れた村人の一人が、高々と舞い上げられた後、フェルナンデス邸の残った壁かべに叩き付けられて轢れき死し体たいの如ごとく潰れる様子が見えた。


　しかも──


「──なっ!?」


　異い様ような浮ふ遊ゆう感かんにレイオットは愕がく然ぜんと窓から身を乗り出す。


　モールド・キャリアの片かた輪りんが浮いているのだ。圧あつ倒とう的てきな力でその横腹に吹き付けてくる烈れつ風ぷうの圧力で、斜ななめに傾かたむいている。


　そして次の瞬しゆん間かん。


　轟ごう──!!


　更さらに爆ばく発はつ的てきに勢いを増ました烈風は周囲の物体を根こそぎなぎ倒たおす。フェルナンデス邸が瓦が解かいし、樹木がへし折れ、レイオットのモールド・キャリアは横おう転てんした。しかも一度ではない。二度三度と巨きよ大だいな見えない手で転がされる様に、モールド・キャリアが回転する。


「──!!」


　さすがのレイオットとてこれには為なす術すべもない。


　天地が瞬間的に入れ替かわり、固定されていなかった装そう備び品ひんが降ふり注そそぐ。この状じよう況きようでは彼自身とてもその身を固定できる筈はずがなく、まるで洗せん濯たく機きの中の布ぬのの様に攪かく拌はんされ、翻ほん弄ろうされ──そうして遂ついに移送用架台キヤリアフレームにレイオットは後頭部を打ち付けてしまった。


「くっ──」


　急速に闇やみへと閉ざされてゆく意い識しき。


　閉へい塞そくしてゆく視し界かいの中で──巨大な魔族は勝ち誇ほこるかの如く、天に向かって吠ほえていた。





　　　　●　　　●　　　●





　ケルビーニの村が燃もえていた。


　魔族が放はなった炎ほのおによって焼かれた家か屋おくもあるが──荒あれ狂くるう火か災さいの何割かは魔族が直接手を下くだして引き起こしたものではない。恐きよう慌こう状じよう態たいを起こして逃にげ惑まどう村人達が、火の始末にしくじって出した火災だった。


　村を蹂じゆう躙りんする炎は収まる気配もなく、ゆっくりとではあるがむしろ勢いを増してその領りよう域いきを広げつつある。熱によって轟々と唸うなる大気が火の粉こを運び、隣となりの家へ、更さらにその隣の家へと被ひ害がいを広げていた。こうなれば一いつ軒けんや二軒の火を消し止めたところで、村を覆おおわんとする火災そのものを止める事は出来ない。


　村が本来の状態ならば──社会共同体としての機能が正常に働いていれば、ここまで状況が悪あつ化かする事はない。何ど処この村でも火災は人命や財産に甚じん大だいな被ひ害がいを与あたえる深しん刻こくな問題であり、その対たい策さくに手を抜ぬく事はまずあり得ない。一いつ旦たん発生したとなれば村民全すべてがそれまでしていた仕事の手を止めて消火活動に当たるのが常つねだ。最悪でも数軒に延えん焼しようした程度で消し止められていただろう。


　だが──村は既すでに普ふ通つうの状態ではなかった。


　言うまでもなくその原因は魔族だ。


　村人達は村を闊かつ歩ぽする魔族から逃げる事に精せい一いつ杯ぱいで、消火活動に時間と手間を割さく余よ裕ゆうなど無かった。更さらに悪い事に、乾かん燥そうした冬の空気のせいで木もく造ぞう家か屋おくはひどく燃もえ易やすくなっていた。当初、村の数か所で散発的に発生した火災は瞬またたく間に広がり、互たがいに繫つながって、村の半分を覆おおい尽つくす程の火災へと発展していった。


　死し傷しよう者しやが一体どれだけ出たのか──把は握あくしている者は居ないだろう。だがそれが十人や二十人といった数でない事だけは確かだった。


　だが──


「…………」


　カペルテータは魔族の掌てのひらの上で静かに燃える村を見つめている。


　今まで炎ほのおというものをランプの中の小さなそれしか観みた事が無いカペルテータには、それはひどく美しい光景に見えた。


　彼女にとって世界とはひどく遠いものだった。


　屋や敷しきの中において得えられる限られた経験を除のぞけば、彼女にとっての世界とは、ただ祖そ母ぼが与あたえた本の中の知識のみによって構成されている虚きよ像ぞうに過ぎない。そこに実感はなかった。遥はるかな彼方かなたの──決して触ふれ得えない蜃しん気き楼ろうにも等ひとしい。


　故ゆえに炎が荒あれ狂くるう様子に伴ともなう幾いくつもの事実──即すなわち、その中で多くの者が家か財ざいを焼失させられ、家族や知ち己きを喪うしない、自みずからも火傷やけどを負い、あるいは死んでゆくという無数の事実を、カペルテータは認にん識しきしていなかった。いや──知識としては知っているのだが、実感が伴わない。それが哀かなしい出来事なのだと感じる事が出来ないのだった。


　……彼女は知っている。


　生命は誰だれに頼たのまれるでもなく、ただ生せい殖しよく行こう為いの結果として生じるのだ。


　皆みなに望まれて生まれくる生命が在ある一方で、周囲が望もうが望むまいが関係なく発生する生命もある。生命は別に尊とうといものではない。その発生に理由などない。その存在に意味などない。故に価値さえもがない。生きて在ある事に明確な理由が必要ないのであれば、死んでなくなる事にもさしたる理由は必要ない。


　嬉うれしくもない。悲しくもない。村を覆おおい尽つくさんとする火事は、カペルテータにとってただの現象でしかなかった。


　ただ──


「──父とう様さま」


　呟つぶやいてカペルテータは魔族の巨きよ体たいを振ふり返る。


　恐おそらくそれを眼めにした者の多くは恐きよう怖ふに身を強こわ張ばらせるに違ちがいない。


　身長八メルトル──その巨体は日常的な尺しやく度どの限界とも言える。


　これが身長五十メルトルや百メルトルの巨人であったならば、むしろそれは非日常の存在として観みる者の感覚とその実じつ存ぞんに断だん絶ぜつを生じる。比ひ較かく対たい照しようしにくい為ために、その巨きよ大だいさと異い常じよう性せいの実感がわきにくいし、自分の存在との繫つながりが希き薄はくとなる。言ってみれば蟻ありが象ぞうを観る感覚である。象は少なくとも蟻に悪意や敵てき意いを向けたりはしない。たまたま踏ふみつぶされることはあっても、それは殺さつ傷しよう行こう為いではなく事じ故こに分ぶん類るいされる現象だ。


　だが八メルトルとなるとそれは人間の日常生活において比較対照可能な物体となる。自分の日常の中に混こん入にゆうしてきた異物としての認識が働くのだ。


　具ぐ体たい的てきに言うのならば──『こちらを認識して悪意を向けてきそうな実感のある大きさ』という事である。


　ゆっくりとその紅あかく巨大な四つの眼めが動いて、カペルテータを見つめた。


　拳こぶしほどもある眼がん球きゆうの中で、照しよう準じゆんを定めるかの様に瞳どう孔こうが収しゆう縮しゆくする。その巨大さ故ゆえに……そこから発せられる視し線せんは一種の圧力さえ伴ともなっていた。普ふ通つうの人間ならば恐きよう怖ふで腰こしを抜ぬかしてもおかしくはない。


　しかしカペルテータはごく自然にその巨大な魔族の眼を見返していた。


　彼女に恐怖の感情はない。正確にはそれを感じた事がない。


「──母かあ様さま」


　呟つぶやいてみる。


　母が魔族の胸に組み込まれてしまう様は彼女も観ていた。あの後コーネリアがどうなったのかはカペルテータには分からない。死んでしまったのかもしれない。だが生きているかもしれない。しかしやはりその事について然さしたる感かん慨がいは覚えなかった。


　しかし……


「どうしてこんな事をするの」


　別にそれは非ひ難なんの言葉ではなかった。


　ただ単に不ふ思し議ぎだったのだ。


　魔族は何でも出来る。何ど処こにでも行ける。それだけの力がある。何かに束そく縛ばくされる事もなく好きな事が出来る。法律も道理も常識も──物理法則すらもその存在を拘こう束そくしきる事は出来ない。


　カペルテータから観れば魔族はこの上なく自由な存在だった。


　そしてその自由の中から魔族が選んだ結果が……この風景であった。


　破は壊かいと殺さつ戮りく。


　その事を忌いむ様な感覚はカペルテータにはない。だが、それを実行する理由が見つからない。これが魔族にとっては──父や母にとっては、わざわざ時間と手て間まをかけて殊こと更さらに実行せねばならない様な事なのだろうか。それが分からない。そう思う感覚がどうしても理解出来ない。


　欲ほつすることを為なすがままに出来る自由。それを与あたえられた上で魔族が選んだのが、この村を滅ほろぼす事であったとして──これを望んだ意味は何なのか。無意味と意味を隔へだてる意志──自由という虚きよ無むのただ中にあってそこに定てい点てんを決めるものは何なのか。


　それをカペルテータは知りたかった。


「父様は何を望んでいるの」


　少女の紅あかい瞳ひとみが魔族の顔を見み据すえる。


「母様は何を望んでいるの」


　ひどくひたむきな視線が異い形ぎようの仮か面めんに注そそがれる。


「私は──何を望めばいいの」


　──不意に。


　魔族が悠ゆう然ぜんと掌てのひらを動かしてカペルテータを己おのれの顔に寄せる。


　カペルテータのそれを数倍に拡かく大だいしたかの様な紅あかい眼めが彼女を捉とらえた。


　そして──


「…………とお……さま……」


　それはまず衝しよう撃げきだった。


　次にゆっくりとそれは彼女の中に浸しん透とうしていった。


　何かに例たとえろと言われれば……それは共きよう鳴めいという言葉が最も適当であったろう。


　会話ではない。言葉ですらない。そのような器うつわも枠わくもそこにはない。ただ原初的な意味を込こめた波は動どうの様なものがゆっくりと送られてくる。カペルテータは額ひたいの──そして身体からだの数か所に存在する紅こう玉ぎよくを介かいしてそれを受け取った。


　言葉という形がない故ゆえにこそ、そこには何の誤ご魔ま化かしもなく、ひどく真しん摯しで率そつ直ちよくな何かが流れ込んでくる。とても単純な──しかしとても膨ぼう大だいな何か。染せん料りようが布ぬのに染しみ込むかの様に魔族の意識の断片がカペルテータの中に浸透してゆく。


　筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい感覚だ。


　魔力を──魔法の波動の様なものを受け取るのは初めてではない。今までの魔法の反はん応のうを感じる事は何度もあった。だがそれはひどく曖あい昧まいで詳しよう細さいのはっきりしないものでしかなかった。遠い風景を見ている様なものだ。距きよ離りや方向は分かるがその詳細デイテイールは分からない。そもそもその詳細に意味があるのかどうかさえ分からない。そういうものだった。


　しかし──今は違ちがう。


　そこには明らかな意味が在あった。強弱、方向、間かん隔かく──波動の様さま々ざまな要素が何かを形成している。そこに魔族の意識が織おり込こまれているのが分かる。魔族がそれによって何かを懸けん命めいに伝えようとしているのが分かる。


「……とお……さま……」


　くらくらと視し界かいが揺ゆれる。流れ込んでくる大量の情報が彼女の中で渦うずを巻いている。殆ほとんどを机き上じようの知識だけで構成されていた世界に、それは生なま々なましい実感を持ち込んできた。


　色の無かった世界に無数の色しき彩さいが溢あふれてゆく。


　その感覚にカペルテータは、酔よった。





　　　　●　　　●　　　●





　……雪が降っている。


　眼めを開いて最初に気付いたのはその事だった。


　思えば降りそうな気け配はいはずっとあったが──しかし今年になって雪を観みるのはこれが初めてである。その事がひどく意外な様な気がした。


　吹ふ雪ぶくと言うほどの激はげしさではなく。


　しかし単にちらつくという程の慎つつましさでもなく。


　視界を搔かき乱す白い点の群れをぼんやりと見上げながら、レイオットはただ漠ばく然ぜんたる絶望感を抱いだいていた。


　世界は人を愛してなどいない。憎にくんでさえいない。ただそこに在るのは結果としての現象ばかりだ。所しよ詮せん──全すべては観測者である人の思おも惑わくとその行こう為いによってそのあり方を決定される。恋こい人びとと見上げつつ美しいと思えば、それは美しい光景となるだろう。孤こ独どくの寂せき寥りようを抱きつつ見上げるのなら、それは容よう赦しやなく絶望感を煽あおり立てる非情な演えん出しゆつとなる。


　人の捉とらえ方次第で世界はその様よう相そうを変える。


　しかし──


「──気が付いた？」


　そう声を掛かけられて初めて、レイオットは自分が地面の上に敷しかれたシートの上に寝ねかされていたのだと認識した。身を起こすと、掛かけられていた毛布が身体からだから滑すべり落ちる。


「随ずい分ぶんよく寝てたね」


　声に振ふり返ると──すぐ側そばで焚たき火びに右手を翳かざしながらフィリシスが苦笑していた。


　その左手が胸元に吊つられているのを観てレイオットは顔をしかめた。あり合わせの材料で造つくったのだろう──添そえ木ぎの代わりらしい鉄パイプと、毛布か何かを裂さいて造った三さん角かく巾きんがやけに痛々しい。


「フィリシス──その腕うで」


「いや。面めん目ぼくない」


　あまり気にした様子もなく苦笑するフィリシス。


「まあ単純骨こつ折せつだからすぐに付くと思うけど」


「あの爆ばく発はつか……痛いたっ」


　立ち上がったレイオットは頭ず蓋がいに覆おおい被かぶさる痛みに表情を歪ゆがめた。手を伸のばし触さわってみると後こう頭とう部ぶの一部が膨ふくれている。


　痛い事は痛いが、これはむしろ安心材料ではあった。瘤こぶの出来ない打だ撲ぼくの方がむしろ恐おそろしいのだ。頭蓋を浸しん透とうした衝しよう撃げきが脳のう組そ織しきを直接傷きずつけている可能性がある。


　もっともレイオットとしてはそれが単なる表皮付近の内出血であろうと、脳内出血であろうと、あまり大差はない。運が悪ければ死ぬだけだ。


　いや──良ければ、か。それで自分は全すべてから解かい放ほうされる。


「……俺おれはどれくらい気を失っていた？」


　そう聞きながらも自分で時計を確認する。


　時刻はもう夕方の六時だ。モールド・キャリアが吹ふっ飛ばされる様な衝撃の中で時計が確かく実じつに作さ動どうしているかどうかには疑ぎ問もんが残ったが──元々軍用の、頑がん丈じようさだけが取とり柄えのデイメックス社製腕うで時ど計けいは、問題なく動いている様だった。空の具ぐ合あいからしても時計が大おお幅はばに狂くるっていたという訳ではあるまい。


「大体十二時間ほどじゃないかな」


　フィリシスの答えもそれを裏うら付づける。


「私も気が付いたのは一時間程前なんだけど。でも寝てる間にかなり大変な事になってるみたいだよ」


　周囲は惨さん憺たんたる有あり様さまだった。


　まず眼に付くのは半はん壊かいしたフェルナンデス邸ていだろう。魔族に基き部ぶの一部を抉えぐり取られていた古いこの建物は、あの衝撃で真ん中から地下へと向かって大きく陥かん没ぼつしていた。とてもではないが修理できる状態ではあるまい。建たて直した方が早いだろう。


　その周囲には焼けこげた樹木や、抉えぐられた地面、崩くずれた塀へい、そして原型を留とどめぬまでに破は壊かいされた村人達の死体が散さん乱らんしている。死し傷しよう者しやの人数を特定するのは相当な労力が必要だろう。尋じん常じような神経の者が観みれば吐はき気を催もよおす様な状態であるが、フィリシスもレイオットも、今いま更さらそれで嘔おう吐とするほど繊せん細さいな神経はしていない。


　ただ何よりも異い様ようなのは──夕ゆう暮ぐれ時どきの空の朱あかさだ。


　それが単なる夕焼けの色でないとはレイオットもすぐに気付いた。


「……火か災さいか」


「村の半分くらいが焼き払はらわれたよ。まあ全部が全部魔族の仕し業わざではなくて、火の不ふ始し末まつから出た火災も多いみたいだけどね。恐おそらくもうこの村は駄だ目めだろうね。残念だけどレイに依い頼らい料りようを払うだけの余よ力りよくはないよ」


　平然とそう言うフィリシス。


　この期ごに及およんで俗ぞくな金銭の話が出来るのは、彼女がこの状じよう況きようを日常の延長として捉とらえているという証しよう拠こだ。ある意味でレイオットよりも自分の人生に倦うんでいるこの女戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは、滅めつ多たに動どう揺ようというものを示さない。だからこそレイオットの相あい棒ぼうでいられた訳だが。


「魔族はどうなった？」


「さすがに魔族も疲つかれたのか、今は村はずれの広場でじっとしてる。ちょっと前まで目に付いた建物叩たたき壊こわしたり、逃にげてる連中を気き紛まぐれに攻こう撃げきしたりはしてたけど」


　そもそも首だけになっても自みずからを復ふく元げんし得うる生物が、疲ひ労ろうというものを感じるのかどうかという疑問はある。だがもし魔族の体力というものにもある種の限界があるのであれば、そこにつけ込む隙すきは出てくるかもしれなかった。


「……カペルテータは？」


「……おや。気になるんだ？」


　面おも白しろい玩具おもちやを見つけた様な表情でフィリシスが言う。


「誰だれがどうなろうと関係ない──それが口くち癖ぐせのスタインバーグ先生らしくありませんな」


「……それもそうなんだがな」


　呟つぶやいてレイオットは立ち上がった。


「モールドは──」


　言って振ふり返り──レイオットは絶ぜつ句くした。


　レイオットのモールド・キャリアは天地逆さかさまの状態でフェルナンデス邸の中庭に転ころがっていた。フィリシスのモールド・キャリアも横転して腹ふく部ぶをレイオット達に向けて晒さらしている。これでは中に入ってモールドを装そう着ちやくするのは無理かと思われた。


　しかし──


「非常用のバッテリーは生きてたからね。ファーゴが内ない蔵ぞうクレーン使って何とか移送用架台キヤリアフレームは引っ張り出してるよ。私のもレイのもね。あの家政婦メイドサーバント──エレンだっけ？──あの人も手伝ってくれたし。今は雪とか煤すすが付かないようにシート被かぶせてあるけど」


「使える事は使える訳か」


「モールドはね」


　意味ありげな言い方に顔をしかめてレイオットはフィリシスを振ふり返った。


「モールドの方はまだ移送用架台キヤリアフレームに固定されてたから問題なかったんだけどね。私のは無ぶ事じだったけど、レイのスタッフは多分──設備のある工房で修理しないと使えないと思う」


「…………」


　それはつまり、スタッフによる機械的補ほ助じよ──無音詠唱ダムキヤストや魔法の増ぞう幅ふく、収しゆう束そくが出来なくなった事を意味する。事実上スタッフはなくても魔法は使えるが、戦せん闘とう力りよくとしては半はん減げんしたも同然だ。


「呪文書式板スペル・タグもかなり傷いたんでる。骨折応急治療用の書式板も載のせてたんだけどね」


　ちなみに──魔法は口こう頭とうによる呪じゆ文もん詠えい唱しようでも発動させる事は出来るが、骨折を口頭詠唱リアルキヤストによる魔法で治なおすのは非常に危険性が高い。


　医い療りよう系けいの魔法は元々繊せん細さいで精せい密みつな作業が要求される魔法だ。本来は医学知識を持った専門の魔法士ソーサリストが、専門に設計されたモールドやスタッフを用いて実行するものである。素人しろうとが迂う闊かつな使い方をすると深刻な後こう遺い症しようが出る可能性が高い。


　その職業上の必要性から、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達は大たい抵ていの者が応おう急きゆう処しよ置ち用ようの呪文書式板を所しよ有ゆうしてはいるが、万一の事を考えてあまり使いたがらない。せいぜいが自し然ぜん治ち癒ゆの加速──止血や傷きず口ぐちの癒ゆ着ちやくに使う程度だ。


「……村の連中はどうしてる？」


「村の細かい状じよう況きようはファーゴの方が詳くわしいよ。さっきまで偵てい察さつに出てたから」


　言ってフィリシスが顎あごをしゃくる。


　丁ちよう度ど、母おも屋やの残ざん骸がいの辺あたりからファーゴが数本の木材を抱かかえて戻もどってくる姿すがたが見えた。恐おそらく木材は薪まきにでもしようというのだろう。彼はレイオット達の側そばにまで歩いてくると、その神経質そうな顔に微かすかな笑えみを浮うかべた。


「お気づきになられましたか」


「世話になった礼は後で言うとして──状況を詳くわしく聞かせてくれ。生き残った村の連中はどうしてる？」


「村人は分かっているだけで死者およそ三百人。怪け我が人にんはほぼ同数。建物の損そん害がいは半はん壊かい、全壊、焼失全すべて含ふくめて約百二十棟とう。一時間ほど前の数字ですので更さらに増加している可能性はあります。残った村人はまだ無事な建物に避ひ難なんしている様ですが──根本的な解かい決けつ策さくは出ていない様です」


　そう言ってファーゴは木材を降ろした。


「さっさと村から逃にげればいいと思うんだが」


「足がないんでしょ。車の類たぐいも随ずい分ぶんと壊こわされたみたいだし、この気温と雪じゃ、トリスタンに辿たどり着く前にのたれ死にすると思うよ。救きゆう援えん呼ぼうにも──此こ処こからトリスタンに届かせようと思ったらそれなりの無線設備がないと無理だろうね」


　フィリシスが平然と言う。


「無線がありそうなところは？」


「村の役場だろうけど──とっくに焼けてるよ」


「……過酷ハードだな」


　レイオットは溜め息をついた。


「で──レイとしてはこれからどうする積もり？」


「どうすると言われてもな」


　恐らくもうフェルナンデスは依い頼らい料りようを払はらう気などあるまいし、あってもフィリシスの言う通り払える状態ではあるまい。またこの村に長居すれば、勝手に盛もり上がった村人達が再び責任者を求めて押おし寄せてくる可能性もあった。


「魔法を使えばキャリアを建たて直す事は出来ると思うけど」


　そうしてこの村を離はなれ、軍と魔法管かん理り局きよくに一いつ報ぽうを入れれば、後は役人達が処しよ理りしてくれる。最も早はや、内ない密みつに魔族を処分するなどと言っている場合ではない。


　魔族の存在を知れば管理局は即そく座ざに他ほかの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを投とう入にゆうしてくるだろうし、場合によっては軍が救出部隊を派は遣けん、村人の生き残りを回収した後、爆ばく撃げき機きを発進させる筈はずだ。


　その結果、村は魔族もろとも燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんで吹ふき飛ばされるだろう。救出部隊が回収しきれなかった村人も巻き込まれるかもしれないが、さすがにそこまではレイオットの知った事ではなかった。この期ごに及およんでまで、面めん識しきもない他人の家財や生命について気に病やむ程、レイオットは博はく愛あい主しゆ義ぎ者しやではない。


　ましてレイオットのスタッフは無く、呪文書式板スペル・タグも数枚が使用不可、フィリシスは左ひだり腕うでを骨折していてまともに戦たたかえる状態ではない。銃じゆうは残っていても魔法が使えなければ魔族を倒たおす事は不可能だ。


　戦術魔法士としてのレイオット達に出来る事はもうほとんど無い。


「さて──どうするか」


　嘆たん息そくしてレイオットは空を見上げる。


　地を這はうものの苦く難なんなど我われ関かんせず──と言わんばかりに、暗さを増ました空は黙もく々もくと粉雪を地上に撒まき続けていた。
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　どうやら少々酒の選せん択たくを誤あやまったらしい。


　すっかり泥でい酔すい状じよう態たいに陥おちいっているネリンを眺ながめながらフィリシスは苦笑した。もう少し保もつかとも思ったが……この労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくの新しん米まい監督官は、既すでに自分が何を喋しやべって何を聞いているのかも自覚できていないだろう。酔よいが醒さめたら綺き麗れいさっぱり今までの話を忘れている可能性もあった。


「まあでも──その方がいいかもね」


　当然ながら──あのケルビーニ村における事件についてフィリシスはまだ語り終わった訳ではない。むしろレイオットとカペルテータの関係を説明するという意味では、これから語られる部分にこそ、その要よう点てんが在ある。


　だが──ここで止めておくのがネリンにとっては幸しあわせな事かもしれない。決して聞いて楽しい話ではないからだ。むしろ知ってしまえば、これまでと同じ態度でレイオットやカペルテータに接する事が出来なくなるかもしれない。


　それはフィリシスにとっても本意ではなかった。


「酷ひどいですよぉ……それはいかんと思うですよぉ……」


　ろれつの回らない舌したでそう言い……テーブルの上に突つっ伏ぷしながらネリンが言った。


「もう本当にぃ……世せ話わの焼けるぅ……人なんですよぉ……」


「はいはい。面おも白しろい人だね──貴女あなたも」


　むしろ労いたわるかの様な口く調ちようでフィリシスは言い──静かに微び笑しようを浮うかべた。


　ネリン・シモンズ。


　本当に面白い娘むすめである。あのレイオットが迷めい惑わくそうにしながらも付き合いを続けているというのも頷うなずける。いかにもレイオットが『苦手』そうな類たぐいの娘だ。本人達がそうと気付いているかどうかは疑問だが……このネリンという娘の生き真ま面じ目めな言げん動どうは、さぞかしレイオットをあちこちへと振ふり回している事だろう。


　それでいい。彼にとってはその方がいいのだ。


「……羨うらやましいくらい」


　そう呟つぶやきながらフィリシスはグラスの中に残った酒を飲み干ほす。


　彼女もネリンと同じだけは飲んでいる筈はずなのだが……外見的にはほんのりと頰ほおに赤みがさしている程度の変化しか見受けられなかった。


　フィリシスは酒に酔よえない。本気で酔う事ができない。


　酔いたいと思ってはいるのだが、いつも何ど処こかで心が醒さめている。どれだけ飲んでも冷れい静せいに自分を見み据すえているもう一人の自分が居てしらけてしまう。


　酒に限らず、彼女は如い何かなる状態でもほぼ完全に自じ己こ制せい御ぎよが出来る。少なくともフィリシスは自分を見失うという事がない。常に自分の状態と力量を把は握あくした上で、最適な行動を採とる事が出来る。自分の限界というものを知っている。そんな自分の能力が一いつ般ぱん人じんと比くらべると非常に高いものであるという事も自覚していた。


　だが──考えてみればこれほどつまらない特質もあるまい。


　それなりに何ど処こにでも行ける。それなりに何でも手に入る。それなりに何でも出来る。


　嗚あ呼あ──なんとつまらない人生か！


　自分が振り回される程の感情や執しゆう着ちやくがある方が、どれだけ人生に潤うるおいがあるだろう。出来そうでいて出来ない事があるのは、どれだけ人生に活力と希望をもたらすだろう。


　彼女は恵めぐまれた人間だ。


　そして恵まれすぎている事が実は不幸なのだという事を知っている数少ない人間だった。


　だからこそ彼女はそれを揺ゆさぶりたがる。


　自分の人生を一いつ瞬しゆんで破は壊かいし尽つくす様な力を持った魔ま族ぞくと戦うのを好む。自分の全能力を費ついやして戦う事に興こう奮ふんする。一瞬の油断、僅わずかの怠たい慢まんが全すべてを無に帰するかもしれない様な極きよく限げん状じよう況きようというものに魅みせられてしまう。


　それが一種の破は滅めつ的てきな願望である事は自覚している。


　だがそうでもしないと彼女は生きているという事に退たい屈くつしてしまうのだ。


　そういう意味で──フィリシスの眼めからはネリンという娘がとても魅み力りよく的に見えた。


　欠点もあるだろう。力至らぬ事も多かろう。ネリン自身の眼から見れば己おのれに足りない部分は無数にあるかもしれない。人生は不平不満だらけかもしれない。


　だが彼女は生きる事に非常に前向きである様に見える。一生懸けん命めいに努力して前に進もうとする自分を疑っていない。人生に希望というものを持っている。生きていると言うことを愛いとおしみ楽しむ事に疑問を持っていない。


　ネリンは今生きて此こ処こに在ある自分に疑いを持っていない。


　それは──フィリシスにとって得え難がたい感覚なのだ。


　そしてだからこそレイオットにはネリンの様な人間が側そばに居てやる必要があるのだ。


　人生にはまだまだ愛すべき部分がたくさん残っているものだという事を、身を以もつて示してやれる人間が近くに居てやらねばならない。自分の様な──本当の意味で人生に倦うんでいる様な人間よりも。


「ま──よろしくしてやって」


　苦笑しながらフィリシスはそう言い──扉とびらの外に控ひかえていた家政婦メイドサーバントに毛もう布ふを持ってくる様に命じた。
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　魔族は広場の真ん中に悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。


　動きらしい動きも示さずに立ち尽つくすその姿すがたには、異い教きようの神しん像ぞうの如ごとく禍まが々まがしさと神こう々ごうしさが同居している様に見えた。


　一見すれば死んでいる様にさえ見えたかもしれない。巨きよ体たいが醸かもし出す迫はく力りよくは変わらないが……凶きよう暴ぼうや猛もう虐ぎやくという言葉をしばしば冠かんして語られる魔族とは思えない程、その姿には何ど処こか孤こ独どくな印いん象しようが漂ただよっているのだ。まるで人ひと里ざと離はなれた山やま奥おくに、墓ぼ標ひようもなく知る者さえなく、ただ打ち捨てられた亡なき骸がらの如ごとくに。


　だが無論──魔族は死んでいない。


　今はただその破は壊かい活動を休止しているだけの事だ。その証しよう拠こに身体からだの何ど処こからか発せられるか細い『歌』は途と切ぎれる事無く広場に鳴り響ひびき、天から舞まい降りる粉こな雪ゆきはその身体の上に積もる事なく蒸じよう発はつしていった。たとえ眠ねむっていてさえ中上級の魔族はその魔力圏ドメインを途と切ぎれさせる事はない。魔族の許可無くしてその身体からだに触ふれる事は何者にも出来ないのだ。


　無論──この怪かい物ぶつに好んで近付こうなどと思う者はまず居まいが。


　しかし──


「おあああ……ああああ……」


　ふらりと人ひと影かげが広場に現れた。


　その人物は殆ほとんど意味を成なさぬ声を吐はきながら夢む遊ゆう病びよう者しやの様な足取りで魔族に向かって歩き始める。髪かみは乱みだれ、衣い装しようは泥どろや煤すすで汚よごれ、かつてその顔を覆おおっていた微び笑しようは既すでに跡あと形かたもないが──それはケルビーニ村の村長マクシミリアーノ・フェルナンデスであった。


　歩く度たびに異い臭しゆうが身体から漂ただようのは失しつ禁きんしたまま着き替がえていないからだろう。事情を知らぬ者が見れば浮ふ浪ろう者しやと思ったかもしれない。


「コーネリア……コーネリアアアアア……！」


　恐おそらくもう正常な判断が出来る状態ではないのだろう。


　マクシミリアーノは娘むすめの名を呼びながら魔族に近付いてゆく。その行動に明確な意志や理知は全く感じられなかった。常じよう夜や灯とうに引き寄せられる蛾がと同じく、ただ機械的に動いているだけだ。


　彼は最も早はや、ケルビーニの村に君くん臨りんしていた村長ではない。娘を奪うばわれて狼ろう狽ばいするだけの哀あわれな父親に過ぎなかった。


「──旦だん那な様さまっ！」


　必死の叫さけびがマクシミリアーノに追いすがる。


　しかし彼は振ふり返らなかった。呼ばれた事にさえ気付いていないのかもしれない。あるいは誰だれの声か分からなかったのかもしれない。ぼそぼそと言い訳を口にする様は見慣れていたろうが、大声で叫ぶなどという姿は、マクシミリアーノでさえも馴な染じみがなかったに違ちがいない。


　エレンである。


　彼女は必死に──今にも転てん倒とうしそうな様子でマクシミリアーノを追う。


「旦那様、旦那様──いけません、お気を確かに──！」


　だがマクシミリアーノは振り向かない。血走った彼の眼めは、ただ魔族の胸元を──コーネリアが融ゆう合ごう同どう化かしたその胸だけを見ていた。


「旦那様──旦那様──」


　必死に叫んで追いすがるエレン。


　だがやはりマクシミリアーノは振り返らない。


　そして──


「旦那様……お……お父とう様さまっ!!」


　ふと……マクシミリアーノの歩みが止まる。


　何か不ふ思し議ぎなものでも耳にしたかの様な表情で彼は背はい後ごを振り返った。


「ああ……お父様……！」


　彼に駆かけ寄りながらエレンは酩めい酊ていするかの様な幸福感を覚えていた。


　自分の呼びかけが届いた。


　それも──父と呼んだ事でマクシミリアーノが振り返ってくれた。


　それはつまり自分の存在がコーネリアに優まさったという事だ。とうとう父はコーネリアよりも自分を選んでくれたのだ。自分はコーネリアに勝ったのだ。


　エレンはマクシミリアーノの身体に抱だきつくと懸けん命めいに懇こん願がんした。今の自分ならば父を説得できると思った。コーネリアを諦あきらめさせられると思ったのだ。


「お父様──御お願ねがいです。危険ですからどうか──」


「誰だれが許ゆるした？」


　返ってきたのはぞっとする程に冷たい声だった。


「……え？」


　呆ぼう然ぜんと顔を上げるエレン。


　彼女は自分を見下ろすマクシミリアーノの顔がゆっくりと狂きよう気きの相そうへと歪ゆがんでゆくのを見た。冷たくも熱い──近付く者を見みさ境かい無なく焼き滅ほろぼす狂気の炎ほのおがその眼の中で渦うずを巻まいているのを見てしまった。


「誰が『お父様』だ──下げ女じよ風ふ情ぜいが」


　マクシミリアーノはエレンの髪かみを摑つかんで無む理り矢や理り自分から引きはがした。


「あうっ──お父さ──」


「黙だまれえっ！」


　短い悲鳴を発するエレンを突つき飛ばしてマクシミリアーノは叫んだ。


「私をそう呼んで良いのはコーネリアだけなのだ！　私の娘はコーネリアだ！　コーネリアだけなのだっ！　貴き様さまなどが『父』などと──身みの程ほどを知れっ！　貴様は、貴様はコーネリアでもない癖くせに、私を父と──うるあああっ!!」


　地面に転ころがったエレンの顔をマクシミリアーノは容よう赦しやなく蹴けった。


　短い悲ひ鳴めいを上げてエレンが地を転がる。だがマクシミリアーノは彼女を追って更さらにその背中を蹴った。容よう赦しやなどない。渾こん身しんの力で彼は自みずからの血を分けた娘を蹴っていた。


「うっ──げっ……げえっ──」


　腹はらを蹴られてエレンは胃の中のものをうっすらと積もった雪の上に吐はき出した。もっとも今日一日ろくにものを食べていなかったので、出てきた吐と瀉しや物ぶつは血混じりの胃液ばかりであったが。


「コーネリアではない癖くせに！　コーネリアではない癖にいっ！　貴様は何者かっ!?　貴様は──そうか、貴様──貴様もあの野の良ら犬いぬとぐるか。私からコニーを奪うばおうというのだな。私のコニー。おお、私のコーネリア！　コニーは誰のものでもない。私のものだ。私の娘なのだ。略りやく奪だつ者しやは死の裁さばきを受けねばならんのだ!!」


　激げつ昂こうしながらマクシミリアーノはさらにエレンを打ちよう擲ちやくする。


　もう呻うめく事しか出来ない娘を相手に、マクシミリアーノは憎ぞう悪おの形ぎよう相そうで喚わめき散らした。


「貴様も。あの野良犬も。あの魔法使いも。あの〈出で来き損そこない〉も。みんな消してやる。消えればコニーは戻もどってくる。全部元通りだ。あの日のままだ。これで私は──」


「…………あははは」


　──不意に。


　陰いん惨さんな暴ぼう行こうの現場に場ば違ちがいな程涼すずやかな笑い声が響ひびいた。


　可お笑かしくて可笑しくてたまらない、堪たえきれなくなった……そんな笑い主ぬしの様子を容易たやすく想像させる声である。それは何ど処こまでも無む垢くであけすけな笑い声だった。


「……！」


　マクシミリアーノの動きが止まる。エレンでさえ苦く鳴めいを上げる事を一いつ瞬しゆん忘れた。


　彼等はその笑い声に聞き覚えがあったからだ。最後にそれを聴きいたのは十年以上も前の事ではあったが、聞き違える筈はずも無かった。それはマクシミリアーノが全すべてを費ついやして愛し、エレンが密ひそやかに憎にくみ続けた笑い声であったから。


「コニー……!!」


　マクシミリアーノが喜き色しよくに満ちた顔で振ふり返る。


　いつの間にか魔族の胸の甲こう羅らが開かれていた。


　そしてそこに──露あらわになったその内側の赤い肉には、女の上半身が生はえていた。


　美しい。その姿すがたは優ゆう美びそのものである。


　異い様ような状じよう況きようでありながら、その裸ら体たいは他の感想を観みる者に許さぬ何かが在あった。


　誇ほこらしげに反そらしたその肢し体たいには生せいを謳おう歌かせんとする瑞みず々みずしさに溢あふれ、かつては色白に過ぎたその肌はだには健康的な朱しゆが色づいている。


「コニー……コーネリア……!!」


　喜き悦えつの涙なみだを流しながらマクシミリアーノが叫さけんだ。


　そう──それは確かにコーネリアだった。コーネリアの上半身であった。


　鮮あざやかな金きん髪ぱつも大きな藍らん碧ぺき色しよくの瞳ひとみも確かに彼女のものだ。顔立ちも間ま違ちがいなくマクシミリアーノの愛まな娘むすめのものだ。


　だが……


「おお、コニー……さあ、戻っておいで。私と帰ろう。そんなところに居ないで──」


「お父とう様さま──」


　慈じ母ぼの如ごとき微笑ほほえみでマクシミリアーノを見下ろすコーネリア。


　だが──彼女の表情がくしゃりと歪ゆがんだのは次の瞬しゆん間かんであった。


「あははははは──まだそんな事を言ってるの、父様？」


　美しい顔を覆おおう、どす黒い──悪意の形。


　形の良い胸を誇ほこるかのように反そらしてコーネリアは高々と笑い声を上げた。


「馬ば鹿かねえ。信じがたい位の脳のう腐くされねえ。あはは。父様。貴方あなたは救いがたいわねえ」


「コニー……何を。コニー……？」


　マクシミリアーノは泣き笑いの様な戸と惑まどいの表情を浮うかべて言った。


　分からないのだろう。何がどうなっているのか全く分からないのだろう。


「あははは。そんなに私が好き？」


　挑ちよう発はつ的てきな表情を浮かべてコーネリアが問う。
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　それは父の愛情を確認する娘の表情などでは断だんじてなかった。情じよう欲よくによって男を誘ゆう惑わくし翻ほん弄ろうする女の淫いん靡びな顔だ。


「知ってるのよ。父様。本当は父様は私がほしかったのよね。私を犯おかしたかったのよね。あはははは。知ってるよ。いつも私のお尻しりとか胸とか、じっと見つめていたものね。気付いてないと思った？　触さわりたかったんでしょ？　なめ回したかったんでしょ？　気付いてたよ。気付かない振ふりをしてただけ。ほら──だって私いい子だったから」


「ち……違……」


「違わないわよ。だから私とダニエルが付き合うのが許せなかったのよね。いつか自分で犯そうと思っていたから、それを横からかっさらった男が憎にくかったのよね。いつもそう。父様はいつも好物を最後に食べるんだもの。私、知ってるのよ？」


　楽しげにコーネリアが言う。そこに陰いん鬱うつさはない。長年鬱積してきたものを解とき放はなつ爽そう快かい感かんからか──その表情は輝かがやいてさえみえた。


「自分の娘に欲情するなんて動物ね。あははは。気き色しよく悪いんだよ、ばーか」


「コニー！　おおコニー……！」


「辛つらかったわ。自分でも無意識の内に、知らないふりをするようになってたのよね。良い子でいるように──誰だれも憎にくまないように。皆みなを愛するように。愛するに値あたいしない人でも愛するように──そんな風に父様は私を育ててきたのだもの。あははははは」


「ああ……ああああ……」


　呆ぼう然ぜんと声を上げるマクシミリアーノ。まさか溺でき愛あいし続けてきた愛まな娘むすめからこの様な言葉を浴びせられるとは思っても見なかったのだろう。


　そんな父の姿は見み飽あきたとでも言う様に──ふとコーネリアは視し線せんを滑すべらせて地に這はったままのエレンを見み据すえた。


「エレン。あなたもそうね」


　声を掛けられてエレンはびくりと身を震ふるわせた。


「あなたでしょ？　密チ告クったの。でないとあんな夜中……そう簡かん単たんにばれる筈はずないもの。あははは。手伝う振ふりして最初から私たちを騙だまして笑ってたのね」


「ち……ちが……わた……ちが……」


　痛みのせいか口から出るのは言葉の断片ばかりである。もっとも理り路ろ整せい然ぜんと釈しやく明めいできたところでコーネリアが納なつ得とくする筈もなかったろうが。


「ダニエルが好きだったんでしょ？　あははは。知ってたわよ」


「……!!」


　痛みさえ忘れてエレンは息を呑のんだ。


　忘れていたはずの羞しゆう恥ちが全身を駆かけめぐる。


「ダニエルに犯おかして欲ほしかったんだよね。あははは。でも駄だ目めだったから父様と寝ねたんでしょう？　知らないとでも思った？　カペルテータだって知ってるわよ。庭でしてた時なんて、地下室に居ても声が丸聞こえだったもの。あははは。馬ば鹿かね。あなたってば本当に馬鹿。他人のものを欲しがってるだけの癖くせに、それを愛情だとか思ってるのよね？」


「や……やめ……ちが……」


「でも手に入らないからいっそ……って思ったのよね？　あははは。あなたたち、そっくり。本当に親子ね。馬鹿で下げ劣れつで動物並なみ。あはははははは」


　朗ほがらかに笑うコーネリア。


「馬鹿……な……そん……な……コニー……」


「気安く名を呼ばないでよ、父様」


　突とつ然ぜん吐はき捨てる様な口く調ちように切り替かえてコーネリアは言った。


　途と方ほうもないほどの悪意と憎ぞう悪お。それが『無む垢くな娘』を演えんじることを強きよう要ようされてきた事でその心の中に蓄ちく積せきされていたものなのか、それとも魔族との融ゆう合ごうの結果生じたものなのか、あるいは幽ゆう閉へいされていた期間に狂きよう気きの裏で育はぐくまれてきたものなのか──それは分からない。


　だが此こ処こにいるのはもうマクシミリアーノの望んだ愛娘ではなかった。


　これはもうコーネリアの顔と名前を持っただけの狂人に過ぎなかった。


「そんなに私としたい？　私と一いつ緒しよになりたい？　あははは。しょうがない父親ね。じゃあこっちに来て──一緒にダニエルの中に入りましょう。この中で一つになりましょう。身も心も溶とけちゃう位に気持ちいいのよ──とってもとっても気持ちいいのよ」


　そう言ってコーネリアは恍こう惚こつとした表情を浮うかべる。眼めを細め、赤く尖とがった舌したの先で己おのれの唇くちびるをなめるその仕し草ぐさは、娼しよう婦ふさえも赤面しかねない淫いん猥わいさだった。


「こ……こにー……こにいいいいいい……」


　ぎくしゃくとした動きで魔族に向かって歩き出すマクシミリアーノ。


「……父……さ……ま……」


　エレンの切れ切れの声はもう届かない。


　ふらふらとした足取りで近付いてきたマクシミリアーノに魔族がゆっくりと腕うでを伸のばす。


　もう状じよう況きようさえ分からないのか──逃にげようともせずマクシミリアーノは呆ぼう然ぜんとした表情のまま魔族の手に捕とららわれていた。


「でも私は醜みにくいのは嫌きらい。あははは。父様。少しお腹なかが出すぎよ？」


　魔族の左ひだり掌てのひらはマクシミリアーノの背中側にまで回され、指を広げてその身体からだを摑つかむ。


　そして右掌は人差し指と親指を伸ばしてそっとマクシミリアーノの腹ふく部ぶに触ふれた。


「ちょっと瘦やせましょうか。大だい丈じよう夫ぶ、簡かん単たんだから。あははははは」


　そして。


「ぐげ──っ!?」


　みちりみちりと濡れた布ぬのを無む理り矢や理り引き裂さく様な音と共にマクシミリアーノの腹部が赤く染そまった。


　魔族の指がマクシミリアーノの腹はらをつまんでいるのだ。指の先でその肉を服の上から挟はさみ込こみ──そして指の腹でその肉を押おし潰つぶしながら無理矢理に引っ張っているのだ。


「げ──や──やめ──やめて──」


　ぶつん。


　そんな音と共に表皮と肉の一部がマクシミリアーノの腹から千ち切ぎれた。


「ぎい──があああああ」


　錆さびた機械部品がこすれあう様な濁にごりきった悲鳴を上げながらマクシミリアーノが暴あばれる。だが魔族の指は容よう赦しやなく、そして恐おそろしいほどの丁てい寧ねいさでマクシミリアーノの腹の肉をつまんでは引きちぎり、つまんでは引きちぎり、更さらにつまんでは引きちぎった。


　肉がなくなれば腸はらわたを引きずり出した。丁寧に丁寧に臓ぞう物もつをつまんでは引きちぎり、つまんでは引きちぎり、更につまんでは引きちぎる──


「ぐげげげげあああがががががが」


　ばしゃばしゃと自らが創つくり上げた血だまりを蹴け散ちらしてマクシミリアーノが暴あばれる。


　だが魔族の左手の指はがっちりと彼を固定し、直立を強制し続けていた。自由になるのは首と足だけである。その僅わずかな部分を狂きよう乱らん状じよう態たいでばたつかせながらマクシミリアーノは叫さけび声を上げた。


「ああああああああああああああああああああああああああああ」


　最も早はや叫び声に変化をつけるだけの力もないのだろう。ただ喉のどからの空気が単純に絞しぼり出されているだけの音だ。


　本来で在あればとっくに絶ぜつ命めいしていてもおかしくない状態で──しかしマクシミリアーノはそれでも苦痛にさいなまれつつ生きていた。簡単に死ぬ事さえ彼には許されなかった。


「あははははは。痛い？　痛いの父様？　あははは。もうちょっと我が慢まんしてね。ダニエルも我慢したのよ。ほら、覚えてる？　ダニエルのお腹からいっぱい血と臓物が出てきて。あはは。もうちょっと我慢よ。父様。そうしたら気持ち良い事してあげるね？」


　コーネリアが笑う。


　魔族の指は、執しつ拗ような丁寧さでマクシミリアーノの腹を全すべてむしり取ると、次に太ふと股もも辺あたりの肉をちぎり取る行こう為いに取りかかった。ぶちりぶちりとまさしく引きちぎる──他の現げん象しようを想像しがたい程に生なま々なましい音を響ひびかせながら、魔族の指はその巨きよ大だいさからすれば喜き劇げき的てきな動きでマクシミリアーノの瘦身ダイエツトを実行し続けていた。


　既すでにもうぶちまけられた血は致ち死し量りようを遥はるかに超こえている。それでもマクシミリアーノが生きて苦く悶もんしているのは、やはり魔族の魔力圏ドメインが彼を生かしているからだろう。


　一いつ瞬しゆんでも長く苦痛を感じさせる為ために。


　憎にくい相手に可能な限りたくさんの悲鳴を上げさせる為に。


　だが──その憎ぞう悪おは一体誰だれのものだろうか。


　ダニエルだった魔族のものか。コーネリアのものか。それとも単に今ここに居る魔族そのものの、人という存在に対する敵てき意いの所しよ産さんか。


「──母かあ様さま」


　狂気の世界に静かな理性の声が響ひびいた。


　それは──マクシミリアーノの悲鳴やコーネリアの笑い声に比くらべればあまりにも小さな声でしかなかったろう。高くもないし鋭するどくもない。呟つぶやきにも等ひとしい。この悽せい愴そうな場面に割ってはいるには慎つつましやかに過ぎた。


　しかし魔族は──魔族とその胸に生はえているコーネリアはマクシミリアーノを蹂じゆう躙りんする手を止めて己おのれの傍かたわらを振ふり返る。


「もうやめて」


　紅あかい瞳ひとみにただ静せい謐ひつな光を湛たたえて半魔族ハーフ・ブルートの少女は自分の両親を見上げていた。


「どうしたの？　カペルテータ」


　笑いながらコーネリアが尋たずねた。


「もうやめて。母様。意味がないわ」


「どうしたのカペルテータ。可愛かわいい私達の娘むすめ」


「やめて。そんな事をしても何の意味もないわ」


　カペルテータははっきりとそう繰くり返した。


　だがコーネリアは朗ほがらかに笑うだけで取り合わない。そもそも会話の意味など彼女には届いていないのかもしれなかった。


「気分が悪いの？　大だい丈じよう夫ぶ？　でももうちょっと待ってね。あははは。お祖じ父いちゃんの御ご用ようが済すんでからね──」


「その人を苦しめても意味がないわ。誰だれを殺しても父様は人間に戻もどれない。誰が死んでも母様の時間は元に戻らない。誰が泣いても喜んでも私は人間にはなれないし、魔族にもなれない。私達とは全く関係のないところで世界は勝手に動いているわ」


「あはは。しょうがない子ね──カペルは」


　魔族は不意にマクシミリアーノを摑つかんだまま持ち上げて、随ずい分ぶんと身軽になったその身体からだを胸元に掲かかげた。


「さあ父様──最後に邪じや魔まなところを取れば終わりよ？」


「コ……に……い……」


　最も早はや惰だ性せいの様に呟くその頭部に、魔族の指がかかる。


　人間の腕うでほどもある魔族の指がマクシミリアーノの口に突つっ込こまれ、そして──


「ああああああっ!!」


　悲鳴を上げるエレン。


　一気に上うわ顎あごから上をむしり取られたマクシミリアーノは、最後に一ひと際きわ大きく痙けい攣れんし、そして永遠に沈ちん黙もくした。


　頭部上半分をあっさりと投げ捨てると、魔族はその遺い体たいをコーネリアの傍らの肉に押おしつける。肉はまるでそれ自体が意志在あるものの様に動いてマクシミリアーノの亡なき骸がらを取り込み始めた。


「んあ──ああ──はあ──気持ちいいわ……素す敵てきよ。父様ぁ──」


　肉が湿しめった音をたてながらずぶりずぶりと遺い体たいを飲み込んでゆく。


　そうしてそれが完全に肉の中に埋まい没ぼつすると、まるでコーネリアは情じよう交こうの際の絶ぜつ頂ちようを覚えたかの様に、一いつ瞬しゆん、息を詰つまらせ……そしてその後長く熱い息を吐はいた。


「はあ──ふ。ふ。ふふ──あはははは」


　理性では理解も容認もし難がたい領りよう域いきがそこには広がっていた。常識も道理もそこでは全くの無力だ。ただ荒あらぶる怪かい物ぶつの意志の赴おもむくままに全すべては破は壊かいされ蹂じゆう躙りんされるだけだった。


　そして──


　ぎろりと動いた魔族の紅あかい眼めが地に這はい蹲つくばったままのエレンを捉とらえる。


「さあ。エレン──あなたも一いつ緒しよになりましょうか」


「母様──父様──」


「良い子だから待っていてね。カペルテータ」


　愛いとし子に道理を説といて聴きかせる慈じ母ぼの表情でコーネリアはそう言い、魔族はエレンに歩み寄る。だがカペルテータがその巨きよ体たいに向かって歩きながら言い募つのった。


「やめて。意味がないわ」


「あるのよ。意味は──」


　楽しげに、すばらしい歌を歌い上げるかの様に両手を広げてコーネリアは言った。


「ええ。意味はあるわ。私が楽しいの。そう──とてもとても気分がすっとするの。だって私達を苦しめた人達に思い知らせてやるの。こんなに素敵な事はないわよ。だってだって気分がすっとするもの」


　支し離り滅めつ裂れつだ。だがコーネリアはそれが自じ明めいの理りと言わんばかりに朗ろう々ろうと語った。


「私達が苦しんだ分だけ私達を苦しめた奴やつらを苦しめるの。私達が感じた痛みの分だけ私達を痛め付けた奴らを痛め付けるの。私達を笑った奴らを目の前に引きずり出して臓ぞう物もつをえぐり出して笑ってやるの。私達が苦しんでいるのを知ろうとしなかった奴らを地に這わせて、手足をもいで、私達の苦しみを知らせてやるの。私達が不幸だった時に幸しあわせだった奴らを殺すの。


　あはは。なんて──なんて楽しいんでしょうッ！　ああとても晴れ晴れする！　気持ちがすっとする！　考えただけでも私は幸せっ！　ええ──とてもこれは意義のある事よ。幸せを追求する権けん利りは誰にだってあるんですもの!!」


「母様──」


　カペルテータは呟く様に言い──


　そして。


「……カペルテータ。それは何の真ま似ね？」


　コーネリアが不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。


　カペルテータは魔族とエレンの間に立っていた。


　まるで魔族からエレンを──自分を忌いみ嫌きらい続けてきた叔お母ばを庇かばおうとするかの様に。


「あな……た……」


　エレンが信じられないものを見たかの様な声で呟いた。


　彼女の位置からはカペルテータの背中が見えるだけで、この半魔族ハーフ・ブルートの少女がどんな顔をしてそこに立っているのかは分からない。


　だが──


「私には分かりません。母様がそれでどうして嬉うれしいのか──分かりません」


　その淡たん々たんとした口く調ちようには狂きよう気きを糾きゆう弾だんする理性の響ひびきがあった。


「可哀かわいそうなカペルテータ……あははははは」


　何が可お笑かしいのか──不意にげらげらと笑いだしながらコーネリアは言う。


「楽しいとか嬉うれしいとか──そういうのが分からないのね。ええ。でも大だい丈じよう夫ぶよ。心配しないで。ゆっくりとお母さんが教えてあげるから。だからそこをどきなさい。良い子だから──楽しいのよ？」


「……知っています」


　カペルテータは言った。


「嬉しいって事がどういう事なのか──知っています。父様が教えてくれました」


　カペルテータは巨きよ大だいな魔族を見上る。


「私が此こ処こに居て。生きて在あって。それを父様が嬉しいって想おもってくれているのが、母様が喜んでくれていたのが分かりました。それが嬉しいって事だって分かりました。私の事を──私の存在を認めて意味のあるものにしてくれた。それを自覚した時に知った心の動きがそれなのだと──私は知りました」


「かぺ……る……てえた……」


　エレンが呆ぼう然ぜんと呟く。


　自分達がこの少女に対してどれだけ酷ひどい事をしてきたのか今いま更さらになって思い知らされた様な気がした。そしてそれにも拘かかわらず自分を庇かばおうとしている姪めいのその姿すがたは、どこまでも気け高だかいものに見えた。


「嬉しかったです」


　カペルテータは言う。


「嬉しい事がもしなくなったら──そう想おもうと、とても苦しいです。とてもとても辛いです。これがきっと怖こわいという事なんでしょう」


　カペルテータはそう言って一歩前に出た。


「でも分かりません。こんな事をしても嬉しくないです。マクシミリアーノ・フェルナンデスが殺されても全然嬉しくなかったです。無む駄だです。何ど処こにでも行けて、好きに何でも出来るのに──どうしてこんなに無駄な事をするんですか」


「カペル──『憎にくい』という事を貴女あなたは知らないのね」


　愛いとおしげに娘を見つめてコーネリアが言う。


　だが──


「それは幸福な事。でも不完全よ」


　次の瞬しゆん間かん──カペルテータの身体からだが宙に浮ういた。


　まるで見えない手が彼女をつまんで脇わきにどけるかの様に──ゆっくりと上じよう昇しようし、移動、そして下降する。


　咄とつ嗟さに元の場所に戻ろうとするカペルテータ。


　しかし彼女の前に突とつ如じよとして『壁かべ』が発生し、その行く手を阻はばんだ。


　一片が二メルトル余りの正方形。それも一枚ではない。それらは東西南北それぞれに一枚ずつ──合計四枚が、まるで予あらかじめそこに仕し込こんであったかの様に地面から生はえて直立し、カペルテータを閉じ込めた。


　魔族の魔力圏ドメインが土ど砂しやから創つくり上げた壁である。無む論ろんそう頑がん丈じようなものではないが、幼おさないカペルテータには、それは決して破れぬ鉄てつ壁ぺきであった。


「母かあ様さま──」


「すぐに終わるから。少し待っていてね」


　コーネリアは壁越ごしにそう声を投げてからエレンに向き直った。


「さあエレン──お馬ば鹿かさん。愚おろかな妹。あははは。ダニエルと一いつ緒しよになりたかったんでしょう？　ダニエルに犯おかしてほしかったのよね？　大だい丈じよう夫ぶ。父とう様さまもここに居るわ。みんなで一緒になりましょう……あははは。大丈夫よ。痛いのははじめのうちだけだもの！」


　魔族の巨大な手が近付いてくる。


　その様さまを為なす術すべもなくただ見つめながら──エレンは呟つぶやいた。


「………ごめん……なさい……」


　それがマクシミリアーノに対するものだったのか、ダニエルやコーネリアへのものだったのか、それともカペルテータへのものだったのか、エレンは自分でも分からなかった。


　ただ無む性しように申し訳なかった。


（私って──いつも謝あやまってばかり）


　そんな事を想おもう。


　あの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストも呆あきれていた。謝るばかりの自分をどうにかしたいと何度も思った。この村から出て──昨日までの自分と決けつ別べつをして、何ど処こかで別の生き方を捜さがしたかった。謝ってばかりではない生き方を見つけたいと思った。


　だが染しみついた癖くせはやはりなかなか抜ぬけないものらしい。


　辞じ世せいの言葉さえもが謝しや罪ざいなのは、むしろなんだかひどく自分らしい──そんな事を考えて場ば違ちがいに苦笑しながら、エレンは魔族の手が自分の身体からだを破は壊かいし始めるのを、ひどく遠い場所の出来事の様に感じていた。





　　　　●　　　●　　　●





　シートを取り払はらって移送用架台キヤリアフレームに固定されたモールドを見る。


　まるで工作用機械と拷ごう問もん器き具ぐの混こん血けつ児じを思わせる仰ぎよう々ぎようしい機械装置。冷たく硬かたく高こう密みつ度どな鋼こう鉄てつの構造物の真ん中に、人ひと型がたの異い質しつな虚うつろが据すえ付けられている。それはまるで見る者をその裡うちに招まねき、塡はめ込こみ、欠落を埋うめんとするかの様に──何ど処こか未完成を想わせるいびつさを漂ただよわせていた。


「……ふむ」


　フィリシスの言う通り、特に異常は無い様だ。安全装置を外してあったので固定に不安が残っていたが、モールド本体に眼めに見える歪ゆがみや破は損そんは見当たらない。


　逡しゆん巡じゆんは殆ほとんど無かった。


　何な故ぜにと問われても答えられないが──それでもレイオットの心はさして躊ちゆう躇ちよする事もなく固まっていた。


「ま──これもついでだ」


　誰だれにともなく言い訳するように言うと上うわ着ぎを脱ぬぐ。


「……そう言うと思った」


　かけられた言葉に振ふり返ると──微び苦く笑しようを浮うかべたフィリシスが立っていた。


　更さらに視し線せんをその背後に向けると、ファーゴが彼女のモールドの移送用架台キヤリアフレームの安全装置を外している姿すがたも見えた。


「片かた腕うで折おれたままで何する積つもりだ、お前は」


「レイこそスタッフもない状態で何をする積もり？」


　平然とそう言い返し──フィリシスは左手を吊つっている三さん角かく巾きんの結び目を解とく。


「モールド装そう着ちやくすればギブスしてる様なもんだしね」


「しかし腫はれてるんじゃないのか？」


　骨折部はしばしば熱を帯びて腫れ上がる。いくら固定できるとはいえ──モールドなどを装着すれば相当な激げき痛つうが走る筈はずだ。


「大体、いくら固定できても、折れた腕うででスタッフを操あやつるのは無理だろう」


「スタッフはレイに貸してあげるよ」


　あっさりとフィリシスは言った。


「プラグの規格は同じ六番だったよね──確か」


「それは有り難いが──そこまで無理して付き合ってくれる義理はないだろ」


「それはレイも一いつ緒しよでしょ」


　からかうようなフィリシスの口く調ちようにレイオットは溜ため息いきをついた。


　舌ぜつ戦せんではまずフィリシスには勝てない。まあ──他ほかの部分でも勝てた試しなど皆かい無むに等ひとしいのだが。


「分かった。好きにしろ」


「そうする」


　頷うなずくフィリシスに背を向けてレイオットは上着を移送用架台の端はしに引っかけ、更さらにシャツを脱ぬぐ。冬の寒かん気きに晒さらされる上半身に鳥とり肌はだが立った。そのままスラックスも脱ぎ捨て、モールドの虚うつろに身を横たえるべく歩み寄る。


　だが──


「──レイ」


　その声に再び振ふり返ると、フィリシスが右手の指先に二次セカンダリ・拘束図版レストリクト・パターンを描えがくための染せん料りようを付けて微び笑しようしていた。


「動かずに──」


　そう言うとフィリシスはレイオットに歩み寄り、彼の裸はだかの胸に指を滑すべらせた。


　愛あい撫ぶするかの様に肌はだの上を行き来する白い指が、簡かん略りやく化かした二次拘束図版を描いてゆく。


「何を今いま更さら──」


「それはこっちの台詞せりふ。そんなに照てれなくてもすぐに終わるよ」


「……寒いんだがな」


　苦笑しながらもフィリシスの指が身体からだを這はうに任まかせ、レイオットは空を仰あおぎ見た。


　既すでに空は闇やみの色に染そまっていたが──その彼方かなたから雪は止むことなく降り続いている。


「……フィリシス」


「何……？」


　二次セカンダリ・拘束図版レストリクト・パターンを描えがく手を休めずフィリシスが尋たずねてくる。


「初めて出会ったとき──ひどく静かな眼めをしてた」


「カペルテータの事？」


「……ああ」


　レイオットは暗い空を見上げたまま呟つぶやく様に言った。


「本当の絶望ってのは──ああいうものなのかもな」


「……かもね」


　フィリシスはふと笑えみを浮うかべて言う。


「レイもまだまだ青いって事なんだろうね」


「絶望上じよう手ずになったって嬉うれしくないけどな」


　溜め息をつくレイオット。


　雪はまだやみそうになかった。
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　笑い声が炎ほのおの中に響ひびき渡わたる。


　楽しげに楽しげに──この上もなく楽しげに。


「あははははははははははは。あはは。あははははははははははは──」


　魔族は再び活動を再開していた。


　広場から歩み出た魔族は目に付く人工物を片かたっ端ぱしから破は壊かいしてゆく。魔族が汽き笛てきの様な咆ほう吼こうを発する度に、その胸の上で裸ら体たいの娘むすめが高らかに嘲ちよう笑しようを響かせる度たびに、魔法が、そしてその四し肢しが魔族の周しゆう囲いにある全すべてのものを蹂じゆう躙りんしてゆく。


　それが人間であろうと建物であろうと関係ない。


　生き残りの村人達は辛かろうじて残っていた家屋に身を寄せ合って避ひ難なんしていたが、それがむしろ仇あだとなった。魔族はその建物を破壊する事で一いち網もう打だ尽じんに村人を蹂じゆう躙りんできたからだ。


　それが木造だろうと煉れん瓦が造づくりであろうと、魔族がその気になれば破壊できない建物などなかった。ましてケルビーニの村の家屋は、その多くが既すでに相当な歳さい月げつを経過しており、あちこちに傷いたみが生じている。ただの拳こぶしの一いち撃げき、あるいはちょっとした火か炎えんや衝しよう撃げきを与あたえられただけであっさりと建物は潰つぶれた。


　悲鳴を上げてその下から這はい出てきた村人を、魔族は一人一人丁てい寧ねいに捕ほ獲かくし、その肉体を愛いとおしげに破壊し続ける。肉を引きちぎり、血を吸い上げ、骨を砕くだき潰つぶし、ありとあらゆる方法で人々を殺さつ傷しようしていった。


「痛い？　ねえ痛いの？　あはははは。もっともっと苦しんで！　もっともっと痛がってよ！　そしたら私が嬉うれしいの！　気持ちがすっとするのよ？　あはははははは」


　半なかば反射的に抵てい抗こうする者も居ないではなかったが、魔族には刃は物ものは無論、炎ほのおも銃じゆうも効きかない。村人達に魔族を傷きずつける術すべはなく、抵抗を試こころみた者も、ただ一方的に殺されてゆくばかりだった。


　彼等はすぐに一つの結論に達した。達さざるを得えなかった。それは最初からただ一つの解答であり、自じ明めいの理りであったのだから。


　魔法に対抗できるのは魔法しかない。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。魔族と戦う術すべを持った魔法使い。


　彼かの者達だけがあの怪かい物ぶつを倒たおす事が出来る。


　辛かろうじて魔族の暴ぼう虐ぎやくから逃のがれた村人達は……誰だれがまとめるでもないままに自然とフェルナンデス邸ていへと向かっていた。
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　レイオットの拘束度数デユラビツト残り十三。フィリシスの拘束度数残り九。


　それが二人に許された魔法戦力である。


　フィリシスは既すでにレイオットのモールド・キャリアを転てん覆ぷく状じよう態たいから立て直すために一度魔法を使って拘束度数を消費している。どういう戦い方をするにせよ、あの巨きよ大だいな魔族とやり合い、倒すのであれば機動力が必要だとレイオット達は判断したからである。


　泣いても笑ってもこの拘束度数であの巨大な魔族を倒さねばならない。銃じゆう火か器きの類たぐいは何丁か残っているが、あくまで補助戦力でしかないのはいつもと同じだ。


　モールド・キャリアの運転はファーゴが担当する事も決まり、ファーゴ自身もいつもの装そう備びをフィリシスのモールド・キャリアから持ち出している。


　これで可能な限りの準備は全すべて整ととのった。


　後は魔族と戦うだけだ。


　しかし──


「あの魔族は頭部に脳のうがある訳ではない様だけど」


　フィリシスはスタッフのプラグを外はずしてレイオットに差し出す。ちなみにモールド・キャリアを立て直す際の無音詠唱ダムキヤストやスタッフの保ほ持じといった部分は、レイオットが彼女を補助して行った。


「何かそれに関しては対たい策さくとか考えてる？」


「脳云うん々ぬんに関してはまあ予想はつくが」


　受け取ったスタッフのプラグを自分のモールドのプラグに繫つなぐ。続けてフィリシスから説明を受けたとおり、彼はスタッフ後部の電源スイッチを入れた。


　モールド〈フォルテシス〉に付ふ属ぞくするスタッフはレイオットのものと異ことなり、小型軽量化されている。しかも増ぞう幅ふく率りつを上げる為ために元々の呪文書式板スペル・タグに加えて増幅専用の呪文書式筒が内ない蔵ぞうされており、グリップを一定以上の握あく力りよくで握にぎり込こむと、これがモーターにより高速回転をする様になっている。


　拘束度数デユラビツトに変化のない程度に抑おさえられてはいる──つまり〈マグナ・ブラスト〉の際に〈ブラスト〉に上乗せする補ほ助じよ呪じゆ文もんの様な劇げき的てきな効果は望めない──が、この増幅用の小型の呪文書式筒には汎はん用ようの補助呪文が搭とう載さいされており、本来の呪文の発動と連動してその威い力りよくを二割ないし三割引き上げる様に設計されているのだ。


　これは彼女のモールドの設計を担当したローランド工房の最さい新しん機き軸じくで、まだフィリシスのスタッフにしか組み込まれていない機構システムである。


「予よ備び脳のうの事？」


「多分な。まあ理論ばかりで現実に確認されてはいない訳だが──元々ダニエルは魔法に関してそれなりの知識を持っていたし、どうも人間としての記き憶おくや知性を僅わずかながらも残している可能性が高い。ならば、魔族化の際に予備脳や複ふく合ごう脳、分ぶん散さん型がたの脳が形成されていてもおかしくはないだろう」


　魔族は脳の半分を破は壊かいされれば死ぬ。


　だが逆に言えば──脳の半分を破壊されない限りは死なない。これは大だい前ぜん提ていだ。


　ではこれは量の問題なのか割合の問題なのか。


　研究者達の間では定てい説せつ的てきに後者であると言われている。


　通常──魔族の脳容量は人間と大差ない。このため基本的に量と割合の問題はほぼ一いつ致ちしていた。いちいち区別して議論する意味はあまりない。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達はただその頭部らしき部分を急所として攻こう撃げきすれば良かった。


　だがそれがあくまで割合の問題という事になると、ある種の仮か定ていが浮うかび上がってくる。


　脳組織を魔力圏ドメインによって修しゆう復ふくできる魔族なら、脳組織を自みずから造つくり出し増量する事は出来ないのか──という考えが研究者達の間では出ていたのだ。


　そうなれば魔族殺さつ傷しようの条件は一気に複雑化する事になってしまう。


　極きよく端たんな話をすれば、その肉体質量の八割が脳組織である魔族が居たとすれば、この魔族を破壊するには最低でも肉体質量の四割を破壊してやらねばならない事になる。


　また──更さらにその考えを推おし進めれば、本来の脳と同様の機能を持った予備脳をあらかじめ造っておけるのではないか──とも言われていた。本来の脳が破壊されても同質同量の脳が別の部位に存在すれば死し亡ぼうする危険性は格かく段だんに減げん少しようする。


　いや。それだけではない。


　脳神経組織を一極集中させず、昆こん虫ちゆうの様に分散配置する事で、一部への攻撃で致ち命めい的てきな状態に陥おちいるのを防ふせいだり、脳組織の一部変質を行い、複合的な構造にする事で毒どくの類たぐいへの抵てい抗こう性せいを高めるという事も理論的には可能となってくる。


　だが現実問題として魔族がそこまで自分の肉体に対して知ち悉しつした上で、魔力圏ドメインを行こう使しし得るのか……という疑問はあった。人間とて随ずい意い筋きんと不随意筋があり、普ふ通つう人ひとは自分の内ない臓ぞうの活動などを手足のように制せい御ぎよしたりは出来ない。魔族の自じ己こに対する魔力圏の効果も、同じ様なものだとは考えられている。脅きよう威いに対する魔力圏の反射的反はん応のうなどはその証しよう拠こであろう。


　だが──人間でも訓練し、明確な意志を持って実行すれば自分の心臓や内臓を意識して停止させたり、活動を再開させたりする事が可能になる。また動物でも普ふ段だんは不随意的な新しん陳ちん代たい謝しやを制せい御ぎよして冬とう眠みんやそれに類るいする状態に陥おちいる種しゆが幾いくつも存在する。


　ならば──魔族でもそれが可能な個体が居るのではないか。


　これは随ずい分ぶんと前から指し摘てきされてきた仮か説せつではある。


　ただ現実にそういった自己の脳に対する複雑な構造的防御を実行した魔族は記録されていない。このため、『そういった魔族が出てくる可能性はある』──程度の認識でしかなかったのである。


　恐おそらくダニエルの場合、予備脳が身体からだのあちこちに存在していて、たとえばらばらに破壊されてもそれぞれが単独で魔族として活動できる様になっているのだろう。そしてそれらが集まっている時は、一個を残して他は休眠状態に入るのか、あるいは全体で一個の脳として活動するようになっているのだ。


　これならば肉体のどの部分が破壊されても復活できる。


　逆に言えば──


「本当に完全殲せん滅めつしかないって事だね。まあそれはそれでいいけども」


　とにかく完全破壊すればいい──と分かっているのなら打つべき手は幾いくつもある。


　ただ……


「問題は──あの母親だ。同化されていた様に見えた」


　レイオットの台詞せりふに、しかしフィリシスはあっさりと結論を出した。


「なら分ぶん離りは無理だよ。同化は簡かん単たんだけどね──さすがに下へ手たに剝はがすとその途と端たんに死んじゃう可能性が高いし」


　単に『組み込まれて』いるだけならばともかく、細さい胞ぼう単たん位いでの融ゆう合ごうがなされていた場合は、それを引き剝がすと言うことは、肉を引きちぎるのと同じ事になる。


「たとえ組み込まれているだけだったとしても、悠ゆう長ちように救出してる余よ裕ゆうはないだろうし。あの魔族を殺すなら一いつ緒しよに殺す事になるね」


「……カペルテータの目の前でか？」


「善ぜん人にんを装よそおいたいなら、まず綺き麗れいに散さん髪ぱつして明るい色の服でも着なさい」


　フィリシスの言葉に、レイオットは苦笑した。


　そのとき──


「……フィリシス様」


　モールド・キャリアの最終的な点てん検けんをしていたファーゴが声を上げて注意を促うながす。


　振ふり返ったレイオット達は、フェルナンデス邸ていの門前に集まってきた村人達の姿すがたを見る事になった。


　何時の間にやってきたのか──人数はおよそ百人余り。


　老人も居れば子供も居る。男も居れば女も居る。半はん裸らで重じゆう傷しようを負おっている者も居れば、殆ほとんど無む傷きずな者も居る。統とう一いつ性せいはない。ただ辛かろうじて魔族の脅きよう威いをかわし、生き残り、ここに向かう事が出来ただけ──それだけが彼等の共きよう通つう項こうなのだろう。


「魔族の前に人間と戦やらにゃならん──なんて事にならなければいいがな」


　そう呟つぶやいてみたものの──集まってきた村人達に敵てき意いや戦意があるとは到とう底てい思えなかった。誰だれかが言葉を発するでもなく、何か行動を起こすでもなく、皆みな一いち様ように虚きよ脱だつした様な眼めでレイオット達を見つめている。


「まったく──」


　彼等の表情を見ているだけで、レイオットには考えている事が手に取る様に分かった。


　ここまで来たものの──どうして良いのか分からないのだろう。


　彼等はレイオット達に好感を持ってはいない。よそ者である事についても、村人と揉もめ事ごとを起こした事についても、そして魔族の被ひ害がいがここまで広がるのをくい止められなかった事についても。それが可能であるのなら彼等は口々に非ひ難なんの言葉を浴あびせかけたいと思っているだろう。


　だがその一方で彼等は別の事実をも知っている。


　最も早はや、自分達をこの窮きゆう地ちから救い出せるのは、魔族と戦う力を持った戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──即すなわちレイオット達だけであるのだという事を。


　助けてくれとは言いたくない。言えた義理でもない。だが他ほかに方法はない。


　レイオットはモールドの仮か面めんの奥おくで苦笑した。


「支し離り滅めつ裂れつでしょうがない生き物だよな──人間ってのは」


　カペルテータが不ふ思し議ぎに思うのも道理ではある。


　レイオットはモールド・キャリアの運転席を覗のぞき込こんで竈かまどの温度計を確認する。充じゆう分ぶん蒸気エンジンは暖まっていた。いつでも走り出せる。


「……行くぞ」


　レイオットは運転席から離はなれ、モールド・キャリアの後部貨か物もつ室しつに向かいながら言った。


「了りよう解かい」


　ファーゴがレイオットと入れ替かわる様に運転席にその身を滑すべり込ませ、フィリシスは貨物室の中に乗り込んだ。レイオットは中に乗り込む事なく、貨物部脇わきに取り付けられた簡易梯子ステツプラダーに足と手を掛かける。これは何か状じよう況きように変化が在あった場合、すぐにモールド・キャリアから飛び降りて動けるようにとの配はい慮りよからである。


　蒸気機関の機械的な唸うなりが高まり、モールド・キャリアが悠ゆう然ぜんと動き出す。


「…………」


　塀の破壊孔から出てくる鋼こう鉄てつの車しや輛りようを見て──村人達は無む言ごんで脇わきに退しりぞいた。


　言葉なく。行動もなく。ただ静かにレイオット達を見つめる眼。眼。眼。眼。


　縋すがり祈いのるかの様な瞳ひとみの群れと視し線せんをかすめ合わせながら──レイオットは呟つぶやいた。


「誰だれだって後こう悔かいする。万ばん能のうにも絶対にもなれない。過あやまちを犯おかす。道を見失う。俺おれたちは神様にはなれない。恥はじ知しらずで、最初から不完全である事を宿命づけられているからこそ人間なんだよ──カペルテータ」


　村人達の視線をその背に集め──レイオット達を乗せたモールド・キャリアは異い形ぎようの戦場へと向かった。
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　魔族が吠ほえる。魔族が暴あばれる。


　その度たびに家か屋おくの瓦が礫れきが舞まった。人の残ざん骸がいが飛び散った。何かが必ず破は壊かいされた。


　圧あつ倒とう的てきだ。それはあまりにも圧倒的だった。圧倒的すぎてそこには何の意味も見いだせなかった。人など居ても居なくても同じだった。破壊するものなどあってもなくても同じだった。絶対無敵たる事は即すなわち自みずからを絶対の孤こ独どくに落とし込む事に等ひとしかった。


　それでも止まらない。


　むしろ魔族はそんな自分に気付く事もなく嬉き々きとして破壊の力を振ふるい続けている。


「父様……母様……」


　ほんの少し離れた場所からカペルテータは無表情に魔族の姿すがたを眺ながめていた。


　分からない。何が父を、母をああいう無意味な行動に走らせるのかが分からない。


　マクシミリアーノが殺された。


　エレンも殺された。


　無む論ろん──悲しいとは想わなかった。彼等が生きていても死んでいてもカペルテータには何の関係もない。彼等が居なくなった事は別に彼女にとって損そん失しつでも何でもない。この降っている雪と同様に単なる事実であり、現げん象しようであり、ひたすら無意味だった。


　しかし──彼等がどうしても死なねばならなかった理由や意味もやはりカペルテータには見つからなかった。別に生きていても良かった。死ぬ必要など何ど処こにもなかった。無い筈はずだった。


「父様……母様……」


　憎にくいとはどういう事なのだろう。許せないとはどういう事なのだろう。


　耐たえきれない喪そう失しつの果て──その責任を何ど処こかの誰かに被かぶせてしまえば気が静まるのだろうか。もうその喪失は取り戻もどせないものだとしても──その儀ぎ式しきを経へなければ人は自分自身の自由さえ取り戻せないものなのか。怒いかりと憎にくしみに自らを縛しばり付けて、物理的には何ら得るもののない行こう為いに身をやつす。その事に何か意味があるのだろうか。


　報ほう復ふく。復ふく讐しゆう。


　確かにそれは次の攻こう撃げきをかわすには良い手段ではあろう。威い嚇かくとしてそれが機能する限りは自らの身の保全をする手段ともなり得る。常に他た者しやからの脅きよう威いにさらされ続けている者にとっては有効な生存戦略かもしれない。


　だが既すでにあの魔族は十分以上に強大だ。


　父も母も──最早、他人の脅威に怯おびえる必要もない筈はずなのだ。


　限りなく不ふ死じ身みに近いその肉体を得て、限りなく万能に近いその能力をも得て──それでもなお完全に自由になれないのだとすれば。


　それは結局の所、人間という存在の限界を引きずっているに過ぎない。


　魔族は人間の進化形などではない。上じよう位い種しゆでもなければ解げ脱だつ者しやでもない。ただ単に人間の不自由さが極きよく端たんな形で具ぐ現げん化かしただけの代しろ物ものでしかない。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!


　魔族が吠ほえる。


　無意味に人が壊こわれる。無意味に家が壊れる。無意味に村が壊れる。


　全すべてがひどく遠い世界の出来事であるかの様にカペルテータには見えた。


　その時……


「──顕イグジスト！」


　裂れつ帛ぱくの叫さけびが、凄せい惨さんな破は壊かい殺さつ戮りくの現場に響ひびいた。


　同時に魔族の脚の部分に白い塊かたまりが発生する。


　氷の塊である。それが突とつ如じよとして魔族の脚を包み込む様にして形成され、その動きを封ふうじてゆく。氷は瞬またたく間に魔族のつま先から膝ひざの辺あたりまでを包み込み、同時に地面へと食い込んで自らを固定した。


　──ほおおっ。ほおっ。ほおおおおおおっ。


　魔族は動こうとして──その両足を地面に貼はり付けたまま、動けない。


　開いていた胸の甲こう羅らがコーネリアを護まもるように素す早ばやく閉じた。


　そして──


「──レイオット」


　振ふり返ったカペルテータはこっちに向かって突つっ込こんでくるモールド・キャリアと、その貨か物もつ室しつの上に片かた膝ひざを付いてスタッフを構かまえているレイオットの姿すがたを見た。
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　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおっ


　魔族が吠ほえながら身をよじる。


〈フリーズ〉の呪じゆ文もんに脚を拘こう束そくされているのだ。


　ただでさえ気温が氷点下に下降していた状じよう況きよう下か──冷れい凍とう系けいの魔法は遺い憾かんなくその効果を発揮する。通常は対たい象しよう物ぶつを単純に凍こおらせるだけの呪文であるが、フィリシスのスタッフの増ぞう幅ふく機き能のうも加わって、〈フリーズ〉は氷ひよう塊かいを形成し魔族の両足を固定した。


　これは計算通りだ。


　完全に破は壊かいされたのであれば魔族は即そく座ざに足を再構成したろう。だが冷凍して固められてしまえば、むしろそれは足を破壊するよりも確実に、魔族の動きを阻そ害がいする枷かせとなる。


　レイオットは頭の中で時間を計はかった。


〈フリーズ〉発動から五秒──六秒──七秒──


　魔族が一ひと際きわ大きく身を捻よじる。


　硬かたいものが砕くだける際特有の、鋭するどくもざらついた破は砕かい音おんをたてながら、魔族の膝ひざから下に亀き裂れつが入った。魔族は極ごく低てい温おんによって固められた己おのれの足を自みずから砕くだき、拘こう束そくから脱だつしようとしているのである。


「──強ごう引いんな」


　レイオットは苦笑した。


　その気になれば魔族は〈フリーズ〉の効果を逆転させて氷を溶とかす事も出来た筈はずだ。それをせずに地に貼はり付けられた足を棄すてる事を選んだのは、それを考えるだけの知能がもうないか──それとも怒いかりや焦あせりの類たぐいで冷静さを欠いているかのどちらかだ。


　モールド・キャリアが動けぬ魔族を挑ちよう発はつするかの様にその側そばを通り過ぎる。無論、魔力圏ドメインの基本半径ぎりぎりと思われる場所を──だ。


　──ほおおおおおおおおおっ！


　魔族は吠ほえながら膝から下の砕け散った右足を踏ふみ出した。


　蛍ほたる火びの様な光こう芒ぼうがその周囲を乱れ飛び……膝の傷きず口ぐちからずるりと爪つま先さきが生はえた。爪先は更さらに成長して伸しん長ちようし、変形し、欠けつ損そんした部分を補おぎなってゆく。


　発光するほどの高こう効こう率りつで稼か働どうする魔力圏により、その足は瞬まばたき数回分で復元され、魔族は何事もなかったかの様にその一歩を地面についた。


　続けて左足。そちらも膝から下を地面に縫ぬいつけられたまま、氷片を撒まき散らしつつ膝から上を引きちぎる。平へい衡こうをとるためか、二歩目はややゆっくりとではあったが、数秒後には魔族は再び二足歩行状態を取り戻もどして、モールド・キャリアを追い始めた。


「……十二秒か」


　振ふり返りながらレイオットはスタッフを置き、代わりに貨か物もつ室しつの天てん板ばんの上に粘ねん着ちやくテープで固定してあったロケット砲ほう──言うまでもなくフィリシスのモールド・キャリアから持ち出してきたものだ──を引きはがし、構かまえた。


「きちんと後始末はしないとなっ！」


　呟つぶやいて──撃うつ。


　炎ほのおと白はく煙えんの尾おを長々と引きながらロケット弾だんが飛ひ翔しよう。


　高性能の爆ばく薬やくをたっぷりと詰つめたその弾体は魔族の傍かたわらを通り過ぎ、氷こおりに封ふうじ込こめられたまま残された魔族の足に着ちやく弾だん。轟ごう音おんと共にそれを粉こな々ごなに吹ふき飛ばした。


　白い砕さい片へんが炎に煌きらめきながら舞まい上がる。


　さすがにここまで粉ふん砕さいされては足の部分に在あったであろう予よ備び脳のうも死し滅めつせざるを得えまい。


　──ほおおおっ！　ほおおおおおおおおおおおっ！


　驚おどろいたかの様に魔族が吠える。


「怒おこったか？　はは。それでいい。さあ──追ってこい！」


　レイオットは呟いてロケット砲の発はつ射しや筒とうを投げ捨てる。


「おまえの敵は此こ処こにいるぞ！　おまえを滅ほろぼせる敵がな……！」


　呟く自分の声が僅わずかに上うわ擦ずっているのが分かる。


　状じよう況きようがどうあれ、戦せん闘とうに沸わき立つ血ち潮しおは変わらない。


　意識を白く燃もやし尽つくし、死の危険を顧かえりみずに全力を尽つくして戦うこの僅わずかな時間。


　これだけがレイオットに許された自由だった。許されざる咎とが人びとがただ一つ自みずからに許した仮かり初そめの解かい放ほうだった。


　だがその時──


「──レイオット」


　聞こえる筈はずはない。


　モールド・キャリアの駆く動どう音おんと。自らの身で風を切る音と。周しゆう囲いで燃えさかる火か炎えんの音と。そして魔族の咆ほう吼こうと。


　それらの雑音が混こん在ざいする中では人の声など聞こえる筈がない。


　だが──


「──！」


　その静せい謐ひつな声は確かにレイオットに届いた。届いて彼を振ふり返らせた。


　一いつ瞬しゆん──全すべてが遠のいた様な感覚。


　モールド・キャリアの周囲を流れ飛ぶ風景の中にただぽつんと立つ少女の姿すがた。それがレイオットには浮うき上がって見えた。


　カペルテータ。


　魔族と人間の間に生まれてしまった少女は、いつもの如ごとく無表情にレイオットを見み詰つめている。魔族も。人間も。炎ほのおも。雪も。レイオットも。その紅あかい瞳ひとみはただ全てを等ひとしく淡たん々たんと映うつしているだけだった。


　しかし──その紅玉ルビーの如ごとき瞳の奥おくに、普ふ段だんとは違ちがう何かがあると感じたのは、レイオットの気のせいであったろうか。


「…………」


　長い長い──しかしそれはやはり一瞬の事。


　少女の姿は遠ざかり、レイオットは短く溜め息をついた。


「──すまん」


　そして。


　引き戻もどされた現実がレイオットに行動を迫せまる。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおっ


　魔族の吠ほえ声と同時に幾いくつもの光こう球きゆうがその周囲に発生する。


　蒼あおい蛇へびの如き稲いな妻ずまをまとわりつかせた球体の正体は恐おそらくプラズマだろう。超ちょう高こう温おんの電でん離り気き体たい。まともに喰くらえば人間など一いつ瞬しゆんで骨の髄ずいまで焼き潰つぶされてしまう。


「ははっ──」


　レイオットはスタッフに手を伸のばす。いちいち構かまえたりせず、彼はスタッフを置いたまま、無音詠唱ダムキヤスト操作をするための操桿レバーを握にぎりしめて振ふった。


　音をたてて疑似詠唱端子キヤスターが呪文書式板スペル・タグの上を滑すべり、同時に感かん圧あつスイッチによって増ぞう幅ふく用よう呪文書式筒が回転を始める。


「イグジスト！」


　レイオットの撃発音声トリガー・ヴオイス。


　同時に〈スフォルテンド〉の胸元から拘こう束そく端たん子しが一つ音をたてて弾はじけ飛んだ。


　瞬しゆん間かん的てきに発はつ生せい、展開した力りき場ばがモールド・キャリアの後部を覆おおう。間かん髪はつ入れずに魔族から放はなたれたプラズマ球きゆうがその防ぼう御ぎよ力場面に衝しよう突とつ。


　電光と火か炎えんが力場面を滑すべり、周囲の地面や建物を焼き焦こがし、弾けさせた。ただの余よ波はでありながら、それは今また一いつ軒けんの建物を倒とう壊かいさせ、その周囲に逃にげ惑まどっていた人々に悲鳴を上げさせた。


　これが魔族の力だ。


　望むだけで周囲のあらゆるものを破は壊かいする事が出来る力──あるいは望む望まぬに関かかわらず、ただそこに存在するだけで何かを壊こわさずにはおれない力だった。


「──ははははっ」


　レイオットは笑った。


「そうだ──来い──来い！　その力を使って！　俺おれを殺しに来い！　全力でだ！　いいか──自分を焼き滅ほろぼすくらいに──全力で!!」


　魔族に向かって叫さけぶ。


　プラズマによる攻こう撃げきが効果がないと分かったのか、魔族は地じ響ひびきにも等ひとしい足音をたてながらレイオットの乗るモールド・キャリアを追ってくる。


「さあ──ダニエル。もう少しだ。もう少しで一つのカタがつく。俺か。あんたか。どっちが楽になっても恨うらみっこなしだ」


　仮か面めんの中で舌したなめずりしながらレイオットは言った。
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　フィリシスは広場の端はしに立ちながらゆっくりと呼吸を整ととのえた。


　絶対確実に魔族を倒たおす。その為ためにはそれなりの仕し掛かけが必要だ。それも大きな仕掛けが。


　レイオットとの話にも出てきたが、あの魔族は恐おそらく複ふく合ごう型がたの脳のう組そ織しきか、あるいは分ぶん散さん型の脳組織を持っている。このためにまず全身を一気に、しかも完全に──肉にく片へんの様な状じよう態たいにまで破壊しなければ、殺すのは難むずかしい。群ぐん体たい生せい物ぶつの様なものだからだ。


　しかも生なま半はん可かでない魔力圏ドメインを持っている為ため、中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃を仕掛けても復元されてしまうだけで、わざわざ拘こう束そく度どを消費する意味がない。


　上級魔族や中級魔族は恒常魔力圏コンスタント・ドメインを持っている。


　これはつまり四六時中途と切ぎれる事無く魔法の力を身に帯おびているという事である。このため、たとえ不意をついたところで、銃じゆうの類たぐいで魔族を殺すのは事実上不可能だ。既すでにそれは通常の意味での生物ですらない。魔力そのものを呼吸し魔力を循じゆん環かんさせて肉体を稼か動どうさせる別種の何かだった。


　だが──それは中上級魔族の強みであると同時に弱点でもある。


「さて……うまく発動してくれるといいけどね」


　フィリシスは広場の数か所に置いた『目め印じるし』を見み渡わたしながら呟つぶやいた。


『目印』の数は総計六個。半径十メルトルの円を──あるいは一辺十メルトルの正六角形を──広場の真ん中に描えがく様にして配置されている。


　この『目印』はレイオットのスタッフを分解して中から取りだした部品だ。どれも少量ながら〈賢けん者じや石いし〉がその材料として一部に使用されているものである。


　実はこの『目印』は文字通りの代しろ物もので、彼女が今から使おうとしている魔法に絶対必要なものではない。だが確実性を期す為ためにとフィリシスは応急作業でこの『目印』を造つくり、使う事にしたのだ。何しろ機能や効果は知っていても、普ふ段だんは使う事のない魔法──しかもスタッフなしの口頭詠唱リアルキヤストとなると、さすがに自じ他た共ともに認める天才としても慎しん重ちようを期さざるを得えない。


「さて──」


　改あらためてモールドの左手部分に眼めを向ける。


　そこにはびっしりと細かい文字が走り書きしてあった。


　呪じゆ文もんの覚え書きである。やたらに長い呪文である上に、まさか実戦で使う事になるとは思ってもみなかったので、フィリシスも細かい部分まで覚えていないのだ。


「なんだかカンニングしてる受験生の気分だね」


　呑のん気きな感想を漏もらしてからもう一度深呼吸。


　轟ごう音おんが近付いてくる。


　顔を上げて見れば広場に向かって真まっ直すぐ近付いてくるモールド・キャリアの姿すがたが見えた。そしてその背後にはその巨きよ体たいを震ふるわせながら追いすがってくる魔族の姿が在ある。


　予定通りだ。


　問題はレイオットの〈フリーズ〉がどの程度魔族の足止めとして使えるかだが──この事は今いま更さら気に病やんでも仕方がない。当初の目もく論ろ見み通どおり十秒以上足止めとしての効果を発揮してくれる事を祈いのるのみである。


「さて──と」


　もう一度『目め印じるし』を見み渡わたしてから──フィリシスは呪じゆ文もん詠えい唱しようを始めた。


「法ほうを破やぶり・理ことわりを越こえ・意志を具ぐ現げんせしは魔の術じゆつ法ぽう・されど魔を持って魔を制し・我われは相そう殺さいを望む者なり──」


　慎しん重ちように慎重に呪文を詠唱しながら、脳のう裏りに仮か想そう魔ま力りよく回かい路ろを構こう築ちくしてゆく。


　基本構成は〈ジャミング〉と同じだ。


　だが最終的に構築される魔力回路は遥はるかに大だい規き模ぼでしかも緻ち密みつである。必要とされる魔力回路の『部品』が増ふえれば増えるほど、それに対応する呪文も増える為ため、最終的にはかなり長い呪文を延えん々えんと唱となえなければならない。


　しかも大規模かつ複雑な魔力回路は維い持じする事そのものが非常に難むずかしい。


　使い慣なれている呪文なら口頭詠唱リアルキヤストであろうとまず失敗しないフィリシスであるが、こういった特とく殊しゆな呪文となると、僅わずかに発音をしくじるだけでも集中力が乱れ、一気に現げん象しよう確かく定てい率りつ──要は成功率──が下がってしまう。


「……ユージンス・ユージンス・トスナ・アルマライン・トスナ・フティエン──エイム・ジクステン・エイオン──エイム・ジクステン・エイツェン──エイム・フォウオン・エイオン……」


　呪文を詠唱しながら、彼女は同時に『目印』を基点として形成される『罠わな』を視し界かいの中に想像力で描えがいてゆく。半径十メルトルの仮か想そう的てきな円。それが彼女の『罠』だ。その中にあの魔族を捉とらえた瞬しゆん間かんに、彼女とレイオットの立てた作戦は完成する。


「……エグセム・ワンセイブ・セイブ──コルテ・コルテ・アルマライン・トスナ・フティエン──ナーツ・カーヴィル」


　仮想魔力回路がゆっくりと意識の中で稼か動どうを開始。


　まずは構こう築ちくに成功した。


　後は撃発音声トリガー・ヴオイスにより虚数界面アストラル・サイドに在ある魔力回路を現げん実じつ事じ象しように転てん写しやして発動させれば良い。


　だが──今はその時ではない。


（後はレイ次第──）


　レイオットを上に乗せたモールド・キャリアが広場に滑すべり込こんでくる。


　続けて魔族がそれを追って踏ふみ込んでくる。


　だが……まだ魔法を発動させるには早い。魔族がその円内に踏み込んでいない。少なくとも魔族の身体からだの八割はその円の中に入っていなければ『罠』を作動させても意味がない。


　許されるのは恐おそらく一いつ瞬しゆん。


　その一瞬を逃のがせばフィリシス達に勝機はない。


（ふふっ──）


　ぞくぞくする。


　ぎりぎりの一線で殺し合う緊きん張ちよう感かん。


　仕し掛かけた罠わなに相手が飛び込んでくるか──それともそれを食い破った牙きばが自分にも突つき刺ささるか。無論、失敗すればスタッフのないフィリシスには、他の魔法を用意して攻こう撃げきする余よ裕ゆうはない。


（まだ──まだ──）


　近付いてくるモールド・キャリアと魔族を見み据すえながら、フィリシスは慎しん重ちように機を計はかる。


　魔族が罠に踏ふみ込こむまで、あと十歩──
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　モールド・キャリアが広場に滑すべり込む。


　瞬間的に視し線せんを走らせ、ファーゴはフィリシスの置いた『目印』を確認し、それを巧たくみに避さけつつ更さらにモールド・キャリアを走らせた。


　魔族がその後を追う。


　その巨きよ大だいな脚あしがフィリシスの設定する『罠』に踏み込むまで後七歩。


　モールド・キャリアが土つち煙けむりを上げながら『罠』の円の上を通り過ぎる。


　魔族が『罠』に踏み込むまであと六歩。


　あと五歩。


　あと四歩。


　あと……


「まさか──気付かれたかっ!?」


　レイオットがモールド・キャリアの上で叫さけんだ。


　魔族が動きを止めているのだ。その巨体は『罠』の効こう果か領りよう域いきである円の内側に踏み込む三歩手前で立ち止まっている。


『罠』の存在に気付いたか。それとも単純な気き紛まぐれか。


　これではレイオット達の作戦は成立しない。


　──ほおっ！　ほおっ！　ほおおおおおおおっ!!


　魔族が声を上げながら両手を振ふり回す。


　その四つの紅あかい眼めはレイオット達ではなく──広場の隅すみに立つフィリシスに向けられていた。恐おそらく二度も手て痛いたい攻こう撃げきを受けたせいで、魔族の中でフィリシスが最も優先的に排はい除じよすべき敵と認識されているのだろう。


　魔族の怒いかりを代弁するかの様にその周しゆう囲いに発生した電光が触しよく手しゆの様にうねる。


　電光に触ふれた灌かん木ぼくの一本が爆ばく発はつ的てきな勢いで燃もえ上がった。


　──ほおおおおおおおっ！


　魔族の吠ほえ声と同時に炎ほのおの形が大きく歪ゆがむ。それは見えない手で丸められたかの如ごとく、瞬しゆん時じに球状となって空中に浮うかび上がった。


「いかん！」


　ファーゴは叫んでモールド・キャリアのハンドルをきる。


　激はげしくタイヤを鳴らしながらモールド・キャリアはフィリシスと魔族の間に割り込んだ。


　フィリシスを庇かばうようにして晒さらされるモールド・キャリアの側面──そこへ魔族の放はなった火か球きゆうが激げき突とつしたのは、次の瞬間であった。


　爆ばく音おんと共にモールド・キャリアが揺ゆれる。


「他人の車で無茶をしてくれる」


　飛び降りながらレイオットは愚ぐ痴ちった。ただの火炎であったから良かった様なものの、投げられたのが先程と同様のプラズマであれば、庇ったファーゴやレイオットは無論、フィリシスも巻き込まれて焼け死んでいたであろう。


「申し訳ございません」


　律りち儀ぎにそう答えつつ、ファーゴは助手席側の扉とびらをフィリシスに向かって蹴けり開いた。


「お乗りください！」
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　全力疾しつ走そうで目標と定さだめた地点に向かう。


　レイオット達の現有戦力で確実に魔族を倒たおすにはやはり『罠』を使わねばならない。その為ためには是ぜが非ひでも魔族をフィリシスの設定した円の中に入れる必要があった。


　レイオットは走りながらスタッフを無音詠唱ダムキヤスト。


　実を言えば……無ぶ事じに残っていた呪文書式板スペル・タグは僅わずかに三枚だけだ。つまり今のレイオットにスタッフを介かいして使える魔法は三種類しかないのである。


「……立場が逆になったな」


　呟つぶやきながらレイオットは魔族の方へと視し線せんを飛とばした。


　──ほおおおおっ。ほおおおおおおっ。ほおおおおおおおおおっ。


　魔族は何ど処こか苛いら立だたしげな声を上げながらモールド・キャリアを追っていた。


　フィリシスとファーゴを乗せたモールド・キャリアは広場を右に左にと蛇だ行こうしながら魔族の攻こう撃げきをかわし続けている。魔族は電光や火か炎えんを投げつけ、拳こぶしで殴なぐりかかりさえするのだが、ファーゴの並なみ外はずれた運転技術はそれらの攻撃をぎりぎりでやり過ごし、まるで魔族を嘲あざ笑わらうかの様に広場の中を走り回っていた。当然ながらレイオットの行動から魔族の眼めを逸そらさせる為ための陽よう動どうを兼かねているのだ。


　だが──実際にはファーゴにもそれほど余よ裕ゆうがある訳でもあるまい。


　急がなければいつかモールド・キャリアの動きに慣なれた魔族は、ファーゴ達を捕つかまえてしまうだろう。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!


　苛いら立だちが限界に来たのか──魔族が大声で吠ほえ上げる。


　まるで竜たつ巻まきが発生するかの様にその周囲で空気が渦か動どうを起こし、降り積もった雪や砂さ塵じんを舞まい上げる。


「──まずいな」


　あの魔族がフェルナンデス邸ていの庭で見せた様な、爆ばく発はつ的てきな力をここで解かい放ほうすれば、直接狙ねらわれているフィリシス達は無論、レイオットも危ない。


「こっちだ──ダニエル！」


　叫んでレイオットは撃発音声トリガー・ヴオイスを唱となえた。


「イグジスト！」


〈スパイラル〉発動。


　魔族の右みぎ腕うでに螺ら旋せん状じようの力りき場ばが発生し──瞬しゆん間かん的てきに捻ひねり潰つぶした。


　異い様ような音と共に骨こつ格かくが砕くだけ、肉が潰つぶれ、裂さけた表皮からは血がしぶく。人間であれば頭から足首までを雑ぞう巾きんの如く何重にも捻ねじられて瞬間的に絶命していたろう。下級の小型魔族に対してなら、充じゆう分ぶんに通用する攻撃魔法であった。


　だが──


　──ほおおおおおおおおおおおおおおっ！


　魔族はただの一声の魔法で腕の損そん傷しようを修復してのけた。時間を逆ぎやく回まわしにするかの如ごとく、捻られた腕は逆回転して元に戻もどり、萎しぼんでいた肉はポンプで水を注入するかの様に膨ふくれあがって数秒前の状態を取り戻もどす。


　魔族がモールド・キャリアからレイオットへと向き直った。


　だが既すでにその時、レイオットは目指した地点にまで辿たどり着いている。位置的には彼とフィリシスの設定した円の間に魔族を挟はさみ込こむ様な形になる。広場の隅すみに生はえている樹木に背中を預あずけながら、レイオットは次の呪文を無音詠唱ダムキヤスト。


「イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと同時に〈デフィレイド〉の力りき場ば平へい面めんが発生。


　先日と同じ使い方である。発現位置を移動しながら構こう築ちくされた〈デフィレイド〉の力りき場ば平へい面めんはそのまま魔族に正面から激げき突とつ。魔族の魔力圏ドメインによってくい止められ、直撃には至いたらなかったものの──その衝しよう撃げきに押おされて魔族は一歩後方へと後こう退たいした。


　──ほおおっ！　ほおっ！　ほおっ！


　魔族が驚おどろいたかの様に声を上げる。


（──いける！）


　レイオットは更さらに〈デフィレイド〉を無音詠唱ダムキヤスト。畳たたみかける様に撃発音声トリガー・ヴオイスを放はなつ。


「イグジスト！」


　再び力場平面が魔族に激突、その巨きよ体たいを罠わなに向かって押おし込む。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!


　魔族が吠ほえて前にでようとするが──


「イグジスト！」


　更に力場平面が直撃。


　まるで容よう赦しやない拳こぶしの連打を受けて後退する拳けん闘とう士しの様に魔族は一歩、二歩と後方へ踏ふみだし──


「フィリシス！」


　その両足が『目印』の描えがく円内に入った瞬しゆん間かん、一声そう叫さけんでからレイオットは呪文書式板選択機構タグ・セレクターレバーを操作して〈フリーズ〉を選択。


　間かん髪はつ入れずに無音詠唱し、撃発音声を唱となえた。


「イグジストッ!!」
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「フィリシス！」


　レイオットからの声が届く。


　ファーゴがブレーキを踏ふみ付けてモールド・キャリアを急停車させる。ほぼ同時に扉とびらを蹴けり開いてフィリシスは助手席から飛び降りた。


　魔族が完全に『目印』の描く円内に入る。


　三度の力場平面による殴おう打だを喰くらったためか、やや動きが鈍にぶい。更にそこへとどめを刺さすかの様に、レイオットの〈フリーズ〉が発動した。


　再び魔族の脚あしを取り込んで氷ひよう塊かいが発生する。


　白く鮮あざやかな輝かがやきを放はなちながら氷は素す早ばやく増ぞう殖しよくして魔族の脚あしと地面とを繫つなぎ止めた。局所的かつ急速に冷れい却きやくされた空気が、硝子ガラスの触ふれあう様に涼すずやかな音をたてる。


　その瞬間。


　これをフィリシスは待っていた。


「──イグジストッ!!」


　撃発音声トリガー・ヴオイスを詠えい唱しよう。


　次の瞬間、魔族を取り囲かこむ様に置かれていた『目印』が揃そろって弾はじけ飛んだ。


　同時に地面を縦じゆう横おう無む尽じんに紅あかく輝かがやく線が走り、魔族を囲む様にして魔ま法ほう陣じんを──巨きよ大だいな特とく殊しゆ魔ま力りよく回かい路ろを描えがき出してゆく。


　しかもそれは一つではなかった。魔族を取り込んだ魔法陣を更に囲む様にして三枚の巨大な魔法陣が発生する。それらは地面から起きあがり、布ぬのを折り畳むかの様に魔族を押おし包んだ。


　──じゃっ!!


　フィリシスのモールド〈フォルテシス〉の胸元から、総計七つの拘こう束そく度ど端たん子しが一度に弾はじけ飛んだ。


「くっ──」


　フィリシスは脳のうに襲おそい来る圧あつ迫ぱく感かんに耐たえながらその魔法──〈ドメイン・キャンセラ〉を維い持じした。


　元々この〈ドメイン・キャンセラ〉は〈ジャミング〉の上位魔法なのだが、拘束度を口頭詠唱では七、スタッフを用いても六を一度に消費するため、発動の瞬間魔法士ソーサリストにかかるその負ふ担たんたるや〈ジャミング〉の比ひではなく、中ちゆう途と半はん端ぱな魔法士が使える魔法ではない。


　基本的にジャミングは対たい象しようの魔力圏ドメインに割り込んで、その機能を搔かき乱すだけのものである。これを使えば確かに魔族の魔法攻撃を無効化する事は出来るが、あくまでそれは瞬間的なものでしかない。


　この欠点を補おぎなうべく考こう案あんされたのがこの〈ドメイン・キャンセラ〉である。


〈ドメイン・キャンセラ〉は単なる妨ぼう害がい魔法ではない。起き動どうされた巨大で複雑な魔力回路は、対象の魔力圏の中に組み入って同どう化かする。その上で、魔族からその魔力圏に下される命令に対し、片かたっ端ぱしから中止命令を挿そう入にゆうしてゆくのである。


　随ずい意い、不随意を問わず、中級魔族や上級魔族はその肉体活動の多くを魔力圏によって支えられている。魔族の意志──つまりは命令に従したがって魔力圏は魔族の肉体を維い持じし、魔法を発生させる。


　しかしこの〈ドメイン・キャンセラ〉はその機能を停止させてしまうのだ。


　その生せい命めい維い持じさえ魔力圏に頼たよっている上級魔族などはこの効こう果か領りよう域いきの中に囚とらわれるだけで致ち命めい的てきである。生命活動そのものが狂くるわされ、強制停止させられてしまう。


　だが当然──この魔法が実戦で殆ほとんど使われないのには理由がある。


　あまりにも欠点が多いのだ。


　実用に耐たえないほどの大量の拘束度数デユラビツトを一度に消しよう費ひする事。


　効果時間が実質的に百五十秒前後しかない事。


　発動位置は予あらかじめ設定しておかねばならず、それを自由に移動できない事。


　更さらに──実際に発動してから魔ま力りよく回かい路ろが対象の魔力圏ドメインを分ぶん析せきし、その一部として組み入るまでにおよそ十秒もの時間がかかるという事だ。


　また、魔族の魔力圏に対する支配力が強ければ、この〈ドメイン・キャンセラ〉とて全すべての命令を無む効こう化かしきる事は出来ない。言ってみれば効果が不安定なのである。


　だが──


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!


　魔族が叫さけび声をひしり上げた。


　先程と同じように魔族はその身体からだを大きく捻ひねって、〈フリーズ〉の拘こう束そくから脱だつしようとするが──もう遅おそい。自みずから引きちぎった左足を再構築して踏ふみ出そうとするのだが、魔力圏はまともに反はん応のうせず、左足の膝ひざから下は失われたままであった。


　巨きよ体たいを支える片足が無くなり、魔族は大きくよろめいた。


　硬かたいものの砕くだける音と共に右足さえもが膝ひざから砕け折れる。魔族は半なかば反射的な動作で左ひだり腕うでを出して身体を支えようとした。


　その腕が──ぐしゃりと潰つぶれる。


　魔族はゆっくりとその巨体を倒とう壊かいさせた。それはまるで強度の足りない粘ねん土ど人にん形ぎようが自じ重じゆうでその四し肢しを押おしつぶし、傾かたむいてゆく様にも似にていた。


　重すぎるのだ。


　その巨体はこの地上の重力下で直立して存在するにはあまりに重すぎる。この地上の生物の大きさは別にデタラメや偶ぐう然ぜんで決定されている訳ではない。それが最適な大きさとして進化という試し行こう錯さく誤ごの上に辿たどり着いた結論なのである。


　故ゆえに──それを無む視しした巨体を形成すればそこにはどうしても無理が出る。


　中級以上の大型魔族の場合、その無理を恒常魔力圏コンスタント・ドメインによってごまかしている。いや──正しくはより魔法生物として特とつ化かしていった中級以上の魔族は、その肉にく体たい維い持じにさえ魔法を使っている為ため、より不自然、非物理的存在としてこの世界に在ある事が出来るのだが──それは言い換かえれば、魔法を奪うばわれた瞬しゆん間かんには最も早はや、自じ己この生命さえまともに維持できない生物になってしまっているという事である。


　──ほおおおっ。ほおおおおおおっ。


　支える両足を失い、左腕を失い、まさしく無力を絵に描かいた様な状態で魔族は地に這はい蹲つくばった。崩ほう壊かいはそれだけに留とどまらず全身の甲こう羅らや肉までが緩ゆるんでその形を崩くずし始めた。どうやら筋肉も普ふ通つうの生き物とは違ちがう物質に変質していたらしい。


　だが。


「──レイ！」


　フィリシスは〈ドメイン・キャンセラ〉を維い持じしながら叫さけぶ。


　この魔力圏ドメイン相そう殺さい領りよう域いきを彼女が維い持じできるのは前ぜん述じゆつの通り約百五十秒である。


　だが〈ドメイン・キャンセラ〉だけでこの魔族が完全に死し滅めつしてしまうという保証はない。自じ重じゆうで潰つぶれたのはその体たい軀くだけであり、脳のうは──予備脳も含ふくめて──まだ無む傷きずで残っている可能性もあったからだ。完全を期すのであれば、〈ドメイン・キャンセラ〉解かい除じよと同時に別の魔法でとどめを刺さす必要があった。


　そして──
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　魔族がもがいている。


　どんどん崩くずれてゆく身体からだで──その残ざん骸がいの中で魔族がもがいている。


　恐おそらく魔族は必死に己おのれの肉体を再構築しようとしているに違いない。時とき折おり、全身の傷口が泡あわ立つ様に蠢うごめくのはその証しよう拠こだろう。


　だが〈ドメイン・キャンセラ〉の作さ用ようはそれを許さない。むしろもがけばもがくほど魔族は己の肉体の崩壊を早めているだけであった。


　黒い甲こう羅らには亀き裂れつが入って剝はがれ落ち、肉は泥どろの様に溶とけて爛ただれ落ちる。やがて顔がん面めんの紅あかい眼がん球きゆうさえ糸を引いて眼がん窩かからこぼれ落ち、地面に落ちてぐしゃりと潰つぶれた。


　恐らくレイオットがとどめをささずとも──もう間もなくこの魔族は死ぬ。


「──ダニエル」


　勝利の高こう揚ようはなく。決着の喜き悦えつもなく。


　むしろ沈ちん鬱うつとも言える声で呼びかけながら──レイオットは〈ドメイン・キャンセラ〉の魔ま法ほう陣じんが組み上げる紅い檻おりへと歩み寄った。


「あんたの悪夢はここで終わる。これであんたは自由になれるんだ」


　呟つぶやいてレイオットは無音詠唱ダムキヤスト。選せん択たく呪じゆ文もんは〈スパイラル〉。


　更さらに──


「我われ・法ほうを破り・理ことわりを越こえ・殲せん滅めつの意志を抱いだく者なり」


　補ほ助じよ呪文を口頭詠唱リアルキヤストで追加プラグイン。


「グロークン・グロークン・エイテ……」


　魔族はなおももがいている。


　最も早はや命めい運うん尽つきたと分からないのか──分かるだけの知能もないのか。


　だがそれを愚おろかと笑う事はレイオットには出来なかった。


　ただ生きようとすること。必死に生きようとすること。


　生きることに意味を見いだせぬ者にそれを嘲ちよう笑しようできる権けん利りなどある筈はずもない。


「〈ヴォルテックス〉──ん？」


　ふとレイオットは眉まゆをひそめて呪文詠唱を中断した。


　魔族が何かそれまでと違う動きを示しているのだ。


　何か反はん撃げきを試こころみているのかとも思ったが──違った。


　崩くずれかかった魔族の右腕は、己おのれの胸の内から──文字通りにその肉の中から何かを摑つかみ引きずり出したのである。


　ただ一本残った腕で魔族が握にぎりしめているもの。


　それは……女性の白い裸ら体たいであった。


「コーネリア……」


　レイオットが呟つぶやく。


　魔族の動きはそれだけに留とどまらなかった。


　崩れ行く身体からだでずるずると這はいながら、魔族はレイオットの方へと進んでくる。コーネリアを摑んだその右手を伸のばし、恐おそろしいほどにゆっくりと──しかし恐らくは自みずからに残された力を全すべて振ふり絞しぼりながら。


「まさか──」


　レイオットは僅わずかにスタッフの先が下がるのを感じた。


　魔族は尚なおも彼に向かって這い寄ってくる。


　まるで何かを訴うつたえるかの様に、かつての恋こい人びとを握にぎった手を伸のばして──


「──コーネリアだけでも助けてくれってのか？」


　この魔族に言葉が通じるとは思えない。


　思えないが──


「レイ！」


　やや離はなれたところで〈ドメイン・キャンセラ〉を維い持じしているフィリシスが声を上げる。急げという意味だろう。〈ドメイン・キャンセラ〉の維持限界まで残り時間一分を切っている。早くとどめを刺ささなければ、魔族が肉体を再さい構こう築ちくして逆ぎやく襲しゆうに転じる恐おそれがあった。


　そして。


「──レイオット！」


　誰だれの声なのか一いつ瞬しゆん分からなかった。


　叫さけぶのを聴きくのは初めてだったからだろう。あるいは無意識に今は聴きたくないと思っていたからかもしれない。


　レイオットは広場の入り口を振ふり向く。


　そこに……息を切らせながらＣＳＡの少女が立っていた。


「カペルテータ……」


　恐らくここまで必死に走ってきたのだろう。その息は荒あらく、口元からは何度も白く濁にごった息が漂ただよい出ては消えてゆく。来る途と中ちゆうで何度か転んだらしく、その服はあちこち泥どろだらけになっていた。


　初めて聴く少女の叫び声。


　それは、ひどく平へい凡ぼんなものであるかの様にレイオットの耳には響ひびいた。


　ごく普ふ通つうの少女が、耐たえ難がたい程の苦痛に出合って絞しぼり出すかの様な──ただただ悲痛な声。


　あるいはそれはレイオットの錯さつ覚かくであったかもしれない。


　やはり紅あかい眼めの少女の顔に表情はなく、続く言葉は静せい謐ひつですらあったから。


　しかし──


「御願いです──父様を、母様を殺さないで」


　白い息を吐はきながらカペルテータは言った。


「喜んでくれた──私が生きていて、此こ処こに在あって──その事を喜んでくれたんです。父様は。母様は。ただその事を──そんな事を喜んでくれたんです」


　言いながら少女はこちらに向かって歩いてくる。


「来るな、カペルテータ！」


　レイオットは叫ぶ。


　今いま更さら、しかもどうしてこんな時に──その想おもいばかりが強い。


　カペルテータ。


　魔族と人間の間に生まれたＣＳＡ。正常な感情の構こう築ちくさえ許されなかった少女。


　今初めて──彼女は感情というものを覚えたのだ。


　喜びというものを初めて彼女は知った。無む垢くで純じゆん粋すいな──そう、無む償しようの愛情というものを注そそがれる喜びを、彼女は知ったのだ。


　そして──


「御願いです──私は怖こわい。とても怖い。この嬉うれしい事を──なくしてしまうのは、怖いんです。御願いです。父様を、母様を殺さないで」


　それは同時にその喜びを失うという事の恐きよう怖ふをこの少女に教えてしまった。


（くそったれ──）


　レイオットは誰だれにという訳でもなく呪のろいの言葉を吐はいた。あるいはそれは空の彼方かなたで人間達の営いとなみを見下ろしている誰かに対してのものであったかもしれない。


（くそったれ──どうして──どうしてこんな──）


　彼女に喜びを教えたのが、ただの父であり母であったなら、レイオットはカペルテータを祝福してやる事もできたろう。


　本当に──きっと心から祝福してやれたに違ちがいない。ただ素す直なおに自分が此こ処こに生きて在ある事を肯こう定ていできるという事は、きっとすばらしい事なのだ。そしてそれは自分には出来なかった事だ。


　打算ではなく義理でもなく──ただ自分と同じ道を少女が歩まなかっただけでも、彼は本当に嬉うれしく思えたに違いないのだ。


　だが彼女の父は魔族メレヴエレントだった。


　そしてレイオットは戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだった。


　彼に出来るのは、彼女の芽め生ばえ始めた喜びをつみ取る事だけだ。


「レイオット、レイオット──御願いです──」


　いっそ泣き喚わめきでもしてくれれば、むしろ残ざん忍にんにもなれたろう。


　だがカペルテータの声は何ど処こまでも淡たん々たんとレイオットに届いた。その懇こん願がんはただひたすら真しん摯しだった。激げき情じように濁にごる事のない、ひどく純じゆん粋すいな願いだけがそこには在あった。


「お願いです──父様を殺さないで」


「……駄だ目めだ」


　レイオットは嚙かみ締しめた歯の間から押おし出す様に言った。


「それでは──君の父様は救われない」


　道を踏ふみ外はずしてしまう者が居る。


　自分からその過あやまちを正せない者が居る。


　彼等には必要なのだ──けじめが。自分の過ちを──歪ゆがみきった人生に幕まくを降ろしてくれる誰かが。レイオットはその事を痛い程に実感していた。


　誰かがダニエルの悪あく夢むを終わらせてやらねばならない。この人と魔族の間で苦しんできた哀あわれな男の悲ひ劇げきを終わらせてやらねばならないのだ。


　だから──


「レイ！」


　フィリシスが叫ぶ。


　遂ついに〈ドメイン・キャンセラ〉の効こう果か領りよう域いきが消しよう滅めつしたのだ。


　魔族を覆おおっていた魔ま法ほう陣じんの檻おりが消滅する。


　まるでその瞬しゆん間かんを待っていたかの様に、魔族がその指を開きコーネリアを送り出した。


「あ……あ……」


　意識があるのか無いのか──コーネリアはふらふらと不安定な足取りでレイオットの側そばにまで歩いてくると、崩くずれるようにして倒たおれた。一見して外がい傷しようらしい外傷はない。このまますぐに暖あたたかい場所へ連れて行けば彼女に関しては大事はあるまい。


　──ほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ。


　魔族が雪の中で声を迸ほとばしらせる。


　その声は何ど処こか哀あい切せつの響ひびきさえ伴ともなっていた。


　ゆっくりと魔族の肉体が自じ己こ復ふく元げんを開始する。


　だがそれはひどく緩かん慢まんなものだった。やはり既すでに脳のうの損そん壊かいが五割に達しているのだろう。復元の為ための魔法は発動している様だが、まともにその効果を現す前に、魔法は千ち々ぢにほどけて霧む散さんしてゆく。


　粘ねん土どのような腐ふ肉にくの中から、手や足が無む秩ちつ序じよに生はえては、ひび割れて崩れてゆく。何度も何度も生えては崩れる。その繰くり返しだ。そしてその生える手足の数も次第に少なくなって行く。


　その光景はもう明らかに断だん末まつ魔まの退たい廃はいを漂ただよわせていた。


「──じゃあな」


　レイオットは呟つぶやき……


「──イグジスト」


　撃発音声トリガー・ヴオイスはむしろ祈いのりを捧ささげるかの様に穏おだやかに響いた。


　轟ごう音おんと共に破は壊かい的てきな渦か動どうが発生する。


〈ヴォルテックス〉。


　基き礎そ級きゆう攻こう撃げき魔法〈スパイラル〉の上位魔法。その名の通り、空間そのものを歪ゆがめるかの様な強大な力りき場ばが渦うずを巻き、魔族の肉体を取り込んでゆく。


　内側に向かって無限に落ち込んでゆく破壊の螺ら旋せん。その中で、既すでに殆ほとんど崩ほう壊かいしていた魔族の肉体は、完かん膚ぷ無なきまでにすりつぶされ、遠心力分解され、単なる物質の段階にまで還かん元げんされていった。


　やがて──微び粒りゆう子しの段階にまで破壊された魔族の肉体は、折り畳たたまれ、絞しぼり込こまれていた力場が爆ばく発はつ的に展開する音と共に、空気中に散った。


　白い雪の中に、更さらに激はげしくきらめきながら大量の粒りゆう子しが舞まう。


　それは幻げん想そう的てきで──そして悲しい光景だった。


「……レイオット」


　何ど処こか力の抜ぬけた声が呼びかける。


　スタッフを降ろして短い溜ため息いきをつき──レイオットはカペルテータを振ふり返った。


「……すまん」


　カペルテータは何ど処こか惚ほうけた様な表情を浮うかべてレイオットを見つめていた。


　何を言えばいいのか。どういう表情をすればいいのか。そういった事が分からないのだろう。何かに押おされる様にして、一歩レイオットに向かって踏ふみだし──そこで自分の行こう為いに戸と惑まどうかの様に彼女は立ち尽つくした。


「君の父とうさんはもう救える状態じゃなかった。魔族になった人間を救う方法はない。そして人間と魔族は──共きよう存ぞんはできない。決して」


「…………でも」


　否ひ定ていになりきれぬ否定。


　ただそれだけが少女の口から漏もれる。


「君の母かあさんだけでも救うことが出来たのは、むしろ奇き跡せきに近い。君の父さんが起こしてくれた奇跡──」


「レイっ！」


　鋭するどい声が割り込んでくる。


「──!?」


　振り返ったレイオットは──そこに立つ全ぜん裸らの娘むすめを見た。


　コーネリアだ。


　彼女は何なに気げない動どう作さでその右手を伸のばし掌てのひらをレイオットに向けた。


　それはただそれだけの動き。彼女の手はレイオットに触ふれてさえいない。


　だが──


「あはははははっ」


　無む垢くとも言える笑い声と同時に──レイオットは軽々と吹ふっ飛んだ。


「ぐおっ──!?」


　レイオットは長々と宙ちゆうを飛んで地面に落下、一度そこで跳はねてから更さらに勢い余って広場の端はしへと滑すべっていった。


　凄すさまじい威い力りよくである。咄とつ嗟さに身を捻ひねって力の直ちよく撃げきは防いだものの、もしまともに喰くらっていれば、レイオットはモールドを着たままばらばらになっていたかもしれない。


「──魔族っ!?」


　モールド・キャリアから降りたファーゴが叫さけんで拳けん銃じゆうを抜ぬく。


　だが慌あわてず旋せん回かいしたコーネリアの腕うでがファーゴに狙ねらいを定めた。


「ばあん」


　たかが生身の人間とでも想おもったからか──気の抜ぬける声と共に放はなたれた不ふ可か視しの一いち撃げきは、レイオットの時ほどに強力なものではなかった。


　だがそれで必要充じゆう分ぶんだったのだろう。ただの一撃でファーゴはやはり吹ふっ飛び、雪を舞まい散らせながら地に転ころがる。


「む……う……」


　短く苦く鳴めいが漏もれたところを見ると即そく死しした訳ではなさそうだが──もう彼が動ける状態にないのは明らかだった。骨折や内ない臓ぞう破は裂れつを起こしているかもしれない。


「……母……様……」


　カペルテータが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　娘の呼びかけを知ってか知らずにか──朗ほがらかに笑いながらコーネリアは言った。


「あはははは。よくも──よくもダニエルを殺してくれたわね。あはは。ぶち殺してやるわよ、魔法使い──あははははは」


　裸ら体たいのままであるのを恥はじるでも寒がるでもなく、コーネリアは昂こう然ぜんとした仕し草ぐさでレイオットに向けて歩き出す。その様子はまるで愚ぐ民みんを睥へい睨げいしつつ己おのれの王国を闊かつ歩ぽする女王の様であり──かつて地下室で我わが子の膝ひざに縋すがって震ふるえていた女の面おも影かげは、もう何ど処こにもなかった。


　同時に……その肉体は急速な変化を開始していた。


　背中が盛もり上がり、そこから巨きよ大だいな骨の様なものが噴ふん出しゆつする。


　右に五本。左に五本。化石の翼つばさの如ごとく左右に広げられたそれは、少なくとも一本が四メルトル近い長さを誇ほこっていた。一体この華きや奢しやな身体からだの何ど処こに隠かくれていたのか──そう首を捻ひねりたくなる様な非常識きわまりない代しろ物ものである。


　変化はそれだけに留とどまらなかった。


　コーネリアの全身数か所で皮ひ膚ふが裂さけ、泡あわが水面に出るかの様に紅あかい球きゆう体たいが肉の奥おくから浮うかび上がってきた。それらはカペルテータの額ひたいに在あるそれと大きさも色もよく似にていたが──その真ん中には瞳ひとみの様なものを備えていた。


　眼球だ。それも──あの魔族と同じ。


「あはははははは」


　コーネリアは異い形ぎようと化したその身体を誇ほこるかの様に、両手を広げて雪の上を歩きながら、婉えん然ぜんと笑った。


「冗じよう談だんよ。ダニエルは死んでなんかいないもの。あはははは。馬ば鹿かね──あはははは」


　その言葉を証しようするかの様に、ぎろりぎろりと全身の紅あかい眼がん球きゆうが動き回る。


「あの人は死んでないわ──私の中で生きているのよ。なんてね。あははははは」


　間ま違ちがいない。コーネリアは魔族化していた。


　恐おそらくそう高い等級ではなかろう。だがたとえ最下級の魔族であったとしても、人間の一人や二人はあっさりとひねり潰つぶす。たとえモールドに身を包んでいようと、腹ふく部ぶに打だ撃げきを喰くらって悶もん絶ぜつしている戦術魔法士など、指先一つで秒びよう殺さつできるだろう。


　しかし──


「──まあ次から次へと」


　呆あきれた様な声が言う。


「色々やってくれるね──びっくり箱顔負けだよ」


　振り返るコーネリア。


　紅い眼球が一いつ斉せいにぎろりと動いて睨にらみ据すえた先には──〈パラドロップ・ファントム〉を片手に立つフィリシスの姿すがたが在あった。


「つまりコーネリア・フェルナンデス──貴女あなた自身を予よ備び脳のうとして使ったって訳ね。いや、それとも貴女があの魔族を取り込んだのかな──まあ仮か説せつなんて幾いくつでも立てられるけども。さすがにちょっと驚おどろいたかな」


「あはは？　なに？　なんなの？　あははははは？」


　コーネリアの笑い声に合わせるかの様に、背中の骨こつ翼よくがぞわぞわと蠢うごめく。いや──その形状は翼というよりも骨と皮に瘦やせ細った巨大な掌てのひらの様に見えた。


「あははは。知ってるわよ。モールドっていうんでしょ──その不ぶ細さい工くな格かつ好こう」


　個々に細かく蠢しゆん動どうしながら、ずるずると骨翼が更さらに伸のびてゆく。


「それって胸のその螺ね子じが全部とれたらもう使えないのよね？」


　モールドについての知識はダニエルの記き憶おくから吸い上げたものか。コーネリアはフィリシスの胸元を指さして言った。


「あははは。見たところ、二つしか残ってないみたいだけど？」


「二個残ってれば貴女の頭くらいは吹ふっ飛ばせると想おもうよ」


　フィリシスはごく気楽な提案をするかの様に言った。


　もっとも──スタッフの無い状態、しかも拘こう束そく度どが二しか残っていないフィリシスに使える魔法は限られている。ただでさえ口頭詠唱リアルキヤストは雑ざつ念ねんが混じり易やすく、拘束度を余よ計けいに消費する。下へ手たな魔法を撃うてばフィリシスまで魔族化してしまうだろう。


　だが──


「それよりも自分の心配した方がいいかもね──貴女あなた、かなりちぐはぐだよ」


「……そう？」


　指し摘てきを受けても然さして気にした様子もなくコーネリアは笑っている。


「貴女は魔族としては成りたて、というより、魔族の一部でしかない。人間で言えば肉にく片へんの様なもの──魔族としてのバランスなんて最初からないから、すぐに破は綻たんするよ。人間の脳のうと心しん臓ぞうだけ取り出したって、すぐ死んじゃうのと同じで。瞬しゆん間かん的てきには魔族として機能してても長くないよ」


「まあ大変。あははは。あはははははははは。あははははははははははは──」


　大きく身を反そらし天を嘲ちよう笑しようするかの様に笑い続け──そして笑い飽あきたのか、コーネリアは視し線せんをフィリシスに戻して言った。


「……じゃあさっさとあなたもくびり殺さないとねえ？」


「それはちょっと難むずかしいと思うよ」


　言いながらフィリシスは一歩前に出た。


　既すでに呪じゆ文もん詠えい唱しようは済すませてある。最も基き礎そ的てきな魔法の一つ〈ジャミング〉だが──発動させた瞬間にライフルを全自動射撃で撃うてば、この文字通り魔族のなり損そこないには充じゆう分ぶん倒たおせるだろう。この距きよ離りであれば〈ジャミング〉は十二分に効力を発揮するし、銃じゆう弾だんを外はずす恐おそれもない。


　だが無論、コーネリアにもフィリシスを一いち撃げきで消し飛ばせるだけの力はあるに違ちがいない。


　拳けん銃じゆうを用いての決けつ闘とうと同じだ。


　先に相手に攻こう撃げきをたたき込んだ方が勝つ。ひどく単たん純じゆん明めい快かいな状じよう況きようだ。そしてこういった際の集中力と動きの早さには、フィリシスは絶対的な自信を持っていた。


　ただし──折れた左ひだり腕うでの痛みが酷ひどい。何ど処こまで普ふ段だんの集中力が発揮できるかが勝負の分かれ目であろう。


　ゆっくりと呼吸を整ととのえながら相手の隙すきをうかがう。


　何か決定的な行動にでる際──人間は必ずその呼吸の調子リズムに変化が出る。武ぶ道どうの達たつ人じんなどは、敢あえてその変化を抑おさえ込こむ事で、相手に攻撃の機を見切らせない様にするとも言われるが──さすがにコーネリアにそこまで器き用ような真ま似ねは出来まい。


　ただし魔族と化したコーネリアに人間の常識がどこまで適用できるのかは分からない。


　互たがいににらみ合ったまま十秒が経過する。


　更さらに五秒が経過。


　更に──


「──！」


　コーネリアの呼吸が僅わずかに間ま延のびした。


　攻撃が──来る。


　だが集中力によって引き延ばされた一いつ瞬しゆんの中で、フィリシスは既すでに勝利を確信していた。


　自分の方が一瞬早い。どんな魔法を仕し掛かけてくる積もりかしらないが、自分の〈ジャミング〉の方が確実に早く発はつ現げんする。搔かき乱された攻撃魔法は不発となり、フィリシスの銃弾は容よう赦しやなくコーネリアの全身を貫つらぬくだろう。


　フィリシスの唇くちびるから撃発音声トリガー・ヴオイスが迸ほとばしる。


「──イグジスト！」


　その瞬間──


「──あははっ！」


　空中を飛んでコーネリアとフィリシスの間に割り込んできたのは──気絶したファーゴの身体からだであった。


　コーネリアが骨こつ翼よくを伸のばし、その端はしに引っかけて投げたのだ。


「──!?」


　咄とつ嗟さに反はん応のうできたのは、フィリシスならではの事であったろう。


　引き金を引ききる直前で指を戻もどし、銃じゆう口こうを逸そらす。だが一瞬で出来たのはそこまでだった。吹ふっ飛んできたファーゴの身体を避よける暇ひまはなく、フィリシスはファーゴともつれ合う様にして雪面に転ころがった。


「あははははははははは──はああああひひひひひひひひひひ」


　可お笑かしくてたまらない──そんな様子で彼女は笑う。笑い続ける。


「ひひひひひひいひ。あはははははははははははは。ばあああか。あひひひひひ」


　辛かろうじて人間であった頃ころの優ゆう美びさを残していたその顔が、次し第だいに醜みにくく歪ゆがんでゆく。比ひ喩ゆではない。明らかに骨格から顔が歪んでいる。非現実的な程にその輪りん郭かくは変形し、嘲ちよう笑しようの形が強調される。それはまるで悪意そのものを形として描えがいた抽ちゆう象しよう画がの様だった。


　口が耳まで裂さける。ぎらりと牙きばが伸のびる。眼めは真まっ赤かに染そまりながら大きく見開かれ、そのまま眼がん球きゆうがせり出してくる──


「ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ──みいいんなあああ。みいいいいんんあああああ。みいいいなああごおおろおおしいいいい──あああああはははは」


「──母かあ様さま」


　カペルテータが声を上げた。


「やめて。母様──やめて」


　だが魔族は最早それに微み塵じんの反はん応のうも示す事はなかった。


　コーネリアは笑いながらフィリシスに歩み寄る。最も早はやフィリシスに魔法はない。つまり彼女は魔族たるコーネリアに対して決定打を持っていないという事だ。


　魔法を使い果たした戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストなど魔族の好きなように殺せる。


「あああああああああはははははははははははははははははは」


　コーネリアは──かつてコーネリアと呼ばれていた魔族は楽しげに笑った。


　そして──


「──イグジスト！」


　叫さけびと共に螺ら旋せん型がたの力りき場ばが魔族に襲おそいかかる。


「ひあっ──」


　咄とつ嗟さに横へと跳とんで直ちよく撃げきは避よけたものの──発動した〈スパイラル〉の螺ら旋せん力場は魔族の右みぎ腕うでを捉とらえた。


　骨が砕くだけ、肉の裂さける異い様ような音と共に、魔族の右腕は文字通り捻ひねり潰つぶされる。勢いよく絞しぼられた雑ぞう巾きんの様にその腕からは血液が四方八方に飛び散った。


　だが──


「あはははははは──ははははははは！　いたいじゃあないのおっ!!」


　その嘲ちよう笑しようの形に固まった魔族の顔が攻撃者を振ふり返った時には、既すでにその破は壊かいされた右腕は元通りに修しゆう復ふくされていた。


「はっ──それはこっちの台詞せりふだっ！」


　叫びながらレイオットは更さらに次の呪じゆ文もんを無音詠唱ダムキヤスト。


　十本の骨こつ翼よくがざくざくと地面に突つき刺ささり、コーネリアの身体からだを持ち上げる。


　まるで足の長い蜘く蛛もの様にその骨翼を動かしながらコーネリアは素す早ばやく雪面の上を駆かけ回った。もはや本来の脚あしで歩くよりもそちらの方が動き易やすいのだろう。まだその姿すがたに人間だった頃ころの部分は残っているが、完全にコーネリアは人間以外の生物になり果てていた。


「あはははは──死になさいよおっ!!」


　その声が撃発音声トリガー・ヴオイスなのか──レイオットに向けて虚こ空くうから発生した電光が降ふり注そそぐ。


　だが彼も既すでに地を蹴けって走り出している。青白い稲いな妻ずまは彼のモールドが一瞬前まで占しめていた空間に突き刺さり、虚むなしく弾はじけた。


「イグジスト！」


〈フリーズ〉発動。


　極ごく低てい温おんの空間がコーネリアを捉えんと展開する。しかし恐おそろしい程の素早さで移動したコーネリアはこれを回かい避ひ、〈フリーズ〉が捉えたのは骨翼の一いつ端たんだけであった。


　白く凍こおり付いた骨翼は、しかし次の瞬しゆん間かんには絵の具を塗ぬり直すかの様に元の色しき彩さいを取り戻もどしていた。


「死んじゃえっ！　死んじゃえっ！　ひいいいいははははははは」


　電光。火か炎えん。そして衝しよう撃げき波は。次々と手当たり次第に魔族の魔法が作り出した攻こう撃げきがレイオット目め掛がけて降ふり注そそぐ。


　だが、そのいずれもが彼を捉とらえる事が出来ない。レイオットの動きが早いという事もあるのだが──あるいはコーネリアも魔力圏ドメインの制せい御ぎよというものにまだ慣れていないのかもしれなかった。


「逃にげるなあっ！　ひははははは！」


　喚わめきながらコーネリアは動きを止める。


　咄とつ嗟さに好こう機きと判断し、〈スパイラル〉を無音詠唱ダムキヤスト。


　スタッフを向けてレイオットは撃発音声トリガー・ヴオイスを──


「逃げるなって言ってるでしょお──ひは。ひはひは。こいつら殺すわよ？」


　──撃発音声を唱となえる直前でレイオットはそれを喉のどの奥おくに飲み込んだ。


　コーネリアの伸のばした手の先。


　そこには、折り重なって気絶するフィリシスとファーゴの姿すがたが在あった。


　いくらコーネリアの魔力圏ドメインが不安定であるといっても、その気になれば二人を殺すのは造ぞう作さもなかろう。


「……人ひと質じちとはなかなか細かい真ま似ねをするな」


　レイオットは脚あしを止め、スタッフを降ろして言った。


　通常の魔族は人質などという考え方に及およぶ事はまずない。そもそも知能がやけに低い個体が殆ほとんどなのである。だからこそ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト達の付け入る隙すきがあるのだとも言える。


　その意味では──コーネリアはやはり異い常じような魔族なのだろう。


　これがダニエルという魔族の特とく異い性せいが影えい響きようした結果なのか、中ちゆう途と半はん端ぱな融ゆう合ごうを契けい機きに魔族化した結果なのかは分からないが……


「ひひひひひひ。私ってお利り口こうさんなの。ひひひひひ。あんたは馬ば鹿か。あひひひひ」


　その手をフィリシス達に向けたまま魔族が勝ち誇ほこる。


　レイオットは──迂う闊かつに動けない。


「誰だれが死のうと関係ない──筈はずなんだが」


　自じ嘲ちよう的てきに呟つぶやいてみる。


　だがどうしてもフィリシスやファーゴを見殺しにする気にはなれなかった。別に英雄的な自じ己こ犠ぎ牲せいを気取っている訳ではない。どうせなら自分が殺された方がまだ気楽でいいというだけの事だ。


「分かった──俺おれの負けだ」


　レイオットがそう宣言する。


　かなり意外な終しゆう幕まくではあったが──これも運命だろう。


　これでドーベルンは彼を許してくれるだろうか。


　ふとそんな事をレイオットは考え──


「──少々諦あきらめが良すぎるぞ」


　その言葉と共に黒い塊かたまりが降ってきた。


　何ど処こから──などと問うのは無意味だろう。


　たとえ空を飛ぼうが虚きよ無むから出現しようが、今いま更さらその人物に関しては驚おどろきに値あたいしまい。


　旋せん回かいする銀光。


　──ぞぐ。


　鈍にぶい音をたてて銀の一線がコーネリアの右みぎ腕うでを通り抜ぬける。


　次の瞬しゆん間かん──


「──ひあっ!?」


　コーネリアの驚きよう声せいと共にその腕は肘ひじから断たたれて雪面に転がった。


　更さらにその人ひと影かげは瞬しゆん時じに身を沈しずめて旋せん回かいし、その動きに乗せて左の掌てのひらを突つき出した。


「──疾ジヤイ！」


　突き出された掌から如い何かなる力が迸ほとばしったのか──コーネリアの体は巨きよ大だいな鉄てつ槌ついで殴おう打だされたかの様に、水平に吹ふっ飛ばされていった。


　長々と骨こつ翼よくが雪面を抉えぐって幾いく本ほんもの筋すじを残す。


　十数メルトルを一気に後こう退たいさせられたコーネリアは、広場の端はしの柵さくに激げき突とつしてようやく停止した。ばきばきと音を立てながら起きあがってきた魔族の体たい軀くには特に傷きずらしい傷は無いが──突とつ如じよとして出現した伏ふく兵へいに驚おどろいたのか、その表情は驚きよう愕がくに歪ゆがんでいた。


「ああ──ああっ!?　なによお──なんなのよおおおおっ!?」


「爺じいさん。えらく美お味いしいところを持っていくじゃないか」


　苦笑して言うレイオット。


　黒こく衣いの人影は、言うまでもなくロン・コルグであった。


　愛用の仕し込こみ杖づえを携たずさえたまま、ロンは身を伸のばして悠ゆう然ぜんとレイオットを振ふり返る。


「危あぶなっかしくて、おちおち高みの見物もしておれん」


「何を無責任なことを偉えらそうに宣のたまうかね──この爺じいさんは」


「弟で子しの弟子は弟子同然──時には手を出さずに見守るのも師しの務つとめであろうよ」


「ほざいてろ！」


　その場にそう言い残し──レイオットはスタッフを構かまえながらコーネリアに向かって駆かけだした。攻こう撃げきを仕し掛かけるなら相手がまだ混乱している今が好機だ。


「我われ・法を破り・理ことわりを越こえ・破は壊かいの意志を抱いだく者なり──」


　走りながら補ほ助じよ呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。


「冷気よ・氷温よ・我はその静せい謐ひつなるをもって・暴ぼう虐ぎやくに対する制せい裁さいとす・凍とう気きよ・その力によりて猛たけき者もの共どもに永えい劫ごうの沈ちん黙もくを与あたえよ！　スミティエン・アンデル・ウェティエン・エイム・ロオグニス・クウエン・クラスイク・バンテス──」


　空中に発生する紅あかい魔ま法ほう陣じん。


　超ちよう高こう効こう率りつ稼か働どうする魔ま力りよく回かい路ろの虚きよ像ぞうはその紅い光でレイオットの黒い仮か面めんを照らし出す。


「あひひひひひ。どいつもこいつもおっ！　あひひひ。どいつもこいつもおっ！」


　魔族は喚わめき散らしながら骨こつ翼よくを大きく羽はばたかせた。


　次の瞬しゆん間かん──その頭上に炎ほのおが渦うずを巻いて発生する。


　直径十メルトルにも達する巨きよ大だいな火の玉。膨ぼう大だいな熱の塊かたまりが空気を攪かく拌はんし、コーネリアの足あし下もとの雪を蒸じよう発はつさせてゆく。温度はともかくとしてもその規き模ぼが尋じん常じようではない。まともに炸さく裂れつすれば広場全体が間ま違ちがいなく火の海と化すだろう。


　そうなればフィリシスやファーゴは無論、カペルテータまで巻き込まれて死ぬ。


　だがそんな事は最も早はや眼がん中ちゆうにないのか──雪の中に突とつ如じよとして生まれた陽炎かげろうの向こうでコーネリアはにたりと笑えみを浮うかべた。


「みんな死んじゃえ！　あははははあっ！」


　骨翼が一ひと際きわ大きく蠢うごめき、火か球きゆうが更さらに巨大化する。


　そして──


「〈マグナ・フリーズ〉──イグジスト!!」


　撃発音声トリガー・ヴオイスが熱せられた空気を叩たたく。


　全すべては一いつ瞬しゆんにして発生した。


〈フリーズ〉の上位呪文──〈マグナ・フリーズ〉。


　限定的に発生する極ごく低てい温おんの領りよう域いきが魔族を捕ほ捉そくする。


　熱気と冷気が混ざり合い急きゆう激げきな温度変化に晒さらされた空気が激はげしく唸うなる。空気そのものさえ凍とう結けつさせる急激な温度低下は易やす々やすと魔族の掲かかげる炎を押おし潰つぶした。


　更さらに凍気はコーネリアの身体からだにも食い込んでゆく。


　全身に及およんだ極低温によってコーネリアの身体は完全凍結されていた。


　空気が完かん了りようを告つげるかの様に澄すんだ音をたてる。


　髪かみの毛一ひと筋すじとて動く事の許されぬ絶対の拘こう束そく。


　最後の哄こう笑しようを上げる姿し勢せいのままコーネリアの時間は停止していた。脳のう細さい胞ぼうの一いつ片ぺんまで完全に固められているだろう。白く染そまったその身体からだは一いつ瞬しゆん前までの躍やく動どう感かんはそのままに、未み来らい永えい劫ごう動く事のない立像と化していた。


　そして──


「……終わったな」


　ロンの呟つぶやきが合あい図ずであったかの様に──亀き裂れつが走る。


　鋭するどい音をたてながら亀裂は全身を這はい回り、次の瞬間、魔族の身体は無数の破片となって飛ひ散さんしていた。


　細かな破片が雪の上に突つき刺ささる。


　その一つを──白い手が拾い上げた。


「かあ……さま……」


　とぎれとぎれの声。


　終わってなどいない。むしろ最悪の悲ひ劇げきは今この瞬間に始まったのだ。


「かあ……さ……ま……」


「…………」


　出来れば振ふり向きたくなかった。


　カペルテータの顔を見たくなかった。


　だが……自分には振り向いてカペルテータと対面する義務がある。彼女から根こそぎ喜びと希望を奪うばった者として、レイオットは彼女の前に立ち糾きゆう弾だんを浴あびる義務があった。


　許してくれとは言わない。許せる筈はずがない。


　分かってくれとは言わない。言えた義理ではない。


　だから──レイオットはただ黙だまってカペルテータを振り向いた。


「レイオット──」


　カペルテータは無表情だった。


　そこには何も残っていなかった。


　その白い顔の上でありとあらゆる表情が死んでいた。残っているのはただの残ざん骸がいだ。今この半魔族ハーフ・ブルートの少女の顔を覆おおっているのは、死人の相そうであった。


　彼女を殺したのはレイオットだ。


　彼女の芽め生ばえかけた心を破は壊かいしたのは他ほかの誰だれでもない、レイオットだった。


　だが──


「よく分かりません。レイオット」


　カペルテータは静かに言った。


「これが──憎にくいという気持ちなのですか」


　この期ごに及およんでも誰かを憎にくむ事が出来ないのであれば──それは果たしてこの半魔族の少女にとっては幸さいわいなのか、それとも災わざわいなのか。


「それとも──悲しいという気持ちなのですか」


　憎しみを語るにはあまりに寂せき寞ばくたる声が尋たずねてくる。


　悲しみを語るにはあまりに空くう虚きよな口く調ちようが尋ねてくる。


「…………」


　だがレイオットは答えない。答えられる筈はずもなかった。


　そして。


「よく分からないんです──教えてください、レイオット……」


　そう呟つぶやく少女の紅あかい眼めから。


　透とう明めいな滴しずくが一ひと筋すじ──流れ落ちた。
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　結局──ケルビーニの村は滅ほろびた。


　確かに魔ま族ぞくは倒たおされた。だが村に与あたえられた被ひ害がいはあまりに甚じん大だいだったのだ。


　村民も家か屋おくも半数が喪うしなわれた。当然──損そん失しつがそこまで及およんでは、もう村は自身の機能を維い持じできない。後日レイオット達の連れん絡らくを受けた魔法管かん理り局きよくが軍に要よう請せいを出し、救きゆう援えん物ぶつ資しが村に運び込まれ、それで急場は凌しのげたものの──もう生き残りの村民達に村を再建するだけの気力も体力も、そして財力も残ってはいなかった。


　詳しよう細さいは知らないが──後日フィリシスから聞いたところによると、生き残りの村民はトリスタンやその他の都市に散ちっていったとの事である。


　だが彼等の運命はレイオットにとって興きよう味みの範はん疇ちゆう外がいである。


　魔族を倒した後──ロンは早々にその姿すがたを消した。聞きたいことは山ほどあったが、その事に関してはレイオットも特に惜おしみはしなかった。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストを続けていればあの奇き妙みような老人とまた出会う機会はあるだろう。


　ただ……三日を経へずしてカペルテータもあの村から姿を消していた事にレイオットはある種の不安を覚えた。


　天てん涯がい孤こ独どくの身の上となった彼女は何ど処こに行くのか。


　かつての──ドーベルンに拾われるまでの自分と、彼女の身の上が重なって見えた。


　家族もなく。戸こ籍せきもなく。故こ郷きようもなく。頼たよる当てもなく。居場所さえないままに独ひとり生きてゆく事の過か酷こくさはレイオット自身がよく知っている。まして彼女はＣＳＡだ。その運命が明るいものになる事は決してあるまい。


　彼女の行方ゆくえを調べようかとも思ったが、レイオットはすぐに思いとどまった。


　見つけ出してどうするというのか。どんな顔をして会えばいいのか。


　彼はカペルテータの両親の仇かたきなのだ。どう取とり繕つくろってもその事実だけは変わらない。


　そうして。レイオットの中でケルビーニの事件は完全に幕まくを下ろした。


　彼はトリスタン郊外の家に戻もどっていつもの自じ堕だ落らくな生活を再開した。結局ただ働きであった訳だが──すぐに次の仕事が舞まい込こんできて、とりあえず生活に困るような事はなかった。


　一か月が過ぎた。


　二か月が過ぎた。


　そうして彼がカペルテータの事を思い出す回数も減へり始めた、ある雪の降る日──
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　欠伸あくびを嚙かみ殺しながらベッドを抜ぬけ出る。


　風ふ呂ろか食事か。


　数秒悩なやみ──レイオットはとりあえず食堂に向かった。食材の買い置きもそろそろ底をつく筈はずだが、とりあえず一度腹はらを膨ふくらませるだけなら、残り物でも何とかなるだろう。最悪何も無ければ香こう茶ちやでも飲めばいい。


　身を切る様な寒さむ気けが屋内にまで染しみ込こんでくる事もあって、しばらくはろくにベッドから出ない日々を送っていたのだが……さすがに一週間も続くとひたすら寝ねて過ごすのにも飽あきが来る。自覚はないが身体からだも相当鈍にぶってきている筈はずだ。


「……止やまないな」


　窓の外を観みてそう呟つぶやく。


　何ど処こか濁にごった様な空から粉こな雪ゆきが降り続いている。ここ三日程はずっとこの調子だ。


　あと数日も降り続けばトリスタン市内へ通じる道路も通れなくなる恐おそれがあった。そうなる前に車を出して食料や燃ねん料りよう、生活必ひつ需じゆ品ひんを買い込んでおかねばなるまい。正直言って買い出しに出るのはひどく面めん倒どうくさいのだが、さすがのレイオットも自じ宅たくで干ひ涸からびて果てる様な死に方は遠えん慮りよしたかった。


「シェリングのおばちゃんに何か分けて貰もらうか……」


　月に一度と言う契けい約やくで家の掃そう除じに来て貰っている隣りん家かの主しゆ婦ふは、何かと面めん倒どう見みが良い女性だ。レイオットが生活必需品を切らせたりした場合は、自宅の買い置きを気き前まえよく分けてくれたりする。一応仕事として来て貰っているが、単純に他人の世話を焼くのが好きなのだろう。


「──さて」


　レイオットはもう一度大きく欠伸あくびをするととりあえず玄げん関かんに向かった。


　積雪量の確認と──そしてまず無む駄だに終わるのだが、郵ゆう便びん物ぶつの点てん検けんのためである。


　そもそもレイオットに手紙を出す様な人間は殆ほとんど居ない。知ち己きは何人か居るが筆ふで無ぶ精しような連中ばかりである。


　それでも一応郵便物の確認に毎朝出るのは、たまに警けい察さつや魔法管理局からの通達や出しゆつ頭とう命令書が来ていたりするからだ。来て嬉うれしいものなどでは決してないが、役所から送られてくる書類の常つねで、放ほうっておくと意味もなく面めん倒どうな事になったりする。


　レイオットは寝ね間ま着きの上からコートを羽は織おると正面玄関の扉とびらを開けた。


　粉雪と共に家の中のそれをも上うわ回まわる寒気がどっと流れ込んでくる。それらを押おしのける様にしてレイオットは外に出ると、玄関脇わきに備そなえ付けてあるポストの蓋ふたを開いて中身を確認した。


　郵便物はなしだった。平和な証しよう拠こである。


　白い息を吐はきながらレイオットは早々に家の中へ戻もどろうと踵きびすを返し──


「…………」


　そこで立ち止まった。


　家の壁かべ際ぎわ──軒のき先さきの下に黙もく然ぜんと小さな人ひと影かげが佇たたずんでいる。


　紅あかい瞳ひとみは最後に出会った時と同じ虚きよ無むを湛たたえたまま彼を見つめていた。


「…………」


　掛かけるべき言葉をしばし脳のう裏りで検けん索さくし──そして諦あきらめてレイオットは嘆たん息そくした。


　今いま更さらどんな言葉でこの少女に語りかければ良いというのか。


　少女はひどく汚よごれていた。


　そして──長かった紅い髪かみは肩かた口ぐちでばっさりと切り落とされていた。


　一体何があったのか。今までどうしていたのか。


　聞きたいことは幾いくつもあった。


　だが聞けた義理ではなかった。


　何のつてもない少女がケルビーニの村から此こ処こに辿たどり着くだけでも相当な苦労があった筈はずだ。服の汚よごれも切り落とされた髪も、その苦労の結果なのだろう。そしてそれを少女に強しいた責任は確実にレイオットにあった。


　レイオットはカペルテータに歩み寄った。


　無表情な紅い瞳は怯おびえるでも怒おこるでもなく静かに彼を見上げる。


　そこに映うつっているのはレイオット自身だった。それ以外には何もそこには無かった。


「とりあえず……」


　レイオットは少女の瞳から眼めを逸そらして言った。


「香こう茶ちやでも淹いれるか。うんと熱くして」


　肯こう定ていも否ひ定ていもなく──ただカペルテータは無む言ごん。


　長々と溜ため息いきをつきながら、レイオットは空を仰あおぎ見る。


　やはり雪はまだ止やみそうになかった。
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　腕うで時ど計けいを見ると時じ刻こくはほぼ約束通りだった。


　ただし頑タ強フで有名なデイメックス社製の時計も、現場で酷こく使ししているせいか最近遅おくれ気ぎ味みである。生活上は特に問題ない程度だが、ケースＳＡの現場で遅れたり止まったりされては洒落しやれにならない。そろそろ買い換かえ時期だろう。


「しかし一体、何の用なんだか」


　呟つぶやきながらレイオットはモールド・キャリアをローランド総合機器研究所の前に停とめる。


　何度見ても愛あい想そのない殺さつ風ぷう景けいな建物だが……中は殺風景どころか機械や部品で混こん沌とんの海と化しているので、これはこれで丁ちよう度ど、均衡バランスがとれているのかもしれない。


「せっかくの日曜だってのにな」


　運転席から降りてレイオットは言った。


　ジャックから日付と時間を指定して呼び出しを受けたのは、一週間ほど前の事である。必ず来るように、と妙みようにジャックにしてはしつこい感じで念ねんを押おしていたのだが、何の用かと尋たずねても答えようとしないのだ。


「レイオットの休日は日曜に限らないと想おもうのですが」


　同じくモールド・キャリアの助手席から降りながらカペルテータが言う。


「言ってみただけだよ」


　肩かたを竦すくめてそう応じ──レイオットはローランド総合機器研究所の呼よび鈴りんを鳴らした。


　やけに安っぽいベルの音が響ひびく。


　レイオットとカペルテータはしばし扉とびらの前で並ならんで待った。


　……反はん応のうがない。


　レイオットはもう一度呼び鈴を鳴らしてみたが──やはりしばし待ってもジャックが出てくる気け配はいは無かった。


「おかしいな」


　だめ押しでもう一度呼び鈴を鳴らす。


　やはり──反応はない。


「日も時間も間ま違ちがってないよな？」


「はい。多分」


「……車に戻もどってろ」


　レイオットはそう言うとコートの下から〈ハード・フレア〉を抜ぬいた。


「……気が早いのではないですか」


「用心はするに越こした事はないだろ」


　言いながらゆっくりとレイオットは正面玄げん関かんの扉とびらを押した。


　鍵かぎはかかっていない。


　照明が全すべて落とされているらしく──隙すき間まから見ると中は真っ暗でひどく見通しが悪い。


　レイオットは扉からゆっくりとその身を滑すべり込こませ──


「……車に戻ってろってば」


　何ど処こか疲つかれた表情で、すぐ後ろに黙もく然ぜんと立っているカペルテータを振ふり返った。


「…………」


　無む言ごんで首を振るカペルテータ。


「──好きにしろ」


　溜ため息いき混まじりにそう言って、レイオットは更さらに中に進んだ。


　照明の類たぐいは全て消されているが──扉の隙すき間まや換かん気き窓まどからわずかに漏もれ落ちてくる光が、内部を完全な闇やみで染そめてしまうのを拒こばんでいる。


　幾いくつもの機材が積まれているのはいつもの事であるが……照明の無い状態で見るとそれらはいびつで、禍まが々まがしい印いん象しようさえあった。まるでその一つ一つが、怪かい物ぶつの様にも見える。


　空気はなま暖かい。少なくとも少し前まで誰だれかこの中に居たのだ。


「──なんだ？」


　呟つぶやいてレイオットは更さらに一歩前に踏ふみ出し──


　その瞬しゆん間かん。


「──!?」


　視し界かいが白く染そまった。


　突とつ如じよとして全ての照明が点てん灯とうしたのである。


　思わず目の上に左手を翳かざして、網もう膜まくに遠えん慮りよなく切り込んでくる光の暴ぼう力りよくを遮さえぎる。決して強い光ではないのだが、暗闇に慣なれた眼には痛い程の光量だ。


　だが同時に彼は左手で〈ハード・フレア〉の撃げき鉄てつを起こしていつでも対たい処しよできるように身み構がまえていた。


　そして──


「ようこそっ!!」


　予想外に明るく──陳ちん腐ぷな程に気取った声が響ひびき渡わたった。


「──という訳で、誕生日おめでとうハツピーバースデイ!!」


　同時にあちこちで小さな火薬音が弾はじける。


　思わず反はん応のうして〈ハード・フレア〉を撃うちかけたレイオットであったが──それが全すべて、室内のあちこちに仕し掛かけられたクラッカーの音だと気付いて、彼は引き金を引ききる寸前で自じ制せいした。どうやら何かの仕掛けで同どう期きさせて鳴らしたらしいが──


「………おい」


　レイオットは呻うめくように声を上げた。


　とりあえず銃じゆうの撃鉄を押おさえて元に戻もどしながら、部へ屋やの奥おく──そこに居るジャックをにらみつける。美び貌ぼうの天才技術者は、何を考えているのか、いつもの作業服の上からタキシードの上だけ羽は織おって立っていた。しかも、喝かつ采さいを浴びる演えん奏そう者しやのように笑みを満まん面めんに浮うかべつつ両手を広げている。


　じっとその姿すがたを見つめるレイオット。そしてカペルテータ。


「……そんなに見つめられると照てれるだろ」


　ふと真ま顔がおに戻ってジャックは言った。


　どうやらジャックの悪ふざけであったらしい。レイオットは〈ハード・フレア〉をホルスターに戻しながら溜め息をついた。


「で──何の真ま似ねだ。これは」


「……誕たん生じようパーティだよ」


　笑顔でジャックが言う。


「……誰だれの？」


「レイとカペちゃんの」
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「…………は？」


　間まの抜ぬけた声を出すレイオット。


　そこへ──ジャックの後ろの扉とびらが開いて、数名の人ひと影かげが姿すがたを現した。


　フィリシスとネリン、ファーゴ、エレナ・シェリング、そして──


「ほらほら。警けい部ぶ。いつまでやってんですか」


「騙だまされた。帰るぞ、私は」


　言いながらブライアン・メノ・モデラート警部を引きずり出したのは、第一分ぶん署しよの鑑かん識しき課か員いんシェリル・アリアである。


「大体だな。私がなんであの男の誕生日なんぞ祝わねばならんのだ！」


「別にいいじゃないですか。誕生日を祝うのは良い事だって警部も言って──」


「あの男の場合は別だっ！」


「警部も細かい事にこだわりますねえ」


「細かい事かっ？　細かい事なのかっ!?」


「……いや、それ以前に」


　言い合いを始めるブライアンとシェリルはさておき──レイオットは呆ほうけた様な表情でジャックを振ふり返って言った。


「なんだよ、俺おれとカペルの誕生日って」


「いや、生まれた日」


「いや、だから──なんでそれが今日なんだ？　誰がそんな事を──」


「俺が決めた」


　ジャックが何な故ぜか胸を反そらして偉えらそうに言った。


「……違ちがうというのなら、正確な日付を提てい示じしたまえ、レイオット・スタインバーグ君」


「いや、知らないけどな」


「ならいいじゃん。今日でも。ちなみに二回に分けてすると大変なので独どく断だんと偏へん見けんによりレイとカペちゃんの誕生日は同じ日ということに」


「そ──そういうもんか？」


「つべこべ言わずにおとなしく祝しゆく福ふくされなさい」


　苦笑混じりにそう言ったのはフィリシスである。


「さー。祝福するぞー。あ、レイ、ちなみに会費は一人百ドルクだよ」


「金とるのか、おいっ!?」


「冗じよう談だんだよ」


　などと言いながらもジャック達は適当に部へ屋やの中にしつらえられたテーブルにつく。


　先程は気付かなかったが──いつもは怪あやしげな機械部品や工具が散さん乱らんしているテーブルが、今日ばかりは綺き麗れいに片付けられ、白い布ぬのが敷しかれている。


　そこへ大きな盆ぼんに満まん載さいした料理をエレナとネリンが運んできた。


「なんなんだ──あんたまで」


「ここまで来たら覚かく悟ご決めてください」


　脱だつ力りよくした様よう子すで言うレイオットに、労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくの新しん米まい監かん督とく官かんは苦笑して言った。


　さすがにその場に突つっ立っているのもおかしな感じがしたので、レイオットもカペルテータもネリンに勧すすめられるまま、席に座すわった。


　だが──


「まだよく事情が飲み込めてないんだが」


「単に誕生日にかこつけてパーティしたいだけじゃないの」


　テーブルの上に片かた肘ひじをついて笑いながらフィリシスが言う。


「そういう意見もある」


「否ひ定ていしろよ」


　身も蓋ふたもなく頷うなずくジャックに突つっ込こみながら──


「…………」


　ふとレイオットはカペルテータの表情に気付いた。


　無論、いつもの無表情は変わらないのだが、何ど処こか困こん惑わくしている様子が見える。


「──どうした？」


「……誕生日」


　カペルテータは呟つぶやくようにその言葉を口にする。


「それは──でも──私は……」


「……誕生日でなくてもいいんだよ」


　料理を並ならべながらエレナが、ふと思い付いた様に言ってくる。


「貴女あなたが此こ処こに今生きて在ある事が──ちょっとでもたくさんでもいい、貴女と出会えて、嬉うれしいって想おもう人が、その事を表明する為ためにこういうお祝いはあるんだから。だからいつ生まれたとか、何ど処こで生まれたとか、誰から生まれたとか──そんなのどうでもいいの」


　カペルテータは眼めを瞬しばたたかせて一同を見回す。


　ネリン。フィリシス。ファーゴ。エレナ。シェリル。ブライアン。


　ブライアンは不ふ機き嫌げんそうに明後日あさつての方向を見てはいるのだが──隣となりでシェリルが口に手を当てて笑いながら小さな小箱を取り出した。ブライアンと小箱の間で指を往おう復ふくさせている事からして──その小箱は彼がカペルテータ用に買ってきた誕生日プレゼントらしい。


　その様子を見てレイオットは小さく苦笑した。考えてみればネリンと同じか、ある意味ではそれ以上に律りち儀ぎの塊かたまりの様なこの男が、こういう場に呼ばれて手ぶらで来る筈はずもない。


「私は──」


　カペルテータは何ど処こか追い詰つめられた様な様子でもう一度周しゆう囲いを見回す。


　一同は何も言わない。笑っている者も居ればふて腐くされている者も居る。


　だがエレナの言葉を否定する者は誰一人居なかった。


「──レイオット」


　そしてカペルテータは最後にレイオットに視し線せんを向けた。


　レイオットはただ苦笑したまま、頷うなずく。


　思えばそれはひどく単純な事だったのかもしれない。


　母親でなくてもいい。父親でなくてもいい。


　それは誰であってもいいのだ。


　誰かが望むこと。誰かが喜ぶこと。誰かが祝うこと。


　ただそれだけでいい。


　それだけで──その者の存在には意味が生まれる。


　その者がそこに生きて在ある事は決して無意味にならない。


　だから──


「………ありがとう」


　相あい変かわらず無表情ではあったが。


　カペルテータ・フェルナンデスは、僅わずかに朱しゆを帯びた頰ほおを隠かくすかの様に、頭を下げた。
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魔族【malevolent】





　魔法を使い、その反動として生じる呪じゆ素そに『人間としての在り方』を冒おかされてしまった人間。公的には魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト（ＳＡ）と呼ばれるが、その脅きよう威いの大きさ故ゆえ、魔族化した人間は全ての人権を剝はく奪だつされ、ある種の局地災害として駆く除じよ対たい象しようとなる。


　その力はあまりに大きく、通常の銃じゆうや刃物では殺害する事は非常に困こん難なん。ただその存在が公式に認定されてからまだ三十年程のため、その対処方法には国や地方によって大きな差が在る。





モールド【mold】





　魔法士達が装そう着ちやくする『鎧よろい』。人間の『鋳型モールド』であり、魔法を使いながらも魔族に変へん異いしてしまう事を防ぐための仕し掛かけ。物理的に、精神的に、そして魔法工学的にも魔法士を拘こう束そくし、人間に留とどめ置くためのもの。





スタッフ【Stuff】





　魔法士達がより安全確実に、効率的かつ迅じん速そくに魔法を行使するための装置。


　呪文書式板スペル・タグにより類型化された魔法回路を疑似詠唱端子キヤスターにより無音詠唱ダムキヤストする事で、魔法士本人は呪文詠唱の手間と時間を要する事なく魔法を行使できる。


　同時にその内部に組み込こまれた収束・増ぞう幅ふく機き構こうにより、魔法をより強力かつ高精度に制せい御ぎよするための機能を持つ。





ＣＳＡ【Congenital Sorcery-Addict】





　先天性魔法中毒患者。母親が魔族に性的暴行を受けて妊にん娠しんし、産み落とす存在。生物としての発生段階から大なり小なり魔法の影響下にあるため、人間は本来備えないような特とく殊しゆな器き官かんを持っている事が多い。


　その出自から〈半魔族ハーフ・ブルート〉〈出来損ないデイフエクテイブ〉などと蔑べつ称しようされる事も多く、また普ふ通つうの人間よりも魔族化し易やすいとの説もあり、その基本的人権の多く、特に就しゆう職しよく、結婚、出産、住居選定などは著いちじるしく制限されている。





スフォルテンド【Sfortend】





　拘こう束そく度ど数すう一三／全重量三二キログロム（スタッフ除のぞく）


　レイオット・スタインバーグが使用するタクティカル・モールド。設計者不詳。十年以上前の設計である為に現在主流のタクティカル・モールドに比べると多少使い勝手の悪さが目立つが、基本性能において劣おとるものではない。むしろタクティカル・モールドの基本構造はここ十年以上大きな変化はなく、この〈スフォルテンド〉には現在使用されている多くのタクティカル・モールドの源げん流りゆうを見る事ができる。


　元々はドーベルン・スタインバーグの使用していたタクティカル・モールド〈スカルラット〉であり、レイオットはその外がい装そうの一部を改かい修しゆうして使用している。外装や一部の部品はジャック・ローランドの手によるもの。


　対ついとなるスタッフは六種類の基き礎そ級きゆう呪文書式板スペル・タグを選択する型で、比ひ較かく的てき大型。総合的な増幅率りつは標準値。





フォルテシス【Fortesis】





　拘束度数十／全重量二五キログロム（スタッフ除く）


　フィリシス・ムーグが使用するタクティカル・モールド。ローランド工房の最新型である。拘束度数の増加を第一義に考えて設計されている最近主流のタクティカル・モールドに比くらべるとむしろ時代を逆ぎやつ行こうしているかの様にも見えるが、軽量化、関かん節せつの可か動どう性せい（運動性）、増幅率の向こう上じよう等に重点が置かれており、総合的な戦闘力はむしろ高い。


　対となるスタッフは六種類の基礎級呪文書式板を選せん択たくする型であるが、〈スフォルテンド〉に比べるとやや細身で軽い反はん面めん、増幅率がかなり高く、同じ攻撃魔法を使用した場合でも、最終的に顕けん現げんする威い力りよくには差がある。


　標準的なタクティカル・モールドには補ほ助じよ武ぶ装そうの拳けん銃じゆうを装備するためのホルスターが作り付けられているが、このフォルテシスにはなく、代かわりにワイヤや小型拳銃を入れたポーチボックスが装備され、背中には鎖くさりに繫つながれた少女の図案が描かれている。





魔王級【ルシフェル／Lucifer】





〈イエルネフェルト事変〉の際さいにたった一度しかその発生を確認されていない魔族の究きゆう極きよく形けい態たい。その外形、能力に関する詳しよう細さいな記録は残っていないが、直径百メルトル以上の球体であったとされ、半径二キロメルトルにも及およぶ恒常魔力圏コンスタント・ドメインに包まれていたという。


　当然ながら通常の火か器きは戦車砲でさえ全く歯が立たず、その魔力圏の処しよ理り容よう量りようを上回る八発の燃料気化爆弾の爆ばく撃げきにより倒たおされたとされているが、一部の学者はこの記録に対して懐かい疑ぎ的てきである。


　全ての魔族がこの形態に進化するとは限らず、同時にこの〈魔王級〉が本当に進化の限界なのかどうかは不明。『究極の魔族』という呼こ称しようもあくまで歴史上最大最悪の魔族であった事からつけられているに過すぎない。





源流魔法使【root sorcerian】





　ジョージ・グレコ教きよう授じゆによる〈聖シューマン実験〉以前より、歴史の表舞台に出る事なく、一種の秘ひ儀ぎとして魔法技術を創そう出しゆつし、承しよう継けいしてきた者達を指す。


　その存在が公式に確認された事はないが、グレコ教授が魔法技術の体系を確立する際に、こうした古い意味での『魔法使』の協力が在あったとする考えは既すでに定説化している。ただしこうした旧来からの伝統的立場を持つ魔法技術者は、公的資格の『魔法士ソーサリスト』と区別するためにあえて旧きゆう態たい依い然ぜんとした『魔法使ソーサリアン』という言葉で呼こ称しようされる。


　これらの魔法使は現在の社会においては俗ぞく世せ間けんとの繫つながりを絶たち、あるいは秘ひ密みつ結けつ社しや化して、正規の魔法士達とは異なる魔法技術体系を築きずいているとされるが、その一方で〈イエルネフェルト事変〉における魔王級ルシフエル魔族の駆く除じよや、初期モールドの開発にも彼等が関わっていたのではないかと主張する研究者も多い。






　あとがき










　……………………………え？


『今回はもう日数もページも圧あつ迫ぱくしまくってるんだから、つまんない噓うそついてないで、さっさと本題に入れ』？


　す、すいません。


　いや、さすがに今回は後編だから特にネタもないし、手て短みじかに行きます。





　というわけで。どうも。[image: ]です。


　ストレイト・ジャケット第四巻『オモイデのカナタ』をお届け致します。


　英語の副題を見てもらえれば分かるように、今回は『オモイデのスミカ』の続編、というより、二冊で一つの話です。


　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………


　い、いや、分かってます。分かってるんです。皆まで言わないでください（汗）。





　なんというか上下巻にしておきながらの分ぶ厚あつさというのは、最も早はや、何の言い訳もききません（汗）。編集さんの神経から、読者の方々の財布まで激しく圧迫しております。


　調べてみたら原稿のデータ量、２巻と８Ｐ分しか違わない。ううう。


　しかしおかしいな。第一稿あげた時はこの四分の三くらいだったんですが。どこでこんなに増えてしまったのだろう……？（言い訳）





　次は何とか１巻と同じくらいに抑おさえたいと思います。ええもう。多分──。


　いや、まあ、断だん言げんしないのが最後の良心だったりしますが。





　読者の方々への感謝は無論ですが、いつもながらもうぎりぎりの仕事をしておったりする訳で、もう担当のＴ嬢と絵師の藤城氏には頭が（以下略）





　というわけで（どういう訳なんだか）また次巻でお会い致しましょう。





２００２／３／１８


ＢＧＭ：『URUTRAMAN SYMPHONY』（by 日本フィルハーモニー交響楽団）


MACHINE：自作四号機（ペンティアム[image: ]８００Mhz／ＲＡＭ５１２ＭＢ）




ストレイト・ジャケット４


オモイデのカナタ


～THE REGRET／SECOND HALF～
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